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静清バイパス川合地区の調査は昭和59年に本研究所が設立され、その最初の調査としてはじまっ

たもので、研究所にとってはいわば記念碑的な調査である。現地発掘調査は59年から62年までの4

年間を要し、現在ひきつづいて資料整理を実施している。

川合地区は東から宮下遺跡・川合遺跡・内荒遺跡の3遺跡に分かれているが、宮下遺跡・内荒遺

跡は奈良時代から平安時代を中心とする遺跡で、掘立柱建物群に伴って多量の灰粕陶器・墨書土器

などが出土しており、駿河国安倍郡衛跡の一部と推定されている遺跡である。これらについては、

既に宮下遺跡の一部を除いて報告書を刊行している。　　　　　　l

川合遺跡では弥生時代中期から古墳時代中期の集落および古墳時代碑期の水田跡を中心に7面乃

至8面の遺構が発見されている。なかでも下層で発掘された方形周溝墓群は弥生中期後葉に属すも

ので、静岡平野北部での平野部の開発が始まった時期を示すものとして注目される。また6・7区

で発掘された土塁跡は弥生後期に築かれたもので、集落の外側を巡るものと推定される。通常集落

の外側で発掘されている環境と同様な性格をもったものであろうが、従来発見の少ないもので、そ

の性格を含め興味のある遺構である。また古墳時代中期には集落内に築かれた墳丘墓が2基発掘さ

れており、1基からは内部にガラス玉を持った割り竹型木棺を、他からは小型の珠文鏡を出土して

いる。北側の丘陵頂部に築かれている大型古墳の存在と合わせて興味のある遺構である。

多量に出土した遺物は現在鋭意整理中であるが、弥生時代の鉄製品をはじめ、古墳時代前期の玉

造りの工程を示す未製品を含む多量の破片、あるいは弥生時代から古墳時代にいたる農具・祭祀具

等の木製品が出土している。いずれもこの地域の歴史を解明するうえで欠くことの出来ない考古資

料となるものであり、今後の資料整理に努力をしてまいりたい。

静清バイパスに伴う遺跡の発掘調査は長崎遺跡・瀬名遺跡・池ケ谷遺跡などで行われており、調

査規模も最も大きくなっている。全体の調査が円滑に晋事を期待するとともに、川合地区の発掘調

査に深い理解と協力をいただいた建設省静岡国道工事事務所・静岡県教育委員会・静岡市教育委員

会等関係各位に謝意を表わすとともに現地調査をはじめ資料整理に当たった当研究所の調査員諸氏

の努力を多とするものである。

1990年3月30日

財団法人　静岡県埋蔵文化財調査研究所

所長　斎　藤　　忠



例

1．本書は静岡市川合973－1他に所在する川合遺跡の発掘調査報告書の第1分冊である。

2．調査は昭和59年～平成元年度静清バイパス（川合地区）埋蔵文化財発掘調査業務として

建設省中部地方建設局からの委託を受け、調査指導機関静岡県教育委員会、調査実施機

関財団法人静岡県埋蔵文化財調査研究所で実施した。

3．川合地区は東から宮下遺跡（1～4区）川合遺跡（6～11区）、内荒遺跡（12～16区）と

したが、12・13区の下層部分にも川合遺跡弥生時代等の遺構が広がっているため川合遺

跡として取扱った部分もある。

4．川合遺跡の発掘調査は昭和60年度～昭和62年度まで2年半にわたって実施した。

5．川合遺跡の資料整理は発掘調査に並行して出土土器類の水洗・接合等の一部整理作業を

進め、昭和62年度から内荒遺跡・宮下遺跡の資料整理とあわせて本格的に実施している。

計画では平成2年度までに報告書の作成、平成4年度までに木製品の保存処理を完了す

る予定である。

6．調査にあたって、花粉分析を広島大学助手（現　国際日本文化研究センター助教授）安

田善意氏及びパリノ・サーヴェイ（株）、プラント・オパール分析を宮崎大学助教授藤原

宏志・（有）古環境研究所、水田土壌及び沖積地質についての検討を静岡大学教授（現

静岡大学名誉教授）加藤芳朗氏に依頼した。その結果について付編に収録した。

7．調査体制は以下のとおりである。

昭和59年度　所長

調査研究部2課

調査研究員

昭和60年度　所長

調査研究部2課

調査研究員

昭和61年度　所長

調査研究部2課

調査研究員

昭和62年度　所長

調査研究部1課

昭和63年度　所長

調査研究部1課

平成元年度　所長

調査研究部1課

斎藤　忠、調査研究部長（常務理事）　池谷和三

課長　平野吾郎、主任調査研究員　佐野五十三

安井敏博・山田成洋・杉浦正直・飯塚晴夫・小川隆司

斎藤　忠、調査研究部長　岡田恭順

課長　平野吾郎

加藤真澄・安井敏博・山田成洋・佐藤正知・大石　泉・小川隆司

斎藤　忠、調査研究部長　岡田恭順

課長　平野吾郎

杉浦高敏・加藤真澄・杉沢正敏・山田成洋・佐藤正知・小川隆司

斎藤　忠、調査研究部長　山下　晃

課長　平野吾郎、調査研究員　杉沢正敏・山田成洋・大石　泉

斎藤　忠、調査研究部長　山下　晃

課長　平野吾郎、調査研究員　守谷孝治・山田成洋・大石　泉

斎藤　忠、調査研究部長　山下　晃

課長　平野吾郎、調査研究員　山田成洋・大石　泉

8．本書は静岡県埋蔵文化財調査研究所の職員が分担して執筆した。

執筆分担は以下のとおりである。

第I章、第Ⅱ章、第Ⅲ章、第Ⅳ章第1節・第5節・第6節・第7節・第8節‥山田成洋

第Ⅳ章第2節・第3節・第4節・第7節・第8節、第Ⅴ章第1節・第2節‥大石　泉

9．本書の編集は静岡県埋蔵文化財調査研究所があたった。
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付編1　静岡県川合遺跡の泥土の花粉分析………………安田喜憲

付編2　花粉分析報告 パリノ・サーヴェイ株式会社
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は　じ　め　に

一般国道1号静清バイパスは清水市興津東町から静岡市丸子二軒家までの延長24．2kmに

わたるものとして、昭和43年度に事業化され、現在清水市興津東町一長崎区間、静岡市昭

静清バイパ

スの概要

府町一丸子二軒家間の部分が開通し使用されている。

バイパス路線は静清平野を東西に横断するもので、路線内には数多くの遺跡が存在する。

このため、バイパスの建設工事に先立ち、清水市域では昭和46年、静岡市域では昭和50年

から埋蔵文化財発掘調査が実施されている。当研究所も昭和59年度に発足して以来、川合

遺跡の調査を皮切りとして、清水市能島遺跡、長崎遺跡、静岡市瀬名遺跡、池ヶ谷遺跡の

5地区の発掘調査を進めている。

静岡市川合地区は、静岡平野の北東部、長尾川と巴川の両河川に挟まれたところに位置　川合地区

する。従来周知化された遺跡はなかった。昭和58年度に静岡市教育委員会の予備調査を実

施した結果、年代・性格の異なる3つの遺跡一宮下遺跡・川合遺跡・内荒遺跡－が確認さ

れた。本調査は建設省の委託を受けて、当研究所が昭和59年7月より開始し昭和62年度で　現地調査

現地調査を終了した。整理作業は平成2年度までに終了する予定で現在作業を進めている。整理作業

各年度における現地調査は以下のとおりである。

昭和59年度　1～4区（宮下遺跡）

12区（Ⅱ層まで）及び13～16区（内荒遺跡）

昭和60年度　10・11区（川合遺跡）、12区（Ⅳ層まで）

昭和61年度　　6・7区、8区、12区（川合遺跡）

昭和62年度　13区橋脚部分3ヶ所（川合遺跡）

上記、現地調査と並行しながら資料整理を進め、現在すでに以下の報告書を刊行している。

昭和59年度　　宮下遺跡（遺構編）一研究所調査報告　第9集一

昭和60年度　　内荒遺跡（遺構編）一研究所調査報告　第10集一

昭和61年度　　川合遺跡調査概報

昭和62年度　　内荒遺跡（遺物編）一研究所調査報告　第16集一

昭和63年度　　川合遺跡（遺構編図版編）一研究所調査報告　第21集一

本書は静清バイパス（川合地区）埋蔵文化財発掘調査報告書の第5冊目［川合遺跡報告

の第2冊目］にあたる。昭和60、61、62年度に調査した川合遺跡の遺構編本文編を収録し

たもので、昭和62年度に刊行した遺構編図版編と対をなすものである。

川合遺跡からは土器、石製品、木製品を主体とする多量の遺物が出土している。これら

遺物については現在、整理を進めており平成2年度以降に土器・土製品編、石製晶・金属

製品編、木製品編の3分冊で刊行する予定である。
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第I章　調査の方法と経過

調査区の
設　　　定

グリッドの

設　　　定

宮下遺跡
川合遺跡

内荒遺跡

第1節　調査の方法

川合地区の調査区は、長尾川を起点として西へ約800mに及ぶもので、用地内の道路・農

業用水路を境として16の区画に分割し、東から1区、2区…の名称を付した。また調査に

あたっては、位置関係を明示するため調査区全域に対して10mXlOmのグリッドを設定し

ている。グリッドの基軸線は東西軸を現地調査での便宜を優先して道路の直線部分におけ

るセンターラインにあわせて設定しており、南北軸は9度西偏している。道路センターラ

インには20mの間隔で路線中央杭が設置されており、グリッド杭の設置にあたってはこの

路線中央杭No．437～No．464の直線ラインをD列杭に採用した。この路線中央杭には国土座標

が読まれており、地図上での座標値はこれによっておさえている。グリッドは南東隅を起

点として南から北にA・B・C…のアルファベット、東から西に1・2・3…の数字を付

し、この組み合せによってAl、B2のように標記した（第1図）。今回の報告で扱う6～

13区はグリッド表示ではB・C・D・E32～70である。また、細かな調査を必要とするグ

リッドの場合、1グリッド内をさらに5mX5mに4分割し、a・b・C・dを付して区

分した。調査区域内には東から宮下遺跡、川合遺跡、内荒遺跡の3遺跡が存在している。

遺跡の範囲と調査区とは厳密には対応するものではないが、便宜上1～4区を宮下遺跡、

6～11区を川合遺跡、12～16区を内荒遺跡として扱った。ただし12・13区の下層部分（Ⅴ層

以下）は11区の遺構が伸びているため、川合遺跡の報告に含めて扱うこととした。なお5

区及び9区についてはまとまった調査面積を確保できないため、今回の調査対象からは除

外している。

調査期間　　なお、当初の調査期間は昭和59～61年度までの3ヶ年間であったが、59年度調査した内

荒遺跡において平安前期の郡衛関連と推定できる遺構が確認された。そのためその調査面

保存と関連してバイパス工事の設計変更が成され、昭和62年度に遺構面が破壊される恐れ

のある橋脚部分に限り、10・11区の延長部分にあたるⅩ層最下面までの調査を実施すること

となった。調査区は13区（発掘時には13′区と呼んだ）内に設定された橋脚部分3ヶ所であ

り、17mX7mの長方形をした非常に狭い区域となった。10・11区調査から地表下4mでの

深所作業が推定されたため、鋼矢板・腹おこしを行い、さらに簡易昇降階段等を設定しな

がら調査を行った。この13区の場合、前述したようなグリッドを設定すると調査が煩雑に

なるため、独自のグリッドを設定し調査を行なうことにした。13区東側の調査坑から順に

第1調査坑、第2調査坑、第3調査坑とし、さらに各坑を排水溝を除き、南北方向に5m

ずつ3等分し南側からA、B、Cグリッドとした。

湧水対策　　調査の実施にあたっては、低湿地で地下水位が高いことから多量の湧水が予測され、降

雨時には調査区が冠水・水没する事態も考えられた。このため水中ポンプによる24時間強

制排水を行うこととしたが、強制排水による周辺の井戸への影響等を勘案して事前に環境

調査を実施した。また、低湿地に位置することから水田遺構の存在が推定されたが、水田

遺構は伴出遺物が少なく、狭い試掘坑での土層観察では遺構確認が難しい点もあり、静岡

プラント・オ

パール分析

市教育委員会の実施した予備調査ではどの層に水田遺構が存在するのかを明確にするには

いたらなかった。このため本調査に先行してプラント・オパール分析調査を実施し、水田
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遺構の層位把握に努めた。静岡県内では初めての試みであり、分析結果と実際に検出した

遺構との間には一致しない点もあったが、水田遺構の確認調査方法としては有効性をもつ

ものといえよう。調査区の周辺は住宅地区でもあり、小学校の通学路が調査区を横断する

安全対策　ことから、各区をフェンスバリケードで囲い、作業区域の安全確保に努めた。また、調査

は地表下4mに及ぶ深所作業となるため、8区、10・11区、12区では鋼矢板を打ち込み、壁

基本土層によ

る分層発掘

遺構の登録

面の保護をはかった。

調査は調査区ごとに基本土層を設定し、上層から順次分層発掘を行った。層名は上層か

らI層・II層・・・とローマ数字で呼び、細分した場合にはa・b・C・・・とアルファベット小

文字を付した。基本土層は6・7区では11層、8区、10・11区、12区では10層に分層したが、

Ⅳ層以下の土層堆積に違いがあり各調査区に共通したものではない。第3章第2節土層と

遺構面についてで後述するように、整理作業段階でこの層名の統一をはかることとした。

発掘にあたっては表土及び中間層の除去は重機で行い、その後はベルトコンベアーを使用

して人力で包含層を掘り下げ、遺構の精査を行った。排土は調査区内で処理することとし、

区域内に仮置場を設定して定期的に搬出した。

検出した遺構の登録は各調査区ごとに遺構検出単位で完結する形をとり、溝・掘立柱建

物・畦畔…のように種類別に分類したうえで、それぞれ検出順に通達番号を付して登録し、

遺構記号＋登録番号で表記した。この遺構番号は現地調査において登録した番号を原則と

しているため、登録後の調査の進展や整理作業に伴って分類変更を必要とするものも含ま

れている。しかし、遺構番号は実測図面・記録写真・出土遺物の登録などに連動している

ため、整理作業の途中段階での登録変更は混乱を引き起こす可能性が高いと考えられる。

したがって本書では現地調査において登録した遺構番号をそのまま使用することを原則と

遺物の登録　した。出土遺物はグリッドごとに層位別・遺構別に取り上げ、土器・土製晶・木製品・石

製晶・金属製品・自然遺物等に分けて台帳に登録し、遺構と同様に遺物記号＋登録番号で

標記している。登録番号は各調査区ごとに完結している。

遺構平面図　　遺構平面図・土層断面図は1：20縮尺で作成し、遺物出土状態図については1：20縮尺の

土層断面図　ほか状況に応じて1：1、1：10縮尺等の実測図を作成した○遺構実測は遣り方測量を原則と

したが、10・11区のⅦ層及びⅩ層下面調査では調査期間の短縮の必要から航空写真測量を実

写莫記録　施した。写真は6×7半臣35mmモノクロ、35mmカラースライドの組合せで記録し、必要に

応じて4×5判モノクロ、6×7判カラーネガを撮影した。このほか35mmカラーネガを調

査工程記録用として使用した。全景写真についてはローリングタワーからの斜景撮影を行っ

自然科学
調　　　査

たほか、ヘリコプター、気球による空中写真を実施した場合もある。

調査では先述したプラント・オパール分析の他にも、沖積地質、水田土壌、花粉分析な

どの自然科学的方法を用いた調査を各専門分野の先生に依頼し、当時の環境などの復元に

っとめた。本書のなかで花粉分析、プラント・オパール分析、水田土壌についての報告を

付編1～5として掲載している。

第2節　調査の経過

川合遺跡の調査は昭和60年度に10・11区、昭和61年度に6・7区、8区、12区下層（Ⅴ層

以下）、昭和62年度に13区の発掘を実施した。各年度の調査工程については調査工程表に示

した通りである。ここでは昭和60年度、61年度、62年度の調査の概要を簡単にまとめてお

く。
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第1表　遺構・遺物の標記

駆 72　 7

遺構 （S ） 遺物 （R ）

61 汰 ≠ 58　 57

A 棟 ・杭列 W 木製品

B 竪穴住居跡 P 土製晶

C 祭祀遺構 S 石製品

‘D 溝 M 金属器

E

F

G

H

K

P

R

Ⅹ

．井戸

土壌 ．

小鍛冶遺構

掘立柱建物

畦畔

小穴 （pit）

旧河道

その他

B

E

玉類

その他

土器 は番号のみで符号
なし

1　 70　　 69、、、j 8＿　 67　　 6軋　 65　　 64　　 63　　 62

転＼ F－

ゝ
l．－　　、
＼ ＋ 〝E

D尽 〕 〕 ＼ヽ’
＋ 第3境 第2境

二 ヽ
C

ゝ ＋ ＋
し1

A

≠ 　ヽ　　　　　　　　　　　　　 ≠

≡「デー二〓－芸
鋼矢板設置図

■
▲
グリッド配置図

第2図13区調査坑位置図およびグリッド配置図
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第2表　作業工程表

年度
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】
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1。60年度の調査

相の醐涙の　　当初計画では糀年Ⅲ区の上層部分及び鼠2◎鼠3区の最下層までの調査を行う予定であったが、

調　　査　内荒遺跡が安倍郡衛跡に比定できる可能性があることから、遺構の取り扱いについて静岡

県教育委員会と建設省静岡国道工事事務所との問で協議することになり、調査計画を変更

して1◎H区の最下層までの調査を実施した。調査面積は延べ9，476n寺である。発掘は深所

作業となるため、上層の調査は十分な法面を確保しながら段掘ですすめ、Ⅷ層の調査から

は鋼矢板を打ち込み壁面の保護を図った。なお鋼矢板打ち込み◎引き抜き作業工程の関連

でⅧ層、Ⅹ層では航空写真測量を実施した。

1臣11区の調査

5月7日～10日　重機による表土除去、排水溝掘削、集水桝、ガードフェンス設置、基準

杭を設置する。

5月13日～17日10区　ガードフェンス設置、重機による表土除去、排水溝の掘削を行う。

H区　Ⅲ層の平削り、遺構検出作業、基準杭の設置、概略図を作成する。

5月20日～24日10区　重機による表土除去、n区　遺構発掘作業。

5月27日～3日］10区のみ遺構検出作業、重機による表土除去作業、基準杭設置、概略図

作成、遺構発掘作業を行う。これ以後1◎H区は一つの調査区として、発掘調査作業を進め

ていく。

6月3日～7日　Ⅲ層遺構平面図作成、写真撮影を終了し、V層への掘り下げ、精査作業

を行い、土層図を作成する。

6月10日～15日　V層への掘り下げ。n区　西側部分に杭列を確認する。中央部砂礫層（旧

－6…



河道）を発掘する。

6月17日～22日　集水桝の設置。11区　杭列の概略図作成。10区　E列を基準に排水溝を

掘削し、合わせて土層を観察する。

6月24日～29日　土層断面図の補足。10区　旧河道砂礫層発掘、畦畔状遺構検出。11区

B54杭列の調査を行う。またボーリング・サイド管によるプラントオパール試料をサンプ

リングする。

7月1日～5日10区　南半の畦畔検出作業、北半は重機による礫層除去を行い、東西土

層帯を設置する。11区　畦畔検出作業。

7月8日～13日10・11区　畦畔検出作業及び概略図を作成する。11区E55の杭・横木平面

実測する。

7月15日～19日10区　東西土層帯実測、写真撮影を行った後、土層帯を除去する。11区

C54杭列平面実測、C53D53E54の足跡精査・実測、全体写真及び部分写真撮影を行う。

7月22日～27日　遣り方を設定し、Ⅴ層の平面実測及びヘリコプターによる写真撮影を行

う。10区D48・E48の重機による間層を除去する。

7月29日～31日10区トレンチ設定し、Ⅶ層の遺構検出作業を行う。11区　C54・55の足

跡石膏型取り。

8月1日～2日10区　Ⅶ層の西側遺構検出作業及び溝状遺構調査。11区　重機による間

層除去の後、畦畔を検出する。

g月5日～9日10区　Ⅶ層の東側遺構検出作業及び足跡精査。11区　水田調査。10・11区

の基準杭の設置。

8月12日～15日10・11区ともに足跡精査をした後、北壁中央部土層断面実測し、航空写真

撮影を行う。

8月19日～23日10区　東北端より重機による間層除去。Ⅷ層遺構面調査に入る。溝状遺

構、畝状遺構検出。また西側49・50列グリッドについては、人力による掘り下げ精査を行

う。11区　足跡の型取りを行った後、西端56列グリッドより古墳時代包含層までの掘り下

げ、さらに包含層を削りながら、砂層上面での遺構検出、発掘作業を行う。

8月26日～30日10区　溝状遺構、畝状遺構の調査。11区　方形周溝状遺構、溝状遺構及

びピットの調査。Ⅷでの遺構調査を終了し、全体写真、部分写真撮影を行い、遣り方を設

定し平面実測作業を行う。

9月2日～7日　両区とも遣り方を設定し、平面実測及び土層帯断面実測を行い旧河道（SR

11401）を除いたⅧ層調査を終了する。鋼矢板打設のための溝掘削を始める。この際に排土

から遺物を採取する。

9月9日～13日　清掘削（排土から遺物採取）し、鋼矢板打設工事に入る。また今後の調

査に合わせて溝壁断面の観察を行う。鋼矢板工事の間、室内整理作業を並行して進める。

9月17日～20日　鋼矢板打設工事。室内整理作業。

9月24日～27日　鋼矢板打設工事。室内整理作業。

9月30日　　　　建設省鋼矢板工事検査。

9月30日～10月5日11区　旧河道（SR11401）調査。10区　重機による中間層除去。

10月7日～11日11区　旧河道（SR11401）調査。

10月14日～19日11区　SR11401、SR11402発掘。SR11401土層帯除去。遣り方設定。

10区人力により黒色粘土層までの掘り下げ。プラントオパール試料サンプリング。
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10月21日～25日　n区　SRl1401平面実測。SRl1401下部礫層発掘。SRl1401堰状遺構（N（）．1

及びN（）．2）精査。SR11402発掘。土層帯実測。iO区　黒色粘土層状面精査。遺構発掘。写真

撮影。

10月28日～31日　は区　SRl1401礫層発掘。堰状遺構の実測及び写真撮影、解体。用区

Ⅹ層黒色粘土層掘り下げ。C48a及びdグリッドの排土フローテイング。

11月1日～8日10区　各グリッド境にトレンチを設定し、土層観察を行った後、C49、

り48、49グリッドから黒色粘土層の掘り下げに着手する。包含層の掘り下げに伴い排水溝

を拡張する。11区　SR11401堰状遺構の写真撮影を行った後、解体、実測作業にとりかか

る。

11月1且日～15日10区　C射「購＼蓬丸蟻－49各グリッドにおいて黒色粘土層の掘り下げ精査

を継続する。Ⅲ射Lc◎dグリッドにおいて管玉末製品の集中的出土をみる。Ⅲ区　SRl摘鋸

堰状遺構の解体、実測を終了する。遺構全景写真に備え土層帯はずしを行う。

11月18日～22日　用区　C射『離し］D射ト摘各グリッドにおいて黒色粘土層の掘り下げ、精

査作業を継続する。Ⅲ区　SRn射吐遺構全景写真撮影終了後、平面実測作業準備にかかり、

実測作業を開始する。

n月25日～29日10区　C4針虻上：り射ト拍各グリッドにおいて黒色粘土層の掘り下げ、精

査作業を継続する。包含層の掘り下げに伴い、排水溝を拡張すると共に、グリッド境に設

定したトレンチを掘り下げる。Ⅲ区　SRl摘0については平面実測作業を終える。SRl1401

は平面実測作業の準備を行い、その作業を開始する。またさらにSR鼠摘根右岸側の中間層

を重機により黒色粘土上面付近まで除去する作業に着手する。

12月2日～6日10区　C50、m50グリッドの黒色粘土層を掘り下げる。D48、49グリッ

ドは遺構面の平削りを行い、D49グリッドにおいては、検出した遺構の精査に着手する。

11区　重機により中間層の除去を行った後、排水溝の掘削を行う。各グリッドにおいて土

層観察のためのトレンチを設定し、黒色粘土層上面の精査に着手する。

12月9日～13日10区　C46、五恒絡48グリッドにおいて遺構面の平削りを行い、D46、49

グリッドにおいて遺構の精査をする。47列の南北方向土層帯の断面図を作成し、土層帯を

除去する。11区　土層観察のトレンチを設定、排水溝の掘削に並行して、各グリッドにお

いて異色粘土層上面における精査を行う。上面の精査に引続き、C5工52、m51、52グリッ

ドで黒色粘土層の掘り下げに着手する。

12月16日～20日10区　C46グリッドで遺構面の精査を行い、C46、り46グリッドでSm

10601を発掘する。48列の南北方向土層帯の断面図実測を行う。り列の東西方向土層帯を48

列まで断面図を作成し、土層帯の除去を行う。11区　C51、52、の51、52グリッドにおい

て黒色粘土層の掘り下げを行う。り55、56グリッドでトレンチを設定する。

＊12月20日（金）関東甲信越静地区埋蔵文化財担当者共同研修会が、川合遺跡を会場にし

て開催される。

12月23日～26日10区　Sり10601出土（C46、り46グリッドにかかる部分）の土器群◎木

製品群の平面実測を行い、遺物を取り上げる。C50、m50グリッドにおいて、黒色粘土層

を基盤層まで掘り下げる。り列48以西の東西方向土層帯と、49列の南北方向土層帯の断面

図を実測し、土層帯を除去する。48列の南北方向土層帯を除去する。11区　C52、53、55、

56、り53－56各グリッドにおいて黒色粘土層の掘り下げを行う。

1月7日～11日10区　の46、47グリッドで遺構面及び遺構の精査を行う。11区　C51…56、
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D51、52グリッドで黒色粘土層を掘り下げる。静岡市教育委員会試掘坑No・464－Sを再掘し、

SR11401の堰状遺構の続きを検出する。

1月13日～17日10区　C46－48、D47、48グリッドで遺構面及び遺構の精査を行う。11区

C5ト56、D51－56グリッドで黒色粘土層を掘り下げる。SR11401の堰状遺構を精査する。

1月20日～24日10区　C46－48、D48・49グリッドで遺構面及び遺構の精査を行う。11区

C53－55、D53－56グリッドで黒色粘土層を掘り下げる。C51・55、D53・54グリッドで最

下層における遺構検出作業に着手する。SR11401の堰状遺構及び溝状遺構を精査する。

1月27日～31日10区　C47－49、D49グリッドで遺構面及び遺構の精査を行う。E49－52

グリッドでSR11401の延長部分の検出を行う。11区　C51・54・55グリッドで遺構の検出作

業を行い、一部確認した遺構の精査に着手する。SR11401の堰状遺構に関連する溝状遺構

の精査を行う。グリッド境に残した土層帯の断面図を作成し、これを除去する。

2月3日～8日10区　C48－50、D49・50グリッドにおいて、遺構面及び遺構の精査を行

う。柱穴・溝状遺構・不明土坑等を検出し、精査する。11区　C5ト53・55、D51グリッド

において遺構面及び遺構の精査を行う。柱穴・溝状遺構・不明土坑等を検出し、精査する。

SR11401の北側延長部を発掘し、また西南B55グリッドで検出した堰状遺構については解

体、実測作業を行う。

＊　2月8日（土）に現地説明会を実施、300余名が来跡する。

2月10日～14日10区　C49・50、D50グリッドで遺構の精査を継続する。溝状遺構・不明

土坑の土層帯断面を実測し、これを除去する。11区　C52－55、D52・53・55グリッドで遺構

の検出、精査を継続する。SR11401延長部を精査する。

2月17日～22日10区　遺構に残した土層帯断面の実測を行い、これを除去する。SXlO605

出土の土器群実測と遺構個別写真撮影を行い、柱穴について組み合わせを検討する。11区

C52・54・55、D53－56グリッドで遺構の精査を継続する。SR11401延長部を精査する。

2月24日～28日10区　掘立柱建物柱組み合わせ検討。遺構個別写真を撮影。11区　C51－

56、D54－56グリッドで遺構の精査を継続する。遺構個別写真を撮影する。

3月1日10区10区全景、SDlO601等の写真撮影。11区　SD11602、SD11605の土層他

E除去。C53・54、D54グリッドの遺構精査。

3月3日～8日10区　SDlO601、SD10602等遺構内出土木製品平面実測、完掘。掘立柱

建物実測、礎板取り上げ。11区　D52・54・55遺構精査。概略図作成。掘立柱建物、性格不

明遺構等個別写真撮影、SD11601、SD11602等遺構内出土木製品の平面実測、完掘。

3月10日～12日10区　掘立柱建物柱穴完掘、清掃。11区　掘立柱建物実測、礎板取り上

げ。

3月13日～14日10・11区　航空写真撮影。全景写真及び部分写真撮影を行う。11区　C52・

53グリッド部分での遺構調査、補測。

3月16日～20日10・11区　埋め戻し、鋼矢板引き抜き。

3月24日～31日10・11区　鋼矢板引き抜き、埋め戻し。

2．61年度の調査

6・7区、8区、12区下層（Ⅴ～Ⅹ層）の調査を実施した。調査面積は3つの調査区をあ

わせて延べ29，126I茸におよぶ。12区は内荒遺跡の遺構を保存するために遺跡の南限を示す

柵列SA1301から南に5mに離れて調査区を設定した。調査にあたっては6・7区を除いて

鋼矢板を打ち込み壁面を確保した。鋼矢板は12区では10・11区と同様Ⅷ層の調査から、8区

－9－

6・7区、8
区、12区下
層の調査



では調査面積が狭いため表土層から設置した。6◎7区については建設省との協議により30

度の法面傾斜をつけて段揺することとなった。

6e7区の調査

4月2日～5日　ガードフェンス設置、ダンプ道造成。室内にて1◎H区出土木製品の水洗

作業及びパックを行う。

4月7日～12日

4月14日～19日

4月21日～26日

4月28◎30日

5月1日～9日

5月12日～16日

5月19日～24日

5月26日～31日

6月2日～7日

6月9日～13日

6月16日～20日

6月23日～28日

6月3（圧］

7月1日～4日

7月7日～12日

末検出のため、

表土除去（ゲートボール場の土砂運搬）。ヒューム管埋設。

表土除去。Ⅲ層水田検出、土坑発掘。

表土除去。Ⅲ層水田検出、土坑発掘。

Ⅲ層水田検出、土坑検出。

Ⅲ層水田検出。平面図作成。土坑発掘。

Ⅲ層水田平面図作成。遺構個別写真撮影。水田足跡◎土坑発掘。

Ⅲ層水田平面図作成。土坑発掘。

Ⅲ層水田平面図作成。土坑個別写真撮影。Ⅲ層水田写真撮影。

土坑実測。Ⅲb層水田検出。

土層図作成。Ⅲb層水田精査、平面図作成。

Ⅲb層水田全体写真撮影、実測。Ⅲa層水田検出、トレンチ掘削。

北壁土層図作成。Ⅲa層水田検出、実測。

所内現地遺構検討会（水田遺構）

Ⅲa層水田の全景写真撮影を行い、遺構平面図の実測を行う。

調査区の一部でⅢb層への掘り下げを行い、遺構の確認をするが、遺構

ただちに重機を用いてⅤ層へ掘り下げV層の発掘に着手する。

7月14日～18日

7月21日～25日

図の実測を行う。

7月28日～31日

8月1日～8日

土層検討の後、

8月11日～15日

8月18日～22日

8月25日～29日

9月1日～5日

V層の精査を行い、水田跡を検出する。

Ⅴ層水田の精査を継続し、遺構個別写真の撮影と遺構平面図◎土層断面

V層水田の精査と遺構平面図の実測を行う。

Ⅴ層水田の完掘写真を撮影。排水溝の掘削を行い、土層の検討をする。

断面図の実測にとりかかる。

土層断面図の実測を終了し、土層断面の写真撮影を行う。

重機により中間層を除去し、Ⅶ層水田発掘に着手する。

Ⅶ層水田の精査を継続し、一部平面図の実測と写真撮影を行う。

東半部においてⅨ層の発掘を行う。西半部においてⅦ層水田の精査及び

土層を検討する。

9月8日～13日

写真撮影を行う。

9月16日～20日

東半部においてⅨ層の発掘を行う。西半部においてⅦ層水田の実測及び

東半部においてⅨ層水田の発掘及び流路跡の精査を行う。西半部におい

てⅦ層水田の実測を行う。Ⅸ層までを重機で除去する。

9月22日～30日　東半部においてⅨ層水田の発掘及び流路跡の実測に入る。西半部におい

てⅨ層の発掘を行う。

10月1日～3日　流路跡東半部の実測及び西半部の精査を行う。

10月6日～10日　流路西半部の精査終了後、流路跡写真撮影及びⅨ層全体写真撮影を行う。

土層実測を行う。
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10月13日～19日　流路跡の部分写真撮影を行い、大畦畔、杭列のエレベーション実測を行

う。Ⅸ層水田（西半分）の平面実測を行う。

10月20日～24日　土層の検討を行う。

10月27日～31日　重機により中間層の除去を行う。Ⅹ層最下層（流れ込みによる遺物包含

層）の発掘を開始する。

11月1日～7日　中間層排土処理及び搬出を行う。排水溝及びトレンチを掘削し土層検討

の後、刃層（古式土師器・弥生時代遺物包含層）上面までの掘削を開始する。

11月10日～14日　調査区を拡張し、重機により排土処理を行う。ⅩI層上面までの掘削から

刃層上面の精査作業を始める。プラントオパールを採取する。

11月17日～21日　刃層上面の精査により住居跡・水田跡・マウンド状遺構を検出する。土

層実測及び写真撮影を実施する。

11月24日～28日　水田跡を精査する。土塁及び内濠を検出し、内濠の掘り下げを開始する。

概略図を作成する。

12月1日～6日　調査区東側の刃a層水田を実測し、内濠の西側1号住居跡SB6801を調査

する。

12月8日～13日　全体空中写真撮影及び刃a層水田、土塁、内濠の部分写真撮影を実施し、

刃a層水田の掘り下げ、土塁、内濠の実測に入る。

12月15日～20日　刃b層上面まで掘り下げ、杭列を検出する。住居跡の床面を精査し柱穴、

炉跡を検出した後、実測を実施する。

12月22日～27日　刃b層を掘り下げ、遺構検出作業に移る。住居跡の解体を行う。

1月6日～10日　内濠の西側において刃a層と刃b層（灰色砂質粘土層）の発掘を行う。

また刃b層を確認するため、トレンチを掘削する。

1月11日～17日トレンチ掘削後、刃b層の発掘を開始する。またD、E37グリッドで検

出されたマウンド状遺構についてはサブトレンチを入れ、土層検討及び実測を行い、刃a層、

刃b層の掘り下げに移った。

1月19日～23日　刃b層下面での遺構検出作業を行う。ピット、溝状遺構及び土坑を検出

し、精査を行う。

1月26日～31日　遺構検出作業を継続して行う。土塁においては刃a層の発掘の後、土塁

盛土上面でのレベリングを行い、盛土の発掘に移った。盛土の発掘においてD、E36グリッ

ドの土塁斜面のテラス部分で土錘及び大量の土器群が出土した。遺構精査後、1／10の平面

図を作成し、写真撮影を行った。

2月2日～6日　土塁において、墳墓状遺構以外は盛土を掘り下げ刃b層上面でのレベリ

ング終了後、刃b層の掘り下げに入る。玉類、鏡出土状況を写真撮影し、実測後取り上げ

に入る。また付近の精査中に頭骸骨、歯列を検出する。土塁の西側については遺構検出作

業、精査を行う。

2月10日～14日　頭骸骨、歯列の出土状況を実測、写真撮影し、発泡ウレタンで固定し取

り上げる。墳墓状遺構周辺の精査、土層観察後、この部分の土塁の掘り下げに移り、刃b層

下面での遺構検出作業に入る。土塁の西側においては引き続き、遺構検出作業精査を継続

して行う。E36グリッドにおいて掘立柱建物SH6802（一部礎板を伴う）を検出する。遺

構内（SD6808、SF6801等）土器群の出土状況の写真撮影、実測を実施し、遺物取り上げ

を行う。
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2月16日～20目　黒b層下面での遺構検出作業、精査を継続して行う。土層の検討、実測

を実施し、遺物の出土状況を記録して取り上げる。

2月23日～27日　検出された遺構の精査、遺物の取り上げを行う。36列以東については平

面実測を開始する。

3月2日～6日　最終遺構検出面（刃b層下面）の部分及び全体写真撮影終了後、遣り方

を組んで実測を開始する。これと並行して東部より重機による埋め戻しを開始する。

3月9日～14日　引き続き埋め戻しを行う。拡張部分（A◎B…40～42グリッド）の中間層

を除去し刃a層上面の精査を行い、SX6832の延長部分の発掘、精査を行う。トレンチ、

排水溝を掘削し、土層検討、土層実測を実施する。

3月16日～20日　東西の墳丘周溝（SX6832、6833）を発掘し、周溝を掘り下げた状態での

墳丘遺構の写真撮影を実施する。その後墳丘の盛土を発掘する。拡張区（墳丘遺構）以東

の埋め戻しを行う。

3月23日～31日　墳丘遺構の盛土及び最下層（弥生時代中期遺物包含層）を掘り下げ、最

下画での遺構検出作業を行う。引き続き実測、写真撮影を実施した。拡張区の埋め戻しを

行った後、現場の片付け、安全対策を施し、本年度のすべての調査を終了した。なお6◎7

区において花粉分析用の土壌を採取した。

8区の調査

5月19日～24日

5月26日、31日

6月2日～7日

6月9日、r13日

7月7日～12日

7月14日～18日

7月21日～25日

7月28日～31日

8月18日～22日

8月25日～29日

盛土除去、鋼矢板打ち込み工事。

鋼矢板打ち込み。

表土除去、集水桝設置。

Ⅲb層水田検出、実測。

Ⅲa層水田の発掘を行い、全景写真撮影をする。

Ⅲa層水田の遺構平面図及び土層断面図の実測を行う。

重機によりV層への掘り下げを行い、V層の精査をする。

V層の精査を終了し、全景写真撮影と遺構平面図の実測を行う。

V層を掘り下げ、Ⅶ層での畦畔の確認を行う。

Ⅶ層水田精査を終了し、全体写真撮影と遺構平面図の実測を行う。重機

による排土処理を実施する。

9月1日～5日　排水溝及びトレンチを掘削し、下層の土層を検討する。

9月8日～13日　トレンチの土層断面図を作成し、Ⅹ層の発掘に着手する。

9月16日～20日　Ⅶ層を除去したのち、トレンチを掘削し、Ⅹ層（弥生時代中期～古墳時

代初頭◎古式土師器の包含層）までの土層の検討を行い、断面図を作成する。

9月22日～30日　Ⅸ層上面（Ⅸa層）にて水田跡を検出し、精査を行い、全景写真、平面

図の実測準備をしたのち、実測にはいる。

10月1日～3日　Ⅸ層水田実測の後、重機により中間層を除去する。

10月6日～10日　中間層除去後、Ⅹ層上面の精査及びレべリングを行う。鋼矢板養生のた

めに重機により鋼矢板外側を掘削し、法面をシートで覆う。

10月13日～19日　鋼矢板養生のために重機により鋼矢板外側を掘削し、法面をシートで覆

う。

10月20日～24日　土層の検討を行う。住居跡及びマウンド状の遺構を検出し、精査に入る。

マウンド状遺構のコンタ実測を行う。
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10月27日～31日　Ⅹ層の発掘を行い、住居跡、マウンド状遺構の精査を行う。

11月1日～7日　Ⅹ層（古式土師器・弥生時代遺物包含層）を調査する。マウンド状遺構・

住居跡を精査する。

11月10日～14日　マウンド状遺構及び住居跡の精査を継続する。またⅩ層遺物包含層を掘

り下げ遺構検出面の精査を行う。

11月17日～21日　住居跡を解体し、細部の調査に移る。遺構検出面の調査により、ピット

及び溝状遺構等を検出する。

11月24日～28日　遺構検出面を精査し、検出遺構の掘り下げを開始する。

12月1日～6日　C、D42グリッド以西においては最下面における遺構の検出及び精査を

行い、一部遺構の1／20の平面図を作成する。D41グリッドで検出された方形周溝墓状遺構

については、全景写真撮影を行った後、遣り方測量により、1／20の平面図を作成する。

12月8日～13日　最下面における遺構の検出と精査の作業を継続し、溝状遺構の遺物出土

状態図を1／10で作成する。方形周溝墓状遺構の方台部（墳丘）を掘り下げ、主体部の精査

を行う。

12月15日～20日　最下面で検出した遺構の1／20平面図及び溝滋養遺構の遺物出土状態図を

急ぎ作成し、遺物の取り上げを行う。

12月22日～27日　C・D・E42グリッド以西の埋め戻しを終える。方形周溝墓状遺構の主

体部の精査により、板材の直上よりガラス小玉、管玉、歯等が出土し、板材が木棺である

ことが確認される。サブトレンチの土層断面の再検討を行って土層断面図を作成し、周溝

を完掘する。出土遺物は写真撮影と実測図（1／1）作成を行った後、取り上げを行った。遺

構全景及び木棺の写真撮影を実施する。

12月28日・29日　木棺を1／10で、遺構全体を1／20で実測図の作成を行った後、木棺に防寒

対策を施し、年内の作業を終了する。

1月6日～10日　方形周溝墓状遺構の全景及び木棺の写真撮影を行った後、墳丘盛土の発

掘を行う。

1月11日～17日　方形周溝墓状遺構出土木棺の取り上げを行った後、重機による埋め戻し

を行う。

1月19日～23日　鋼矢板の抜取りを実施する。抜取りの後、重機により整地に入る。

12区の調査

4月7日～12日

4月14日～19日

4月21日～26日

4月28日～30日

5月1日～9日

5月12日～16日

5月19日～24日

5月26日～31日

6月2日～7日

6月9日～13日

6月16日～20日

6月23日～28日

平面精査。Ⅴ層水田検出。

Ⅴ層水田検出。

Ⅴ層水田検出。概略図作成。

Ⅴ層水田検出。

Ⅴ層水田検出。

Ⅴ層水田精査、足跡発掘、土層帯実測、写真撮影、概略図補測。

Ⅴ層水田精査。プラントオパール試料採取。遺構写真撮影。

Ⅴ層水田平面図作成。水田足跡発掘。

Ⅴ層水田実測。土層図作成。

Ⅶ層水田検出。土壌肥料学試料サンプリング。概略図作成。

Ⅶ層水田検出（旧河道部分）精査。足跡発掘。土層写真撮影。

Ⅶ層水田精査。全景写真撮影。実測。
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6月30日

7月1廿、4日

所内現地遺構検討会（水田遺構）

Ⅶa層水田の全景写真撮影、遺構平面図実測を終了し、Ⅶb層の掘り下

げを行う。

7月7日～12日　Ⅶb層水田の発掘を行い、全景写真撮影の後、遺構平面図の実測に着手

する。

7月14日～18日

7月21日～25日

7月28日～31日

8月1日～8日

り下げを行い、

8月11日～15日

8月18日～22日

8月25日～29日

Ⅶb層水田の遺構平面図及び土層断面図の実測を行う。

鋼矢板打ち込み。

鋼矢板打ち込み。

鋼矢板打ち込みが終了し、調査を再開した。まずトレンチと排水溝の掘

土層を観察した後、Ⅷ層（古墳時代包含層）の発掘を開始する。

Ⅷ層の精査を継続し、土器群を検出。写真撮影を行う。

Ⅷ層の精査を終了し、レべリングを行う。

Ⅷ層で検出した土器群の実測と取り上げを行う。土器群の周辺の土より

臼玉が出土する。

9月1日～5日　Ⅷ層下部の発掘を行う。旧流路検出作業と土層の実測作業を行い、この

過程で住居跡を検出する。

9月8日～13日　旧流路内の礫の除去と土層実測作業を行う。また住居跡の精査及び部分

写真の撮影を行う。

9月且6日～20日　旧流路の精査を行う。住居跡の精査、部分写真撮影を継続するとともに

一部実測作業に入る。

9月22日～30日　住居跡の精査を継続する。Ⅹ層までのトレンチを掘削し、土層の検討を

行う。

α嗟日日i～3日　住居跡の精査及び部分写真撮影を行う。Ⅹ層確認のためのトレンチを掘

削する。

10月6日～10日　住居跡を実測する。トレンチ掘削後、土層実測を行う。重機により中間

層を除去する。

10月13日～19日　住居跡の実測終了後、この解体作業を行う。重機により中間層を除去す

るとともに、鋼矢板養生のために矢板外側を掘削し、法面をシートで覆う。

10月20日～24日　Ⅹ層上面までの掘削を行う。

10月27日～31日　Ⅹ層上面までの掘削を行う。土層の検討を行う。流路跡（SR12601）の

調査を行い、田下駄等の出土をみる。

11月1日～7日　中間層の排土処理及び搬出を行う。Ⅹ層（古式土師器◎弥生時代遺物包

含層）及び低湿地を調査する。Ⅹ層より鉄斧が出土し微高地に住居跡を検出する。

11月10日～14日　Ⅹ層遺物包含層及び低湿地を調査する。矢板遺構を調査し、エレベーショ

ンの実測を行う。

11月17日～21日　低湿地及びⅩ層を調査し、土錘◎鍬先等が出土する。矢板の実測及び写

真撮影作業を実施する。

11月24日～28日　低湿地及び住居跡を調査する。

12月1日～6日　低湿地を調査し、矢板遺構を実測する。

12月6日　　　　現地説明会

12月8日～13日　湿地を調査し、平面実測、土層写真撮影を実施する。
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12月15日～20日　湿地を調査する。

12月22日～27日　湿地の調査を終了し、全体写真撮影、土層写真撮影を実施し、埋め戻し

を開始する。土層剥ぎ取り作業を行う。

1月6日～10日　重機による埋め戻しを行う。

1月11日～17日　調査区南側の土層断面の剥ぎ取りを行う。重機による埋め戻しを行う。

1月19日～23日　調査区南側の土層断面の剥ぎ取りを行う。重機により埋め戻しを行う。

2月2日～6日　鋼矢板引き抜き作業が行われる。

2月10日～14日　重機により12・13区境のヒューム管を引き抜き、水路の掘削を行い、現水

田までの埋め戻しを完了する。

3．62年度の調査

本年度は、13区の道路橋脚部分を8月より3ヶ所調査した。13区は昭和59年度にⅣ層ま

でを調査し、その後遺構保存のため埋め戻したので、本年度はⅤ層からの調査となった。

各調査坑は1辺17mX7mと狭く、また最終調査面が地表下4～5mに及ぶため、鋼矢板

を打ち込んでの調査となった。便宜上各調査区を東から第1調査坑、第2調査坑、第3調

査坑とし、各々を南北に三等分し南からAグリッド、Bグリッド、Cグリッドとした。

7月20日～25日12・13区間の水路移設工事。

7月27日～31日13区鋼矢板打ち込み開始。

8月3日～8日　3日より13区現地発掘調査を開始する。この週は調査対象区内の除草及

び環境整備・安全対策を施す。

8月10日～13日10日鋼矢板の打ち込み終了。引続き、13区内ピア部分の発掘調査に入る。

ピア部分は東から「調査第1坑」「調査第2坑」「調査第3坑」とした。13区内北側、東側

に排水溝を掘削する。

「調査第1坑」、「調査第2坑」を重機により表土除去を行い、集水桝を設置する。また「調

査第1坑」内に排水溝を掘削し、土層観察を行う。各調査坑に分電盤を設置する。

8月17日～22日　ベルト・コンベアーを各調査坑に設置する。

「調査第1坑」‥Ⅴ層まで掘削を行い、グリッドを設定する。

「調査第2坑」‥重機による表土除去に引続き、排水坑の掘削、グリッド設定を行う。

「調査第3坑」‥第2坑同様、表土除去及び排水坑掘削などを行う。

8月24日～29・31日

「調査第1坑」‥土層断面観察及び土層断面図の作成。Ⅴ層までの遺構確認及び精査を行

い、小畦畔を検出する。

「調査第2坑」‥排水溝掘削及び土層断面観察を行い、断面図を作成する。

「調査第3坑」‥排水溝掘削及びをⅤ層上面の粗砂・微砂層を掘り下げる。

9月1日～5日

「調査第1坑」‥Ⅴ層を精査し、全体写真撮影終了後、平面実測を行う。

「調査第2坑」‥土層観察を行った後、Ⅴ層までの掘り下げを行う。

「調査第3坑」‥Ⅴ層を被覆する流れの跡の断面及び平面プランをスケッチした後、流路

堆積層を掘り下げる。

9月7日～12日

「調査第1坑」‥前年度調査で検出した大畦畔の延長部分の精査・確認・検出を行う。
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「調査第2坑」‥V層検出及び精査を行う。

「調査第3坑」‥Ⅴ層検出作業を行う。

9月16日～19日

「調査第1坑」‥太畦畔補正後、Ⅴ層全体写真撮影及びCグリッドの実測を行う。また横

木を伴う杭列の断面実測、写真撮影を実施、解体◎取り上げ作業を行う。

「調査第2坑」‥V層の精査作業を継続する。

「調査第3坑」‥V層の検出◎精査を行う。

9月21日～26日

「調査第2坑」‥V層全体写真撮影後、実測作業を行う。

「調査第3坑」‥Ⅴ層全体写真撮影後、実測作業を行う。

9月28日～30日

「調査第2坑」‥Cグリッドの杭列の断面写真撮影⑳実測を実施し、取り上げる。

10月1日～3日　Ⅴ層終了後、腹おこしなど鋼矢板補強工事を行ったため、10日まで現地

調査は中断する。ただし、環境整備、安全対策、調査準備等で数日作業を実施した。

10月5日～9日　花粉分析試料として土壌サンプルを採取する。

10月12日～17日　各調査坑とも昇降階段及びベルト◎コンベアーを設置する。各調査坑と

も排水溝掘削とⅦ層上面までの中間層の除去を行う。

10月＿19日～24日

「調査第1坑」・・Ⅶ層精査。

「調査第2坑」‥Ⅶ層上面出土の杭列の写真撮影。Ⅶ層検出作業。

「調査第3坑」‥週後半より作業に入る。ベルト◎コンベアーの設置。中間層の除去。

10月26日～31日

「調査第1坑」‥Ⅶ層精査。大畦畔、小畦畔、多数の足跡等を検出する。全体及び部分写

真撮影、平面実測を行う。

11月2日～7日

「調査第1坑」‥花粉分析試料用の土壌サンプルを採取した後、Ⅶ層を掘り下げる。

「調査第2坑」‥Ⅶa層の実測及び土層図の作成。

「調査第3坑」‥Ⅶa層の精査。検出した遺物の写真撮影。

11月9日．～14日

「調査第1坑」‥Ⅶ層掘り下げ。土層観察後、Ⅷ層上面の調査。穿孔木片、土器片、骨を

検出する。

「調査第2坑」‥Ⅶa層精査。全体◎部分写真撮影、平面実測。

「調査第3坑」‥Ⅶa層の精査。全体写真撮影、平面実測を実施する。作業工程上、一時

作業を中断し1～2坑の調査を先行させる。

11月16日～21日

「調査第1坑」‥Ⅷ層の精査を行ったが、遺構等の検出ができなかったため、レベル測定

を行った後、Ⅷ層を掘り下げる。18日、Ⅸ層中間層を重機により除去した後、昇降階段等

を設置する。

「調査第2坑」‥Ⅶb層の精査、土層断面の検討を行った上で、Ⅷ層精査及びレベル測定

を行う。

「調査第3坑」‥Ⅶa層平面実測。Ⅶb層精査。土層図作成、レベル測定。
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＊第1・3坑において、Ⅴ～Ⅹ層までのプラントオパール試料採取を行う。

11月23日～28・30日

「調査第1坑」‥Ⅹ層土層検討。排水溝等掘削。

「調査第2坑」‥Ⅷ層を掘り下げ、土器群を調査した後、30日重機により中間層を除去す

る。

「調査第3坑」‥Ⅶd層を確認検出し、精査作業、レベル測定を行い、さらに掘り下げⅧ

層を精査する。

12月1日～4日

「調査第1坑」‥Ⅹa層検出作業。

「調査第2坑」‥重機により中間層を掘削し、簡易昇降階段を設置する。中央に南北の排

水溝を掘削し、土層の検討を行う。

「調査第3坑」‥Ⅷ層上面の写真撮影及びレベリングを行った後、Ⅷ層を掘り下げる。

＊大阪市立自然史博物館の那須孝悌氏来跡、花粉分析・土層観察等を行う。

12月14日～19日

「調査第1坑」‥Ⅹa層上面の全体写真撮影及び平面実測を実施する。杭列外側の旧流路

を調査し、遺物（舟形など）を取り上げる。

「調査第2坑」‥Ⅹa層上面を精査した後、写真撮影及び平面実測を実施する。杭列の横

断面を精査し写真撮影及び実測を行う。Cグリッドに砂をかむ小さな流れの跡を検出し調

査する。

「調査第3坑」‥重機により中間層を掘削し、ベルト・コンベア一、簡易昇降階段を設置

する。また排水溝を掘削し、土層を観察する。

12月21日～26日

「調査第1坑」‥杭列外側の旧流路を掘り下げた後、Ⅹa層上面のレベリングを実施する。

「調査第2坑」‥杭列に並行してトレンチを掘削し、杭列の調査を行う。Ⅹa層を掘り下

げ、Ⅹb層上面を精査する。

「調査第3坑」‥Ⅹa層を検出し、Ⅹa層のレベリングを実施する。プラントオパール試

料を採取する。

＊25日に現場を終了し、安全対策を施し、年末年始休暇を迎える準備を行う。

1月5日～9日

「調査第1坑」‥土層観察を行った上で、Ⅹa層を掘り下げる。

「調査第2坑」‥杭列の平面実測を実施し、写真撮影を行う。Ⅹb層上面のレベリングを

行う。

「調査第3坑」‥Ⅹb層水田の検出作業を行う。

1月10日～16日

「調査第1坑」‥Ⅹa層を掘り下げ、Ⅹb層上面のレベリング・写真撮影を行う。杭列に

並行してトレンチを掘削する。

「調査第2坑」‥Ⅹb層上面の写真撮影を行った後、Ⅹb層を掘り下げ、刃層上面におい

て、ピットを検出し調査する。

「調査第3坑」‥Ⅹb層水田の写真撮影・平面実測を行った後、Ⅹb層を掘り下げる。古

い流れの覆土を掘り下げる。

＊各調査坑において、花粉分析用の試料を採取する。
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1月18日～23日

「調査第1坑」‥Xb層を掘り下げ、刃層上面においてレべリングを行う。杭列を精査し、

平面及び断面を実測し、写真撮影を行う。

「調査第2坑」‥杭列を精査し、写真撮影及び実測を行う。古い流れの覆土を掘り下げる。

「調査第3坑」‥古い流れの覆土を掘り下げ、完掘状況写真及びレべリングを実施する。

1月25日～30日

「調査第1坑」‥古い流れの覆土を掘り下げ、完掘状況写真撮影及びレベリングを行う。「調

査第2坑」・・完掘状況写真撮影及びレベリングを行う。

「調査第3坑」‥古い流れの堆積土層をサンプルとして取り上げる。

＊各調査坑を片付け、重機による埋め戻しを行う。また調査区内外の片付け、清掃を実施

し、今年度現地調査の終了とする。

2月1日～6日　鋼矢板腹おこしの引き抜き開始。

2月8日～13日13区本年度調査部分の埋め戻し◎ガードフェンス撤去。
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第II章　環　　　境

川合遺跡の位置する川合地区の地理的、歴史的環境については、すでに『宮下遺跡（遺

構編）』の第Ⅱ章において旧安倍郡の郡域である静岡平野の北半部を対象として地形の概要

と縄文時代から平安時代にかけての遺跡の分布状況を概観した。ここでは川合遺跡を理解

する一助として、川合遺跡の主体である弥生時代中期から古墳時代前期の集落（第7遺構

面）に時期を限って静岡・清水平野（以下静清平野と呼称）における遺跡の分布状況を概

観してみたい。

第1節　地理的環境

遺跡の在り方をみるにあたってまず静清平野の地形についての概要を門村浩氏の論考（門

村1966）に準拠しながら記しておきたい。また、川合地区における沖積地質については静

岡大学名誉教授加藤芳郎氏に分析をお願いし報告を付編5に掲載させていただいているの

で参照されたい。

静清平野は静岡県のほぼ中央、駿河湾の北西部に画する沖積平野である。現在の行政区

画では静岡市、清水市の両市域にまたがっているが、地形的にみれば東・北・西の三方を

山地、南側を海で限られてひとつのまとまりを示している。

静清平野の周縁部は西からほぼ南北方向に配列する古第三系の瀬戸川層群（安倍山地）、

アルカリ火山岩類（高草山地、購機山一竜爪山山地）、新第三系の静岡層群、和田島層群、

清見寺層群（庵原山地）などからなる中起伏山地によって限られている。これら周縁山地

が平野にのぞむ山麓部は屈曲にとんでいて山脚の多くは岬状に突出しており、山脚間には

沖積物で充填された溺れ谷地形がよく発達している。平野の中央南部には景勝地日本平で

有名な有度山の丘陵塊が孤立しており、これによって平野はほぼ二分されていたかたちと

なっている（静岡低地、清水低地）。

有度山は最高標高307．6mで全体として丘陵性の地形を示すが、山頂の日本平と西一北麓

部には台地状緩斜面が発達している。また、丘陵地の南側には海蝕による急崖が発達して

おり、深い谷が刻まれている。有度山の主要構成層は新第三紀鮮新統の根古屋累層を覆う

久能山礫層で、台地状緩斜面は上下2段に分かれ、それぞれ小康礫層、国吉田礫層と呼ば

れる砂礫層によって構成されている（小康面、国吉田面）。これら有度山を構成する久龍山

礫層、小康礫層、国吉田礫層の砂礫層はかつての安倍川による扇状地性の堆積物である。

北方山地に発源し、静清平野を形成して駿河湾に注ぐ主要河川には、丸子川、小坂川、

安倍川、巴川、庵原川、興津川があり、それぞれの流域に低地地形を発達させている。こ

のうち静清平野の沖積低地の主要部を形成するのは安倍川と巴川である。この2つの河川

は流域の地形、地質ならびに流域、流長の規模の違いから、その河状も著しく異なってお

り、それぞれの下流域に対照的な性格をもつ低地地形を形成している。

安倍川は川の長さ53．1km、流域面積542nfの規模をもつ河川で、富士川、大井川、天竜川

などとともに「東海型の川」とよばれる急流河川である。下流域には川の運んできた砂礫

が厚く堆積して扇状地を形成するとともに、東側の麻機・長沼一高松地区には三角州性低

湿地が形成されている。安倍川扇状地は購機山の先端の浅間神社付近を扇頂として同心円

状に広がり、北東緑では海抜13～15m、南東緑では海抜15m内外で扇端となるが、東端部
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巴　　　川

水稲酢が導入され

る直前の段階

縄文時代晩期終末～

弥生時代前期

は谷津山、八幡山、有東山の丘陵塊が分布しているため扇状地の東への拡大が阻止され複

雑な形となっている。静間市の市街地の中心部はこの安倍川扇状地の上に立地している。

扇状地の外側には自然堤防状の微高地が泥質低湿地に対して放射状にのびている。これら

の微高地列の問には泥炭を含む有機質泥層が分布し、北部では巴川流域の三角州性低地、

南部では長沼一大谷間の低湿地に連なっている。扇状地の東縁に発達する三角州性低湿地

の形成には更新世末期から現在にいたる問の海水準の変動が大きな影響を与えていること

はもちろんであるが、河川による搬出土砂量の大小が低地地形の性格を決める要因と考え

られており、扇状地の東端部の谷津山、八幡山、有東山の丘陵塊によって安倍川による粗

大な砂礫の供給が阻止されたことが低湿地形成の原因のひとつと考えられる。また、巴川

流域や安倍川扇状地の東端部などに発達する低湿地形成のもうひとつの有力な要因として

低湿地の形成に先立って生成された臨海部の砂礫州、砂唯の分布があげられる。これらの

浅海成ないし海浜性の堆積地形は沖積世前半の海進によって生じた入江状海湾の湾口部を

閉塞するかたちで形成されたものが多い。そのため砂礫州、砂唯の後背部が潟湖化され、

潟湖一沼沢地の過程をたどる低湿地の形成が行なわれるからである。静清平野では三保地

区に有度山南東緑から北東に伸び先端が3つに分かれる分岐砂礫州が形成されているほか、

用宗一大谷海岸、清水港西岸に砂礫州、砂唯が発達している。登呂遺跡の南方の低湿地は

臨海部に発達した砂礫州の背後に生じた潟湖の跡と考えられる。また扇状地西側の小坂地

区や丸子地区でも同様の潟湖の跡が認められる。

巴川は安倍川とは対照的に河床勾配の緩やかな河川である。川の長さ約20knl、流域面積

318I茸の規模で、安倍川扇状地北東緑の低湿地にある「浅畑沼」を水源として蛇行して流れ

ながら周縁に低湿地を形成し、折戸湾に注いでいる。清水湾の西岸には3列の砂堆が発達

しており全体として清水砂唯を構成しているが、巴川下流域の低湿地の主要部はこの清水

の市街地の立地する砂唯の背後に生じた潟湖の堆積によって生成された土地で、表層部に

は有機質泥層が広く発達している。南側の有度山、北側の庵原山地から流下する小河川は

ほとんど例外なく、低湿地の上にオーバーラップする扇状地をつくって巴川に合流してい

る。

第2節　歴史的環境

静清平野における弥生時代から古墳時代にかけての遺跡数を1988年に刊行された『静岡

県文化財地名表I』でみてみると、弥生時代では91遺跡（静岡市域39遺跡、清水市域52遺

跡）古墳時代では229遺跡（静岡市域109遺跡、清水市域120遺跡）が登録されている。しか

し、これら『地名表』に登録された遺跡の大半は遺物散布地であり、また古墳時代遺跡の

うちの約半数にあたる127遺跡（静岡市域88遺跡、清水市域39遺跡）は古墳◎古墳群であっ

て遺跡の実態がある程度明らかになっている遺跡は多くはない。ここでは発掘調査が行な

われ遺跡の実態がある程度明らかになった遺跡を中心にして静清平野における弥生時代中

期から古墳時代前期にかけての遺跡の動向をI。縄文時代晩期終末～弥生時代中期初頭、Ⅲ。

弥生時代中期中葉～後半、Ⅲ。弥生時代後期～古墳時代前期の3期に分けて概観してみよう。

‡◎　縄文時代晩期終末～弥生時代中期初頭

条痕文系土器の水神平式土器および丸子式土器によって示される時期であり、静清平野

に水稲耕作が導入される直前の段階である。

静清平野における縄文時代晩期終末～弥生時代前期の遺跡は現在のところ清水天王山道
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跡（7）が唯一知られているにすぎない。清水天王山遺跡は有度山東麓南半の小扇状地に立

地する遺跡で、1951年以来6次にわたる調査によって縄文時代晩期を中心とした遺跡であ

ることが明らかとなった。遺跡は氾濫による埋没が繰り返されているため各土層毎に遺物

の時期が異なっており、第5層からは縄文時代晩期終末の突帯文土器、第3・4層からは水

神平式土器と遠賀川式土器が打製石斧を伴って出土している。

弥生時代中期初頭の遺跡は丸子式土器の標式遺跡である丸子セイゾウ山遺跡（1）、丸子

佐渡遺跡（2）をはじめ西山遺跡（3）、天神山下Ⅱ遺跡（8）の4遺跡が発掘調査によって

清水天王山

遺　　　跡

弥生時代
中期初頭

確認されている。また、近年の静清バイパス関連の調査で川合遺跡（4）、瀬名遺跡（5）、

清水市下野遺跡（6）の3遺跡からも丸子式土器が出土した。

丸子セイゾウ山遺跡と丸子佐渡遺跡はともに安倍川の西岸、丸子川が開析した谷底低地　丸子セイゾウ山勘

を望む山地端部の頂上斜面に立地する遺跡で、標高は100m～110mと高所に位置する特徴

をもつ。セイゾウ山遺跡は丸子川の南岸、佐渡遺跡は北岸に位置し、約1kmの距離をへだ

てている。両遺跡は1938年に安本博氏によって調査、学会に紹介された後、1959年に杉原

荘介氏によって再調査され、駿河湾地域における弥生時代中期初頭の土器型式として丸子

式土器が設定されている。また1963年には静岡大学によって丸子セイゾウ山遺跡の発掘調

査が行なわれ、斜面の中腹を段状に削ってつくられた竪穴住居跡が検出されているが未報

告のため詳細は不明である。両遺跡からは丸子式土器に伴ってまとまった量の大型打製石

斧をはじめ石剣、石鉄、独鈷石など縄文文化に通有の石器が出土しており、縄文文化の伝

統を根強く残していることを示している。この一方で土器には籾痕をもつものがみられ、

また佐渡遺跡では扁平片刃石斧が1点ではあるが出土しており弥生文化との接触も確実に

認められる。

西山遺跡は丸子佐渡遺跡と同じ山地端部斜面に立地している遺跡で、同遺跡から約600m

ほど北へ離れた地点に位置している。1984年に静岡市教育委員会によって発掘調査が行な

われ、縄文時代中期、弥生時代中期の遺構・遺物や古墳時代後期の古墳が検出されている。

弥生時代中期初頭の遺構としては土坑が5基検出され、遺物では丸子式土器、打製石斧な

どが出土している。

天神山下Ⅱ遺跡は有度山の北東麓、清水天王山遺跡の北約2．2kmの位置にあり、大沢川の

形成した扇状地に立地している。1976年に清水市教育委員会によって発掘調査が行なわれ、

弥生時代中期初頭、弥生時代後期末～古墳時代前期を主体とした遺物が出土している。丸

子式土器は包含層（第3層）から出土するもので同層からは打製石斧が1点出土している。

遺跡は清水天王山遺跡と同じ清水天王山遺跡に示されるように縄文時代晩期の遺跡立地を

踏襲するものである。

以上弥生時代中期初頭の遺跡をみてきたが、これらの遺跡の立地を再整理してみると安

倍川西岸に位置する丸子セイゾウ山遺跡、丸子佐渡遺跡、西山遺跡の3遺跡はいずれも山

地端部の標高60m～100mという高所に立地しており、弥生時代中期中葉以降の水稲農耕を

基盤として成立する遺跡が平野部に立地するのとは際立った相違を示している。一方、有

度山東麓の扇状地に立地する天神山下Ⅱ遺跡については、水稲耕作が開始される弥生時代

中期中葉から後期にかけて遺跡が断絶している事実から清水天王山遺跡に示されるような

縄文時代晩期の遺跡立地を踏襲したものであるといえよう。また、いずれの遺跡でも土掘

り具の打製石斧をともなっており、縄文時代からの当該期における基本的な石器と考えて

よいであろう。このように弥生時代中期初頭の遺跡は弥生文化との接触を認めることがで
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弥生時代中期

中葉～後半

有東遺跡

きるもののまだ縄文文化からの離脱が行なわれていない状態にあるといえよう。ところで

近年静清バイパス関連の調査が進むなかで従来は知られていなかった川合遺跡、瀬名遺跡、

下野遺跡など低湿地に立地する遺跡でも丸子式土器が出土するようになり、当該期に沖積

低地へ遺跡が進出してきていることが明らかになりつつある。とくに瀬名遺跡では6区23

A層から丸子式土器が打製石斧を伴って出土しており、調査担当者は同層でプラント◎オ

パールが検出されていることから打製石斧を使用して水田が営まれていたと想定している

（注目。日本の水稲耕作の導入段階の状況は、福岡市板付遺跡や唐津市菜畑遺跡など北部

九州における初期水田の発掘調査によって従来考えられていたいたような粗放な技術段階

のものでなく、水利施設を伴った水田造営技術、水田を造成◎耕作するための木製農耕具

とこれを作るための磨製石斧類、さらには米作りを軸とした生活様式等がセットとなった

すでに完成された技術体系として導入されたものであることが明らかとなっている。静清

平野への水稲耕作の導入段階の状況も瀬名遺跡で想定されているような縄文時代以来の伝

統的な石器を使用した粗放な稲作ではなく、完成された技術体系として導入されたと考え

るのが妥当であろう。現状では静清平野に水稲耕作が導入され本格的な農村集落が成立す

るのは弥生時代中期中葉以降の時期にとらえておきたい。

一・‘．′て‾′一：′　′、一一　′一′・′！菩　－‘

静清平野において水稲耕作が導入され、平野部に本格的な農村集落が成立◎展開する時

期である。当該期の遺跡は平野部の自然堤防微高地などに点的に存在し、静岡平野では有

東遺跡つ寮娠　川合遺跡、駿府城内遺跡（Ⅲ）、鷹の遺遺跡（12）、瀬名遺跡、清水平野では

原添遺跡　は9）、能島遺跡（20）、下野遺跡などの遺跡が発掘調査されている。また丘陵部

でも静間市千代遺跡　は0）、宮川遺跡つ事鉦、清水市午王堂山遺跡（22主清水天王山遺跡、

荒古遺跡（17）等の遺跡が確認されているが、後述するようにこれらの遺跡は墓地または

少量の遺物が出土したのみで集落の実態は明確ではない。

有東遺跡は久能街道と呼ばれる安倍川扇状地から南東に伸びる自然堤防上に立地する遠

跡である。古くから磨製石斧類を中心とした弥生石器が数多く表採されており、戦前には

「馬捨場」の名称で学会でも著名な遺跡であった。戦後に行なわれた登呂遺跡の発掘調査

の際に一部調査が行なわれ（有東第一遺跡、有東第二遺跡）、有東第一遺跡出土土器をもっ

て有東式土器が設定された。1980年以降静岡南警察署の建設や静岡市立商業高校の改築工

事にともなって発掘調査が実施されており、弥生時代中期の河川跡、方形周溝墓、掘立柱

建物や後期の水田等の遺構が検出され、遺物も多量に出土している。

駿府城内遺跡　　駿府城内遺跡は安倍川扇状地の扇央部に位置している。1982年に行なわれた県立美術博

物館建設予定地の調査で現地表から4mの深さで弥生時代～古墳時代前期の遺物包含層が

確認され、その後静間市教育委員会による駿府城三の丸第3次調査（城内小学校体育館）、

第5次調査（市民ポール予定地）において当該期の住居跡、方形周溝墓が検出されている。

また、3次調査では磨製石斧類の製品や末製品がまとまった量出土している。

鷹♂通過跡　　鷹ノ遺遺跡は水道局の配水池築造にともなって1989年に静岡市教育委員会が調査したも

ので、弥生時代中期後半の方形周溝墓6基と方形周溝墓が廃棄された後に拓かれた小区画

水田が検出されている。洪水によって埋没していたため方形周溝墓は高さ1mほどの墳丘

を残しており、周溝を埋めて墳丘どうLを連結する土橋構造をもつことが明らかとなった。

瀬名遺跡 瀬名遺跡は川合遺跡とは長尾川を挟んで東側に展開する遺跡で、長尾川の形成した扇状

地に立地している。1985年から静清バイパス関連の調査がすすめられており、当該期の選
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構としては中期後半の小区画水田（5区）、中期中葉の方形周溝墓群（7区）などが検出さ

れている。方形周溝墓の主体部には木棺が埋葬されていた。なお7区ではこの方形周溝墓

群の下層にも杭で護岸した畦畔の存在が確認されており、水田の時期はさらにさかのぼる

ことは確実である。また6区では前述したように層から丸子式土器が打製石斧を伴って出

土しており、調査担当者は同層でプラント・オパールが検出されていることから水田が営

まれていたと想定している。

能島遺跡は折戸湾に画する砂堆列のうち最奥部の砂堆列に立地する遺跡で、1985～1987　能島遺跡

年に行なわれた静清バイパス関連の調査で中期後半の方形周溝墓27基が検出されている。

方形周溝墓は周溝の四隅が切れるものが主体をなすが、後出のものには周溝の連結したも

のが認められ、方形周溝墓の形態変遷を知ることができる。

原添遺跡は有度山北麓から伸びる扇状地の末端に位置する。杉原荘介氏によって設定さ

れた原添式土器の標式遺跡である。小糸製作所の工場拡張工事にあたって静岡大学による

調査が行なわれ、大木を到り貫いた井戸枠をはじめ多くの遺構・遺物が検出されているが、

いまだ資料化されていないため実体は不明である。

近年発掘調査が行なわれた遺跡を簡単に紹介したが、調査で確認された遺構では方形周

溝墓が多い。方形周溝墓は弥生文化の生成にともなって出現した新たな墓制であり静清平

野には弥生時代中期中葉に導入されたことが瀬名遺跡や川合遺跡の調査によって明確となっ

た。導入期の方形周溝墓はすべて周溝の四隅がきれるタイプのもので溝の形態は幅が広く

外縁が弓状に張りだす特徴を持っている。瀬名遺跡では周溝を掘削した排土が盛土されて

墳丘を形成している状況が観察されている。また主体部として組合せ式木棺が検出され、

棺内には屈葬された人骨が残存していた。方形周溝墓以外の墓制では宮川遺跡で土坑墓2

原添遺跡

方形周溝墓

土　坑　墓

宮川遺跡

基が検出されている。また荒古遺跡や殿屋敷遺跡では完形にちかい中期中葉の壷形土器が　荒古遺跡

単品出土しており、あるいは土器棺墓であった可能性も考えられよう。集落関係としては

住居跡の検出例は少なく川合遺跡のSB12601と駿府城内遺跡の2軒のみである。いずれも

殿屋敷遺跡
土器棺墓

小判形の平面形を呈するものである。

水田遺構としては瀬名遺跡の5区で検出された中期後半に比定される水田があり、現段　水田遺構

階においては静清平野での初現例である。土盛りの小畦で一辺4～6mの長方形に整然と

区画された小区画水田であり、田面を小区画する水田耕作技術が導入期の段階からあった

ことが窺われる。水稲耕作に関連する遺物に鋤・鍬などの木製農具やこれを製作した木工

具である大陸系磨製石斧類がある。有東遺跡では古くから磨製石斧類が多量にも表探され

ていたが、1980年の発掘調査では木製農具とともに磨製石斧類の製品・未製品が敲石、砥

石等の石器製作工具類とともに大量に出土し、大規模な石斧製作が行なわれていたことが

明らかになった。静清平野における磨製石斧類の製作はその後の調査で川合遺跡や城内遺

跡でも有東遺跡と同様に磨製石斧類の製品・未製品が大量に出土したことから中期におけ

る拠点的な集落では集落ごとに磨製石斧類の製作が行なわれていたことが明らかになった。

これらの遺跡から出土した磨製石斧類はすべて安倍川で採取できる石材を用い、共通した

技法で製作されており「静岡平野産石斧」としてのまとまりを持っている。 静岡平野産石斧

III．弥生時代後期～古墳時代前期

前段階に導入された水稲耕作が定着安定した結果、弥生時代後期になると遺跡数が増大　弥生時代後期～

する。『地名表』に登録されている弥生時代の遺物散布地はほとんどがこの時期のものと考

えられる。これら弥生時代後期に成立した遺跡の大半は古墳時代前期まで継続して営まれ
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第3表　静清平野遺跡一覧表

1　丸子セイゾウ山遺跡

2　丸子佐渡遺跡

3　西山遺跡

4　川合遺跡

5　瀬名遺跡

6　下野遺跡

7　清水天王山遺跡

8　天神山下遺跡

9　青木遺跡

10　千代遺跡

11駿府城内遺跡

12　鷹の道遺跡

13　有東遺跡

14　宮川遺跡

15　今泉遺跡

16　四通田遺跡

17　荒古遺跡

18　長崎遺跡

19　原添遺跡

20　能島遺跡

21殿屋敷遺跡

22　午王堂山遺跡

23　境松遺跡

24　楠ケ沢遺跡

25　西千代田遺跡

26　時ケ谷遺跡

27　佐敷堂遺跡

28　千代田遺跡

29　瀬名川遺跡

30　吉ノロ坪遺跡

31中之郷遺跡

32　道下遺跡

33　栗原遺跡

34　桃源寺前遺跡

35　寺ノ久保遺跡

36　堀之内B遺跡

37　堀之内山遺跡

38　片山遺跡

39　井庄段遺跡

40　上ノ山遺跡

41曲金遺跡

42　小黒遺跡

43　豊田遺跡

44　有明遺跡

45　女子商高遺跡

46　有東梅子遺跡

47　南消防署内遺跡

48　中野橋下遺跡

49　登呂遺跡

50　下島遺跡

51汐入遺跡

52　神明原・元宮川遺跡

53　千手寿遺跡

54　宇田利遺跡

55　小池遺跡

56　妙音寺遺跡

57　風呂の段遺跡

58　飯田遺跡

59　石川遺跡

60　中里前遺跡

61中屋敷遺跡

62　原平遺跡

63　宮平遺跡

64　中平遺跡

65　寺崎遺跡

66　東山田遺跡

67　池ケ谷遺跡

A　谷津山1号墳

B　午王堂山3号墳

C　三池平古墳
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登呂遺跡

汐入遺跡

小黒遺跡

谷津山1号墳

曲金遺跡

ており安定した状態が看取できるいっぼうで、次の古墳時代中期になるとこれら遺跡の多

くは廃絶されているという特徴がある。弥生時代から古墳時代への変化は古式土師器と呼

ばれる一群の新器種の出現を指標としているが在来土器群の器種における型式変化はとぼ

しく淘　遺跡が継続している点からみても生活様式のうえでの大きな変化は認めがたい。む

しろ次の古墳時代中期の段階でカマドの採用や須恵器の導入、塚の普遍化にみられる属人

器の成立など生活様式の画期が認められ、遺跡の消長からは集落の再編成といった社会構

造の変化を伴う大きな変革であったことが伺われる。

当該期の遺跡のうち静岡平野では中期から継続して営まれ中核的な役割をはたしている

有東遺跡、川合遺跡、駿府城内遺跡などのほか登呂遺跡（49上汐入遺跡（51）、神明原◎

元宮川遺跡（52）、有東梅子遺跡（46主豊田遺跡（43）、小黒遺跡（42）、清水平野では飯

田遺跡（58主石川遺跡（59）、下野遺跡、長崎遺跡（18）などの遺跡で発掘調査が行なわ

れ遺跡の実態がある程度明らかにされている。このほか瀬名川遺跡（29）、西千代田遺跡（25主

中野橋下遺跡（48）などは工事の際に地下3～5mから遺物が出土したことから確認され

た遺跡であり、駿府城内遺跡や静清バイパス関連で調査の行なわれた川合遺跡、瀬名遺跡、

池ヶ谷遺跡（鮮）なども同様な在り方を示すものである。こうした地下深くに埋没した遺

跡の存在は安倍川、長尾川等の沖積作用が当時まだ盛んであったことを物語るものであり、

安倍川扇状地や長尾川扇状地等の扇状地形部分ではまだ確認されていない遺跡が埋没して

いる可能性が高い。

登呂遺跡は安倍川扇状地から南に派生した自然堤防上に立地する遺跡で、戦時中に発見

され、戦後1947年から調査が行なわれ、洪水によって埋没放棄された弥生時代後期の集落

と水田が検出されている。調査は洪水で埋没した集落の復元を目的として行なわれたため

下層部分は未調査であるが、出土遺物には中期に遡るものがほとんどなく、集落の形成は

弥生時代後期に入ってからと考えられる。有東遺跡から約mmほど西に位置しており、有

東からの分村した可能性が指摘されている。当時は登呂遺跡の南側には駿河湾から潟湖が

湾入しており、潟湖の対岸には駿河湾の砂堆列に立地する汐入遺跡が位置している。

汐入遺跡は1979年に静岡市立南中学校建設に伴って調査が静岡市教育委員会によって行

なわれ弥生時代後期、古墳時代後期、中世の遺構の遺物が発掘されている。弥生時代後期

の集落は溝によって3つの区画に画され、それぞれの区画のなかには馬蹄形の周溝を巡ら

した平地住居跡群が掘立柱建物とともに整然と配置されており、集落を構成する住居の単

位群を知ることのできる遺跡として注目される。集落の時期は出土土器から後期でも後半

代に位置付けられ、登呂遺跡とともに古墳時代前期には継続していない。

小黒遺跡は静岡平野のほぼ中央に位置する谷津山の南側にある弥生時代後期から古墳時

代前期にかけての遺跡で、安倍川扇状地から派生した自然堤防上に立地している。1982年

静岡市教育委員会によって静岡市立南部体育館建設工事にともなって調査が行なわれてい

る。調査範囲が集落の営まれた微高地縁辺から水田の広がる低湿地部分であるため集落の

実態はかならずLも明確ではないが、豊富な遺物の出土からみて当該期における拠点集落

のひとつであったことは間違いなく、遺跡の位置関係からみて谷津山の頂上に築造された

静清平野における最初期の前方後円墳である谷津山1号墳（A、全長110m）の造墓集団で

あった可能性も考えられよう。また遺跡の東側には「曲金式土器」の標式遺跡である曲金

遺跡、南側には豊田遺跡が隣接しており、これらの遺跡と広範な集落を形成していた可能

性も考えられる。
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豊田遺跡はカネボウ跡地の再開発および静岡市立豊田中学校の改築工事に伴って1981年　豊田遺跡

以降静岡市教育委員会によって4次にわたる調査が行なわれている。弥生時代後期から古

墳時代前期にかけての遺跡であるが、小黒遺跡と同様調査範囲が集落の営まれた微高地縁

辺から水田の広がる低湿地部分であるため集落の実態はかならずLも明確ではない。

神明原・元宮川遺跡は静岡平野の南東部の低地を流れる大谷川沿いに広がる遺跡である。神明原・元宮
川　遺　跡

大谷川河川改修事業に伴って1981年以降静岡市教育委員会および当研究所によって調査が

行われ、旧大谷川の流路から人形・馬形・斎串などおびただしい量の祭祀遺物が出土し、

大谷川が古墳時代後期から律令期にかけての大規模な「祭」の場であったことが解明され

た。調査では古墳時代前期の掘立柱建物群も検出され、弥生時代から古墳時代にかけての

集落が久能街道微高地に立地展開していたことも明らかとなっている。久能街道微高地に

は遺跡の北側に有東遺跡、天神森遺跡が連続して存在しており、静岡平野南東部における

中核的な集落が集落域を南にずらしながら弥生時代中期以来継続して営まれていたことが

窺われる。

飯田遺跡は清水平野の北部、庵原山地から商流する山原川の形成した自然堤防状微高地　飯田遺跡

に立地する遺跡で、「飯田式土器」の標式遺跡として学会に著名である。清水市教育委員会

によって1979年以降数次にわたって調査が行なわれ、弥生時代後期から古墳時代前期にか

けての溝や円形周溝墓1基、土坑約100基などが検出されている。飯田遺跡の北側に位置す

る石川遺跡は1965年に東名高速道路建設工事にともなって一部発掘調査が行なわれ、弥生　石川遺跡

時代後期から古墳時代中期の土器のほか、鉄斧、卜骨、石釧等が出土している。また遺跡

の東側に位置する下野遺跡は1980～82年に静清バイパス建設工事に伴って調査され旧河川　下野遺跡

が検出され多量の土器、木製品などが出土している。石川遺跡や下野遺跡は飯田遺跡の一

部とみてよいだろう。

長崎遺跡は巴川の中流部右岸に位置する。有度丘陵から北流する草薙川の形成した自然　長崎遺跡

堤防状微高地に立地する遺跡で、1987～89年に当研究所が静清バイパス建設工事に伴って

調査を行った。調査は集落の東側に広がる低湿地部分が主体で弥生時代後期から古墳時代

前期の水田を検出したほか自然堤防状微高地の北端と考えられる部分で古墳時代前期の墳

丘墓2基を検出している。

これら沖積低地に位置する集落遺跡はいずれも自然堤防状微高地に集落を営み、微高地

の周辺に広がる後背湿地に水田を造営している。当該期の水田遺構は登呂遺跡、有東遺跡、

有東梅子遺跡、小黒遺跡、豊田遺跡、池ヶ谷遺跡、瀬名遺跡、長崎遺跡などで確認されて

いるが、いずれも水田も大畦畔を杭や矢板で強固に護岸し、湿田農具として特徴的な田下

駄が普遍的に出土するという特徴を持っている。このことから当時の水田が「湿田」であっ

た可能性が高いと考えている。有東遺跡の調査では弥生時代中期に集落域であった部分が

後期になると杭・矢板で護岸された畦畔の水田となったことが確認されており、川合遺跡

6・7区でも弥生時代後期後半と考えられる土塁の構築に伴なって集落域が水田化している。

こうした事例から当該期の「湿田」は海進現象に伴って後背湿地の地下水位が上昇したこ

とに起因していると考えられる。こうした「湿田」は水田土壌学の分類の「湿田（地下水）

型＝天水に頼り潅漑施設を必要としない」という粗放な技術段階の水田ではない。登呂遺

跡の水田では用排水機能をもった水路が布設されていることは広く知られている。また瀬

名遺跡の5区13層では登呂遺跡の水田と同じ弥生時代後期前半の時期に幅4mの流路に井堰

を構築して導水していたことが明らかとなっている。このような濯漑技術は静清平野に水
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上ノ山遺跡

宮川遺跡

午王堂山遺跡

原平遺跡
宮平遺跡

午王堂山

3　号　墳

稲耕作が導入された弥生時代中期の段階で水田造営技術の一貫として入ってきたものであ

ろう。

一方、こうした沖積低地に立地する遺跡のほかにも有度丘陵や平野北辺部の竜爪山山地、

庵原山地から派生した低平な丘陵末端部にも遺跡の進出が認められており、上ノ山遺跡（4の）、

宮川遺跡、天神山下遺跡、午王堂山遺跡、宮平遺跡（63）、佐敷堂遺跡（27）などの遺跡で

調査が行なわれている。

上ノ山遺跡は有度丘陵西麓の標高20～50mの西方に緩やかに傾斜する平坦面上に立地す

る縄文時代から古墳時代にかけての遺跡で、1982～83年に宅地造成工事に伴って調査が行

なわれ、弥生時代後期の竪穴住居跡は軒、掘立柱建物6棟、古墳時代前期の方形◎円形周

溝墓、後期の方墳9基などが検出されている。有度丘陵西麓では上ノ山遺跡からmmほど

北に位置する宮川遺跡でも古墳時代前期の円形周溝墓2基が検出されている。

午王堂山遺跡は庵原山地から半島状に派生した標高30mの低平な丘陵端部に位置する遺

跡で1964年に東名高速道路清水インターチェンジ建設工事にともなって調査が行なわれ弥

生時代中期から平安時代にかけての以降が検出されている。当該期のものとしては竪穴住

居跡15軒、方形周溝墓2基等があるが集落は弥生時代後期後半に形成され古墳時代前期を

主体として営まれたらしい。この集落が立地する派生丘陵の北側には午王堂山3号墳（B、

全長81m、前方後方墳）が築造されている。また、庵原川、山切川によって開析された段

丘状丘陵にも原平遺跡（62）、宮平遺跡など午王堂山遺跡と同様の弥生時代後期後半から古

墳時代前期にかけての集落遺跡が営まれている。なお、原平遺跡の立地する段丘状丘陵の

突端には三池平古墳（C、全長65m、前方後円墳）が築造されており、午王堂山3号墳と

は庵原川を挟んで対岸に位置している。川合遺跡の北に位置する佐敷堂遺跡も竜爪山山地

から派生した舌状台地に立地する弥生時代後期の集落遺跡であり、同様の立地を示す遺跡

である。

以上弥生時代後期に高位置に立地した遺跡の概要をみてきたが、これらの遺跡を遺跡立

地の点から整理してみると有度丘陵に立地する遺跡群と平野周辺部の山地末端に立地する

遺跡群の2群に大別することができる。第1節で述べたように有度丘陵は西一北麓部に台

地状の緩斜面が上下2段にわたって発達しており、前者の遺跡群はこの広い緩斜面に営ま

れている。これに対して後者の遺跡群は平野の北辺部を限る竜爪山山地や庵原山地の末端

は岬状に突出して急峻な地形をなしているため山地末端に発達した舌状台地や低平な丘陵

端部などを選んで立地しているため有度丘陵のような広い平坦面を求めることはむずかし

い。しかし両遺跡群とも立地標高は50m未満と低位な位置にあり、すぐ直下に低地を望ん

でいるという点では共通している。ところでこうした弥生時代後期における丘陵地への遺

跡の進出は、静清平野に限ったものではなく静岡県下全域に見られる現象である。特に駿

河湾沿岸地域東部の愛鷹山麓では顕著に認めることができ、杉山（石川）治夫氏はこの愛

鷹山麓への遺跡進出を分村による畑作進出とみる見解を呈示されている（杉山1979）。また

こうした高位置集落の問題については静岡県考古学会のシンポジウムでも取り上げられ、

明確な結論は出なかったものの西日本の高地性集落と関係から『塊志倭人伝』が伝える「倭

国大乱」に示されるような政治的緊張関係を反映したものとみるのが妥当であろうとされ

た。静清平野における丘陵地への遺跡の進出をどのようにとらえればよいのかは明確には

しえないが、政治的緊張関係の現われとみる見解についてはいまのところ政治的緊張関係

を具体的に示すような遺構、遺物が顕著ではないことからただちには承服Lがたい。また
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一方の杉山氏の示された分村による畑作進出とみる見解については前者の遺跡群のように

有度丘陵の広い平坦面を畑作可耕地として確保できる場合には可能であろうが、低地を直

下に望む位置に立地する遺跡の在り方からすれば生産基盤を沖積低地の水田に求めるほう

が妥当ではないだろうか。前述したように当該期の静清平野では畦畔を杭や矢板で護岸し

た「湿田」が普遍的に造成されていることから海進に伴って地下水位が上昇したことが想

定されたが、この地下水位の上昇によって有東遺跡や川合遺跡の事例でみたように自然堤

防状微高地などの沖積低地における集落の立地範囲も狭められた可能性が高い。この結果、

後期における分村化に伴って水田耕作を生産基盤におく集団の一部が沖積低地に集落を営

むことができず周辺丘陵部に進出したのではないだろうか。

（注1）「弥生中期初頭の水田発掘」毎日新聞1990．3．16
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第私選、遺跡の機腰

1　　　層

第温節　各調査区の概要

1。6◎7区

基本土層を昔～刃層に分層して調査をすすめ、Ⅲa、Ⅲb、Ⅲ、V、Ⅶ、Ⅸ、刃上、刃

下の各層において遺構を検出した。

亙層は埋め立て土および島畑の作土とこれを形成している砂礫層である。6⑳7区の調査

前の状況は現用の道路面の高さまで埋め立てられ、ゲートボール場として使用されていた。

埋め立て以前は東西方向に伸びる地割の水田および畑地で、調査区の北側から畑地、水田、

島　　　畑　畑地、水田の順につくられていた。畑地は2ヶ所とも「島焔」である。川合地区における

II　　　層

第1遺構面

III　　　層

第2遺構面

lV～Ⅹ層

Ⅴ　　　層

Ⅶ　　　層

Ⅸ　　　層

Ⅲ　　　層

島畑については宮下遺跡の3区、4区のⅢ層調査でその成立過程が明確となったように、

長尾川の氾濫によって押し出された砂礫を積上げたもので、水田との比高は約1mである。

Ⅲ層は灰褐色粘土層で、1～2cm太の礫を多く混入する部分を間層として上下2層に分

層し（Ⅲa層、Ⅲb層主　それぞれの上面において水田跡を検出した［第1遺構面］。Ⅲ層

における水田遺構の検出は調査期間を短縮する必要から島畑の部分に限定して行った。旧

水田の部分ではⅢ層水田に掘削された土坑群と洪水の際の氾濫流路などを検出している。

Ⅲ層は2層に分層した（Ⅲa層、Ⅲb層）。Ⅲa層は暗茶褐色粘土層で、上面で水田跡を

検出した［第2遺構面］。畦畔の高まりは殆ど認められず、遺構の検出は土層内のマンガン

斑の集積などを手掛かりに行った。Ⅲb層は暗灰色粘土層で、宮下遺跡、内荒遺跡におい

てⅣ層とした律令期の遺物包含層に対応する層である。土層断面の観察では畦畔状の高ま

りが認められる箇所もあったが、平面での遺構検出はできなかった。

Ⅳ層からⅩ層までは砂層とシルトの互層状態が続いており、V層、Ⅶ層、Ⅸ層の各層の

上面で砂層に被覆された水田跡を検出した。

Ⅴ層は青灰色シルト層で、上面において畦畔と多数の足跡および自然流路（SR6401）を

検出した。自然流路は調査区の南東部（C32～34グリッド）を東から西へ流れている。Ⅴ

層を被覆する砂層（Ⅳ層）はこの自然流路によって運ばれたものであり、調査区の東半部

では顕著であるが、西半部では部分的に認められるにすぎない。

Ⅶ層もV層と同様のシルト層である。Ⅵ層の砂を除去して水田跡を検出した。遺構はⅥ

層の砂層の拡がりに対応して調査区の南東部で良好に残存していた以外はあまり明瞭では

なく、とくにD⑳E列では遺構の検出はできなかった。検出した畦畔には大小2種があり、

水田面には多数の足跡が残されていた。

Ⅸ層はシルト質粘土で、色調により青灰色（Ⅸa層）、灰褐色（Ⅸb層）、暗褐色（ⅨC層）

の3層に分層できる。Ⅸa層とⅨb層の間には部分的に砂をかんでいる。Ⅸa層の上面に

おいて水田跡を検出した。水田跡の拡がりは調査区の中央部にほぼ限定され、水田跡の西

側は一段高くなっており、この斜面には杭が打たれている。水田跡を被覆するⅧ層は砂礫

層であり、斜面に沿って北から南へと流れた氾濫流路の主流部にあたっている。畦畔は南

北方向に伸びるものを基本としており、なかには杭を打ちこんだものもある（SK6603）。

水田面には多数の足跡が残存している。

刃層は小礫まじりの黒色粘土層で、2層に分層した（刃a層、刃b層）。XIa層は刃b層
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に比べて炭化物を多く含んでおり黒味が強い。8～13区のⅩ層に対応するものであり、弥

生時代中期から古墳時代前期にかけての遺物を大量に包含している。調査では刃層の上面

および基底面においてそれぞれ遺構を検出している。

刃層上面では古墳時代中期の集落跡および水田跡を検出した［第6遺構面］。集落は水田

よりも一段高い微高地に営まれており、住居跡2棟を検出した。住居跡は平地住居形式で

周堤が残存していた。集落の周縁には弥生時代後期に築かれたと考えられる土塁が高まり

で残っており、土塁の内側には溝を巡らしている。土塁では盛り土の除去の際に鏡と多量

の玉類を伴った頭骨が出土したが、土坑等の埋葬施設は確認できなかった。土塁付近から

水田跡にかけては刃層が薄くなり、刃a層と刃b層との間には緑灰色粘土が形成されてい

る。検出できた畦畔は土盛りの大畦畔のみであり、小区画水田とはならない。なお、作土

を除去した段階で畦畔とはややずれた位置に打ち込まれた杭列を検出し、下層にも水田跡

第6遺構面

のあったことが確認された。

刃層を除去した基底面では弥生時代中期から古墳時代前期にかけての集落跡を検出した

［第7遺構面］。検出した遺構には方形周溝墓1基、掘立柱建物4棟、溝、土坑などがある。第7遺構面

同期の集落は8～13区に拡がっており、川合遺跡の主体をなすものである。

2．8区

基本土層をI～Ⅹ層の10層に分層して調査をすすめ、Ⅱb、Ⅲa、Ⅴ、Ⅶa、Ⅸa、Ⅹ

上、Ⅹ下の各層において遺構を検出した。

I層は旧水田の作土層で、上面での標高は9．50mである。

Ⅱ層は3層に分層でき、Ⅱa層は灰褐色シルト、Ⅱb層は灰褐色粘土、ⅡC層は暗灰褐

I　　　層

II　　　層

色粘土である。調査ではⅡa層からⅡb層へ掘り下げる過程において、Ⅱb層上面で南北

方向の畦畔1本を検出した［第1遺構面］。Ⅱa層の株には黄褐色砂が混入するが、この混

入がみられない部分が直線的に存在しており、これを畦畔と認定した。畦畔はⅡa層中か

ら掘り込まれている土坑によって切られている。土坑は2基検出したが、いずれも埋土は

砂であり、6・7区の土坑とは異なっている。Ⅱa層からはきせるが出土している。

Ⅲ層は暗茶褐色粘土で、上下2層に分層した（Ⅲa層、Ⅲb層）。Ⅲb層はⅣ層の敷地用III　　層

に近くなり暗灰色を呈する。Ⅲa層上面において水田跡を検出した［第2遺構面］。検出し

た畦畔は3本で、うち1本は大畦畔である。すべて南北方向に伸びるが、若干のずれがあ

り並行にはならない。

Ⅳ層は灰色粘土で、宮下遺跡、内荒遺跡のⅣ層に対応する層位である。両遺跡にくらべ　Ⅳ　　層

て厚く3層に分層でき、下層はシルト質になる（ⅣC層）。

Ⅴ層は暗青灰色粘土である。ⅣC層を除去した上面で多数の足跡とこの面を削っている　Ⅴ　　層

自然流路を検出した。調査区内では畦畔は確認できなかったが検出面は水田面と考えられ

る。

Ⅶ層は暗青灰色シルトで、部分的に挟まる青色砂間層として砂混じりの下層と分層でき

る。Ⅵ層（青灰色の粗砂とシルトの互層）の砂を除去した上面で水田跡を検出した［第3

遺構面］。検出した畦畔には大小の2種があり、いわゆる小区画水田の形態を示している。

田面では足跡を確認している。なお、この水田では土盛りの小畦の断面に暗茶褐色の腐植

土層がレンズ帯状に認められ、小畦を構築する際に、草などを敷き込んだ可能性が考えら

Ⅶ　　　層

Ⅵ　　　層

第3遺構面

れた。

Ⅸ層はⅩ層の黒色粘土までの間層を包括したもので7層に分層できる。Ⅸa層は暗灰色　Ⅸ　　層
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Ⅹ　　　層

粘土で、上面において水田跡を検出した。Ⅶ層水田と同じ小区画水田であり、大畦畔はⅦ

層水田の大畦畔とほぼおなじ位置につくられている。

Ⅹ層は轢まじりの黒色粘土で、6・7区の刃層と同様の2層に分層できる。Ⅹa層は黒味

が強く、Ⅹb層では青味を帯びている。Ⅹ層では上面と基底面の2面で遺構の検出をおこ

なった。

Ⅹ層上面は6・7区で検出した古墳時代中期の集落跡にあたるもので、竪穴住居跡1棟と

第6遺構面　墳丘墓1基を検出した［第6遺構面］。両遺構とも調査区の端部に位置しているため鋼矢板

で半裁された状態であった。墳丘墓は平面凸字形で盛り土した墳丘が良好に残存しており、

方台部中央で木棺を検出した。木棺の保存状態は良くなかったが、県内での木棺の出土例

は少なく貴重な資料であることから取り上げて保存処理を施すこととした。

Ⅹ層下面の遺構は10・11区から続く弥生時代中期から古墳時代前期にかけての集落跡であ

第7遺構面　り、掘立柱建物2棟をはじめ溝、小穴、不明遺構などを検出した［第7遺構面］。弥生時代

後期の区画溝SD8617では木製組み合わせ式高塀が完形で出土し、年輪年代学による年代分

析を行った。調査面積は狭いが多量の土器に加えて鋼鉄4、銅環3が出土している。なお、

上面の墳丘墓調査中に鋼矢板が傾斜して危険となったため墳丘墓下層部分については調査

を放棄せざるをえなかった。

3．10・11区

基本土層を位置～Ⅹ層に分層して調査をすすめ、Ⅲ、Ⅴ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅹ層の各層で遺構を

I　　　層

II　　　層

III　　　層

第2遺構面

Ⅴ　　　層

第3遺構面

Ⅳ　　　層

Ⅶ　　　層

Ⅵ　　　層

検出した。

I層は暗褐色砂質粘土で、旧水田の作土層である。10区東端で9．40m、11区西端で9・00m

の標高を測り、東から西へ緩やかに傾斜している。

II層はI層と同質の土層で、Ⅱa層　暗灰褐色粘土、Ⅱb層　灰褐色砂質粘土、IIc層

青灰褐色粘土の3層に分層できる。Ⅱ層は川合地区全域に広がる層位で3・4区（宮下遺

跡）、16区（内荒遺跡）、6・7区、8区で近世末に比定できる水田跡を検出しており、10●

11区でも同様の水田跡の存在が予想されるが、調査工程の関係で重機により除去したため、

遺構の検出は行なっていない。

Ⅲ層もⅡ層と同様に川合地区全域に広がる土層で上面で水田を検出した［第2遺構面］。

層厚は20～40cmで、西に厚く堆積しており、Ⅲa層　暗灰褐色粘土、Ⅲb層　灰褐色粘土、

ⅢC層　灰色砂質粘土の3層に分層できる。ⅢC層は宮下遺跡、内荒遺跡でⅣ層と呼んだ

律令期の遺物包含層である灰白色粘土層に対応する層位であるが、同層に比べて砂質がつ

よく、遺物も認められない。

Ⅴ層は黒褐色粘土である。本調査に先行して実施したプラント・オパール分析ではイネ・

プラント・オパールは検出されなかったが、発掘調査時では上面で水田跡を検出した［第

3遺構面］。水田は河川の氾濫で押し出された砂礫層（Ⅳ層）に被覆されており、氾濫流路

によって削り流されている部分もあるが、全体に保存状態は良好であり、田面では多数の

足跡が検出された。遺構に伴う遺物はないが、水田を被覆する砂礫層には、弥生時代中期

から古墳時代後期にかけての遺物が少量ながら包含されている。

Ⅶ層の暗黒褐色粘土上面でもⅤ層水田と同様の河川氾濫によって埋没した水田跡を検出

した。水田は青色砂（Ⅵ層）で被覆されており、田面には多数の足跡が残存している。10

区東南部は平坦な面をなし、多数の足跡が検出されたにもかかわらず、畦畔は認められな

かった。水田造成がこの部分まで及んでいなかったと考えられる。
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Ⅷ層は灰白色粘土である。11区の西半部にのみ認められた部分堆積層で層厚も薄いが古　Ⅷ　　層

墳時代中期の遺物を包含しており、同層を除去するなかで旧河川、方形周溝墓、畑の畝間

と考えられる小溝群などの遺構を検出した［第5遺構面］。旧河川SR11401からは多量の土　第5遺構面

器、木製品などが出土したほか、3ヶ所に井堰が構築され、これに伴う導水路2本が検出

された。

Ⅷ層からⅩ層までの間は1m以上の厚さでシルト・砂・粘土が互層堆積する自然堆積層

で、調査ではⅨ層として一括した。

Ⅹ層は礫混じりの黒色粘土層で、リン酸鉄を多く含んでいる。層厚は60cmほどで、主に

色調により3層に分層できる。6・7区、8区では上層部分で黒味が強かったのとは逆に、

下層で黒味が強い傾向がある。プラント・オパール分析の結果では多量のイネ・プラント●

ォパールが検出され、水田跡の存在も予想されたが、層中には弥生時代中期～古墳時代前

期の遺物が多量に包含されており、Ⅹ層を除去した基底面では方形周溝墓、掘立柱建物、

区画溝などの遺構が重複する状態で検出され、ほぼ当該の全期間を通じて集落が営まれて

いたことが明らかになった［第7遺構面］。なお、Ⅹ層の上面はかなりの起伏が認められ、

少量の遺物が採取できた以外には、6・7区、8区で検出した遺構の広がりは認められなかっ

た。

4．12・13区

基本土層は10・11区の基本土層に準じてI～Ⅹ層の10層に分層している。12・13区は59年

度に上層部分（I～Ⅳ層）の発掘調査を実施し、Ⅱ層、Ⅳ層で遺構を検出している。

Ⅱ層は上面で水田と土坑群を検出している［第2遺構面］。土坑は畦に沿って規則的に掘

削されており、土坑内には砂が充填していた。

Ⅳ層遺構は12区から16区にかけて広がりをもつ律令期の集落跡であるため、内荒遺跡と

して独立して扱い、すでに報告書をまとめている。昭和61年度に発掘調査をした下層部分

（Ⅴ～Ⅹ層）では、Ⅴ、Ⅶ、Ⅷ、Ⅹの各層で遺構を検出したが、各遺構面はいずれも10・11

区で検出した同層遺構面の延長にあたるものである。

Ⅴ層水田、Ⅶ層水田とも河川氾濫の砂に被覆されているため、保存状態は良好である。

Ⅴ層水田［第3遺構面］では、東西方向の大畦畔SK12301と重複する位置に杭列が検出

された。これはⅤ層水田以降に造成された水田の畦畔に打ち込まれた護岸用杭と考えられ

る。

Ⅶ層水田［第4遺構面］はⅦ層上面で検出した水田跡であるが、Ⅶ層は上下の2層に分

層でき（Ⅶa層、Ⅶb層）、Ⅶb層上面でもⅦa層水田の畦畔にほぼ対応する位置に畦畔状

の高まりが認められた。このⅦb層水田の畦畔状の高まりはⅦa層水田の畦畔のプリント

として理解するのか、Ⅶb層をⅦa層水田よりも一時期古い水田として認定していいのか

の結論はついていない。なお、Ⅶ層の分層は11区西壁土層でも認められたが、この時はⅦ

a層を水田作土層と理解した。

またⅦ層水田の大畦畔SK12401の盛土除去した段階で古墳時代後期の土器が出土してお

り、これによってⅦ層水田の上限を知ることができる。

Ⅷ層の白色粘土は10・11区と同様に局部的な堆積層であり、12区東端にのみ認められる。

Ⅷ層では竪穴住居跡2棟、祭祀遺構などが検出されている［第5遺構面］。

Ⅹ層で6～12区に広がる弥生中期～古墳前期の集落が乗る微高地の西端部分と、微高地

縁辺に沿って流れる旧河川SR12601を検出している［第7遺構面］。微高地の東に広がる湿
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第7図　土層柱状図
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地部分では旧河川SR12601に沿って護岸杭が打たれ、遺構の検出はできなかったが、花粉

分析、プラント・オパール分析などの結果から、水田が造成されていたことが考えられた。

第2節　土層と遺構面について

発掘調査は各調査区単位に基本土層にしたがって上層から順次分層発掘を行い、6・7区

では8面、8区では7面、10・11区では5面、12・13区では4面（Ⅳ層以下）にわたって遺

構を検出した。各調査区における基本土層と遺構検出面の関係は第7図に示すとおりであ

る。このうち複数の調査区にわたって遺構の広がりを確認できる遺構検出面はあわせて7

面あり、上面から順に第1遺構面・第2遺構面‥・と呼称した。各調査面の年代観は以下の

とおりである。

第1遺構面

第2遺構面

第3遺構面

第4遺構面

第5遺構面

第6遺構面

第7遺構面

（6・7区Ⅱ層、8区Ⅱ層、12区Ⅱ層）

（6・7区Ⅲ層、8区Ⅲ層、10・11区Ⅲ層）

（8区Ⅶ層、・10・11区Ⅴ層、12・13区Ⅴ層）

（10・11区Ⅶ層、12・13区Ⅶ層）

（10・11区Ⅷ層、12・13区Ⅷ層）

（6・7区刃層上面、8区Ⅹ層上面）

（6・7区刃層、8区Ⅹ層、10・11区Ⅹ層、12・13区Ⅹ層）
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第Ⅳ草　道 構

第1節　第1遺構面

1．概要

6・7区、8区及　　6・7区、8区及び12区のⅡ層で水田跡とこれに伴う土坑群を検出した。Ⅱ層の灰褐色粘

び12区のII層　土は川合地区全域に堆積する土層で、3区、4区（宮下遺跡）、16区（内荒遺跡）でも水田

水　田　跡　跡、土坑群、水路などを検出している。

土坑群　　6・7区で検出した水田跡と土坑群は3区、4区から連続する遺構であり、長尾川の氾濫

によって押し出された礫が厚く被覆し、田面には足跡や稲株痕が良好に残存していた。川

合地区では長尾川の氾濫で埋没した水田に対し、潰れ地を決めてここに除去した砂礫を横

島　　畑　み上げて「島畑」に転地するとともに、水田に土坑を掘削し砂礫を埋め込み、あわせて掘

りだした粘土を客土する方法で水田復旧を行なっているが、6・7区にはこの「島畑」が3ヶ

所存在している。6・7区の調査では調査工程の関係から「島畑」の部分に限定して水田跡

の調査を実施し、Ⅱa層、Ⅱb層の2面で水田面を検出した。また旧水田の部分について

は土坑の検出に主眼をおいて、作土層まで重機で除去を行なった。検出した土坑群は形状、

規模が一様でなく、3つのタイプに分類できる。また3ヶ所の島畑に挟まれた部分では氾

濫流域の痕跡を検出した。

8区ではⅡa層からⅡb層へ掘り下げる段階で南北方向に伸びる畦畔1本と土坑2基を

検出した。土坑には6・7区のような礫ではなく、砂が充填されており、8区が氾濫流路の

出土遺物

縁辺に位置していたことを示している。

第1遺構面に供出する遺物としては、土坑から弥生時代～近世までの土器が出土してい

るほか、6・7区Ⅱa層水田の畦畔から1821年初鋳の「寛永通質四文銭」が出土し、水田の

江戸末期　埋没を江戸末期に比定できる（第8図）。

2．主要遺構

A．IIa層水田（図面図版第1～3図、写真図版2）

6・7区では島畑部分に限定した調査であったため調査範囲が狭く水田1枚を完全に検出

し得たものはなかったが、島畑Aの部分で8枚、島畑Bの部分で4枚の水田面を検出した。

作土IIa層　作土層であるIIa層は灰褐色粘土層で10～20cmの厚さがある。水田は洪水砂礫に厚く被覆

されているため遺構の保存は良好で、田面には足跡や稲株痕などが残存していた。

地　　　形

哩　　　畔

地形は東から西へ、また北から南へと傾斜しており、水田面での標高は島畑A部分では

北東隅が最も高くて水田1で9．5m前後、西端の水田8では9．4mを測り、東西で10cmほど

の比高差がある。島畑B部分でも9．4m強から9．4m弱と東から西への傾斜が認められる。

水田は地形に応じて北東一南西方向に基幹となる畦畔を作って大きく短冊状に地割し、こ

のなかを基幹畦畔に直交する畦畔をつけて田面を方形に割り付けている。

畦畔は島畑A部分で10本、島畑B部分で4本を検出した。このうち島畑A部分では基幹

畦畔となるものに畦畔SK6101があり、この畦畔を挟んだ北側と南側では田面の標高に10cm

前後の段差がある。この畦畔は島畑Aの南側ともほぼ一致しており、島畑造成の際には地

境となっていたと考えられる。下幅で約50cm、高さ5cm前後の規模で、ほぼ北東一両西方

向（約N540E）に直線的に伸びているが、C39グリッド付近の水田7・8の部分では北へ

－38－
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第4表　第1遺構面水田面積一覧表

6・7区IIa層　水田面積一覧表

N o．
検出面積 平均標高

分類 I 分類 Ⅱ N o．
検出面積 平均標高

分類 I 分類 Ⅱ
（粛） （m ） （最） （m ）

1 3．7 9 ．45 C 7 3 4．5 9 ．41 C

2 1．7 9 ．43 C 8 3 3．2 9 ．40 C

3 8 7．9 9 ．48 C 9 2．6 9 ．41 C

4 5 4．9 9 ．41 C 10 20．4 9 ．43 C

5 7 2．2 9 ．48 C 11 59．0 9 ．39 C

6 4 0．8 9 ．41 C 12 17．3 9 ．39 C

6・7区IIb層　水田面積一覧表

N o．
検出面積 平均標高

分類 I 分準 Ⅱ No．
検 出面積 平均標高

争類 I 分類 Ⅱ
（最） （m ） （最） （m ）

1 119．1 9 ．19 C 4 74．9 9．13 C

2 71．1 9 ．19 C 5 63．2 9．15 C ・

3 63．8 9 ．16 C ・ 6 9．08 C

12区II層　水田面積一覧表

No．
検 出面積 平 均標高

分類 I－ 分 類 Ⅱ No．
検 出面積 平均標高

分類 I 分類 Ⅱ
（最） （m ） （最） （m ）

1 41．2 8 ．40 C 6 140．0 8．33 C

2 88．2 8 ．4 1 C 7 88．0 8．42 C

3 53．0 8 ．46 C 8 ，23．6 8．20 C

4 19．3 8．46 ．．C 9 15．3 8．20 C

5 60．3 8．29 C C

弧状に張り出している。基幹畦畔SK6101に直交する畦畔は北側で6本、南側で2本検出し

た。これらの南北畦畔も畦畔SK6101とほぼ同じの規模で下幅約50cm、高さ5cm前後である

が、いちばん東側に位置する畦畔SK6107はひとまわりおおきく下幅60～70cm、高さ10cm前

後である。また、畦畔SK6101から北へ6．5mのところで東側に北東一両西方向の畦畔が連

結している。北側部分の畦畔は7～8．5mの間隔でほぼ平行してつけられており、これによっ

て区画される水田3～8は長方形を呈する。なお、水田6～8の北側部分は水田復旧工事

の段階で島畑Aからはずれて復旧されたため遺構は残存していない。畦畔SK6101に平行す

る北側の基幹畦畔が未検出であるためこれら水田1枚の面積を知ることはできないが、畦

畔SK6101と島畑B部分で検出した北東丁南西方向の畦畔SK6111、SK6112との間が11～

12mであることから、おおむね1畝＝100道前後であったと想定される。南側部分では2本

の畦畔を検出したにすぎないが、基幹畦畔に沿って土坑が掘削されていることから、これ

らの土坑によって破壊された畦畔が数本あったと考えられる。検出した2本の畦畔SK6108、

SK6109はいずれも北側畦畔がそのまま南側に伸びるのではなく畦畔SK6101との連結位置

を異にしている。なお、畦畔SK6101に沿って杭列SA6103が打たれている。杭は水田3～

6部分ではほぼ畦畔の北辺側あるいは両辺側に打たれているのに対して、畦畔が北へ弧状

に張り出した水田7・8の部分では畦畔からはずれて直線状に伸びている。杭列SA6103は

水田3～6部分での打ち込み状態をみると畦畔SK6101の護岸杭である可能性は否定できな

いが、部分的にはずれることや、島畑Aの北辺に杭列SA6102が打たれていることを考える
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と島畑Aの両辺護岸のために打ち込まれたものである可能性が高い。島畑Bでも北辺、両

辺の両辺にそれぞれ杭列SA6107、SA6108が打たれており、島畑を造成する際に杭で護岸

することは通有であったと考えられる。また、水田3にも畦畔SK6101に平行する方向に杭

列SA6104が打たれている。杭列は田面に掘削された土坑SX61001の北辺を西に延長する

ように伸びており、水田の復旧工事の際に土坑の掘削に関連して打たれたものであろう。

一方島畑B部分では基幹畦畔である北東一両西方向の畦畔SK6111、SK6112が直線的に

伸びるのではなく直交する畦畔SK6114との連結部で段をもっており、島畑A部分の基幹畦

畔SA6101とは様相を異にしている。畦畔SK6114には水口が1ヶ所切られている。畦畔で

区画された水田は4枚あるが島畑A部分と同様に完形になるものはなく面積も不明である。

ただ、水田11は検出部分で東西13m以上、南北10m以上あり1畝よりも広かったことは確

実である。

水田3～6では畦畔SK6101に沿って掘削された土坑によって田面が破壊されている部分

稲　珠　痕　もあるが、田面の保存状態は全体に良好であり、足跡や稲株痕が明瞭に残っている。稲株

痕は稲株のあった部分が盛り上がって瘡状を呈する○宮下遺跡3・4区のⅡ層水田で同じ状

態の稲株痕を検出し写真測量による図化を行っているため、今回は調査工程の関係で精査

足　　跡　していない。足跡は田面に食い込むようについており、なかには右足、左足の判別が可能

で歩行状態を掴むことができるものも多い。これらの足跡は畦畔の方向に沿ったものが多

く、歩行に際しては田面の稲株に規制されていたことが窺われる。

B．IIb層水田（写真図版4）

6・7区の島畑A部分ではⅡa層水田の作土直下に砂礫を多く混入する砂質土層があり、

作土IIb層　この層を除去して5枚の水田を検出した。作土層はⅡb層で層厚は10～20cmである。島畑

B部分にはこの砂質土層が認められず、畦畔の高まりを検出することはできなかった。ま

た、8区でもⅡa層からⅡb層に掘り下げる過程において、Ⅱb上面で南北方向の畦畔1

本を検出した。Ⅱa層の下部には黄褐色砂が混入するが、この混入がみられない部分が直

線的に存在し、これを畦畔と認定した。この畦畔はⅡa層から掘り込まれた土坑SX8101

地　　　形

畦　　　畔

によって切られている。

島畑A部分の水田地形はⅡa層水田と同様に東から西に向けて緩やかに傾斜しており、

水田面標高は北東端部で9．25m前後、西端部では9．12m前後を測り、10cmほどの比高差が

ある。8区の水田面の標高はほぼ9m前後である。

検出した畦畔は北東一南西方向の基幹畦畔1本とこれに直交する畦畔5本である。基幹

畦畔はD・E36、D37グリッドで約20mの範囲を確認できたのみである。畦畔の規模はⅡa

層水田の畦畔よりもひとまわり大きく、下幅約60cm、高さ5cm前後である。畦畔の走行は

Ⅱa層水田の畦畔と同じであるが、つくられた位置はⅡa層水田の畦畔よりも基幹畦畔で

は南側に約1m、これに直交する畦畔では西側に約2mずつずれた位置につくられている。

したがって水田の面積もⅡa層水田とほぼ同じ1畝前後と推定される。ただⅡa層水田の

SK6701に対応する畦畔は検出されなかったため、いちばん東側の水田は面積が広く現状で

も132I茸を測る。田面はほぼ平坦で足跡等は検出されなかった。

C．土坑（図面図版第1～3図、写真図版3）

6・7区で170基以上、8区で2基の土坑を検出した。土坑はⅡa層水田に掘り込まれて

いる。長尾川の洪水氾濫で押し出された砂礫によって埋没した水田を復旧する際に田面か

らはずした砂礫を埋め殺しにするために掘削されたもので、土坑の掘削によって掘りださ
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3タイプの

分　　　類

A　タイプ

B　タイプ

C　タイプ

れた粘土は復旧した水田の客土に使われたと考えられる。

土坑の形状、規模は一様ではなく、埋土も6・7区では礫が詰まっているのに対して、8

区の場合は砂と異なっている。これは土坑の掘削した部分の水田が洪水氾濫の中心であっ

たか周辺部分であったかの違いを示すものであり、6・7区ではE34・35、D36・37、C37グ

リッドで北東から南西方向に流れた氾濫の流路痕を検出している。

6・7区の土坑は形状、規模、割り付け方法などによって大きく3つのタイプに分類でき

る（第10図）。

Aタイプ　C・D32～34グリッドに掘削された土坑で、長辺約23m、短辺60～80cmの非常

に細長い長方形を呈するものである。土坑の深さは検出段階で底面に近い部分まで重機掘

削したため残存深さは浅くて10～20cmである。調査区の東端付近では重機掘削が相対的に

深かったため土坑がいくつかに分断されて検出されたものや土坑の形状が不明瞭のものが

ある。例えばSX61045とSX61054は現状では5mほどの間隔をおいた2つの土坑であるが

本来はひとつの土坑であり、検出段階での重機掘削により底面の浅い部分が空白地となっ

て2つの土坑に分離したものである。土坑の北辺部分には直線状の空白地があり、両辺部

分も直線的に並ぶことから本来はここに畦畔があったと考えられる。またSX61012～15、

SX61040、SX61041などは他のAタイプ土坑にくらべて形状が異なっているが東辺部分で

は直線的に並んでいて、やはり畦畔によって規制されていたことが想定できる。このこと

からAタイプ土坑は田面を南北に縦断する形で1枚全面に割り付けたものと想定される。

土坑群の北半部（D34グリッド）が島畑B、南東隅（C32グリッド）が島畑Cの下に位置

することから土坑の掘削時期はこれらの島畑が造成される以前である。また南西隅（C34

グリッド）ではBタイプ土坑SX61064によってSX61060が切られている。

Bタイプ　Aタイプの細長い土坑とは異なって長辺の短い長方形を呈するものでなかに

は正方形に近いものである。長辺2～3m、短辺1～2m、深さ50～80cmの規模のものが

普通であるが、SX61001のように長辺5m、短辺3．4m、深さ84cmと大型の土坑もある。ま

たSX61136やSX61137のようにAタイプの土坑と同じ細長いものもこのタイプに含めた。

Bタイプ土坑はAタイプ土坑と同様に水田区画に規制された形で割り付けられているが、

割り付けは田面全体におよぶものではなく主に基幹畦畔に沿った部分に限定して掘削され

ている点に特長がある。土坑の掘削時期は大きく2時期にわけることができる。基幹畦畔

SK6101に沿って掘削された土坑SX6101～6107、SX61165やSX61161、SX61169のよう

に島畑Aの下に位置する一群は島畑A造成以前に掘削されたものである。これ以外のBタ

イプ土坑は島畑とは重複関係がなく、島畑を造成した際の復旧工事かそれ以降の掘削である。

Cタイプ　形状はBタイプの土坑に近いが規模が小さく長辺1～2m、短辺0．5～1m、

深さ20～50cmのものが多い。またSX61088、SX61093のようにAタイプの形状に近いもの

もこれに含めている。これらのCタイプ土坑の特長はAタイプ土坑やBタイプ土坑が水田

区画に規制されて割り付けられているのとは異なって氾濫流路に沿って掘削されている点

にある。したがって土坑の軸方向もAタイプ土坑やBタイプ土坑のように水田区画の方向

に規制をうけておらずバラバラである。土坑の掘削時期はD34・35グリッドの土坑は島畑B

の下に位置していることから掘削時期を島畑Bの造成以前におくことができる。一方B・

C34、35グリッドでは島畑Bとは重複せず島畑の両辺に接するように掘削されていること

から島畑の造成以降に掘削された可能性が高い。またBタイプ土坑との関係ではBタイプ

土坑SX61070がSX61088、SX61093を避けるようにして掘削されていることからCタイ
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第5表　第1遺構面6・7区土坑一覧表1

第1遺構面　6・7区土杭一覧表（1）
遺 構 番 号 長 辺 m （ ）＝ 現 存 短 辺 m （ ）＝ 現 存 深 さ m 面 積 最 容 積 粛 備　 考

S X 6 1 0 0 1 5 ．0 0 3 ．4 1 0 ．8 4 1 7 ．0 5 1 4 ．3 2 B

S X 6 1 0 0 2 3 ．0 0 2 ．6 3 1 ．3 0 7 ．8 9 1 0 ．2 6 B

S X 6 1 0 0 3 3 ．2 5 2 ．3 5 0 ．9 9 7 ．6 4 7 ．5 6 B

S X 6 1 0 0 4 1 ．5 0 2 ．0 0 1 ．0 6 3 ．0 0 3 ．2 1 B

S X 6 1 0 0 5 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0

S X 6 1 0 0 6 0 ．9 2 1 ．3 8 0 ．2 9 － 1 ．27 0 ．3 7 B

S X 6 1 0 0 7 1 ．9 2 1 ．2 8 0 ．7 5 2 ．4 6 1 ．8 4 B

S X 6 1 0 0 8 2 ．8 0 （1 ．1 0 ） 0 ．05 3 ．0 8 0 ．1 5 B

S X 6 1 0 0 9 3 ．2 0 （1 ．0 5 ） 0 ．04 3 ．3 6 0 ．1 3 A

S X 6 1 0 1 0 5 ．4 6 1 ．5 0 0 ．6 6 8 ．1 9 5 ．4 1 B

S X 6 1 0 1 1 1 ．4 5 2 ．1 0 0 ．1 3 3 ．0 5 0 ．4 0 B

S X 6 1 0 1 2 0 ．9 5 2 ．0 0 0 ．1 7 1 ．9 0 0 ．3 2 A

S X 6 1 0 1 3 5 ．4 5 0 ．5 0 0 ．0 5 2 ．3 0 ．1 4 A

S X 6 1 0 1 4 1 ．2 5 0 ．9 5 0 ．1 3 1 ．1 9 0 ．1 5 A

S X 6 1 0 1 5 0 ．6 0 1 ．7 0 0 ．0 6 1 ．0 2 0 ．0 6 A

S X 6 1 0 1 6 （3 ．0 5 ） （0 ．7 5） 0 ．0 1 2 ．2 9 0 ．0 2 A

S X 6 1 0 1 7 2 ．6 5 0 ．8 5 0 ．0 6 2 ．2 5 0 ．1 4 A

S X 6 1 0 1 8 （2 ．4 0 ） 2 ．1 0 0 ．3 4 5 ．0 4 1 ．7 1 A

S X 6 1 0 1 9 （1 ．1 0 ） 2 ．5 5 0 ．0 8 2 ．8 1 0 ．2 2 A

S X 6 1 0 2 0 1 ．5 0 1 ．′0 0 0 ．0 8 1 ．5 0 0 ．°1 2 A

S X 6 1 0 2 ・1 （2 ．3 0 ） 1 ．0 0 0 ．0 5 2 ．3 0 0 ．1 2 A

S X 6 1 0 2 2 6 ．4 0 1 ．4 5 0 ．0 4 9 ．2 8 0 ．3 7 A

S X 6 1 0 2 3 （2 ．3 0 ） 4 ．3 0 0 ．0 6 9 ．8 9 0 ．5 9 A

S X 6 1 0 2 4 5 ．8 0 0 ．5 0 0 ．0 9 2 ．9 0 0 ．2 6 A

S X 6 1 0 2 5 8 ．3 0 0 ．5 5 0 ．0 8 4 ．5 7 0 ．3 7 A

S X 6 1 0 2 6 （1 0 ．1 0 ） （2 ．0 5） 0 ．20 2 0 ．7 1 4 ＿．1 4 A

S X 6 1 0 2 7 2 ．0 0 0 ．8 0 ・0 ．2 1 1 ．6 0 0 ．3 4 A

S X 6 1 0 2 8 1 ．2 0 0 ．6 5 0 ．2 9 0 ．7 8 0 ．2 3 A

S X 6 1 0 2 9 （2 ．6 5 ） 0 ．9 5 0 ．1 9 2 ．5 2 0 ．4 8 A

S X 6 1 0 3 0 5 ．3 5 0 ．6 0 0 ．0 9 3 ．2 1 0 ．2 9 A

S X 6 1 0 3 1 3 ．6 5 0 ．5 5 0 ．0 6 2 ．0 1 0 ．1 2 A

S X 6 1 0 3 2 3 ．5 3 0 ．7 0 0 ．0 9 2 ．4 7 0 ．2 2 A

S X 6 1 0 3 3 3 ．3 2 1 ．4 5 0 ．6 3 4 ．8 1 3 ．0 3 B

S X 6 1 0 3 4 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0

S X 6 1 0 3 5 1 ．5 0 1 ．0 0 0 ．4 8 1 ．5 0 0 ．7 2 C

S X 6 1 0 3 6 （2 ．5 0 ） 0 ．8 2 0 ．3 4 2 ．0 5 0 ．7 0 C

S X 6 1 0 3 7 1 ．0 0 2 ．6 5 0 ．2 1 2 ．6 5 0 ．5 6 C

S X 6 1 0 3 8 1 ．4 0 1 ．1 5 ・ 0 ．31 1 ．6 1 0 ．5 0 B

S X 6 1 0 3 9 1 ．2 0 1 ．1 5 0 ．．41 1 ．3 8 0 ．5 7 B

S X 6 1 0 4 0 1 ．0 0 1 ．4 0 0 ．1 6 1 ．4 0 0 ．2 2 A

S X 6 1 0 4 1 1 ．4 5 0 ．5 0 0 ．0 9 0 ．7 3 0 ．0 7 A

S X 6 1 0 4 2 8 ．6 5 0 ．5 5 0 ．0 5 4 ．7 6 0 ．2 4 A

S X 6 1 0 4 3 3 ．2 0 1 ．1 0 0 ．4 4 3 ．5 2 1 ．5 5 B

S X 6 1 0 4 4 1 1 ．0 5 0 ．7 0 0 ．1 2 7 ．7 4 0 ．9 3 A

S X 6 1 0 4 5 9 ．3 5 0 ．9 0 0 ．0 8 8 ．4 2 0 ．6 7 A

S X 6 1 0 4 6 （1 9 ．3 5 ） 0 ．8 5 0 ．0 8 1 6 ．4 5 1 ．3 2 A

S X 6 1 0 4 7 （1 8 ．7 5 ） 0 ．8 5 0 ．0 7 1 5 ．9 4 1 ．1 2 A

S X 6 1 0 4 8 （1 8 ．1 0 ）‘ 0 ．8 5 0 ．1 2 1 5 ．3 9 1 ．8 5 A

S X 6 1 0 4 9 2 ．7 0 0 ．6 0 0 ．0 4 1 ．6 2 0 ．0 6 A

S X 6 1 0 5 0 1 ．0 0 0 ．5 5 0 ．0 5 0 ．5 5 0 ．0 3 A

S X 6 1 0 5 1 （2 ．2 5） 0 ．7 0 0 ．0 3 1 ．5 8 0 ．0 5 ． A ．

S X 6 1 0 5 2 （3 ．8 0） 0 ．5 5 0 ．0 8 2 ．0 9 0 ．1 7 A

S X 6 1 0 5 3 （6 ．2 5） 0 ．8 0 0 ．0 7 5 ．0 0 0 ．3 5 A

S X 6 1 0 5 4 （6 ．0 0） 0 ．8 0 0 ．0 4 4 ．8 0 0 ．1 9 A

S X 6 1 0 5 5 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．0 0

S X 6 1 0 5 6 9 ．5 0 2 ．0 0 0 ．4 3 1 9 ．0 0 8 ．1 7 C

S X 6 1 0 5 7 1 ．3 0 1 ．1 0 0 ．2 1 1 ．4 3 0 ．3 0 C

S X 6 1 0 5 8 （1 7 ．7 0） 0 ．9 0 0 ．1 1 1 5 ．9 3 1 ．7 5 A

S X 6 1 0 5 9 （1 ．1 5 ） 1 ．1 5 0 ．4 4 1 ．3 2 0 ．5 8 B

S X 6 1 0 6 0 （1 7 ．8 0） 0 ．6 0 0 ．1 8 1 0 ．6 8 1 ．9 2 A
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第6表　第1遺構面6・7区土坑一覧表2

第1遺構面　6・7区土杭一覧表（2）
遺 構 番 号 長 辺 m （ ）＝ 現 存 短 辺 m （ ）＝ 現 存 深 さ m 面 積 粛 容 積 誼 備　 考

S X 6 1 0 6 2 （1 4 ．9 0） 1 ．00 0 ．2 2 1 4 ．9 0 3 ．28 A

S X 6 1 0 6 3 2 ．2 5 1 ．45 0 ．7 7 3 ．2 6 2 ．5 1 B

S X 6 1 0 6 4 1 ．6 2 2 ．16 0 ．17 3 ．5 0 0 ．59 B

S X 6 1 0 6 5 0 ．6 0 1 ．05 0 ．12 0 ．6 3 0 ．08

S X 6 1 0 6 6 1 ．4 5 0 ．70 0 ．12 1 ．0 2 0 ．12 A

S X 6 1 0 6 7 1 ．2 0 1 ．30 0 ．2 9 1 ．5 6 0 ．45 A

S X 6 1 0 6 8 3 ．1 0 0 ．80 0 ．3 2 2 ．4 8 0 ．79 B

S X 6 1 0 6 9 5 ．0 0 0 ．85 0 ．3 2 4 ．2 5 1 ．36 A

S X 6 1 0 7 0 3 ．5 0 5 ．35 0 ．9 8 1 8 ．7 3 1 8 ．35 B

S X 6 1 0 7 1 1 ．1 5 1 ．50 0 ．3 3 1 ．7 3 0 ．57 C ‘

S X 6 1 0 7 2 1 ．6 7 1 ．20 0 ．4 8 2 ．0 0 0 ．96 C

S X 6 1 0 7 3 1 ．6 5 1 ．15 0 ．4 5 1 ．9 0 0 ．85 B

S X 6 1 0 7 4 1 ．2 6 0 ．97 0 ．6 6 1 ．2 2 0 ．8 1 C

S X 6 1 0 7 5 0 ．9 0 1 ．69 0 ．3 2 1 ．5 2 0 ．49 C

S X 6 1 0 7 6 1 ．1 0 1 ．23 0 ．3 9 1 ．3 5 0 ．53 ・C

S X 6 1 0 7 7 1 ．5 0 1 ．10 0 ．7 0 1 ．6 5 1 ．16 C

S X 6 1 0 7 8 0 ．8 0 1 ．15 0 ．4 6 0 ．9 2 0 ．42 C

S X 6 1 0 7 9 0 ．8 1 1 ．50 0 ．5 3 1 ．2 2 0 ．64 C

S X 6 1 0 8 0 1 ．0 4 0 ．49 0 ．0 0 0 ．担 0 ．00 C

S X 6 1 0 8 1 （2 ．6 5） 7 ．75 0 ．3 4 2 0 ．5 4 6 ．98 C

S X 6 1 0 8 2 1 ．63 6 ．50 0 ．2 5 1 0 ．6 0 2 ．65 C

S X 6 1 0 8 3 2 ．2 0 4 ．16 0 ．3 5 9 ．1 5 3 ．20 B

S X 6 1 0 8 4 1 ．8 9 4 ．4 1 0 ．3 3 8 ．2 2 2 ．75 B　 ＿

S X 6 1 0 8 5 1 ．2 3 0 ．45　 ‾ 0 ．0 8 0 ．5 5 0 ．04 C

S X 6 1 0 8 6 1 ．1 0 0 ．70 0 ．0 8 0 ．7 7 0 ．06 C

S X 6 1 0 8 7 1 ．5 5 1 ．45 0 ．5 5 2 ．2 5 1 ．24

S X 6 1 0 8 8 （1 1 ．4 0） 0 ．95 0 ．3 6 1 0 ．8 3 3 ．90 C

S X 6 1 0 8 9 0 ．0 0 0 ．00 0 ．0 0 0 ．0 0 0 ．00

S X 6 1 0 9 0 1 ．9 4 3 ．40 0 ．9 4 6 ．6 0 6 ．20 B

S X 6 1 0 9 1 0 ．7 9 1 ．13 0 ．8 6 0 ．8 9 0 ．77 B

S X 6 1 0 9 2 3 ．4 0 1 ．75 0 ．3 5 5 ．9 5 2 ．08 B

S X 6 1 0 9 3 1 0 ．5 5 1 ．15 0 ．2 8 1 2 ．13 3 ．40 C

S X 6 1 0 9 4 2 ．5 0 1 ．30 0 ．2 2 3 ．2 5 0 ．72 C

S X 6 1 0 9 5 1 ．5 0 2 ．40 0 ．4 5 3 ．6 0 1 ．6 2 C

S X 6．1 0 9 6 0 ．95 2 ．30 0 ．2 4 2 ．1 9 0 ．5 2 C

S X 6 1 0 9 7 2 ．0 0 1 ．70 0 ．5 6 3 ．4 0 1 ．90 C

S X 6 1 0 9 8 1 ．3 0 1 ．60 0 ．2 9 2 ．08 0 ．6 0 C

S X 6 1 0 9 9 5 ．3 0 1 ．53 0 ．8 3 8 ．1 1 6 ．7 3 B

S X 6 1 1 0 0 3 ．0 0 2 ．00 0 ．5 9 6 ．0 0 3 ．5 4 B

S X 6 1 1 0 1 2 ．75 2 ．00 0 ．9 9 5 ．5 0 5 ．4 5 B

S X 6 1 1 0 2 0 ．65 0 ．40 0 ．1 3 0 ．26 0 ．0 3 A

S X 6 1 1 0 3 1 ．20 2 ．25 0 ．3 4 2 ．70 0 ．9 2 C

S X 6 1 1 0 4 1 ．14 0 ．31 0 ．0 0 0 ．35 0 ．0 0 C

S X 6 1 1 0 5 （0 ．45 ） 1 ．75 0 ．0 0 0 ．79 0 ．0 0

S X 6 1 1 0 6 1 ．00 0 ．95 0 ．6 6 0 ．95 0 ．6 3 C

S X 6 1 1 0 7 2 ．05 1 ．2 6 0 ．6 5 2 ．58 1 ．6 8 B

S X 6 1 1 0 8 5 ．29 1 ．67 0 ．6 2 8 ．83 5 ．4 8 B

S X 6 1 1 0 9 1 ．80 3 ．6 0 0 ．5 7 6 ．48 3 ．6 9 C

S X 6 1 1 1 0 3 ．50 1 ．3 0 0 ．6 9 4 ．55 3 ．1 4 B

S X 6 1 1 1 1 2 ．70 1 ．6 0 0 ．7 4 4 ．32 3 ．2 0 B

S X 6 1 1 1 2 3 ．50 2 ．0 3 0 ．7 5 7 ．11 5 ．3 3 B

S X 6 1 1 1 3 2 ．35 1 ．4 5 0 ．5 0 3 ．4 1 1 ．7 0 B

S X 6 1 1 1 4 （1 ．76 ） 1 ．15 0 ．3 6 2 ．02 0 ．7 3 B

S X 6 1 1 1 5 （0 ．75 ） （1 ．3 0 ） 0 ．2 4 0 ．98 0 ．2 3 C

S X 6 1 1 1 6 （1 ．30 ） （0 ．7 5 ） 0 ．9 6 0 ．98 0 ．9 4 C

S X 6 1 1 1 7 5 ．00 2 ．6 0 0 ．5 4 1 3 ．00 7 ．0 2 C

S X 6 1 1 1 8 0 ．96 1 ．0 9 0 ．1 5 1 ．05 0 ．16 C

S X 6 1 1 1 9 （0 ．80 ） （0 ．7 5 ） 0 ．28 0 ．60 0 ．1 7 C

S X 6 1 1 2 0 1 ．00 0 ．6 0 0 ．22 0 ．60 0 ．1 3 C
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第7表　第1遺構面6・7区土坑一覧表3

第1遺構面　6・7区土杭一覧表（3）
遺 構 番 号 長 辺 m （）＝ 現 存 短 辺 m （ ）＝ 現 存 深 さ m 面 積 最 容 積 撼 備　 考

S X 6 1 1 2 1 1 ．2 0 0 ．8 0 0 ．2 9 0 ．9 6 0 ．2 8 C

S X 6 1 1 2 2 1 ．2 0 1 ．0 5 0 ．1 5 1 ．2 6 0 ．1 9 C

S X 6 1 1 2 3 1 ．2 0 （1 ．90 ） 0 ．40 2 ．2 8 0 ．9 1 C

S X 6 1 1 2 4 1 ．2 0 0 ．9 5 0 ．4 7 1 ．1 4 0 ．5 4 C

S X 6 1 1 2 5 （2 ．0 0） 0 ．63 0 ．3 1 1 ．2 6 0 ．3 9 B

S X 6 1 1 2 6 3 ．0 5 0 ．5 5 0 ．5 0 1 ．6 8 0 ．8 4 C

S X 6 1 1 2 7 2 ．8 0 1 ．7 5 0 ．8 5 4 ．9 0 4 ．1 7 C

S X 6 1 1 2 8 （1 ．9 5 ） 1 ．05 0 ．1 7 2 ．0 5 0 ．3 5 B

S X 6 1 1 2 9 （2 ．1 1）＿ （0 ．90 ） 0 ．10 1 ．9 0 0 ．1 9 B

S X 6 1 1 3 0 （0 ．6 9 ） 0 ．75 0 ．0 7 0 ．5 2 0 ．0 4 A

S X 6 1 1 3 1 0 ．7 5 1 ．0 0 0 ．3 3 0 ．7 5 0 ．2 5 C

S X 6 1 1 3 2 （1 ．2 5 ） 1 ．46 0 ．2 5 1 ．8 3 0 ．4 6 B

S X 6 1 1 3 3 0 ．8 0 0 ．4 5 0 ．0 7 0 ．3 6 0 ．0 3 C

S X 6 1 1 3 4 1 ．6 9 1 ．1 3 0 ．4 8 1 ．9 1 0 ．9 2 C

S X 6 1 1 3 5 1 ．5 6 0 ．9 0 0 ．0 3 1 ．4 0 0 ．0 4 B

S X 6 1 1 3 6 7 ．1 0 1 ．4 5 0 ．8 4 1 0 ．3 0 8 ．6 5 B

S X 6 1 1 3 7 7 ．7 0 1 ．0 2 0 ．0 7 7 ．8 5 0 ．5 5 B

S X 6 1 1 3 8 1 ．5 0 2 ．5 5 0 ．7 3 3 ．8 3 2 ．7 9 B

S X 6 1 1 3 9 1 ．5 0 1 ．9 5 0 ．5 3 2 ．9 3 1 ．5 5 B

S X 6 1 1 4 0 1 ．2 0 2 ．5 5 0 ．3 4 3 ．0 6 1 ．0 4 B

S X 6 1 1 4 1 3 ．7 0 2 ．0 0 1 ．0 7 7 ．4 0 7 ．9 2 B

S X 6 1 1 4 2 3 ．4 0 1 ．8 5 0 ．9 9 6 ．2 9 6 ．2 3 B

S X 6 1 1 4 3 2 ．8 0 1 ．4 0 0 ．8 6 3 ．9 2 3 ．3 7 B

S X 6 1 1 4 4 2 ．3 0 1 ．6 0 0 ．9 9 3 ．6 8 3 ．6 4 B

S X 6 1 1 4 5 1 ．7 0 1 ．1 0 0 ．8 4 1 ．8 7 1 ．5 7 B

S X 6 1 1 4 6 1 ．6 7 2 ．2 5 0 ．8 9 3 ．7 6 3 ．3 4 B

S X 6 1 1 4 7 1 ．9 0 1 ．4 5 0 ．8 4 2 ．7 6 2 ．3 1 B

S X 6 1 1 4 8 2 ．1 0 1 ．5 0 0 ．9 0 3 ．1 5 2 ．8 4 B

S X 6 1 1 4 9 2 ．5 8 1 ．6 5 0 ．9 3 4 ．2 6 3 ．9 6 B

S X 6 1 1 5 0 1 ．1 5 1 ．2 5 0 ．5 2 1 ．4 4 0 ．7 5 B

S X 6 1 1 5 1 1 ．6 3 2 ．5 5 0 ．4 4 ．1 6 3 ．0 8 B

S X 6 1 1 5 2 1 ．1 8 1 ．2 5 0 ．4 5 1 ．4 8 0 ．6 6 B

S X 6 1 1 5 3 1 ．1 0 1 ．1 0 0 ．4 1 1 ．2 1 0 ．5 0 B

S X 6 1 1 5 4 1 ．8 0 2 ．1 5 1 ．0 0 3 ‘8 7 3 ．8 7 B

S X 6 1 1 5 5 1 ．7 5 1 ．2 5 0 ．8 2 2 ．1 9 1 ．7 9 B

S X 6 1 1 5 6 3 ．4 9 2 ．0 0 0 ．8 5 6 ．9 8 5 ．9 3 B

S X 6 1 1 5 7 2 ．2 0 1 ．7 5 1 ．2 1 3 ．8 5 4 ．6 6 B

S X 6 1 1 5 8 2 ．4 5 2 ．5 5 1 ．3 7 6 ．2 5 8 ．5 6 B

S X 6 1 1 5 9 0 ．4 5 0 ．5 0 0 ．0 0 0 ．2 3 0 ．0 0 B

S X 6 1 1 6 0 3 ．0 0 2 ．0 5 1 ．0 7 6 ．1 5 6 ．5 8 B

S X 6 1 1 6 1 3 ．6 0 1 ．1 1 0 ．0 5 4 ．0 0 0 ．2 0 B

S X 6 1 1 6 2 0 ．6 3 0 ．8 0 0 ．1 7 ・ 0 ．50 0 ．0 9 B

S X 6 1 1 6 3 （5 ．4 5 ） 0 ．8 5 0 ．0 0 4 ．6 3 0 ．0 0 A

S X 6 1 1 6 4 1 ．8 3 1 ．6 5 0 ．1 8 3 ．0 2 0 ．5 4 B

S X 6 1 1 6 5 1 ．6 2 3 ．4 5 0 ．6 2 5 ．5 9 3 ．4 7 B

S X 6 1 1 6 6 （1 ．0 9 ） 3 ．9 6 0 ．4 6 4 ．3 2 1 ．9 9 C

S X 6 1 1 6 7 1 ．6 7 1 ．5 9 0 ．8 2 2 ．6 6 2 ．1 8 B

S X 6 1 1 6 8 1 ．1 5 0 ．9 0 0 ．4 9 1 ．0 4 0 ．5 1 B

S X 6 1 1 6 9 1 ．2 0 1 ．6 4 0 ．5 5 1 ．9 7 1 ．0 8 B l

S X 6 1 1 7 0 1 ．1 2 1 ．7 6 0 ．8 0 1 ．9 7 1 ．5 8 B

S X 6 1 1 7 1 3 ．8 0 1 ．3 0 0 ．8 4 4 ．9 4 4 ．1 5 B

S X 6 1 1 7 2 3 ．0 0 1 ．2 5 0 ．9 4 3 ．7 5 3 ．5 3 B

S X 6 1 1 7 3 2 ．4 0 1 ．3 0 0 ．8 8 3 ．1 2 2 ．7 5 B

S X 6 1 1 7 4 2 ．2 0 1 ．3 6 1 ．0 5 2 ．9 9 3 ．1 4 B
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島　　　畑

造成時期

12区水田

畦　　　畔

地　　　形

土　　　坑

プ土坑がBタイプ土坑に先行して掘削されていたことは確実である。

D．島畑　6・7区の調査前状況は盛土されてゲートボール場となっていたが、それ以前

は水田で島畑が3ヶ所に存在していたことが地籍図から判読できる。今回の報告ではこの

島畑に北から島畑A、島畑B、島畑Cの名称を付した。こうした島畑の造成ははすでに『宮

下遺跡（遺構編）』で述べたように長尾川の洪水氾濫で埋まった水田の復旧方法のひとつと

して行われたもので、潰れ地を決めてここに砂礫を集めて盛り上げ畑に転地したものであ

る。島畑Aは調査区の北壁断面にちょうど土層断面がかかっており、この土層からⅡa層

水田を被覆した砂礫層の上に同質の砂礫を盛り上げ、そのうえに粘土を客土して島畑にし

た状況を窺うことができる（第9図、『川合遺跡（遺構図版編）』図版4－2）。島畑Aでは

北辺に沿って杭列SA6102が打たれており、畦畔SK6101に沿って打たれている杭列SA6103

も島畑Aの南辺に打ちこまれたものである可能性が高い。また、島畑Bでも北辺、南辺に

沿ってそれぞれSA6107、SA6108が打たれており、島畑の造成に際しては護岸杭が打ちこ

まれた状況が窺われる。なお、島畑Aは戦後の段階で北南東方向へと流路を屈曲させる字

「山の鼻」付近から島畑が南北方向に広がっている状況をみることができ（『内荒遺跡（遺

構編）』図面図版第1図、第3図）、こうした島畑の分布状況から長尾川の洪水流路の広が

りをトレースすることができると考えられる。

島畑A、島畑Bは上述したⅡa層水田の復旧工事に伴って造成されたもので、造成時期

は「寛永通質四文銭」がⅡa層水田に伴って出土していることから上限を江戸時代末にお

くことができる。明治前期の地籍図には島畑がみえることからもほぼこの時期に造成され

たと考えてよいであろう。

E．12区水田（図面図版第4図）

昭和59年度に行なった内荒遺跡の12区の調査でもⅡ層で水田とこれに伴う土坑を検出し

ている。内荒遺跡では16区でもⅡ層水田を検出しており、これについては『内荒遺跡（遺

構編）』で報告してある。12区水田については同報告書作成の工程で整理が間に合わなかっ

たため今回報告することとした。

水田遺構は12区の北東部D・E59～62グリッドで重機による表土除去作業中に土坑と畦畔

を検出した。検出面はⅡ層中であるが、土層断面の観察では土坑はⅡ層上面から掘削され

ておりⅡa層水田の復旧工事の際に掘られたものと考える。畦畔は北東一両西方向の畦畔

3本とこれに直交する畦畔4本の合わせて7本を検出した。地形的には東から西へ向けて

傾斜していることから、6・7区と同様に北東一両西方向の畦畔SK12101やSK12103が基

幹畦畔をなし、これに直交する畦畔によって水田を耕作単位に区画していると考えられる。

水田は9枚を確認したが1枚全面を検出できたものはない。水田6は北半部と北西隅を試

掘坑で掘削されているがほぼ全形を知ることのできる唯一の水田で、縦長の平行四辺形を

呈し、面積は約140nfである。

土坑は59基を検出した。埋土は6e7区の土坑と同じく砂礫である。水田区画に規制され

た割り付けを原則としており、ほぼ畦畔に沿って掘られている。ただ北西部に掘削された

一群の土坑SX12109～19、SX12129、SX12141～48は水田区画の方向とはずれており、

土坑の規模も長辺1～2m、短辺70～90cm、深さ30cm前後でほかの土坑と比べるとひとま

わり小規模である。6・7区のCタイプ土坑に近い。水田区画に規制されて割り付けられた

土坑には畦畔の周辺に掘削されるものと田面を縦断するように全面に割り付けられたもの

の2種類に大別できる。前者は6・7区のBタイプに対応するもので、長辺の短い長方形を
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第8表　第1遺構面12区土坑一覧表

遺 構 番 号 長 辺 m （）＝現 存 短 辺 m （）＝現 存 深 さm 面 積 最 容 積 道 備 考 （旧 番 号 ）

S X 12 1rOl 2 ．56 0 ．7 2 0 ．3 9 1 ．84 0 ・7 1 S X 19

S X 12 1 02 （2 ．42 ） 0 ．9 9 0 ．2 7 2 ．40 （0 」6 5） S X 18

S X 12 1 03 （2 ．61 ） 0 ．7 1 0 ．2 3 1 ．85 （0 ．4 3） S X 46

S X 12 1 04 2 ．18 0 ．6 5 0 ．2 9 1 ．42 （0 ．4 1） S X 47

S X 12 1 05 （0 ．99 ） 0 ．8 1 0 ．18 0 ．80 （0 ．1 4） S X 15 ・

S X 12 1 06 （1 ．48 ） 0 ．9 5 0 ．2 1 r 1 ．4 1 （0 ．3 0） S X 14

S X 12 1 07 （1 ．78 ） 1 ．5 5 0 ．2 5 2 ．76 （0 ．6 9） S X 13

S X 12 1 08 1 ．71 1 ．6 9 0 ．5 3 2 ．89 1 ．5 3 S X 12

S X 1 21 09 3 ．11 ・0 ．90 0 ．2 5 2 ．80 0 ．7 0 S X l l

S X 1 21 10 （0 ．60 ） （0 ．2 8 ） 0 ．3 0 0 ．17 （0 ．0 5） S X 43

S X 1 21 11 （1 ．13 ） 0 ．8 2 0 ．3 4 0 ．93 （0 ．3 2） S X 42

S X 12 1 12 （2 ．40 ） 0 ．9 9 0 ．3 5 2 ．38 （0 ．8 3） S X 4 1 °

S X 12 1 13 （0 ．72 ） 0 ．4 6 ． 0 ．3 3 0 ▲33 （0 ．1 1） S X 29

S X 12 1 14 1 ．23 0 ．9 4 0 ．0 0 1 ．16 0 ．0 0 S X 48

S X 12 1 15 1 ．90 0 ．7 5 0 ．2 5 1 ．43 0 ．3 6 S X 17

S X 12 1 16 2 ．62 0 ．8 8 0 ．2 2 2 ．3 1 0 ．5 1 S X 1 6

S X 1 21 17 （2 ．28 ） 0 ．91 0 ．3 9 2 ．0 7 （0 ．8 1） S X 45 ・

S X 12 1 18 （2 ．05 ） 0 ．8 2 0 ．2 9 1 ．68 （0 ．4 9） S X 44

S X 12 1 19 1 ．8 1 0 ．83 0 ．3 0 1 ．50 0 ．4 5 S X l O

S X 12 1 20 1 ．76 0 ．56 0 ．2 0 0 ．99 0 ．2 0 S X O9

S X 12 1 21 2 ．30 1 ．70 0 ．5 6 3 ．9 1 2 ．19 S X O8

S X 12 1 22 2 ．21 （0 ．91 ） 0 ．6 3 2 ．0 1 （1 ．2 7） S X 39

S X 12 1 23 （1 ．55 ） 1 ．4 5 0 ．0 0 2 ．25 0 ．0 0 S X 49

S X 12 1 24 1 ．11 0 ．62 0 ．0 0 0 ．69 0 ．0 0 S X 57

S X 12 1 25 2 ．68 2 ．6 3 0 ．3 7 7 ．05 2 ．6 1 S X 4 0

S X 12 1 26 4 ．15 1 ．7 1 0 ．3 1 7 ．1 0 2 ．2 0 S X 3 6

S X 12 1 27 3 ．99 1 ．67 0 ．2 7 6 ．66 1 ．8 0 S X O 2

S X 12 1 28 （1 ．24 ） 1 ．09 0 ．3 0 1 ．35 （0 ．4 1 ） S X O l

S X 12 12 9　° 2 ．5 1 1 ．40 0 ．2 2 3 ．5 1 0 ．7 7　‾ ・S X O7

S X 12 13 0 2 ．82 1 ．52 0 ．3 9 4 ．29 1 ．6 7 S X 24

S X 12 1 31 1 ．25 1 ．18 0 ．4 2 1 ．48 0 ．6 2 S X 58

S X 12 1 32 1 ．57 1 ．16 0 ．3 1 1 ．82 0 ．5 6 ．・ S X 22

S X 12 1 33 1 ．38 1 ．2 6 0 ．3 7 1 ．74 0 ．6 4 S X 37

S X 12 1 34 1 ．35 1 ．3 1 0 ．5 3 1 ．77 0 ．9 4 S X 2 3

S X 12 1 35 1 ．14 0 ．96 0 ．5 8 1 ．0 9 0 ．6 3 S X 2 1

S X 12 13 6 3 ．00 （1 ．15 ） 0 ．0 0 3 ．45 0 ．00 S X 3 5

S X 12 1 37 1 ．50 0 ．78 0 ．1 7 1 ．17 0 ．2 0 S X 3 4

S X 12 13 8 4 ．25 1 ．21 0 ．4 8 5 ．14 2 ．4 7 S X 2 0

S X 12 13 9 7 ．45 1 ．46 0 ．2 6 1 0 ．88 2 ．8 3 S X 33

S X 12 14 0 7 ．43 1 ．43 0 ．2 8 1 0 ．62 2 ．97 S X O5

S X 12 14 1 7 ．18 1 ．34 0 ．1 9 9 ．62 1 ．8 3 S X O4

S X 12 14 2 6 ．90 1 ．12 0 ．1 7 7 ．73 1 ．3 1 S X O3

S X 12 14 3 1 ．53 1 ．19 0 ．1 8 1 ．82 0 ．3 3 S X 2 6

S X 12 14 4 1 ．72 0 ．58 0 ．0 0 1 ．0 0 0 ．0 0 S X 2 7

S X 12 14 5 2 ．09 1 ．73 、 0 ．4 3 3 ．6 2 1 ．5 5 S X 2 5

S X 12 14 6 2 ．08 1 ．60 0 ．0 7 3 ．33 0 ．2 3 S X 5 5

S X 12 14 7 2 ．00 1 ．25 0 ．3 2 2 ．5 0 0 ．80 S X 5 4

S X 12 14 8 1 ．94 1 ．06 0 ．3 3 2 ．06 0 ．68 S X 5 3

S X 12 14 9 2 ．00 1 ．04 0 ．3 7 2 ．08 0 ．77 S X 32

S X 12 15 0 1 ．86 1 ．15 0 ．3 3 2 ．14 0 ．7 1 S X 3 1

S X 12 15 1 1 ．88 1 ．12 0 ．4 5 2 ．1 1 0 ．9 5 ．S X 3 0．

S X 12 15 2 0 ．90 0 ．7 0 0 ．2 6 0 ．63 0 ．16 S X 38

S X 12 15 3 1 ．35 1 ．2 2 0 ．4 3 1 ．65 0 ．7 1 S X 5 6

S X 12，15 4 2 ．38 1 ．11 0 ．0 4 2 ．64 0 ．11 S X O 6

S X 12 15 5 1 ．53 0 ．4 8 0 ．1 6 0 ．73 0 ．12 S X 2 8

S X 12 15 6 1 ．32 1 ．14 0 ．4 7 1 ．50 0 ．7 1 S X 5 9

S X 12 15 7 1 ．74 1 ．3 4 0 ．4 4 2 ．33 1 ．03 S X 5 2

S X 12 15 8 1 ．62 1 ．14 0 ．3 9 1 ．85 0 ．7 2 S X 5 1

S X 12 15 9 0 ．88 0 ．5 7 0 ．4 2 0 ．50 0 ．2 1 S X 5 0
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江戸時代前

期の水田

6・7区、8区、10・

11区のHIa層

呈し、なかには正方形に近い形状のものもある。長辺2m、短辺1m、深さ40cm前後が標

準的な規模である。畦畔SK12103、SK12105、SK12107に沿って掘られている。後者は

6・7区のAタイプに対応するもので、土坑を掘削した水田の規模によって土坑の規模も規

制されている。水田3に掘削された土坑SX12102、SX12136は長辺4m、短辺1．7m、深

さ30cmの規模である。水田2に掘削された土坑SX12103～5、SX12133は長辺7～7．5m、

短辺1．5m、深さ30cm前後の規模で、水田3の土坑に比べて長辺が倍近く長い。

第2節　第2遺構面

1．概要

第2遺構面では江戸時代前期に比定される水田を6・7区、8区、10・11区の3調査区に

おいて検出した。水田はⅢa層（暗灰褐色粘土）を作土とするもので、まず東西方向に伸

びる畦畔で区画し、そのなかをさらに南北方向の畦畔によって割り付けている。東西方向

の畦畔はまっすぐには造られておらず、南北方向の畦畔との連結部分で屈曲する特徴をも

つ。また、東西方向の畦畔と南北方向の畦畔との連結部分には水口がつく場合がある。水

田1枚の面積はほぼ100I迂前後であり、水田を割り付ける際に1畝を基本単位としたことが

窺われる。田面では足跡等の遺構検出はできなかった。

出土遺物　　水田に伴う遺物としては10・11区の田面上面及び作土中からきせるが出土している。きせ

るは雁首、吸い口の部分で古泉編年で17世紀後半～18世紀前半に位置付けられるものであ

り、Ⅲ層水田の年代観はこのきせるに従っている。このほか6・7区では畦畔上面において

「威平元質」（宋　998年初鋳）が出土している（第11図）。

各調査区の水田の形状は第Ⅳ章第1節1の概要で述べたようにほぼ1畝を基本とする単

位でまとめることができるが、調査区ごとに若干の差異が認められる。第9表は第2遺構

面での水田遺構一覧である。分類Iとしたのは、検出した水田の形状を完形・復元・検出

面の3段階に分けたものである。また、分類Ⅱは水田の面積及び下層地形からの影響によ

る立地によって分けたものである。

（1）6・7区

この調査区では14枚の水田が検出された。実際に畦畔に囲まれで復元できたものは9枚

となり、他のものは畦畔の一部が検出されたものである。四方が畦畔で囲まれた完形の水

田は5～7の3枚のみでその面積はそれぞれ88．6I武163．9I武115．7道となり、ややばら

つきがみられる。6については分割される可能性もある。田面のレベルはほとんど形状を

認められない1～4を除いて、9．13m～8．84mの間にあり、その差29cmである。東北から

南西に向けて緩やかに傾斜している。

（2）8区

この調査区では4枚（実質2枚）の水田が検出された。15は調査区縁辺部にあたりほと

んどその形状は検出できず、また18は大畦畔状の高まりで17と分けているが、この畦畔状

の高まりは他の調査区でも認められず、直接この調査区の水田に関連するものであるかは

疑わしい。いずれも完形の水田とはならず、形状が一応認められる16、17も南北方向の畦

畔のみで他の調査区との比定はできないが、多少面積が大きく、南北方向に幅がある水田

となっている。レベルは8．86m～8．81mとほぼ水平に近い数値を示している。若干、東か

ら西に向かって傾斜しているようである。

（3）10・11区
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哩　　　畔

この調査区では27枚の水田が検出された。調査区の中央部にあたるCD列、50、51、52列

にあたる部分では下層の砂礫層の関係であろうか、水田は検出できなかった。水田遺構に

伴うものとしては、E48グリッドで部分的ではあるが、足跡が砂に被覆されて検出された。

他の遺構としては、水田畦畔とほぼ平行に走るSDlOlOl～SDlO103の溝状遺構がある○こ

れらの溝は水田畦畔を切っているものであり、少なくとも江戸時代前期よりは新しいもの

といえる。

Ⅲ層は川合地区全体に共通して認められるもので、プラント・オパール分析調査では多

量のイネ機動細胞プラント・オパールが検出されており、遺構の確認できなかった調査区

でも水田が営まれていたことは確実であろう。

2．主要遺構

A．水田（図版編第3図下、写真図版5・24－1・35）

水田遺構は各調査区で検出されているが、主体は10・11区であり、6・7区及び8区の場

合は、粘土に被覆されての検出であるため、明確に畦畔を確認できたものと言い切れない

部分もある。ここでは10・11区の水田を中心に述べていくことにする。

概要でも述べたように形状は東西方向の畦畔が屈曲しながら走り、南北方向の畦畔がこ

れを区画する形である。その形状は10区にあたる東側の部分で顕著に表れているが、中央

水田の形状　西側では水田1枚の面積も大きく、畦畔もやや直線的であり、1枚1枚の水田の形状は長

方形の一辺もしくは向かい合う2つの対角が屈曲し、変形の五角形、六角形の亀甲状を呈

しているものが多く、完形である26、27、32の面積はそれぞれ129．5I武99．6I武95・OI茸と

26がやや大きいが、100I迂～120I撼前後の数値を示しており、これは他の水田でも同様のこ

とがいえる。畦畔の規模はほとんど大差ないが、若干11区で東西方向（SKllOl、SK1102）

の畦畔が幅100cm前後と大きく、他の畦畔は40cm～60cm程度である。レベル的には8・65m～

8．40mとその差25cmとなり、ほぼ南東から北西に向けて傾斜している。傾斜の状態を細か

く見ると、中央部より東側の19～33までの水田の標高を比較すると多少の誤差は見られる

が、東西方向に3列水田が検出されており、それぞれの列単位で東から西に向けて緩やか

に傾斜していることがわかる。ただし、3列あるうちの真ん中と南側の列のレベルは真ん

中の列の方が低いため、あるいは、20～23の水田へは調査区外にあたる南側から水が流れ

込んでいたかもしれない。中央部より西側の水田群は、これもまたSDlOlOlを境に北に3

列、東西方向に同類型に広がりを持ち、検出された。42、43、44の3枚の水田は8区で確

認した2枚の水田と面積的に近い数値を示している。南側2列の水田はおそらく10区同様

規模のものと思われる。43水田では南北方向の畦畔が2本検出されている。ともにプラン

ト・オパールの試掘坑のため、北側畦畔との連結部分が欠落しており、調査時点で検出さ

れた水田群の畦畔がどちらであるかは不明である。他の南北方向の畦畔との関わりをみて

も、いずれの畦畔とも判断しきれないものがある。

第3節　第3遺構面

古墳時代後

期の水田

8区のⅦ層、10・11区、

12区、13区のⅤ層

小区画水田

1．概要

第3遺構面では古墳時代後期に比定される水田を8区、10・11区、12区・13′区に調査区で

検出した。この水田遺構は8区ではⅦ層、10・11区、12区・13′区ではⅤ層と呼んでいる暗灰

色粘土層を作土とするものである。いずれも上位の砂礫層に被覆された状態で、この水田

を区画する大畦畔は東西方向の畦畔を基本として割り付けられた小区画水田であり、8区～
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第9表　第2遺構面水田面積一覧表

No．，
検 出面積 平均標高

分類 I 分 類 Ⅱ No．
検 出面積 平均標高

争類 I 分類 Ⅱ
（最） （m ） （粛） （m ）

1 － 9．09 C 24 40．0 8．62 C Ⅳ

2 － 8 ．97 C 25 127．5 8．58 B Ⅳ

3 － 8 ．95 C 26 129．5 8．60 A Ⅳ

4 － 9．05 C I 27 99．6 8．55 A Ⅳ

5 8 8．6 9．07 A I 28 － 8．55 C Ⅳ

6 16 3．9 8 ．99 A I 29 56．5 8．62 C Ⅳ

7 1 15，7 8 ．93 A I 30 125．5 8．59 B Ⅳ

8 － 8 ．84 C I 31 102．5 8．56 B Ⅳ

9 10 5．9 9．13 C Ⅱ 32 95．0 8．．49 A Ⅳ

10 6 2．0 9．07 C Ⅱ 33 －
8．46 C IV

11 5 9．3 9．00 C Ⅱ 34 － 8．63 C Ⅳ

12 6 0．8 8．92 C Ⅱ 35 － － C Ⅳ

13 4 0．7 8．94 C Ⅱ 36 － － C Ⅳ

14 5 0．4 8．87 C Ⅱ 37 －
8．60 C Ⅳ

15 9．2 8 ．86 C Ⅲ 38 － 8．40 C Ⅳ

16 12 0．7 8 ．86 C Ⅲ 39 95．0 － B Ⅳ

17 19 9．5 8 ．86 C Ⅲ 40 87．5 －
A Ⅳ

18 17．6 8 ．81 C Ⅲ 41 120．5 － C IV

19 － －
C Ⅳ 42 112．5 － C Ⅳ

20 7 7．0 8 ．65 C Ⅳ 43 1 64．0 － B Ⅳ

2 1 106 ．0 8 ．60 B Ⅳ 44 1 67．5 －
C Ⅳ

2 2 113 ．5 8 ．64 B Ⅳ 45 － －

2 3 33 ．0 －
C Ⅳ

分類I　検出した水田の形状で分ける　　　　　分類Ⅱ　水田の面積及び下層の地形によって分ける

A…完形

B…復元

C…検出面のみ

第I群

第Ⅱ群

第Ⅲ群

第Ⅳ群

12区にまたがる形で検出されている。その造成は地形に応じたものとなっている。第2遺

構面でみたような、調査区による差異は認められない。水田は8区で11枚、10・11区で71

枚、12区・13′区で40枚の合計122枚が検出している。水田面には多数の足跡を検出しており、

水田の埋没時期、いいかえれば長尾川の氾濫した時期（季節）に起ったものであることが

窺われる。なお、一時期新しい時期に打たれた杭列を検出している。このうち12区で検出

した杭列は大畦畔にほぼ重複した形で2本並列して打ち込まれたもので、規模（横幅）は

大畦畔よりひとまわり大きく約2．5mを計る。水田面を検出することはできなかったが、お

そらく第3遺構面水田の大畦畔を踏襲拡大してつくられた水田畦畔の土止め杭であった可

能性が強い。この杭列は内荒遺跡の遺構に切られていることから平安時代前期より古いこ

とは確実である。

2．主要遺構

A．水田（図版編第4図上、図面図版第5～11図、写真図版25－1・36・37・93・94・106）

水田は川合遺跡全体で4面を確認しているが、このうち第3、第4遺構面は古墳時代後

期に比定できるものである。両面の水田とも長尾川の氾濫によって埋没したもので、長尾　長尾川の洪水

川の押し出した砂礫が被覆していたため遺構の保存状況は良好であり、また検出も比較的

わかりやすいものであった。前述したとおり、第3遺構面の水田は8区～12区・13′区にま

－53－
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第12図　第3遺構面出土遺物実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm－　　　　　　　〕

で及ぶもので、東西方向の大畦畔と主として南北方向の小畦畔によって区画された小区画

畦畔の規模　水田である。畦畔の規模としては、大畦畔SK8401で下場幅約75cm～115cm、小畦畔で35cm～

50cmほどである。また大畦畔SK10205で70cm～100cm、小畦畔で35cm～75cm、さらにSK10204

では180cm以上の幅を持つ。SKlO201はかなりしっかりした畦畔であり幅は120cm前後で杭

が数か所打ち込まれている。12区でもSK12301、SK12302の大畦畔が検出されているが、

前者の規模で幅150cm前後、後者で100cm前後である。小畦畔は30cm～50cm程度とかわりは

ない。

水　　田　　個々の水田については第10・11表の通りである。水田は全部で122枚、そのうち完形のも

の24枚、一部不明で推定で計測可能のもの6枚、残り92枚は検出面での数値となっている。

完形のものが少ないのは、部分的におそらくは長尾川関連の河川の洪水による水田面の削

面　　積　平が見られるためである。各水田面の面積は完形と認定した水田だけで考えてみると、最

大規模のもので109．9I武ただしこれは地形上の制約があるためで、一概には言えない。次

に続くのが49．2I武41．9I武36．2I武35．5ITfとなり、35ITf～50I迂程度が大きいもので、最

小規模では7．1I茸のものがある。水田の面積については、別表に示したようにいくつかのグ

ループに分けることができる。

第I　群　　まず第I群。これは8区、10・11区を縦断するSK8401、SKlO205、SKlO204より南側

の1群である。この群は完形の水田面積の平均が27．6I茸であるが、8区の2・5と3・6の

ように、また10・11区の34・35と30・31のようにほぼ2～2．5倍程度に割り付けられている。
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面積の小さい方のグループをa、大きい方をbとすると、Iaの平均が17・2I武Ibの平

均が33．8ITfとほぼ1：2の関係になっている。第I群は大畦畔であるSK8401、SK10205、

SKlO204をほぼ基準として平行に東西方向に畦畔が割り付けられ、南北方向の畦畔が区画

している。形状はきれいな長方形となっている。レベルは東北東から西南西に向かって傾

斜し、さらに一部例外があるが北側の水田から南側の水田に向かって傾斜している。従っ

て24－23－21－19と、また35－34（平均では他よりやや高い）－33－30－28－26というよ

うに田越しに水が流れていたことも推測できる。この一角に、水田24から13に向けて（北

から南）畦畔が削平されていた痕跡が認められた。この第3遺構面を被覆する砂礫層を運

んだ流路の一部であろう。

次の群は前述した大畦畔の北側でSKlO201より東側の一群である。この一群はその中央

に畦畔検出不能の部分があり、一概にその両サイドをひとつにくくって艮いかとの疑問も

あるが、割り付けの面でも同程度の規模のため、一群として考えることにした。ただし、

8区の9、10、11水田は他の水田に比べ東西方向の幅が広く、区別し第Ⅱ群とし、それ以　第II　群

外の一群を第Ⅲ群とした。平均面積は62水田を除いて23．9ITfであり、特別大きな62の109・9ITf　第III群

を入れて34．68I迂となる。この62水田を始め61、72などの水田は下層の第4遺構面水田の影

響、さらには第5遺構面のSR11401の影響を受けているものと考えられるこ　これについて

は章を改めて説明することにする。したがって、この61、62、72は第Ⅲ群bとして別に考　第III群b

えた方がよいであろう。また77は遺構図にも示したように流れによる削平を受けた節があ

り、現地調査時に周りより数cm低くなっていた部分でもあり、畦畔を検出することができ

なかった。この群では63水田から75水田までの12枚の水田で小区画水田の状況を良く示し

ている。現地形及び下層地形の影響を受けながら、同規模程度で割り付けている。73、74

が基本で63～71では水のレベルを水平に保つため、さらに分害旺／て区画を割り付けたもの

であろう。第Ⅲ群全体でのレベルではやはり東北東から西南西に向けて傾斜しており、さ

らに北から南に傾斜している。畦畔を検出できなかった中央部はやはり周囲の水田よりも

10cm～20cm程度高くなっている。

10・11区では第II群、第Ⅲ群の他にCD50～53列にかけて、SK10204、SK10202に囲ま

れた水田群がある。40～42までと43～45とでは、区画の規模、田面の標高にも差が見られ

る。前者は発掘調査時において、厚く砂礫に被覆されていた部分であり、小畦畔を観察す

ることはできなかった。前者と後者の間には砂礫によって削平された跡も見られ、その詳

細を説明することは難しい。またこの周囲には角及び丸太材による杭列群も見られ、畦畔

とは直接の関わりがないこと、砂礫層の上面より打ち込まれていることなどから、第3遺

構面水田を削平した流路（旧河川）に伴うものと考えられる。この一角にも中央の微高地

部分をちょうど迂回するように水田54から32に向けて（北から南）流れの痕跡を検出した。

第Ⅳ群は10・11区から12区・13′区にかけての水田である。SKlO201とSK12301に割り付　第　Ⅳ　群

けられた1群である。第3遺構面の水田としては、もっとも良い状態で検出することがで

きた。11区にあたる部分では洪水により削平された痕跡が見られ、80～82では畦畔を検出

できなかった。また82と80の境となる部分では溝状遺構がSKlO201と平行するように検出

されている。この溝は幅が40cm前後、深さは10cm以下の浅いもので、調査時でも明瞭なも

のではなかった。第Ⅳ群の主体は12区である。大畦畔SK12301より南に広がる小区画水田

であり、SK12301が東北東から西南西にやや南に緩く張り出すように湾曲するのに合わせ

て、小畦畔も同様の割り付けがなされている。小畦畔の規模は幅30cm前後と他の畦畔に比
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第10表　第3遺構面水田面積一覧表1

No．
検 出面積 平均 標 高

分 類 I 分類 Ⅱ N o．
検 出面積 平 均標 高

分類 I 分 類 Ⅱ
（粛） （m ） （最） （甲）

1 － 7．9 4 C I 4 7 10 ．5 7 ．84 C Ⅲ

2 15．5 7．9 2 C I 48 26 ．7 7 ．81 A Ⅲ

3 20．8 8．0 2 C I 4 9 35 ．4 7．77 B Ⅲ

4 － 7．9 3 A I 50 25 ．9 7．73 A Ⅲ

5 17．3 7．9 8 A I 5 1 27 ．7 － C Ⅲ

6 46．0 8．0 4 C I 52 65 ．6 7．81 C Ⅲ

7 36．2 7．9 8 A I 53 3 ．5 7．8 9 C Ⅲ

8 75．2 8．0 3 C I 54 13 ．5 － C Ⅲ

9 3．5 8．0 8 C Ⅱ 55 11 ．7 7．8 6 C Ⅲ

10 2 0 ．6 8．1 0 C Ⅱ 56 16 ．7 7．8 1 C Ⅲ

11 13 ．6 8．03 C Ⅱ 57 － 7．8 7 C Ⅲ

12 8．9 7．76 C I 58 － 7．8 6 C Ⅲ

13 4 6 ．0 7．70 C I 59 2 ．7 7．8 7 C Ⅲ

14 1．9 7 ．84 C I 60 15 ．1 7．8 6 C Ⅲ

15 18 ．2 7 ．75 C I 61 － － C Ⅲ

16 22 ．6 7 ．73 C I 62 109 ．9 7．43 A Ⅲ

17 0．3 7 ．79 C I 63 29・．6 7．68 C Ⅲ

18 20 ．0 7 ．77 C I 64 18 ．6 7．54 C Ⅲ

19 42 ．3 7 ．78 C I 65 21 ．1 7．53 A Ⅲ

20 17 ．1 7 ．76 C I 66 19 ．4 7．55 A Ⅲ

2 1 32 ．9 7 ．82 C I 67 16 ．3 7．54 A Ⅲ

22 9 ．4 7 ．74 C I 68 5 0 ．1 7．72 C Ⅲ

23 46 ．1 7 ．83 C I 6 9 3 4 ．8 7．65 C Ⅲ

24 46 ．1 7 ．81 B I 7 0 2 5 ．4 7．64 B Ⅲ

25 8 ．4 7．57 C I 7 1 23 ．4 7 ．62 A Ⅲ

26 32 ．6 7．59 A I 7 2 62 ．6 7 ．50 C Ⅲ

27 0．3 7．5 7 C I 7 3 38 ．0 7 ．48 B Ⅲ

28 24 ．テ 7．6 3 A I 7 4 34 ．7 7 ．41 A Ⅲ

29 10 ．5 7．5 5 C I 7 5 30 ．1 7 ．49 C Ⅲ

30 41 ．9 7．7 0 A I 7 6 5 ．7 7．67 C

31 33 ．8 7．6 3 A I 7 7 178 ．2 7．52 C

32 17 ．6 7．6 0 C I 78 25 ．6 7．64 C

33 68 ．3 7．7 6 B I 79 28 ．1 7．63 C

34 18 ．6 7．8 0 A I 80 － 7．6 5 C

35 15 ．6 7．6 7 A I 8 1 － － C

3 6 5 2 ．1 7．6 1 C I 82 34 ．7 7．7 3 C

3 7 2 0 ．3 7．63 C I 83 141 ．7 7．5 8 C Ⅳ

3 8 0．3 7 ．64 C I 84 － － C Ⅳ

3 9 3．3 7 ．6 1 C I 85 24 ．0 7．4 5 C Ⅳ

40 95 ．1 7 ．50 C 86 31 ．8 7．5 5 B Ⅳ

4 1 14 ．9 7 ．49 C 87 30 ．0 7．5 3 C Ⅳ

42 － － 88 23 ．1 7．52 C Ⅳ

43 3 ．4 7 ．43 C 89 67 ．7 7．4 9 C Ⅳ

44 7 ．1 7 ．53 A 90 44 ．2 7．60 C Ⅳ

45 3 ．8 7 ．60 C 91 35 ．5 7．50 A Ⅳ

46 7 ．4 7 ．84 C 92 4 9 ．2 7．47 A Ⅳ
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第11表　第3遺構面水田面積一覧表2

No．
検 出面積 平均標 高

分 類 I 分類 Ⅱ N o．
検 出面積 平 均標 高

分 類 I 分類 Ⅱ
（最） （m ） （最） （m ）

93 59 ．1 7．4 8 C Ⅳ 108 8 ．4 7．40 C Ⅴ

94 36 ．4 7．6 5 C Ⅳ 1 09 2 ．0 7．46 C Ⅳ

95 53 ．3 7．5 7 A Ⅳ 1 10 19 ．4 7．45 C Ⅳ

96 46 ．7 7．4 8 A Ⅳ 111 16 ．5 7．47 C Ⅳ

97 71 ．6 7．5 0 C Ⅳ 112 2 ．5 7．13 C Ⅳ

98 13 ．7 7．6 3 C Ⅳ 113 6 ．8 7．11 C Ⅳ

99 30 ．2 7．6 6 A Ⅳ 114 － 7 ．10 C Ⅳ

100 33 ．0 7．5 7 A Ⅳ 115 － 7．10 C Ⅳ

10 1 17 ．7 7．4 6 A Ⅳ 116 － 7 ．14 C Ⅳ

102 ・38 ．5 7．4 7 C Ⅳ ‘117 6 ．3 6 ．91 C Ⅴ

103 16 ．0 ・7．・6 2 C Ⅴ 118 2 ．4 7 ．10 C Ⅳ

104 61 ．3
7‾．3 5 C Ⅴ 119 8 ．7 7 ．06 C Ⅳ

105 58 ．6 7．3 0 C Ⅴ 120 18 ．4 6 ．83 C Ⅴ

106 39 ．4 7．30 C Ⅴ 121 3 ．2 6 ．79 C Ⅴ

107 7 ．8 7．48 C Ⅴ 122 11 ．8 6 ．86 C

べても小さなものとなっている。各小区画水田は他の群の水田と比べ、かなり整然と長方

形に区画され、面積も平均で37．9I武概ね30I迂～55I迂前後に納まるが、西側の水田は畦畔

が確認できなかった部分もあるが、面積が大きくなっている。また、10区同様に102、97、

93、89、85ともに西に向けてすぼまる形で、長方形よりは三角形の形状を示すものと推察

される。この西端部分の畦畔が確認できなかったのは、おそらくこの下層となるⅦ層水田

で、この部分が水田50として検出されているが、自然流路の周辺にあたり、かなり湿地状

を呈していたことが考えられ、この影響を受けているものと思われる。

第Ⅴ群はSK12301とSK12302によって区画されている。SK12302もSK12301と同様に

東北東から西南西方向に伸びた大畦畔でこれら2本の畦畔の間を数本の小畦畔が小区画水

田を割り付けている。この部分は下層であるⅦ層に流路が流れており、その影響で周辺の

水田よりも20cm～30cm前後の標高差が認められる。なお、103の水田は調査時に足跡等の確

認はできたが、畦畔の高まりを認めることはできず、また103から104へは一段低く、レベ

ルにして約30cm程度落ちている。この群は4枚の水田と認定しているが、104と105の間の

畦畔が大畦畔に近い規模であるのに対して、105と106間の小畦畔が貧弱であり、またレベ

ル的にもほとんど差がないことから、一枚の水田とも考えられる。面積については試掘坑

で分断されているので不明であるが、105で約60I茸と第3遺構面としては規模の大きなもの

となるであろう。レベルは前述したように103から106に向けて傾斜している。107、108に

ついては調査区末端部であるため不明である。

なお、昭和62年度に調査された13′区でも水田遺構が確認されている。第1坑で検出され

た大畦畔はSK12301の延長であり、洪水等の流れの影響を受けているが小畦畔らしきもの

は調査坑南端で検出された。第2坑のSK13303、第3坑のSK13306については、詳しくは

第8節その他の遺構に述べることとするが、この第3遺構面の直上にかなり密に打たれた

杭列が検出されている事実から次のようなことが考えられる。この杭列SA12201、SA12202

はちょうどSK12301の南北両側に畦畔を養生するような形で打たれている。おそらくこの

杭列はⅤ層水田が洪水で埋没してから遠くない時期に、Ⅴ層水田の畦畔を踏襲して打たれ
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たものと考えられる。そこでこの杭列と畦畔を追いかけると13′区第2坑では北側杭列がSK

13303と重なり、南側はやや幅広くなって打たれている。第2坑東北東から西南西という方

向から推定して、おそらくSK12302の延長部分であろう付近で大畦畔となってもいままで

の経緯から問題はないであろう。さらにこの杭列は第3坑でSK13306に重なるのである。

この大畦畔の南側の112～116、118、119は小区画水田と考えてもよいと思われる。レベル

ではほとんど傾斜がないが緩やかに西に向けて低くなっている。さて、SK12302の延長で

あるが、他の調査区で見たように大畦畔同士が平行状態にならず、集束状態になれば第2

坑のSK13303で12区からの両畦畔が1本化してしまったとも考えられる。また、第3坑で

北側に検出された大畦畔につながるよう、12区からSK12302がそのままSK12301と平行し

ていたとも考えられる。この根拠としては、13′区第3坑で、下層にあたるⅦ層から幅5m

ほどの溝状遺構が検出されているからである。この遺構は同層12区北側で検出したSR12401

につながる可能性があり、下層遺構が直上の遺構、水田の割付に影響を及ぼすとすれば、

この考えもあながち無理ではないと思われる。

以上、各特色を持ったI～Ⅴ群の水田群について説明を加えてきたが、さらに特筆すべ

小区画水田　き事として小区画水田のことがある。このことについて発掘段階で得られたデータをもと

に簡単に説明する。

第Ⅲ群の西側の小区画水田は63～75まで北東から南西に向かって傾斜しながら、さらに

北側から南側の水田に向かって傾斜しながら区画されている。63～71までは7．5m～7．6m

の等高線の尾根部分にちょうど納まっている。また、水田69、70、71とその南側にあたる

65、66、67は7．6mの等高線で分かれ、ちょうど73のように縦長の水田がレベル差によって、

さらに小区画に割り付けられているようである。そこで、下層の地形の影響をあまり受け

ないこの70と66、71と67、それに73、74の糸田かなレベルについて確認してみることにした。

まず南北に隣合う70と66では、それぞれの水田面の標高差が10．5cmと8．0cmであり同レベ

ルの場所がかなりあり、ほぼ平坦な面となっている。また北側の70の最低レベルが7．605m、

南側66の最高レベルが7．590mと明確に一段南に落ちているのがわかる。両者では20cmの標

高差があり、ひとつの水田としては水を保つのが困難となろう。次に71と67の場合はどう

か。それぞれの標高差は7．5cmと8．0cm、北側の71の最低レベルが7．585m、南側の最高レベ

ルが7．600mとほぼ等しいレベルとなっている。また両者のレベル差は14cmであり、ひとつ

の水田にはなりにくい。参考までに70と66を合わせたぐらいの面積をもつ73のレベルをみ

てみると、標高差は6．5cmと半分程度の面積しかない66よりも平坦な数値を示している。こ

れは74でも9．0cmと同様のことがいえる。一枚の水田として、水田内に水を維持する保水容

量が田面標高差どのくらいであるかは、個々の水田面をすべて調べ、また畦畔がその上場

頂点まで確実に残存し、発掘されないと知り得ることは困難ではあるが、ここであげた資

料から小区画の割り付けの理由の一断片として、水田内の保水容量・保水レベルが関わっ

ていると考えても良いと思われる。

水田面にお
ける地層地
形の影響

発掘調査段階で問題とされていたことに、10・11区中央部分がかなり他の水田面よりもレ

ベルが高いということがある。これは、第3遺構面の水田遺構は第4遺構面及び第5遺構

面以深の地形上の影響を受けていると思われるのである。

10区部分にはSDlO301等の溝状遺構が北東から南西方向に走っており、また10・11区を斜

めに縦断する形で第4遺構面の大畦畔SKlO310が認められる。この畦畔はちょうどD51グ

リッドを中心にして大畦畔を構成している。なお、この溝状遺構はさらに下層のⅧ層でも

－58－



同方向に検出されているものであるし、SKlO310も下層には弥生～古式土師器の時期に流

れていたSR11602が運んだ膨大な砂礫層の直上にあたるものであるため、周囲よりもレベ

ルが高くなっていた部分である。これらの遺構の影響は等高線でも示しているように、水

田35、36、37などでレベルが低くなり、またSK10205などは下層のSD10301のもたらした

砂礫の高まりを利用して畦畔を造成しているとも考えられる。10・11区の中央部で畦畔が検

出されなかったのも下層から形成された微高地と考えられ、そこに洪水等によって両側が

削平されてしまったためと思われる。12区部分では北側にSR12401が東北東から西南西に

向かって流れている。この遺構の直上にあたるのが、SK12301とSK12302に挟まれた103～

106までの水田である。下層の状況で103が他の104～106までよりレベルが高まることは説

明できないが、104以降の水田の標高が周辺のものより低くなっていることは明確に説明で

きるであろう。

第4節　第4遺構面

1．概要

第4遺構面では古墳時代後期に比定される水田を10・11区、12区、13′区の3調査区におい10・11区、12区、

て検出した。水田は第3遺構面（Ⅴ層水田）以下に堆積する約10～20cm程度のⅥ層（青色

砂）に全面被覆されており、この青砂を取り除くという比較的楽な作業で畦畔を検出する

ことができた。水田は第5遺構面である古墳時代中期に比定される集落跡の直上に堆積し

たⅦ層（暗灰褐色粘土層）を作土とするもので、東西方向に伸びる大畦畔で区画したなか

をさらに小畦畔で区画する小区画水田である。水田面の検出作業では、前述した青色砂を

13区のⅦ層

小区画水田

少しずつ除去しながらⅦ層である暗灰褐色粘土層を検出するまでおこなったが、この作業

の中で水田平面に青色の砂と黒っぽい粘土がマーブル状に混ざり合っていたのを確認した。

これは水田の作土が耕作によって撹拝され、これが青色砂で埋没する際に混ざり合ったも

のと考えられる。水田は10・11区で35枚、12区で34枚の合計69枚が検出している。田面には

足跡が数多く残存しており、なかには5指まで明瞭にわかるものもある。足跡の一部には

歩行状態を追跡できるものもあるが、大半は乱雑についており、こうした足跡の状態から

は稲株によって歩行を制約されたような状況を想定することは難しい。

水田以外の遺構としては、10区から10・11区中央にかけて北東方向から南西方向に向けて、

SDlO301をはじめとする数筋もの溝状遺構が検出された。この溝群の東南にあたるグリッ　溝状遺構

ドでは畦畔を確認していないが、多数の足跡を検出している。また、12区では調査区北端で

自然流路SR12401を検出した。この流路からは高塚のミニチュア、下駄、木錘、両頭棒、斎串状　自然流路

板材などが出土している。また、水田からも12区大畦畔で大足の枠の一部が出土している。

2．主要遺構

A．水田（図版編第4図下、図面図版第12～17図、写真図版38～40・95・96・107）

第4遺構面の水田も第3遺構面同様に水田の造成面は起伏があり、大畦畔は地形の変換　大畦畔の造成

点に沿って造られている。また、他の地点よりも一段高く水がかりの悪い部分は水田に造

成せずに大畦畔として利用している。このため大畦畔は局所的ではあるが著しく幅の広が

るところもあり、規模は一様ではない。小畦畔は大畦畔に沿った東西方向のものを基本と

して、このなかをさらに直交する小畦畔で区画している小区画水田である。畦畔の規模と　唾畔の規模

しては、大畦畔SK10310で最大幅約4m、幅広の部分で長さが12～13m前後となり、平均

的な幅で1～1．2m前後になる。また、SK10308で幅1⊥2m、SKlO301でも幅約1・5～2

－59－
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第13図　第4遺構面出土遺物実測図1
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水　　　田

面　　　積

第　I　群

mぐらいとなっている。このSKlO301は12区に続くもので12区ではSK12401と呼び、最大

幅6．4m、幅1mを越える部分が20mにも及ぶ。他の小畦畔は幅が狭く、数10cm程度ほどで

ある。水口はこの小畦畔の連結点や南北方向の中央につけられている。畦畔は大小いずれ

も土盛りしただけのもので杭や矢板等で土止めすることはないが、部分的に芯材として丸

太（建築材の転用）を埋め込んだ畦畔はある。なお、小畦畔の土層断面では下部にレンズ

状に有機質の堆積が認められ、小畦畔の構築にあたって草等を敷き込んだことが想定され

た。

個々の水田については第12表の通りである。水田は全部で69枚、そのうち完形のもの23

枚、一部不明で推定で計測可能のもの5枚、残りの41枚は検出面での面積となっている。

各水田面の面積は完形と認定した水田だけで考えてみると、最大規模のもので、94・9I武

最小のもので8．5n柁なっている。水田の面積については、第3遺構面同様に大畦畔、地形

の起伏の関係からいくつかのグループに分類することができる。まず第I群。これはSKlO310

とSK10312に挟まれた部分である。第7遺構面のSR11602が形成した微高地の直上に相当

するSKlO310の中央幅広部分の南側にあたる。SK10310を尾根とし、SDlO301を谷底と

する、その中腹に相当するような所に造られた水田群である。水田の形状としては、ほぼ

長方形を成し東西方向の大畦畔から直交するような形で小畦畔が割り付けられている。平

均面横が38．1I武レベル的には北東の1水田から南西の7水田に向けて傾斜しており、そ

の差は42cmとなる。8、9水田は大畦畔の北側にあたるが、これも同群の中で考えられる。

この群を構成するSKlO310は調査時点では、周囲よりややレベルが高く、畦畔が確認でき

ないような部分であり、大畦畔として明確に把握できなかったところであり、各水田を割

り付ける畦畔も周囲よりやや高まったものが畦畔として残ったような感じである。また、

10水田では洪水の影響からか田面が削平されレベルが低くなっている部分が認められ、同

様の削平状況は11と12水田間、6と7間、14と15間の畦畔等が一部未確認となっている事

実からもわかる。また、14、15間の畦畔及びSKlO310の西端部分では畦畔の芯材とした長

さ2mにも及ぶ横木が3本、露出していた。いずれも建築廃材からの転用である。第I群

より東側、SD10301より東南部では、畦畔が検出されなかった。SDlO301の南側にSDlO302、

SDlO303の浅い溝状遺構が検出された他には畦畔らしき遺構は検出できなかった。これに

っいては、D46を頂点にしてレベルが東から西へ、南から北に原則としては傾斜している

ことから、またSK10310のレベルとこの一帯のレベルがほぼ等しいことから、SK10312を

境にしてこれより東南部分には、水田は構築されなかったと考えることができる。SKlO312

両の水路SDlO301からの水はこれより北側の各水田に導水されていったものであり、水田

耕作に必要な水を得られるべき状態の地形でなかったと考えられるであろう。ただし、C49

周辺はややレベルが下がっており、足跡だけはこの一帯でかなり検出されているので、洪

水を受け畦畔が削平され足跡が残存したとも考えられなくはない。

第II群　第II群は10水田から15水田まで6枚の水田であるo SK10310を南端とし、SKlO308を北

端とする水田群である。この水田群を構成する両大畦畔はともに北東一南西方向にほぼ平

行に走っており、後述する第5遺構面Ⅷ層のSR11401の直上にあたる部分に作られている。

ほぼSR11401がすっぽりと納まる状態である。平均面積が86．8扇。標高では10水田が大半

を削平されているため明確ではないが、10、11水田の2枚が標高差で約14～5cmほど高く

なり、やや他の4枚の水田と異なっており、同群に納めに、くい点もあるが、下層のSR11401

直上であり、面積も他より広くなることなどから同群とした○レベル的には6枚中、中央
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第12表　第4遺構面水田面積一覧表

N（）．
検 出面 積 平均標 高

分類 I 分類 Ⅱ N o．
検 出面積 平均標高

分類 I 分類 Ⅱ
（扇） （m ） （最） （m ）

1 2 9．8 ・　　 7．6 1 C I 36 － －
C Ⅲ

2 8 2．6 7．5 7 C I 37 － － C Ⅲ

3 2 8．1 7．5 7 A I 38 11．9 7．4 1 C Ⅲ

4 4 3．3 7．6 A I 39 12．0 7．42 C Ⅲ

5 19．9 7．4 6 B ． I 40 11．5 7．34 B Ⅲ

6 4 2．8 7．2 8 A I 41 14．4 7．23 B Ⅲ

7 5 8．3 7・19 C I 42 15．7 7．33 C Ⅲ

8 3 1．3 7．5 2 C I 43 19．6 7．34 C Ⅲ

9 3 5．8 7．55 C I 44 6 8．6 7．36 C Ⅲ

10 4 1．5 7．22 C Ⅱ 45 2．3 7．37 C Ⅲ

11 6 5．4 7．30 C Ⅱ 46 14．9 7．30 C Ⅲ

12 ・7 8．6 7．11 A Ⅱ 47 13．5 7．28 C Ⅲ

13 9 4．9 7．08 A Ⅱ 48 19．7 7．24 C Ⅲ

14 92．4 7．16 C Ⅱ 49 3 2．2 7．2 1 C Ⅲ

15 4 0．6・ノ 7．13 C Ⅱ 50 5 0．0 7．0 1 C Ⅲ

16 － － 51 － － C Ⅲ

17 23．6 7．36 C Ⅲ 52 5 1．4 7．23 B Ⅳ

18 3 2．4 7．36 A Ⅲ 53 64．9 7．28 ．A Ⅳ

19 2 6．6 7．29 A Ⅲ 54 4 7．6 7．25 A Ⅳ

20 27．5 7．23 A Ⅲ 55 3 0．1 7．32 C Ⅳ

21 19．4 7．22 A Ⅲ 56 50・チ 7．19 A Ⅳ

22 19．1 7．21 A Ⅲ 57 2 7．3 7．13 A Ⅳ

23 14．6 7．22 A Ⅲ 58 4 2．8 7．13 A Ⅳ

24 11．5 7．24 A Ⅲ 59 3 6．1 7．15 A Ⅳ

25 6．4 7．41 C Ⅲ 60 2 9．7 7．27 C Ⅳ

26 8 3．8 7．30 C Ⅲ 61 6 5．2 7．16 A IV

27 8．3 7．19 B ‘Ⅲ 62 2 0．5 7．02 A Ⅳ

28 － － Ⅲ 63 2 6．8 6．98 A Ⅳ

29 8．5 7．26 A Ⅲ 64 13．1 6．89 C Ⅳ

30 － － Ⅲ 65 10．4 6．6 0 C Ⅳ

31 15．5 7．31 A Ⅲ 66 5．2 6．58 C Ⅳ

3 2 2．1 7．36 Ⅲ 67 3 9．8 6．59 C Ⅳ

3 3 3．8 7．34 C Ⅲ 68 1．4 6．56 C Ⅳ

3 4 4 7．1 7．30 C Ⅲ 69 8．7 6．5 1 C Ⅳ

3 5 9．3 7．30 C Ⅲ

の13水田と、西端の15水田に向けてやや低くなっている。発掘調査区内ではこの水田群へ

の水利施設の検出はなく用水の状況が把握できないが、北東方向からの田越しの用水利用

が可能となるか不明である。この問題点を除いては、レベル的にもほぼ水平になるようま

とまっており、耕作率のよい大きな区画での割り付けが考えられる。第2遺構面Ⅲ層水田

の平均面積約100I茸とほぼ近い数値になっている。1畝が時代を越えての作業効率のよい大

きさといえるのであろうか。

第Ⅲ群は大畦畔SK10308とSKlO301とに挟まれた一群である。やはり基本的には東西方　第III　群

向の大畦畔を軸にして南北方向の小畦畔が各水田を割り付ける形になっている。この一群

の平均面積は19．5I茸であるが、面積のわかる水田中の最大で32．4nf、最小で8．5nfと大きさ

に幅を持っている。等高線では17～24、27、29までが同標高でまとまり、これより北側の
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水田群とは10cm程度の標高差を持っている。南側の一群は微地形上での小区画である。南

側一群内では17、18水田がややレベルが高いが他の水田はほぼ北東から南東に向かって10cm

内のレベル差で緩やかに傾斜している。一覧表では29～22に向けて逆に傾斜している観も

あるが、これは耕作土を被覆していたシルト層の除去段階での誤差として処理できる程度

の数値であり、やはり基本的にはこの一群として北東から南西への傾斜を考えてよいもの

と思われる。これは水口が南北畦畔に設けられている事実からも説明できる。16から51ま

でを広く第Ⅲ群としたが、細分すると、16～25、27～33、36～41までが1グループであり、

さらに26、34、42～51までが1グループになる。35はⅢ群としたが大畦畔SK11301より北

側にあたり、また完形ではないので一応除外して考えることにする。前者の1群をⅢa、

後者をⅢb群とすると、Ⅲa群は正方形または長方形の小区画水田群であり、第Ⅱ群の北　第IIIa群

側に下層SR11401が形成した微高地上に立地する形で形成されている。Ⅲb群は、それよ　第IIIb群

りやや大型の区画水田であり、12区側で第Ⅱ群の水田群と合流する可能性もある。SKlO308

が12区で相当する畦畔が未検出なので、なんともいえない。下層でSR11401に相当する遺

構が12区では検出されておらず、この直上に割付けたと思われる水田にⅢb群が一致する

かは不明であるが、Ⅲa群よりレベルが低く1枚の田面も広いようである。

12区のSK12401の大畦畔は、東端で直角に北側方向に伸びる形で検出されている。11区

ではSK11301がSK12401方向に伸びていることから、おそらくつながるものと推察できる

が、11区と12区との境部分でかなり幅広くなっている可能性もある。

この大畦畔は後述するように、下層のⅧ層の影響を多分に受けている。SR11401の延長部

分である流路がもたらした砂礫による微高地が直上にあたるこの部分でSK12401として形

成されたものであろう。

第Ⅳ群はこのSK12401とSR12401とに挟まれた部分に水田を形成している1群である。　第　Ⅳ　群

第3遺構面同様、この遺構面でもっとも安定している水田群である。東西方向を軸に方形、

長方形に割り付けられており、東から西に向けて、また南から北に向けて緩やかに傾斜し

ている。小畦畔の割付けは基本的にはこの地域一帯が東北東から西南西方向に傾斜してい

るのに合わせて、東西方向に3本作り、これに直行する方向で割付けている。南北方向の

畦畔は、地形に応じて1枚の水田を区画している。東西方向の長い水田が基本面となり、

水田のレベルに応じて、南北畦畔を作っていったものであろう。例えば、第12表の60、61、

62、63の4枚の水田を見ると、各水田面のレベルは7．27m、7．16m、7．02m、6．98mであ

り、それぞれ11cm、14cm、4cmのレベル差である。この差に応じて小畦畔を作っていったも

のであろうか。ただ2番目の水田群では事情が異なってくる。水田55、56、57、58、59の

レベルは7．32m、7．19m、7．13m、7．13m、7．15mとなっている。ここで問題となるのは、

水田57、58、59の3枚の関係である。東から西に向けて傾斜し、この傾斜によって水が田

越しに供給されると、59が58より標高が高くなるのは説明に困るものであるが、これは調

査時の削り作業によるもので判断できる誤差であろう。とすると西側3枚の水田にほとん

どレベル差が無いことになり、これを小畦畔で分ける必要があるのだろうか。細長くはあ

るが、1枚の水田として耕作するほうが効率が良くないだろうか。疑問に残る。60～63水

田列の北側はSR12401に向けてだらだらと下がっており、足跡も多く検出しているが、畦

畔は未確認である。湿地状の地形を呈していたものであろう。

13′区については、水田64～69まで検出した。畦畔が断片的にしか検出されていないので、

便宜上第Ⅳ群の仲間にいれた。水田67が現存面積で39．8汀fであり、12区第Ⅳ群水田が40～
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50I迂前後であることからⅣ群とした。レベルではやはり東から西方向に傾斜している。13′

区第3坑では溝状遺構が検出されたのみで、畦畔は未確認である。SR12401の延長部分と

考えれば、この一帯はおそらく湿地状を呈していたものであろう。

以上、第I群から第Ⅳ群までの区画水田について説明してきたが、第3遺構面以上にこ

水田の割付け　の面での水田の構築には、水利と地形、加えて下層地形を原則とした割付けが行われてい

たことが明瞭に窺えるものと考える。最後にこの水田が埋没した時期であるが、水田面及

び湿地帯と思われる地域での足跡が無数に検出されていることから判断して、水田に水が

張られていない期間秋から春にかけての時期ではなかろうか。それは、足指までが明瞭な

足　　　跡　足跡は、水を張った状態の田面ではすぐに崩れてしまい残ることは考えにくいことから、

田面の水が落ちて、ある程度ぬかるんだ水田の状態を想定できる。こうした田面に残る足

跡の状態から水田の埋没時期をある程度限定できるのではないかと考える。稲株痕も認め

られないことから、田起こしを終えた春先のことであろうか。

溝状遺構

自然流路

11区、12区のⅨ層

B．溝状遺構（図面図版第12～14図、写真図版40－1）

溝状遺構は水田東端にあたる10区に6本、13′区に1本確認している。SDlO301はSK10312

の南側に沿って調査区北東隅から南西方向に流れている。幅は1．2～1．8m前後、深さは20cm

前後、深いところで30cmを測る。この調査区内では水の取り出し口が未検出であるが、お

そらくはこの上流付近で北側の水田に導水していったものであろう。このSD10301にSD

lO304、SDlO305、SD10306の3本の浅い溝が合流している状態で確認された。SDlO304

はSKlO312の北側に沿って検出されたが、幅1m前後、深さ10cmに満たない溝であり、ま

た水田4から3へSD10301とは逆行する方向に傾斜している。またSDlO305はこのSD10304

のすぐ南にあり幅80cm程度、全長7～8m、深さ数cm程度の溝である。SDlO306も水田5

から直接SDlO301に向けてSK10311沿いに掘削された溝で、幅が最大1．5m、全長12mほ

どの溝で、田面より30cm前後深くなっており、水田からの水をSD10301に排水するような

用途を思わせる。SD10302はSDlO301に沿って検出されている。全長約30m、幅2m前後、

深さが10cm程度の溝である。D48から上流は未検出である。SD10303もSDlO302と同様、

全長22～23m、幅2．5mほどの浅い溝である。SDlO301が増水期に溢れた際の痕跡であるか、

洪水期のものかは不明である。なお、SDlO301の南岸にあたるC50付近で全長2．2mほど

の建築材が出土している。SDlO301の護岸用芯材として使われたものであろうか。

C．自然流路（図面図版第15・16図、写真図版95）

12区北側でSR12401を検出している。検出した現在長で約35m、幅3～8m程度、深さ

30～50cmを測る。部分的に中州状に隆起したところもある。大畦畔SK12401はこの岸から

始まっている。13′区第1坑では淵状に淀んだ遺構として確認されている。さらにこの流路

は第2坑、第3坑方向に伸び、おそらく第3坑で検出したSD13401はこのSR12401の延長

として考えてよいと思われる。足跡が多数、不規則に検出されている。足跡の分布は浅瀬

にあたる部分に多く検出している。

第5節　第5遺構面

1．概要

11区西半部及び12区東半部では砂・シルト・粘土の互層からなる厚い自然堆積層（Ⅸ層）

の上面に古墳時代中期後半に比定できる遺物を包含する灰白色粘土層の堆積が認められた。

検出遺構　第5遺構面は同層の精査によって検出したものである。検出した遺構は旧河川SR11401、
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方形周溝墓1基、竪穴住居2棟、祭祀跡などがある。また旧河川SR11401より東側（10区）

では包含層の広がりは認められないが、遺構検出面（緑灰色微砂層上面）においてSR11401

に並行する自然流路、規則的に並ぶ小溝群などを検出した。小満群の一部は自然流路に切

られている。内荒遺跡の調査でもこの小溝群と類似した遺構を検出しており、内荒遺跡の

報告では「畝状遺構」として扱った。畝をおこす際に耕作が地山にまでおよび、この部分

が溝状に検出されたのであろう。

旧河川SR11401は旧長尾川の支流の1本と考えられるもので、河道は幅9～10m、深さ

2mほどの規模で北東から南西に向けて流れている。埋土は下部の砂礫層と上部の粘土・

砂層の2層に大別できる。下部砂礫層の厚い堆積はSR11401がかつてかなりの流速をもっ

ていたことを示している。上部はSR11401の流速が衰えた段階に堆積したもので、上層下

半の有機物及び有機質に富む暗褐色粘土中からは土器類をはじめ木製品、骨角製品、自然

遺物など多量の遺物が出土した。とくに水辺の祭祀に関連すると考えられる刀形、舟形が

旧　河　川

SR11401

井　　　堰

まとまった数量出土しており注目される。また、下部砂礫層に埋没した状態で井堰が検出

された。井堰はあわせて3ヶ所に組まれており、それぞれ構築方法を異にしているが、流

れに直交する方向に斜杭を打ち、これに横木をわたす合掌組形態を基本としたものである。

3ヶ所のうち下流側の2ヶ所の井堰では取水用水路も確認されている。

旧河川SR11401の北岸では方形周溝墓、溝、小穴等の遺構を検出した。溝の性格は明ら

かではないが「状に屈曲する。方形周溝墓は周溝が全周するもので、方台部の平面形は長一

方形を呈する。盛り土部分は削平されており、主体部は検出できなかった。

竪穴住居2棟（SB12501・SB12502）はいずれも12区で検出した。2号住居跡SB12502　竪穴住居

は大半が調査区外にかかっているため、北西隅の部分を検出したの聖である。1号住居跡…呂：器
SB12501は平面隅丸方形で、4本の主柱を方形に配置し、北辺部中央にカマドを作りつけ

ている。カマドは一度の作り替えが認められた。

祭祀跡SC12501は自然堤防状微高地上面に南北2．5mX東西2mの範囲でまとまった量の

土器が臼玉と滑石製模造品（勾玉、双孔円板）を伴って出土している。土器は土師器の杯、

高塀が主体をなし少量の壷・肇と須恵器杯が含まれている。

2．主要遺構

A．住居跡

（1）1号住居跡SB12501（第16・17図、写真図版97～99）

12区B・C58、59グリッドに位置する。住居跡のすぐ南側には祭祀跡SC12501が乗る自

祭　祀　跡

SC12501

1号住居跡
SB12501

検出状況
然堤防状微高地が西側に向けて伸びており、Ⅷ層上面では住居跡の位置する部分は皿状の

凹地形を呈していたことから、当初はこの自然堤防状微高地の外辺にできた窪地と判断し

ていた。しかし、窪地部分の調査をすすめるなかで方形のプランが検出され、竪穴住居跡

であることが確認された。ほぼ全掘したが、調査区の東端に位置するため北東隅と南東隅　平　面　形

の2ヶ所を排水溝及び集水桝によって切られている。住居平面は南北軸6．0mX東西軸5．3m　面　　積

の隅丸長方形を呈し、面積は27．12I運を測る。主軸方位はN240Wである。竪穴掘り方は深　主軸方住

さ40cmで周縁には壁溝を巡らせている。壁溝は幅15～20cm、床面からの深さは10cmを測る。

床は暗灰色粘土を混入した暗褐色粘土を5cmほどの厚さに貼っている。床面での標高は6・7m　4主柱穴

前後である。主柱穴はPl、P2、P3、P4の4本で、住居中央に方形に配置する形式であ

る。主柱穴は径40cm前後、深さ50cm前後の規模で、P4には柱根が残存していた。柱間寸法

は南北2．6m、東西3．0mで東西間が40cmほど広い。南東柱穴のP2では北西側にも掘り方P
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2′が認められ、底部には礎板が残存している。また、北西柱穴のP4でも北東側に接してP

5が掘削されている。これらの柱穴は4主柱穴すべてにみられるものではないことから建て

替えというよりも主柱を支える添え柱であった可能性がある。南壁に接する位置で検出し

たP6も形状・規模からみて柱穴となる可能性が高い。また、西辺から北辺西半部にかけて

貯　蔵　穴　は壁溝に接してほぼ50cmの等間隔に並んだ小穴8個を検出した（P12～19）。貯蔵穴は5ヶ

所にあり、いずれも壁際に掘られている。P7は北壁につくられた2号カマドに東接して掘

られたもので90×70cmの卵形で深さは30cm、なかには拳大～頭大の石が4個と土器がはまっ

ていた。P8は北東隅に掘られたもので東半部分を排水溝で切られている。長さ1．5m、検

出幅45cm、深さ20cmの皿状の穴で底面には木皮状の木質遺物が敷かれたように貼りついて

いた（写真図版98－2）。P9は東辺のほぼ中央の壁際に掘られた径1．0m、深さ10cmの皿状の

穴である。P9の西側床面には1．2×0．5mの範囲で白色粘土が貼られて高まりをなしている

（第16図のスクリーントーンで示した部分）。PlOは両辺中央の壁際に掘られたもので、1．5×

1．2mの隅丸長方形で深さは15cmである。北側の両隅と北辺に2本および東西両辺の中央に

それぞれ1本の合わせて6ヶ所に杭が打ち込まれている。上面には径3～5cm、長さ1．0～

1．2mの丸太6本を南北方向にわたし、その上に網代をかけてあった。Pllは南西隅寄りの

西壁際に掘られた1．1×0．8m、深さ5cmの楕円形を呈した皿状の穴である。上面には1．0～

1．2mの木が4本がならべて置かれていた。カマドは北壁に新旧の2基がつくられている。

1号カマド　1号カマドは中央やや東寄りにつくられた旧カマドで、住居のなかにつくられた袖部、焚

き口等の施設は2号カマドを構築する際に完全に取り壊されており、壁面にかかる燃焼室

と住居の外に伸びる煙道部を検出した。燃焼室は壁面を掘りこんでつくられた奥半部の50cm

ほどを確認した。煙道部燃焼室との境に15cmほどの段をつけ、北（N240W）にむけて水

2号カマド　平に伸びている。土層断面で長さ約1m、幅20cmを測る。2号カマドは1号カマドを壊し

てすぐ西側につくられた新カマドで、北壁のほぼ中央に位置している。主軸方位はN240W

で住居の主軸方位と一致する。燃焼部の天井は検出段階にはすでに崩落していた。燃焼部

は床に深さ10cmほどの浅い掘り方を掘ってその上に構築されている。燃焼室の規模は床平

面で奥行1．1m、幅40cmを測り、奥壁はほぼ北壁の位置にあたる。焚き口から60cmほど入っ

た位置に支脚として長さ20cm、幅10cmの河原石が立てられており、掛け穴の位置を推定で

きる。この地点からは聾も出土している。袖部は北壁から直線的に伸るもので左右袖とも

床面からの高さ10cmほどが残存しており、長さ1．2m、幅20～25cmほどを測る。両袖部とも

に構築の際の芯材として20cmほどの間隔で直線的に杭が打ち込まれている。杭は先端を尖

らせた径3cmほどの丸杭で、残りのよいもので30cmほどが残存していた。煙道部は燃焼室

第13表　1号住居跡SB12501柱穴表
1号住居跡SB12501

N r）．
規　 模

平面形状
深 さ（云m） 礎板 礎板 方向

長軸方向に対して
柱　 根

長　 軸 短　 軸 底部標高（m ） 礎板標高（m ）

1 4 1 39 円形 0．51 －
－ －6 ．22 －

2 5 0 44 楕 円形 0 ．53 －
－ －6 ．24 －

2 ′ 23 21 楕 円形
（0 ．41） 3

－ －
pit2内の別 の掘 り方深 さは礎板 まで

－ 6．36

3 3 8 35 円形 0 ．35 －
－ －（0 ．31） －

4 4 3 34 ． 楕 円形 0 ．46 － － 1
－ －

5－ 40 33 た まご形
0 ．63 －

－ （1）
6 ．05 6．66

6 4 1 2 8 隅丸 方形 （0 ．25） －
－ －6 ．41 －
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第16図1号住居跡SB12501実測図
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暗緑灰色微妙

暗褐色有村賓粘土

嗜緑灰色徴砂（粘土湿り）

噂緑灰色翔砂

（緑灰色粘土粒、

炭化物混入）

5　時緑灰色命砂

（暗褐色有村賓混入）



＋三　三十　　　　　　　十三一獅

l号カマド　煙道部（D－D’）（トF′）

l．培灰褐色＊占土（炭化物混入）

2．培灰褐色徴砂

3　黄褐色磯砂

4．　〃（暗灰褐色機砂塊を斑状に混入）

5．時青灰色粘土（炭化物を混入）

6　時褐色粘土

7　時育灰色欄砂

（8に比べ黄褐色徽砂の混入少ない）

8　黄褐色徴砂

9　時書灰色徽砂（灰色粘土地、暗褐色信

砂炭化物粒混入）

出土遺物

2号住居跡
SB12502

10．時黄褐色後破砂

Ii．嗜黄褐色徴砂（礫まじり、炭化物混入

黒色灰の影響により黒

味を帯びる）

12．時黄補色確砂（曝露灰色粘土粒、

炭化物混入）

43．時育灰色徴砂

川．黄褐色嶺砂（灰色粘土粒、炭化物混入）

15　時育灰色微砂（黄褐色徹砂混じり）

J6　黄褐色徴砂（灰色粘土粒混入）

2号カマド　煙道部（A－A∴E－E‘）

l．培灰褐色粘土（炭化物混入）②との卿は明確ではない

2　黄鴇色徴砂（時構色磯砂塊をⅢ状に混入する）

3．噌褐色微砂（黄褐色徴砂を混入する）

4．時赤褐色微妙

5　時緑灰色微砂（嗜灰色粘土紐混入、丁半は（砂の影響で

黒味を帯びる）

6．黒色灰（暗緑灰色瑚砂混入）

7　時灰色織砂（暗灰色粘土旭、炭化物混入、いつれも⑧

層のものより細かい）

燃焼室（A－A′，G－G’）

9．黒色灰が層状に施積、下底は黒色灰の推積　T．赤褐色焼土

10　時緑灰色微砂（培灰色粘土粒混入）　　　II　黒色灰

11．黄褐色徹砂

は．暗灰褐色徴砂

13，緑灰色シルト

14．線灰色徹砂（黄褐色部分あり

暗灰褐色粘土混入）　　　　　福　部（C一℃．DJy）

15．時灰褐色徴砂（赤褐色焼土　　　　　　　　a．培技灰色徴砂

嗜緑灰色徹砂粒混入）　　　b．黄褐色徴砂

8．時灰色徹砂（嗜灰色粘土粒、曙赤褐色徹砂粒を斑状に　16．黒色灰混り黄褐色組砂　　　　　　　　　C　黒色灰

混入、さらに黒色灰の薄層をはさむ炭化　　日　時緑灰色機砂（底面に黒色灰）　　　　　　d．粘土混リ暗経灰色微砂

粒もあり）

第17図　1号住居跡SB12501カマド実測図

との境に10cmほどの段をもち、北に水平に伸びる。径20cm前後、長さ1．3mで、煙出しは径

25cmを測る。

遺物は土器と木製品が出土している。また、カマドの構築材と考えられる拳大から頭大

の河原石がカマドの周辺や貯蔵穴P7内から出土している。土器は須恵器と土師器があるが、

須恵器は逆の口緑部破片の1点のみでほかはすべて土師器である。土師器には杯、高塚、

肇、壷があり、カマドおよびカマド周辺の床面を中心に出土している。木製品では箱物の

底板・側板、舟形、小札状の板材4などが出土した。

（2）2号住居跡SB12502（第18図、写真図版100）

12区B58グリッドに位置する。1号住居跡と同じ隅丸方形の竪穴住居であるが、12区の

南東端に位置するため住居の北西隅を検出しただけである。1号住居跡の南東、竪穴掘り

方の間隔でわずか1mしか離れていないところに建てられており、上屋構造を考慮すれば

同時期に併存していたのではなく時期差を持っている可能性が高い。竪穴掘り方は深さ40cm

で、周縁には幅20cm、床面からの深さ8cm前後の壁溝が巡っている。壁溝の土層断面では

－70一



0　　　　　　　　　　　　　　　　10cm

（炭化物混入、緑灰色粘土粒混入）6．砂湿り褐灰色粘土（黒色灰混入）12．時緑灰色徹砂

3．時灰色微砂　　　　　　　　　　7．黒色灰　　　　　　　　　　　　　（粗砂混り）

（炭化物混入、緑灰色粘土粒混入）8．暗褐色粘土層　　　　　　　　】3，時緑灰色微砂

4．時褐色有材質粘土混り

暗線灰色徴砂

5．粘土混り時緑灰色徴砂

9．時緑灰色徹砂　　　　　　　　　14．時緑灰色徹砂

（暗灰褐色粘土粒混入）　　　　　（暗褐灰色有材質粘土混り）

10．時緑灰色粘土（徴砂混り）　　15．時緑灰色粗砂

第18図　2号住居跡SB12502実測図

壁面に沿って壁材が立てられている状況が観察された（第18図14）。床は暗緑灰色微砂を敷

いた上に暗褐色粘土が貼られている。床面での標高は6．9m。北半部には灰の堆積が認めら

れることから北壁にカマドがつけられていたと考えられる。柱穴は確認できなかった。

遣物は土器と石器が出土している。土器には土師器の埠、肇があるが、いずれも破片で　出土遺物

ある。石器は砥石1が床上面から出土した。

B．方形周溝墓（第19図、写真図版43）

D・E56グリッドに位置する。周溝が全周するタイプの方形周溝墓で、E56グリッドの北

東部は凹地状の溝SD11402に切られている。また方台部の北東隅の部分は検出段階で掘り

方形周溝墓

下げすぎたため、隅部形状が他に比べてやや張りだしたようになっている。方台部は隅丸　規　　模

長方形で長軸（東西）6m、短軸（南北）4．6mを測る。主軸（長軸）方位はN58。E。方 主軸方位

台部の盛土は既に削平されており、主体部は未検出である。周溝は幅1．5m前後、深さ10～

20cmの規模で、南辺部分では南東隅から3mほどの範囲が段掘りとなっている。周溝は方

台部の外縁を全周するように掘削されているが南西隅の部分では浅く幅狭となっている。

また両辺の中央よりやや西偏り部分で主車由方向に直交する方向に掘削された溝SDl1405と

重なっているが、覆土は周溝と同質で切り合い関係は明確ではない。周溝の覆土は基本的

には2層に分層でき下層は炭化物を混入する微砂混じり暗灰褐色粘土、上層部分は灰白色

粘土（Ⅷ層）混じりの暗褐色粘土である。

遺物は周溝から須恵器杯身（第19図1）と土師器杯身（第19図2）が1個体ずつと少量　出土遺物

の土師器片が出土している。1は陶邑編年のTK23型式に比定できるものである。2は旧

河川SR11401、祭祀跡SC12501で出土する土師器杯身の主体を占めるタイプのものである。
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耳・60m　－．尉ヒ物混。灰褐色粘土
2．灰白色粘土混り暗褐色粘土

3．時褐色粘土

4．徴砂退り暗灰褐色粘土（木片混入）

5．木質腐植物推積

第19図　方形周溝墓実測図

祭　祀　跡　　C．祭祀跡SC12501（図面図版第21図、第20図、写真図版101）

SC1250l c62グリッドに位置する。Ⅷ層を精査するなかで南北2．5mX東西2mの範囲で土器が密

集して出土する部分が確認され、滑石製模造品を伴うことから祭祀跡と判断した。遺構は

旧河川SR11401が形成したと考えられる砂礫層の微高地上面に位置している。土坑は伴っ

出土遣物　ておらず、遺物は地面に直接置かれた状態であった。遺物の出土標高は7m前後を測る。

滑石製模造品は勾玉3、有孔円板2（＋1）、臼玉57のあわせて63点が出土しているが、

滑石製模造品　このうち出土状況を記録したものは勾玉2、有孔円板1、臼玉6の9点で、他は遺構部分

の排土洗浄によって検出したものである。
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土器は遺構認定前に包含層出土として取り上げたものもあるが、出土状況を記録したう　土　　器

ち個体を復元できた土器は須恵器1、土師器51のあわせて52点である。これらの土器は高

塚18のように1．8mも離れた地点で出土した破片が接合できた例もあるが、ほとんどのもの

は置かれた位置で壊れた状態で出土しており、埠では何枚かを重ねて置いた状態のものも

あった。

須恵器は杯身で、陶邑窯編年のTK208～TK23に比定できるものである。包含層出土の

須恵器にも同期の埠が含まれており、この遺構に伴うものである可能性が高い。

土師器には杯28、高塚16、聾3、鉢1、直口壷2、小鉢1がある。このうち50は杯底部

として数えているが直口壷である可能性もある。これらの土器の出土状況をみると器種ご

とにまとまりを持っていることが認められる。すなわち聾・鉢・直口壷の3器種が遺構の

中央部分に横一線に置かれ、これを境として北側には高塚、南側には杯が集中的に出土し

ている。検出した遺構が祭祀を執行った場であるのか祭祀に用いたものを廃棄した場であ

るのかは明確にはしがたいが、こうした出土状況は祭祀の在り方の一端を示すものとして

注目される。

D．畝状小溝（図面図版第18・19図、写真図版42）

旧河川SR11401南岸の10区D・E46～50グリッド、C49・50グリッドに位置する溝群で、

D列では自然流路SRlO401に切られている。溝は幅20～30cm、深さ数cm程度の浅いもので、

長さには長短があるが4m前後のものが多く、最長のもので6．6m測る。溝は単独で存在す

ることはなく、ほぼ20～40cmの幅で等間隔に平行して並んでおり、いくつかの単位にまと

まりを持っている。溝の掘削方向はほとんどの溝がN350W前後の方位をもつが、D46・

47グリッドの一群はこれよりも東にふれてN160W前後の方位を示している。溝の埋土は

上層の暗灰褐色粘土（Ⅷ層）が遺構検出面の緑灰色微砂層にブロック状にはまった状態で、

溝の底部は凹凸をなしピット状の落ち込みを持つものも多く、上層から掘りかえされたよ

うな状況を呈している。埋土からの出土遺物はない。

こうした群在した在り方を示す溝は内荒遺跡（14・15区）の調査でも検出しており、『内

荒遺跡（遺構編）』では「畝状遺構」として報告した。今回検出した溝群も内荒遺跡で検出
ノ．′‾

したものと同様に上層から掘りかえされたような状況を呈していることから、畑の畝をお

こす際に深耕した痕跡と推定される。

E．旧河川SR11401（第25・26図、写真図版44・45）

10・11区を斜めに横切って流れる河川流路で、長尾川の支流のひとつと考えられる。わず

かに蛇行しながらもほぼN500Eの方向で北東から南西に流れている。河道は幅9～10m、

深さ2mほどの規模で、埋土は上下2層に大別できる。下層は礫層を主体とするもので1・5m

ほどの厚さがあり、この川がかつてかなりの流速をもっていたことを示している。流路の

底部は弥生時代中期から古墳時代前期の遺物包含層である黒色粘土層（Ⅹ層）を削って流

れているため、礫層内には弥生土器、古式土師器などが多く包含されている。上層は流速

が衰えて川の淀んだ状態で堆積した層で微砂と粘土からなる。下半部の緑青灰色微砂層お

よび暗褐色粘土層は有機質に富んでおり、この部分からは土器類をはじめ木製品、骨角製

品、自然遺物など多量の遺物が集中して出土している。土器類は土師器が主体を占め、こ

れに少量の須恵器が伴っている。土師器には埠、高塚、直口壷、広口壷、鉢、肇、鍋、髄

などの器種があるが、量的には杯が圧倒的に多い。須恵器には杯身・杯蓋、無蓋高塚、賓、

畝状小溝

旧　河　川

SR11401

埋　　　土

出土遺物

土　器　類

逆があり、埠蓋は陶邑編年のTK208型式、杯身はON46型式に比定できる。木製品は多種　木　製　品
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多様で鋤、鍬、鎌柄、竪杵、横槌、編錘、くり物容器、曲物容器、箱物容器、火黄白、刀

形、舟形、陽物など農具類、容器類、祭祀具のほか用途不明のものも多い。骨角製品とし

ては刻骨が1点出土している。自然遺物には獣骨、鹿角、昆虫遺体、モモなどの種子、サ　自然遺物

クラの樹皮、藤つる、ヒョウタンなどが出土したほかC55グリッドの北岸では炭化した稲

藁が出土している。稲藁にはモミのついた穂の部分も含まれていた。このほかに勾玉も1

点出土している。

流路に伴う遺構として上層下底面において堰状遺構、木組遺構を、また下層においては

井堰（1～3号堰）および水路を検出した。

a．堰状遺構（第25図、写真図版55－3）

E52グリッドに位置する。流路に直交するようにN660E～N430Eの方向で上流側に

6本、下流側に2本の杭が斜めに打ち込まれており、上流側の杭の前面には東西2mX南

北1mの範囲で網代が敷かれたような状況で検出された。網代の検出面標高は6．8m前後で

ある。合掌型の堰の構造を呈するが、杭の打ち込み角度は10度前後と緩やかで、上流側の

杭のうち2本は網代の上に置かれたような状態である。また、規模も2．5mと小型であり、

下層で検出した井堰とは構造・規模とも異なっている。

b．木組遺構（第25図、写真図版55－2）

C54グリッドの流路南岸部で検出した。長さ×幅が65．5cmX6．25cmと75．4cmX8．05cmの2

枚の横板を前後に2枚重ねて置き、前面の両端を板杭で留めたものである。横板の上側緑

の中央部にはⅤ字状の切り込みを入れている。横板上端で標高6．62mを測る。井堰はいず

れも流れに直交する方向で流路の全幅にわたって構築されており、2号堰および3号堰に

は取水用の水路（1号水路、2号水路）を伴っていることから、これらの井堰は水田への

引水を目的として構築された取水堰であったと考えられる。当該期の水田は調査区内では

検出できなかったが、水路が南に伸びていることから調査区の南側に広がっていることが

想定される。

C．井堰

1）1号堰（第27図、写真図版50・51）　3つの井堰のうち最も上流部に構築されたもの

でD53グリッドに位置する。河道の南岸から一段深い流路の対岸肩部にかけてN600Wの

方向に長さ5．2m以上の規模で構築されている。頭部をやや下流側に向けて打ち込んだ杭に

横木をわたし、横木の上に上流側に頭部を突き出すように斜めに杭を並べかけ、さらに下

流側から太さ15cm、長さ2．5mの大型の杭を35度の角度で斜めに打ち込んで堰体を固定して

いる。横木には太さ10cm、長さ5．2mの丸太材が用いられている。横木は水平ではなく、南

端部を高くして10度ほどの傾きを持って対岸肩部にわたされており、南端での標高は6・528m

である。堰体の下流側には横木には直接かまない杭が何本か打ち込まれていることから本

来は横木が何段かにわたって組まれていたと考えられる。

2）2号堰（第27図、写真図版52・53）C55グリッドに位置する。N530Wの方向に長

さ5．7mの規模で構築されている。堰は合掌型の構造で、前後から斜めに打ち込まれた杭と

横木からなっている。横木は上流側から下流側に向けて25度の角度で4段に組まれており、

1段目と4段目の比高は約40cm、標高は4段目上端部で6．3mを測る。横木は太さ10cm前後、

長さ3～5mの丸太材を使用しており、南側を高くして5度前後の傾きを付けている。い

ずれも北側の先端を削って尖らせていることから北端部を対岸に打ち込んで固定していた

可能性もある。水流を直接にうける上流側の北半部では横木の前面に長さ1．70m前後の杭

－79－

堰状遺構

木組遺構

1　号　堰

2　号　堰



喝　　唾
哩合題目嬰蘇
啓要義日野台
戯曲低目山部
理貯留鰹脛
礁世辞糖蜜

ぐq N N　くYI rり

嘩＝哩
台謹啓毒トム眼
要会合雲上ミ　澄
田咄戯曲・1台
ぢ臣日当駐日山部
聴珪酸い媒E≦暖
蜜瞥坐l世督皆

N N N N　～　N

怠赴く合重富裏書墓垂
痙療輿＝室蘭田畑日田脚部
心血＝軍畑駐日当　日Erぢ堅
さ野望日当蛭鹿堰＝陸嘩塔
腑密鎚＝障辞世饉＝好皆悪

－・hJ lの・す　LO uつ　ト・°°　db Cつ

陛

回

G

■

峰台　　合票
刃至訟11産曲
慧鵬是d日当＋＋・刃可
血細目釦琶AJ命＋＝若輩
理昼輝腑嘩牽辞椙〕邸
昼¢日当咄撃郎埴日当さ
蜜褒＝好繹4声琶筐＝妙皆

一一ミミ二㌢一一一一一ト

句

Ln

午

80

悠
増
築
嬰

区［

・く

図

耕
寄
刊
召

畢
蛸

哩
叫

i

∝
∽

哀
竪

図
l題つ

ぐ可

搬



E

－t　　1－

∵∴・
讐畠念孟墓　三二三三三
増田邸リ邸l　ぜ狛堰細心喝
命日腹掛伽ニ　Eさ　襟さぢ封
歴蜜昼絨ぢ　翠合理依命

q°　トOJ qn≡

培
宅

（云望

鎮
撫⊥鍵

這消
燈亜株
の釦琶凶
岩●＝匡諜

喜昼密雲

来

和
郎
C
卸

せ

・Lb

しま．＿．

癒二

型仙

車
安
心
撃
墜
瞥

会合ニン
産嬰蛸
亜融合
呼野密

JJ

眼

喋　　．入

ミ　　　台
′1　　宏
亜
（昼　　　穀

∴「…
軍提琶ニ1貯金
○郎蜜頸ニン茫
照醒ここ雷頸郎
合壁蛸鰹合他
車督鰭撫嬰単

喝　　　　　要
∂琳　　　　　　G

三吉　　　孟
癒）　　　．へ難
事－　　　　、さ

（　　．（　　　く　ミ　　　　ト再
へ　　　R．　　■　ヽ　　　　　ニ申
蛸　刃蛸　　　■曲　　　　れ⊥
誌　淀漣　　紀昼　　　，ヽミ
彪（血窓　　　⊥心　　　　や′ヽ
撫べ昼撫　　　ミ控　　　　一台
）蛸皆）　　．ヽ世　　　　）密
叫誌コン■　　脚．　　　腱戯
ト謹怒熔岩　　撃箭　会　合細
さ柳露台嘘　　暫ト　要　要琶
由岐）鰹塔　　　，　曲　ぜ世
嘩密会ペ皆　　会合（甘合撫〇
両i轟整序・＋星酎勘く琶曜日蛸
さ甲等咄用l照　一亜朗唱ここ郎こン棟
も台腱富合＋蒜撫眈翠蛸腑撃箪

酎拍帆延　岩酎結牒酎腑

－81－

よ

計　ヰ

よ

囲
堕
匿
他
事
e
盛

者
柑
人J

嬰
♯

哩
ト

i

∝
∽

衰
聖

回
害
淋



第27回　旧河川SR114011号堰・2号堰実測図
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3　号　堰

1号水路
SDl1415

2号堰に伴う

水　　　路

2　号水路
SD11414

3号堰に伴う

水　　　路

を20～30cm前後の間隔に5本並べて打ち込んでいる。下流側ではそれぞれの横木をおさえ

こむように杭を斜めに打ち込んでいる。

3）3号堰（第28図、写真図版54）B・C55グリッドに位置する。N450W～N60

Wの方向に長さ7m以上の規模で構築されており、今回検出した3つの井堰のうちで最大

の規模をもつものである。2号堰と同様に合掌型堰であるが、北半部は矢板によって裁断

されているため構造は明確ではない。横木は上流側から下流側に向けて35度の傾きで2段

た組まれており、両者の比高は約40cmである。横木は1段目が太さ16cm、長さ4・3m以上、

2段目が太さ18cm、長さ3．3m以上といずれも大型のもので建築材を転用している。1段目

の横木が前後から杭を斜めに打ち込んで固定しているのに対して、2段目の横木は上流側

から75度前後の角度に打ち込まれた頭部が二股の大型杭に差し渡し、さらに下流側から45

度の角度で打ち込んだ杭で支える構造になっている。上流側では1段目の横木の前面に太

さ6cm前後、長さ1～1．5mの丸杭を密に打ち込んでおり、部分的ではあるが杭に板材やシ

ガラを絡めた状態も残存していた。堰体の南端部分は水路2の取水口に取付くように40度

ほど東に角度をずらしており、35度の角度で密に打ち込んだ杭の前面に、長さ1．6m、幅60cm

前後の厚板を2枚重ねてわたしている。板材は取水口に向けて南側を高くして斜めにかけ

ている。板の南側上端は試掘坑を掘削した際に削りとられてしまったため現存部分での標

高は6．05mであるが、本来は6．2m前後だったと考えられる。

3ヶ所の井堰はいずれも下層の礫層を除去する過程で検出したもので、井堰が構築され

た当時の川底面（礫層）と井堰を埋没させた礫とを土層観察では明確に区分することはで

きなかった。このため堰高をおさえることはできないが、2号堰、3号堰における横木の

比高差などから判断して1m前後の規模であったと考えている。

水路は矢板南側の拡張区（B55グリッド）において検出した。水路は井堰の上流側に河

道に対して斜めに掘削されており、底部のレベルが河道よりも高いことから、井堰で水位

を揚げて導水するものである。

d．水路

1）1号水路SD11415（図面図版第20図、写真図版55－1）　2号堰に伴う水路で、河道

から斜め下流にむけてN280Eの方向に直線的に掘削されている。2号堰との角度は120度

である。上半部は重機により削平してしまったため溝底部を検出したのみで、取水口部分

も矢板の打ち込みによって破壊され未検出である。拡張区両壁の土層断面から復元すると

断面は逆凸字形を呈し、幅3m、深さ1mほどの規模であったと考えられる。溝底部にお

ける標高は6．18m前後で、2号堰の上端（標高6．3m）に比べて10cmほど低い。埋土は粗～

微砂層であり、洪水によって埋没したと考えられる。

2）2号水路SD11414（図面図版第20図、写真図版54－1）　3号堰に伴う水路である。

水路1と同様に河道から斜め下流にむけてN280Eの方向に直線的に掘削されており、3

号堰との角度は107～146度である。上部を削平されているが、断面は逆凸字形を呈し、検

出部分での規模は幅2m、深さ1．2mを測る。拡張区両壁の土層断面からは1．2mの深さが

あったことが確認でき、規模は水路1と同規模かあるいはひとまわり大きかったと可能性

がある。溝底部の標高は5．9mであり、3号堰の上面よりも20～30cmほど低くなっている。

取水口は試掘坑によって破壊されているが、検出部北端では溝底部および西岸に頭部を下

流側に向けて杭が斜めに打ち込まれていた。埋土は水路1と同じ粗～微砂層であり、やは

り洪水によって埋没したと考えられる。
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井堰は3ヶ所が同時に存在したものではなく時期差をもっている。1号堰と2号堰、3

号堰との前後関係を明確にすることはできないが、取水路を伴う2号堰と3号堰について

は、拡張区南壁土層断面における1号水路と2号水路の切り合い関係から、3号堰が埋没

したあと上流側に2号堰を構築したことが確認できる。また、1号堰は埋没状況、井堰の

構築標高などから判断して、2号堰よりもはやい段階に構築されたものと考えられる。

F．自然流路SRlO401（図面図版第18・19図、写真図版42－1・2）

洪水によって乱流した状況を示す自然流路で、幾筋かに分かれた流路が旧河川SR11401

の南側をこれにほぼ並行するように蛇行しながら流れている。SRlO401は洪水氾濫の主流

路にあたるもので、流路の南端を部分的に分流・合流を繰り返しながら流れている。幅3．7m、

深さは0．5mを測り、洪水の押し出した砂で埋まっている。

第6節　第6遺構面

1．概要

第6遺構面は弥生時代中期～古墳時代前期の遺物包含層である黒色粘土層上面を生活面

とする古墳時代中期の集落跡で、6・7区、8区において集落の東端にあたる部分とその東

に広がる水田を検出した。10・11区、12区の黒色粘土層上面では同期の遺構は検出できなかっ

た。限られた範囲での検出ではあるが、集落とこれに伴う水田がセットで確認できたこと

自然流路
SR10401

古墳時代中

期の集落跡

は、当時の集落景観を復元する上で貴重な資料といえよう。

集落は弥生時代以来の集落を踏襲するかたちで長尾川の支流のひとつが形成した微高地　集　　落

に立地し、水田との比高差は約50cmである。集落の縁辺部は土塁に囲まれ、さらに土塁の

内側には1条の溝SD6701を巡らせている。土塁は検出した時点ではすでに盛り土のかなり

の部分が流出しており、集落面の比高差は50cm程度にすぎない。土塁の築造時期は盛り土

層の出土土器から弥生時代後期後半に想定でき、中期の集落が営まれている段階では、土

塁としての機能はすでに停止していたと考えられる。土塁の内側に巡る溝SD6701は流出し

た土塁盛り土層を切って掘削されていることから、掘削時期は土塁の造営時期より下るこ

とは確実である。埋土下層の出土土器が古式土師器を主体とすることから古墳時代前期に

土　　　塁

溝SD6701

は掘削されていたと考えられる。

集落部分で検出した遺構には、住居跡3棟、墳丘墓2基などがある。住居跡には平地住　平地住居

居と竪穴住居の2種が認められる。6・7区で検出した1号住居跡SB6801、2号住居跡SB

6803は地表面に床をつくり周囲に土を盛り上げて周堤を築いた平地住居で、4本の主柱を

方形に配置し、中央より北に扁する位置に炉を付けている。住居の外周には周溝を巡らし

ているが、周溝の四隅のうちの1ヶ所（SB6801は南東隅、SB6803は南西隅）が切れてお

り、この部分が入り口にあたると考えられた。8区で検出した3号住居跡SB8601は竪穴住

居である。竪穴を掘削して地下に床面をつくる以外は平地住居と同一の構造であるが、平

地住居の外周に巡らされていた周溝は3号住居跡SB8601には認められない。これは3号住

居跡SB8601が周辺より一段高い所に立地し住居内に雨水の侵入する心配がないためであり、

平地住居と竪穴住居の基本的な構造差ではない。

1号墳丘墓は全長は約11mで主軸を東西方向に持つもので、隅丸方形の方台部に舌状の

張り出し部分をもち平面凸字形を呈する。方台部の周縁には周溝を巡らせている。主体部

は方台部において木棺一基を確認し、木棺内からはガラス小玉75、管玉2、土錘1、有孔

鉄板1の副葬品と人骨の一部（下顎骨の一部及び歯29本）が出土した。また、6・7区でも
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2号墳丘墓

水　田　跡

1号住居跡
S B6703

平　面　形

面　　　積

主軸方位
床

4　主柱穴

壁
　
炉
　
周

周

溝

堤

溝

入　り　口

出土遺物

2号住居跡
S B6701

土塁の盛り土除去作業中に、小型倣製鏡1面と多量の玉類を伴った人骨（頭骨）が出土し

た。これら遺物に伴う土坑等の遺構は検出できなかったが、土塁を利用した一種の墳丘墓

と考えられることからこれを2号墳丘墓とする。なお、6・7区では墳丘墓に類似したコブ

状の高まりを2ヶ所（SX6702、SX6703）で確認し精査を行ったが、墳墓遺構であるかど

うかは明確にし得なかった。

水田跡は上下2面を検出した。上層水田は、土盛り畦畔によって不定形に区画されたも

ので、田面には足跡や「小区画水田」をなすような小畦畔は認められなかった。下層水田

は上層水田の作土をはずした段階で杭列を検出したもので、上層水田の畦畔とはややずれ

た位置に杭打ち畦畔がつくられていたことが確認された。下層に弥生時代後期の遺構が存

在することから、水田の造成は弥生時代後期以降であり、土塁の築造と相前後して行なわ

れた可能性があろう。

2．主要遺構

A．住居跡

（1）1号住居跡SB6703（第29図、写真図版12）C・D37、38グリッドに位置する平地

住居跡で、住居の周縁に周堤を築き、さらにその外側に周溝を巡らしている。住居平面は

東辺と西辺の長さにずれがあるため南東隅が鈍角に開いているが南北軸6．3mX東西軸6．6m

のほぼ正方形を呈し、面積は37．73I茸を測る。主軸方位（南北方位）はN60E。床は旧地

表と考えられる刃層上面に暗緑灰色粘土を5cmほどの厚さに貼っている。床面での標高は

7．15m。主柱穴は4本（Pl、P2、P3、P5）で住居中央にほぼ正方形に配置しており、

柱間寸法は南北6．3m、東西6．6mを測る。北東部では2つの柱穴を検出した（P4、P5）。

柱穴は東西方向に並んで併置され、切り合い関係は不明。P4はP5の添え柱の可能性があ

ろう。柱穴は径30～40cmで床面からの深さは25～50cmを測る。P2、P5では柱根が残存し

ていた。また、P3は柱根は残存してはいないが、土層断面で柱の痕跡が確認された。柱根

はいずれも芯持ち材で、P2の柱根は腐朽が著しいが、断面は11cmX6cmの方形を呈する。

P5の柱根は径10cm前後で、残存長は42cm。P4では礎板が検出されたが、腐朽が著しく詳

細は不明。Pl、P2、P3は底部が下層の礫層にあたっており、礎板を置く必要がなかっ

たかもしれない。床の周縁には幅25cm、深さ30cmほどの壁溝を巡らしている。炉はPlとP

5を結ぶ線のやや内側東寄りの位置で2基検出した。炉1は径55cm、炉2はやや小さく径35～

45cmを測る。周堤は礫まじりの黒色粘土を盛り土したもので、上場平坦面で幅1．0～1．3m

を測り、床から25～35cmほどの高さで残存する。西辺周堤の外縁南半部には長さ2．7m、幅

0．7m、深さ40cmの溝が掘られており、北半部は周溝との間に1mほどの幅で緩傾斜をなし

ている。周溝は南東隅で溝SD6701に繋がっているほか南西隅と北西隅の2ヶ所で切れてお

り、西辺周溝が独立したかたちになっている。北西隅の切れた部分には土坑SX6701が掘削

されており、南西隅に住居の入り口があったと想定される。両辺、東辺、北辺周溝は周堤

外縁にそって掘削されており幅2m、地表面からの深さ10～25cmを測る。これに対して西

辺周溝は前述した溝や緩傾斜面によって周堤から1mほど離れて弧状に掘削されており、

幅1．5m、深さ10cmと規模も小さい。

遺物には炭化木材と土器がある。炭化木材は細い棒材で、柱穴を結ぶ線の外側床面で出

土している。いずれも壁に直交する方向に横たわっており、北西隅および南西隅のものは

柱穴の対角線方向に対応している。

（2）2号住居跡SB6701（第30図、写真図版11）　B・C39、40グリッドに位置する。1
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I，緑灰色徴砂＋粘土　　　　2．線灰色粘土　　　　　　　　　6．淡黒色粘土10．黒色粘土＋礫　　　国．淡黒色粘土　　　　　I．緑灰色シルト　　　4．暗線灰色粘土

2．暗緑色土十秒　　　　　　3．時縁灰色粘土十炭化物（貼り床）7・暗線灰色粘土［1，黒色土＋礫・炭化物15．黒色粘土十線灰色粘土　2．時緑灰色砂　　　　5．時緑灰色粘土

3．黒色土＋礫　　　　　　　4．緑灰色粘土　　　　　　　　　8・黄灰色砂　12．黒色土＋緑灰色粘土　帽．黒色粘土＋礫　　　　　3．時緑灰色砂質粘土　6．時緑灰色粘土

第29図1号住居跡SB6703実測図
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号住居跡と同じ構造の平地住居跡で、第6遺構面で検出した3棟の住居跡のなかで最も規

模が大きい。ほぼ全掘したが、北西隅の周堤・周溝は調査区外にかかるため未調査である。

平　面　図　また、北辺および両辺の周溝外縁は排水溝に切られて調査できなかった。住居平面は南北

面　　積　車由7．7mX東西軸7．5mでほぼ正方形を呈し、面積は55・70I運を測る。主軸方位（南北方位）
主軸方位
床

4　主柱穴

炉

壁　　　溝

周　　　堤

周　　　溝

入　り　口

3号住居跡
S B8601

竪穴住居

はN90Wである。床はXl層上面に礫まじりの黒色粘土を5～10cmの厚さで貼っており、

床面での標高は約7．2mである。主柱穴は4本（Pl、P2、P3、P4）で、住居中央に方

形に配置し、主柱間を結ぶ線は壁と並行する。柱間寸法は南北3．7m、東西4・1mで東西間

が60cmほど広い。柱穴は径30～40cm、床からの深さ30～60cmで、Pl、P4は基底部が下層

の礫層にあたっている。P2、P3、P4では柱根が残存していたが、礎板は検出されてい

ない。P2、P3の柱根は腐朽が著しいのに対してP4の柱根の保存状態は良好であり、径

18。mの芯持ちの丸太材で残存長50cmを測る。炉は住居の中央よりも北に偏った北辺の柱穴

Pl、P4を結ぶほぼ線上の中央やや東よりの位置につくられており、径50～60cmの長円形

を呈する。炉周辺の床面には薄い炭層が認められた。壁溝は幅25cm、深さ30cmほどで床の

周縁を全周をしている。周堤は上場平坦面で幅1・5mを測り、床から20cmほどの高さが残存

する。盛り土は礫まじりの黒色粘土であるが、東辺周堤ではシルト質で礫がほとんど混じ

らない。周溝は周堤の外縁に沿う形で掘削され、前述のように北西隅は未調査のため北辺

周溝と西辺周溝の繋がりは明確ではないが、南東隅は確実に切れており、この部分が住居

の入り口にあたると考えられる。周溝の規模は東辺周溝がやや幅狭く1．7m、他の3辺は2～

2．5mで、深さは地表面から20～30cmである。

（3）3号住居跡SB8601（第31図、写真図版30）D43グリッドに位置する。8区の南西

端部に位置しているため住居の西半分が調査区外にかかっており、鋼矢板によって東西に

半裁された状態で東半分を検出した。また、周堤の北東隅および両辺部はそれぞれ市試掘

坑、排水溝によって切られて調査できなかった。3号住居跡は浅い竪穴を掘削した竪穴住

居跡である点、1号住居跡、2号住居跡とは構造的に異なっている。また、1号住居跡、

2号住居跡では周堤の外周に周溝を巡らしているのに対して、3号住居跡には周溝は認め

られない。これは住居が周辺よりも一段高い微高地に立地しているため、周溝を巡らさな

第14表1号住居跡SB6703・2号住居跡SB6701柱穴表
1号住居跡SB6703

N o．
規　 模

平面形状
深 さ （m ）

底部標高（m ）

礎板 礎板 方向

長軸方向に対して
柱　 根 備　　　　 考

礎板標高（m ）長　 軸 短　 軸

1 38 3 4 楕 円 0．38 －
－ －6．70 －

2 42 4 2 円形 0．27 －
－ －6．82 －

3 ・ 44 4 4 円形 0．42 － － －6．75 －

4 48 4 0 楕 円 0．23 － － －6．88 －

1 ／ 35 （ ） （ ） 0．24 1 不明 －6．83 6 ．83

2号住居跡SB6701

N o．
規　 模

平面形状
＿選 室血 lL

底部標高（m ）

礎板 礎 板方向

長軸方向に対して
柱　 根 備　　　　 考

礎板標高（m ）長　 軸 短　 軸

1 45 38 たま ご形 0．50 － － －6．65 －

2 38 3 8 円形 0．25 － － －6．81 －

3 43 3 7 不定形 0．38 － － 1
6 ．67 －

4 32 28 た まご形 0 ．20 － － －6 ．93 －
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I，淡黒色土＋礫しまりが弱い　　6．時灰色粘土＋緑灰色粘土　Il，黒色土＋徴砂

2．黒色土＋小磯　　　　　　　　7．床（黒色粘土＋小磯）　　12．黒色粘土＋緑灰色粘土混り

3．黒色土＋緑灰色粘土　　　　　8．淡黒色土＋小磯　　　　　I3．黒色粘土＋礫

4．時緑灰色粘土　　　　　　　　9．黒色粘土＋小磯　　　　　14，暗線灰色粘土

5．時灰色粘土＋礫　　　　　　iO．黒色粘土＋小礫　　　　　】5．線灰色シルト＋微砂

第30図　2号住居跡SB6701実測図
一89・90一

帽．緑灰色粘土＋炭化物混り

I7．緑灰色粘土

I8．線灰色粘土＋炭化

19．黒色十秒＋小礫

20．黒色土＋緑灰色粘土



㊥

滴j 1

1

［
／

第31図　3号住居跡SB8帥1実測図

第15表　3号住居跡SB8601柱穴表
3号住居跡SB8601

世

（　（　謡

曇∃百
一　一‾　1Cl

竺竺苗
4　＋＝旺　刃
1E　－L□・・．＿、1E
賄　うk　－　　テk

戯曲輿　亜

昼　臣い障　壁
畔　餌　ご　餅－

こンこン唱＝ン
【増　血当．1増

鮮潜澄澄

－・．　N　いつ　勺‘

No．
規　 模

平面形状
深さ（m ） 礎板 礎板方向

長軸方向に対して
桂　 根 備　　　　　 考

長　 軸 短　 軸 底部標高（m ） 礎板標高（m）

1 45 45 円形
0．39

－ 1
6．50 －

2 46 45 円形 0．56 －
－ 1

6．36 －

くても雨水の侵入する心配が無かったためと考えられる。竪穴は20cmほどの深さで、平面　平　面　形

形態は方形を呈する。南北軸で4．8m、東西軸は検出長2．4mで、面積は9．79I茸を測る。主

軸方位はN370Wである。床は5～10cmの厚さに小礫まじりの黒色粘土を貼っている。床

面での標高は7．0m前後。主柱穴は1号住居跡、2号住居跡と同様の4主柱を方形に配置す

る形式と考えられ、東辺の2本を検出した。柱間は2．4mである。柱穴は径50cm、深さ30cm

（P2）、55cm（Pl）で、いずれも柱根が残存しており、Plでは柱根の下で礎板も確認した。

Plの柱根は先端は腐朽しているものの保存状態は良好で、残存長45cm、下端部径13cmを測

り、下端部は両側を斜めに切り落とし断面はⅤ字形を呈する。礎板は柱穴の北東隅に置か

れ、柱の重圧によって半折した状態であった。P2の柱根は腐朽が著しく木芯部が残存して

－91－

面　　　積

主軸方位
床

4　主柱穴



いるのみであり、腐朽部分は断面土層で観察できた。炉は未検出。竪穴の周縁には幅25～

周　　堤　30cm、床面からの深さ20cmほどの壁溝を巡らしている。周堤は竪穴の周縁のⅩ層上面に小

礫まじりの黒色粘土を盛り土してつくられており、検出段階では盛り土が住居の内外に流

れ幅2m、厚さ15cm程が残存していた。床面からの残存高は約30cmである。

出土遺物　　遺物には炭化した木材、土器、管玉などがある。炭化木材は住居南東隅の壁溝脇の床面

上で出土した。建築材と考えられるがいずれも小片のため詳細は不明。なお、北東隅の壁

構内でも板状の木片が出土している。土器は住居中央北端部（鋼矢板脇）の床面上で高塚

脚部2と小型鉢1、Pl両脇の床面上で婆1がそれぞれ出土している。管玉はPlの埋土か

ら出土している。

B．墳丘墓

1号墳丘墓　（1）1号墳丘墓（第32・33図、写真図版26－4～29）　E・F40～42グリッドに位置する。

33g紀3品g　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　呂　ざ3　gミ　竺！≡gEH㌫宗お
UコqD UつゆのtDく♪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト．ト・　ト　トl、　ト・卜　uつlよl CD

盛土　　　　　　　　　　　　　　　　周溝

1．小磯混り黒褐色粘土　　　　　　a．曙晴灰色粘土（炭化物の汚れ混入）

2．小磯混り黒褐灰色粘土　　　　　b．小磯混り暗黒色粘土（炭化物腐植土）

3，小磯混り黒灰色粘土　　　　　　C．小磯混り黒灰色粘土（炭化物粒含む）

4．小礫混り黒（灰）色粘土　　　　　d．小礫混り黒灰色粘土（炭化物粒含む）

（3より黒みが強い）

5．小磯退り黒灰色粘土

6．炭化物粒を含む黒灰色粘土

第32図1号墳丘墓実測図
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調査区の北東隅に位置していたため北半部は調査区外にかかっており、鋼矢板で半裁され

平　面　形　た状態で検出した。方台部は隅丸方形で、西辺部に舌状の張り出し部を有しており、平面

形態は凸字形を呈する。方台部の周縁には周溝が巡っているが、張り出し部の周縁にまで

規　　　模

周　　　溝

方台部・
張り出し部

主　体　部

木　　　棺

頭　　　骨

副　葬　品

は及んでおらず、基部で終っている。規模は方台部で約7m、張り出し部を含めた全長は

13mである。周溝は幅約2m、深さは30cm前後である。標高は方台部上面で7．3m、張り出

し部では一段低く6．9m、周溝底部では6．4m前後を測り、方台部の周溝底部からの高さは

約90cmである。方台部および張り出し部は小礫混じりの黒色粘土を盛り土して成形されて

いる。盛り土層の厚さは方台部で60cm、張り出し部で30cmを測り、炭化物の有無、色調な

どにより方台部では5層、張り出し部では3層に分層できる。周溝の覆土は盛り土と同質

の小礫混じりの黒色粘土で、2層に分層できる。主体部として方台部中央において木棺1

基を検出したが、主体部の掘り方は検出できなかった。主軸方位はN700Eである。木棺

は全体に腐朽が著しく、全長約3．2m、最大幅約0．8mを測るが厚さは数mmしかなく、頭位

の部分は殆ど残存していない。底板、西側（脚位）小口板および蓋板の一部を確認したが、

棺構造の詳細は不明である。底板は緩やかに内湾しており、あるいは割竹形木棺であった

かもしれない。棺材の樹種については奈良国立文化財研究所の光谷拓実氏に鑑定を依頼し

たが、細胞組織が完全に破壊されており鑑定不能である旨のコメントをいただいた。木棺

内には頭骨の一部が残存していたほか副葬品としてガラス小玉75、管玉2、土錘1、不明

鉄製品1が出土した。頭骨はA地点で出土しており、頭位は東である。下顎骨の一部と歯

29本が残存していた。歯は一部点在するが多くは原形の並びをとどめており、上顎と下顎

に分離することができる。ガラス小玉、管玉は2ヶ所（B地点、C地点）に集中して出土

しており、出土位置が頭骨から1m近く離れていることから腕飾りであった可能性がある。

（調査段階ではB地点でガラス小玉41と管玉2、C地点でガラス小玉27を検出したが、C

地点の周囲には蓋板が残存していることから蓋板の下に玉類がまだ埋もれている可能性が

高いと考えられた。木棺は現地調査後に取り上げて、現在元興寺文化財研究所でPEG保

存処理を行っているが、この保存処理作業において木棺の裏土内からガラス小玉3、木棺

蓋板にはさまってガラス小玉1が出土した。また、調査後に行った木棺内覆土の洗浄作業

でもガラス小玉1が出土している。）ガラス小玉は全て径5mm前後のものでコバルトブルー

を呈する。土錘と不明鉄製品は西側小口板の脇で出土した（D地点）。不明鉄製品は長さ54mm、

幅9mm、厚さ2mmの薄板で、端部に1孔を穿ち、弧状を呈した片側緑には刃をつけている。

周構内からはⅩ層に包含されている弥生土器、古式土師器等が出土しているが、墳丘墓に

構築時期　伴う副葬遺物はない。墳丘墓の構築時期については副葬土器がないため明確にすることは

できないが、墳丘墓の下面ではS字聾を伴う溝が確認されており、古墳時代前期以降につ

くられたことは確実である。また、下限を示す資料としては墳丘の裾部で出土した古墳時

2号墳丘墓

検出状況

代中期の高塚がある。おそらく住居跡と同時期のものであろう。

（2）2号墳丘墓（第34図、写真図版15・16）E35グリッドに位置する。土塁の盛り土除

去作業の際に検出したもので、南北85cm、東西35cmの範囲に頭骨および小型倣製鏡1、玉

類640以上が集中的に出土した。遺物を検出した段階で周辺部分の精査を行なったが、土壌、

木棺等の埋葬施設は検出できなかった。また、出土地点のすぐ南側に設定した土塁のトレ

ンチにおける土層断面でも土坑等は確認できていない。なお、Ⅸ層の水田跡調査の際に掘

削したトレンチ内のE35グリッド杭から南へ1mの地点（標高7．414m）で銅釧2が出土し

ており、本遺構との関連が考えられる。鋼釧の出土地点は頭骨からは南へ約1．7m離れてお

－94－
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頭　　骨　り腕飾りと考えるには距離があるが棺内副葬品である可能性はあろう。頭骨は後頭部の一

部と歯が残存していた。頭骨が原位置を保っているとすれば、遺体は頭位を北にして南北

方向に埋葬されていたと推定される。歯は一部点在するもののほぼ原形の並びをとどめて

小型倣製鏡　おり、上顎と下顎に分離することができる。小型倣製鏡は頭骨から北へ約50cm離れた地点

で出土した。面径55mmを測る珠文鏡で、幅広の平緑の内側に櫛歯文帯と円圏2本を巡らし、

さらにその内側に珠文と円圏2本を巡らして鉦に至る。鋳上りが悪く文様が明瞭ではない

玉　　類　部分がある。玉類には勾玉2、管玉7、ガラス小玉102＋9（破砕資料）、滑石製臼玉521が

ある。このうち出土状況を確認・実測できたものは勾玉2、管玉6、ガラス小玉77、滑石

製臼玉354であり、ほかは遺構周辺排土の水洗作業によって検出したものである。玉類は頭

骨周辺部、鏡周辺部、頭骨と鏡の中間点の3ヶ所に集中して出土している。頭骨周辺部で

は頭骨を中心に勾玉、管玉、ガラス小玉が集中しており、滑石製臼玉は周縁で数点が出土

しているのみである。この出土状況から首飾りは勾玉、管玉、ガラス小玉の3種の玉類を

組合せたものであったと推定される。鏡周辺部および頭骨と鏡の中間点の2ヶ所は滑石製

臼玉が主体を占め、これに少量のガラス小玉が混じっているという状況で、とくに頭骨と

埋葬時期　鏡の中間点では多量の滑石製臼玉が出土している。土器を伴っていないため埋葬の時期を

明確にすることはできないが、滑石製臼玉が玉類の主体を占めていることから古墳時代中

期の集落に伴う墳墓と考えられる。

土　　　塁　　D．土塁（第35図、写真図版14）

E35～B38グリッドに位置する。集落の営まれた微高地の縁辺に盛り土したもので、調

査区内ではN360Eの方位にほぼ直線的に伸びているが、北辺部のE35グリッド付近と両

辺部のB37グリッドでは方位をやや西に向けている。土塁の東側には水田が広がっており、

盛　り　土　D35グリッドで土塁と直交する方向の大畦畔（SK6701）が伸びている。盛り土は検出段階

ではすでにかなりの部分が流出し、微高地状の低い高まりとなっており、上面での標高は

比　　高　7．6m前後で、水田とは1m、集落面とはの60～70cm程度の比高を持っている。盛り土部分

の幅は流出土の部分を含めて8mほどである。土塁の築かれた微高地の縁辺から水田にか

けては刃b層の上面に緑灰色シルトが堆積しており、土塁の構築はこの緑灰色シルトの上

面で行なわれている。盛り土層は礫混じりの黒色粘土を基本とし、盛り土の上面は刃a層

が覆っている。A地点での土層断面では盛り土下層部分に東から西へ向けて順次積みあげ

たような土層堆積が観察された。盛り土層には弥生時代中期中葉から古墳時代前期にかけ

ての土器が包含されているが、量的には後期後半の弥生土器が主体を占めている。古式土

師器は少量であり、なかには上面の刃a層から出土したのものと接合できる資料もあり、

遺構などによる混入である可能性が強い。土塁の下面や水田跡の下面では検出した遺構は

構築時期　弥生時代中期から後期にかけてのものであることからも、土塁の構築時期は弥生時代後期

後半と考えて大過ないであろう。なお、盛り土の除去作業の際にD・E35グリッドで鏡と

多量の玉類を伴った頭骨が出土し、2号墳丘墓として認定している。

E．溝

溝SD6701　SD6701（第35図、写真図版13）

E36～B38グリッドに位置する。集落の周縁に掘削された溝で、B37グリッドでは1号

住居跡の周溝と連結している。調査区内を南北に縦断しており、C37～B38グリッドでは

土塁の盛り土を切って掘削され、土塁とほぼ並行しているが、D36グリッド付近からは土

塁との間隔を広げており、全体的にみるとやや弧状を呈している。方位はN16～400Eで
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ある。長さは40mまで確認したが、両端はさらに調査区外へ伸びている。幅は2・6m、深さ

は0．6mほどで、断面は開いたⅤ字形を呈し、D36グリッドからC37グリッドでは底部が0・7m

前後の幅で段掘りされている。底部での標高は6．4m前後で傾斜はほとんどない。覆土は3

層に分層できる。1層は黒色粘土で礫を少量含む。2層は礫混じりの淡黒色粘土。3層は

礫を多く含む淡黒色粘土で、2層に比べて黒味が強い。

出土遺物　遺物は土器のほか砥石、鋼鉄などが出土している。土器は当該期のものとしてB38－dグ

リッドで高塚と賓が一括で出土しているが、多くは弥生土器、古式土師器であり、溝の掘

削時期が古墳時代前期にまで遡る可能性を示している。鋼鉄は弥生時代に通有のものであ

る。

上層水田跡

哩　　　畔

水　　　田

大区画水田

F．水田遺構

（1）上層水田跡（第36図、写真図版17・18－1）B・C・D33～37グリッドに位置する。集

落の東側に広がる低地に造成された水田で、畦畔2本とこれによって区画された3枚の水

田を検出した。D34グリッドの北半部では重機の削平によって遺構を検出できなかった部

分もある。

検出した2本の畦畔はいずれも土盛りしただけのもので、杭や横木などによる補掛ま認

められない。2本とも大畦畔に分類できるものであるが規模的には大小の2種がある。畦

畔SK6701は農道と考えられる大型のもので、上面幅1．2m、基底部幅2．5m前後、上面での

標高は6．8m前後で水田からの高さは20cmを測る。土塁に直交して東（N700W）へ直線的

に14mほど伸びたあと方向を南（N200W）へと変えている。畦畔の盛土部分は刃層の間

層とした緑灰色粘土である。畦畔SK6702はSK6701が南に折れた地点で枝分かれして北（N

20W）に伸びるもので、調査区内では2．5m程の長さを確認したにすぎない。SK6701に

比べると小型の畦畔で、幅は基底部で約80cmを測る。上面は重機による削平のため確認で

きず、水田との比高も不明である。

検出した3枚の水田はいずれも調査区外に伸びているため1区画全体を確認できたもの

はないが、不整形を呈する大区画水田をなしており、水田3では検出部分だけで400I迂以上

の面積がある。第4遺構面水田、第5遺構面水田で検出したような大畦畔で囲まれた大区

画内をさらに区画する小畦畔は検出されていない。田面は各水田ともほぼ平坦で、足跡等

は残存していない。田面の標高は水田1で6．61～6．56m、水田2で6．68～6．63m、水田3

作土Ⅸ。層　では6．71～6．59mを測り、全体では東へ向けて緩やかな傾斜を示している。水田作土は黒

灰色粘土（刃a層）で厚さは平均4．0cm前後である。

下層水田跡　（2）下層水田跡（第36図、写真図版18－2・3）上層水田と重複した位置に造られた水

作土XIb層　田で刃b層を作土としている。遺構としてはC・D33、34グリッドにおいて上層水田の畦

畔SK6701とほぼ重複する位置に畦畔の補強のために打ち込まれた杭列を検出したのみで、

畦畔の盛り土や田面などは未検出である。杭の検出標高は6．4～6．5mで、一部刃b層の上

面で検出したものもあるが、大半の杭は頭端部が刃b層中に埋没した状態であった。

杭　　列　　杭列は80cm前後の幅で2列並行して打たれており、SK6701と同様に東西方向（N700W）

に直線的に伸びたあと「くの字」状に折れて向きを南（N50W）へと変えている。また、

「くの字」に折れた地点から枝分かれして伸びる杭列があるが、杭が粗であるため方向は

明確にはしがたい。杭は部分的に疎密はあるが平均すれば70cm前後の間隔に打ち込まれて

いる。杭の大半は先端部を尖らせた割り杭であるが矢板状のものも若干認められた。杭列

とSK6701との重なりをみてみると、南北方向の部分では150はどの方向のずれがあるもの

－98－
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時　　　期

6・7区の刀層

8～12区のⅩ層

弥生時代中期

から古墳時代

前期の集落跡

集落の西限

方形周溝墓

の、東西方向の部分は方向が一致するのみならず南側の杭列とSK6701の基底部南側のライ

ンとが完全に重なり合っており、上層水田の造成にあたってはこの杭列畦畔の位置を踏襲

しながら規模を拡大したかたちでSK6701が造られた事を示している。杭列の屈折地点から

枝分かれして伸びる杭列はSK6702とは重複していない。

水田には遺物が伴っていないため時期を明確にすることはできないが、D34グリッドに

ぉいてSD6803・SD6804を切って杭列が打たれていることから水田造成の上限は弥生時代

後期に求めることができる。土塁の造成と連動したかたちで水田が開かれたとすれば弥生

時代後期後半の時期を想定できよう。

第7節　第7遺構面

1．概要

6・7区で刃層、8～12区でⅩ層と呼んだ黒色粘土層は地表下約4mにあり、弥生時代中

期～古墳時代前期の遺物を多量に包含している。調査では同層を5～6回に分層しながら

掘りすすめ、下底面で弥生時代中期から古墳時代前期にかけて営まれた集落跡を検出した。

集落は長尾川の支脈のひとつが形成した微高地に立地しており、12区ではこの微高地の西

端部分と微高地の端辺に沿って流れる旧河川SR12601が検出され、集落の西限を確認する

ことができた。微高地の西に広がる湿地部分では旧河川SR12601沿いに護岸杭を打ち込み、

その北側の部分に水田を開いていたことがプラント・オパール分析の結果から想定された。

一方、集落の東限については時期によって動きが認められる。弥生時代後期後半以前は遺

構の密度は薄いものの4区以東に広がっているようであるが、弥生時代後期後半に土塁が

集落の東限　築造された以降は古墳時代中期前半に至るまで土塁によって集落の東端が限られており、

集落の東には水田が広がっている。

検出遺構　　集落内で検出した遺構には方形周溝墓3基、掘立柱建物45棟、住居跡、区画溝、旧河川

などのほか多数の柱穴や性格不明の溝、土坑などがある。これらの遺構は弥生時代中期か

ら古墳時代前期までの長期間にわたって形成されたものを1面で検出しているために複雅

に切り合っており、また遺構の伴出遺物にも時間幅をもつのが通有であるため各遺構の時

期を正確に決定することは難しいが遺構の重複関係や出土遺物などから大略弥生時代中期、

出土遺物　同後期、古墳時代前期の3期に区分して整理することができる。出土遺物のなかには縄文

時代晩期の土器片やスクレイパー・乳棒状磨製石斧等の縄文時代石器や弥生時代中期初頭

の丸子式土器などが若干量含まれているが、遺構の形成という点では弥生時代中期中葉に

上限をおくことができる。

弥生時代中　　弥生時代中期の遺構には方形周溝墓3基、住居跡1棟、水路などがある。このうち6●7

型盈旦璽　区で検出した3号方形周溝墓は弥生時代中期中葉に遡るものである。方形周溝墓は後述す

る1号方形周溝墓、2号方形周溝墓も含めすべて周溝の四隅が切れるタイプのもので、規

模は方台部幅約10m、周溝の幅は3～4mを測る。このほかに中期中葉の遺構としては11区

の西端で検出したSX11607がある。性格不明の凹地状遺構であるが、埋土内から中期中葉

の土器が一括出土している。なお、中期中葉の遺物は6～12区のほぼ全域から出土してい

るが特に6・7区で顕著であり、出土した中期遺物の大半が中期中葉のものである。これら

の遺物は包含層が後の遺構によって撹乱をうけているため、後出の遺構や包含層に混入し

て出土したものが大半であるが、6・7区では土塁、SX6703などの遺構下層に中期中葉の

土器包含層が良好に残存していた。
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旧　河　川

SR12601

住　居　跡

SB12601

弥生時代後
期の遺構

弥生時代中期後半になると遺構の中心は6・7区から10・11区へと移っている。10区で検

出した2基の方形周溝墓（1号方形周溝墓、2号方形周溝墓）は、弥生時代中期後半に位

置付けられるものである。この2基は主軸方位を異にし、1号方形周溝墓の両辺周溝SXlO604

と2号方形周溝墓の北辺周滞SXlO609は切り合い関係を持つが、この部分をちょうど弥生

時代後期の区画溝SDlO601に切られているため前後関係はあきらかではない。方形周溝墓

は一定の墓域内に群在した在り方を示すのが一般的であるが、今回の調査では11区以西に

は方形周溝墓の広がりは認められない。10区と11区の境には旧河川SR11602が存在してお

り、あるいはこの流路が墓域の西限を画するものであった可能性もあろう。なお、2号方

形周溝墓の西辺周溝SXlO605からは供献というよりもむしろ生活遺物の一括廃棄といった

出土状態で多量の土器および未製品や剥片を含めて40点近くの石製品が出土している。こ

のほか12区では微高地の縁辺で住居跡SB12601を検出した。床は平面小判形で周囲には壁

溝を巡らせている。遺構に直接伴出した遺物はないが、壁溝を切って掘削された穴SP12601

から扁平片刃石斧と有東式土器が出土していることから、住居跡の時期を中期としてとら

えた。また、微高地の西端に掘削された旧河川SR12601からの取水路SD12601も埋め土内

の土器から中期段階のものと考えられる。

弥生時代後期の遺構としては、SD8617・SD10601・SDlO602・SD10620・SD11601

等の溝がある。これらの溝はいずれも幅2m、深さ1m程度の規模で、有機的な配置状況

を示していることから集落内部の区画を目的として計画的に掘削されたものととらえ、本

区　画　溝　書では「区画溝」と呼んだ。溝で区画される一区画はかなり狭小であり住居1棟の占有範

囲にほぼ対応するものと考えられる。こうした区画溝は6・7区では確認していない。また、

周　　溝　検出した溝のなかには本書で「周溝」と呼称した円形あるいは方形のまわる溝がある。こ

れらの溝の性格は明確ではないが第6遺構面で検出した住居跡にみられるような住居の周

囲に巡らした周溝となる可能性も考えられよう。時期的には弥生時代後期後半から古墳時

掘立柱遺物

多数の柱穴

古墳時代前期

の出土遺物

土　器　類

代前期までの幅をもっている。

掘立柱建物は6～11区であわせて45棟を検出したが、ほかにも組み合わせの不明な柱穴

が多数存在しており、実際にはさらに多くの掘立柱建物があったこと考えられる。掘立柱

建物には1間×1間のものと1間×2間のものの2種があり、前者は竪穴住居または平地

住居、後者は高床倉庫を想定している。柱穴の掘り方は方形で、底面に礎板を敷くものが

大半である。礎板には建築材のほか田下駄、鍬身等の農具も転用されている。1間×2間

の掘立柱建物は大半が南北棟建物で、限定された建物配置のなかで建て替えが行われてお

り、10区C48グリッド、11区D53グリッドでは4回に及ぶ建て替えが認められた。また、

建て替えに際しては同一場所で建物規模を縮小または拡張して建て替える例も認められた。

掘立柱建物は伴出遺物がほとんどないため時期を明確にすることは難しいが、1間×1間

の掘立柱建物のなかには前述の区画溝に対応した配置をとるものがあり、これらは弥生時

代後期に比定できよう。1間×2間の掘立柱建物については弥生時代後期の溝と切り合う

ものも多く、大半は古墳時代前期に位置付けてよいと考えている。

出土遺物は弥生土器、古式土師器の土器類をはじめとして木製品、石製品が大量に出土

したほか、鉄器・青銅器の金属製晶もまとまった量が出土しており注目される。

弥生土器では前述したように2号方形周溝墓の西辺周溝から有東式土器の一括資料が出

土している。また、12区で検出した微高地西端を流れる旧河道から出土した有東式土器の

絵画土器　細頸壷にはシカと思われるものが箆措きされており、県内では数少ない絵画土器の資料で
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ある。この旧河道からは、長野県の恒河Ⅱ式に比定される聾や庄内式に比定されるタタキ　搬入土器

聾等も出土しており、他地域から搬入された可能性が強い。

木製品は旧河川SR12601や区画溝から多量に出土している。種類も農具・工具などの生　木　製　品

産用具、容器などの生活用具をはじめ建築材、杭材など多岐に渡っており、用途不明のも

のも多い。8区で検出した弥生時代後期の溝SD8617からは組み合わせ式高塚の完形晶が出

土した。

石製品では扁平片刃石斧、柱状片刃石斧、太型蛤刃石斧等の磨製石斧類が製品・未製品　石　製　晶

あわせて600点以上出土している。磨製石斧類のうち半数以上は扁平片刃石斧が占めている。

また砥石・敲石等の石製工具類や石材の原石・剥片も多量に出土しており、川合遺跡で磨

製石斧類の製作が行われていたことは確実である。このほかに石製晶で注目されるものに、

管玉未製品を主体とした玉作り関係資料がある。管玉以外のものとしては紡錘車形石製晶

未製品や鉄形石製晶未製品等が出土している。すべて10区Ⅹ層包含層中からの出土であり、

工房跡等の遺構は未検出である。出土がⅩ層最上部に限られることから古墳時代前期のも

のと考えている。

金属製晶では板状鉄斧8点、鎌身1点等の鉄器と鋼鉄8点、銅環5点等の青銅器が出土　金属製品

している。これら金属製晶は包含層からの出土であるため所属時期を明確にすることはで

きないが、出土状況等から判断して弥生時代後期に属する可能性が高い。

2．主要遺構

A．掘立柱建物 掘立柱建物

各調査区全域にわたって数百の柱穴を検出している。その形状もさまざまであり、検出

面が最終面であったこともあり、すべての柱穴についてその詳細を述べることはできない

が、これらの柱穴のかなりの部分に礎板及び柱根が確認できたこともあり、これらを中心

にして建物の検討を行なった。礎板を持つ柱穴の数は6・7区で9、8区で65（内、複数枚　礎板をもつ

の礎板を持つもの19）、10区で95（内、複数枚の礎板をもつもの30）、11区で85（内、複数

枚の礎板を持つもの44）の柱穴が確認され、総数で254ということである。また、礎板と認

定した木製品の数は6・7区で10点、8区で81点、10区で180点、11区で203点で、総数474

点である。各調査区でバラツキがあるが、これらの柱穴を含む建物の立地等については、

改めて節を変え述べることとして、これら大量に検出された柱穴群を検討した結果につい

柱　　　穴

て述べていくことにする。

前述したように礎板を持つ柱穴の総数が254を数えることからも、この第7遺構面にはか

なりの建物群の存在が考えられ、現地調査及び整理作業の中で掘立柱建物の認定作業を行

なってきた。

検討した掘立柱建物は各調査区から検出しており、6・7区で5棟、8区で2棟、10区で

21棟、11区で17棟の合わせて45棟の掘立柱建物を確認している。この内、1間×1間の建

物が10棟、梁行1間、桁行2間の1間×2間建物が33棟、梁行、桁行ともに2間の2間×

2間建物と思われるものが1棟である。この2間×2間の建物は柱穴などから検討すると

若干の検討を必要とするが、これについては後述する。

掘立柱建物は各調査区にまたがって検出されたが、同一調査面ということから東から形　建物の呼称

態に関わらず任意に1号掘立柱建物、2号掘立柱建物と呼ぶこととし、現地調査で付けた

遺構番号（SH6801など）を並記している。また、柱穴番号については、長軸（桁方向）　柱穴番号

が南北に向いている南北棟は、北東隅（右上）から時計回りにPl、P2と付け、東西棟は
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第16表1間×1間掘立柱建物一覧表

建物 遺構番号
桁 行 梁 行 面 積 ‘桁梁比率 主事由方向 検出画 畳 数

番号 （m ） （m ） （最） 桁／梁 標 高 （枚）

1 S H 6802 2 ．88 2．88 8．3 1．00 N －280－E 6．58 5．0畳

2 S H 6白01 ’ 2．88 2．52 7．3 1．14 N －900－W 6．68 4．4畳

13 S H lO6 13 2．34 2．34 5．5 1．00 N －270－W 6．16 3．3畳

15 S H lO6 17 2．25 2．25 5．1 1．00 N －200－W 6．14 3 ．1畳

21 S H lO606 2 ．25 2．16 4．9 1．04 N －900－E 6．07 2 ．9畳

24 S H lO6 18 2 ．79 2．43 6．8 1．15 N －400－W 6．05 41：1畳

29 S H 11601 3 ．24 2．61 8．5 1．24 N －120－E 5．う1・ 5．1畳

36 S H 116 13 3 ．87 3．51 13．6 1．10 N －100－W 占．26 8 ．2畳

37 S 臼116 14 4 ．05 3．78 15．3 1．07 N －760－E 5．46 9．3畳

38 S H 116 17 3 ．69 2．97 11．0 1．24 N －140－W ‾ 5．30 6．6皇

45 S H lO621 2 ．64 2．42． 6．4 1．09 N －80－W 6．28 3．9畳

北西隅（左上）から同じく時計回りに柱穴番号を付けた。なお、45号掘立柱建物について

は、最終検討中に新たに掘立柱建物と認定したため、他の掘立柱建物との混乱をさけるた

め調査区中央ではあるが番号を訂正せず、最終番号を付けることにした。

柱　穴　表　　各掘立柱建物の説明の最後に柱穴表を付けている。深さは遺構検出面から柱穴底部まで

の数値である。さらに各柱間の礎板のレベルの高低を確認するため、底部標高及び礎板面

標高を測定した数値を示している。さらに長軸方向に対する礎板方向と柱穴内での礎板の

位置についても着目して一覧表とした。

1間×1間の
掘立柱建物
1号掘封主建物
S H6802
平面形、規模

主軸方位

2号掘立柱建物

S H6801

平面形、甥模

（1）1間×1間の掘立柱建物

1号掘立柱建物SH6802（第38図、写真図版20－2）

E・F36グリッドに位置する。建物平面は南北軸、東西軸ともに2．88mでほぼ正方形を呈

し、柱穴内の面積は約8．3I茸を測る。主軸方位（南北方位）はN280Eである。単独の建物

で溝状遺構及び不明遺構と切り合い関係にある。ともに新しい。柱穴はP3以外はほぼ同規

模のものである。P3は他の柱穴よりやや深い標高を示しているが、現地調査での掘り方に

ょっても多少の差はあるので、1間×1間の掘立柱建物と認定した。P2では礎板と思われ

る板材が1点検出されている。1号掘立柱建物のみ6・7区調査区でやや離れたところに立

地している。

2号掘立柱建物SH6801（第38図、写真図版20－1・3・4）

B39・40、C39・40グリッドに位置する。建物平面は東西軸2．88m、南北軸2．52mの長方

形を呈する南北棟で、面積は約7．3I茸を測る。主軸方位（東西方位）はN900Wである。単

主軸方位　独の建物でP4はSD6826によって切られており、検出できなかった。柱穴はPlがやや扁

平の楕円形を呈しているが、P2、P3はほぼ同形である。いずれの柱穴からも礎板を検出

13号掘宜柱建物
している。礎板の標高差は10cm程度である。P2、P3の礎板は形状がよく似ている。

SHlO613　13号掘立柱建物SHlO613（第39図、写真図版80）

平面形、規模　　C47グリッドに位置する。建物平面は南北軸2．34m、東西軸2．34mの正方形を呈する南北

主軸方位　棟で、面積は5．5I茸を測る。主軸方位（南北方向）はN270Wである。柱穴は4つ検出して

いる。Plがやや変形の隅丸方形でP2、P3は円形、P4は形状がはっきりしないが隅丸方

形状である。礎板は各1枚ずつ検出している。ともにある程度の厚みを持った板材である。
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第38図1号・2号掘立柱建物実測図
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柱穴の規模に比べ礎板が小振りであるため、柱穴内で前後左右に振れている。礎板の標高

は6．06m～5．92mとやや段差がある。

15号掘瑚物　15号掘立柱建物SHlO617（第39図、写真図版79－1・2）

茎品？㌫　C48グリッドに位置する。建物平面は南北軸2．25m、東西軸2．25mの正方形を呈する南北

主軸方位　棟で、面積は5．1I茸と13号掘立柱建物に近似している。主軸方位（南北方向）はN200Wで

ある。柱穴は4つ検出されている。P2はトレンチによって切られているが、他は同規模の

隅丸方形の柱穴である。礎板は4枚痍出されている。柱穴内でやや左右に振れているが、

主軸に平行して敷かれている。礎板標高はP3が6．00mとやや高いが他のP3、P4は5・88m

前後と安定している。P2、P3の礎板とも、3cm程度の厚さを持ち、加工痕が入った板材

21号掘立柱建物
SHlO606
平面形、規模

一番小さい規模

主　軸　方位

24号掘立柱建物
SH10608
平面形、規模

主軸方位

礎板の方向

29号掘立柱建物
SH11611
平面形、規模

主軸方位

面白い特徴

桂根の痕跡

である。

21号掘立柱建物SHlO606（第39図、写真図版76－1）

D49グリッドに位置する。建物平面は東西軸2．25m、南北軸2．16mのほぼ正方形に近い

東西棟で、面積は4．9I茸と、検出された1間×1間の建物中で一番小さい規模である。主事由

方位（東西方向）はN900W（E）である。柱穴の規模はP4を除き、ほぼ同規模の円形

を呈し、礎板を外した底部標高もP3がやや高い他は5．78m～5．80mとよく似ている。礎板

はP3以外の柱穴から1枚ずつ検出されている。この3枚の礎板も長さ34cm～41cm、幅14cm～

17cmと同一固体ではないがよく似た大きさである。礎板標高は5．82m～5．81mと同じであ

る。P3は礎板が検出されていないが、柱穴の外、柱穴にかかる感じで礎板状の板材が検出

されている。南北軸の軸線上に乗っている。

24号掘立柱建物SH10618（第39図、写真図版74－3）

C・D49グリッドに位置する。建物平面は南北軸2．79m、東西軸2．43mの正方形に近い長

方形を呈する南北棟で、面積は6．8I茸を測る。主軸方位（南北方向）はN400Wである。柱

穴は4つの1間×1間建物であるが、柱穴の形状は、規模も主軸に対する方向もバラツキ

がある。礎板の標高と柱穴間のつながりで建物と認定した。P4がやや他の3つの柱穴と比

較して標高、柱穴の形状などで差が認められる。礎板は全部で5枚であり、各柱穴で検出

されている。Pl～P3まではほぼ同標高である。P4の場合は下層の溝状遺構の影響を受

けている可能性がある。礎板の方向はいずれも主軸にほぼ平行である。

29号掘立柱建物SH11611（第41図、写真図版7ト1・3）

D52グリッドに位置する。建物平面は南北軸3．24m、東西軸2．61mの長方形を呈する南

北棟で、面積は8．5最を測る。主軸方位（南北方向）はN120Eである。柱穴はやや大きめ

の円形及び隅丸方形である。底部の標高差は10cm。P2は28号掘立柱建物のP2によって切

られているため、形状ははっきりしていない。礎板は全部で12枚検出されている。この建

物の礎板にはひとつ面白い特徴を持っている。1間×1間の建物として認定する時に、礎

板の位置で検討しているのであるが、この29号掘立柱建物の場合は柱穴の中に礎板が2列

並んでいるのである。西側にあたる礎板が2枚ずつ重なり、また東側にあたる礎板は西側

よりレベルが低く1枚ずつになっている（P4の場合は西側の礎板の内上側が主軸に対して

直交してしまっているが）。P4では東側にあたる部分に柱根の痕跡が掘り方として残って

いる。これらのことは何を意味しているのであろうか。ひとつには西側の主柱に対する副

副　　柱　柱として東側の礎板が機能していたと考えられること。もうひとつはこれら4つの柱穴を

まったく利用して、東側の礎坂上に新たに（または先に）別の建物が構築されていたと考

鍬　　身　えられることである。後者は少し無理があると思われるが。P2の礎板のひとつに鍬身が使
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用されていた。

36号掘立柱建物SH11613（第40図、写真図版65－2～4） 36号掘立柱建物
SH11613

C54グリッドに位置する。建物平面は南北軸3．87m、東西軸3．51mの長方形を呈する南北　平面形、規模

棟で、面積は13．6ITfを測る。主軸方位（南北方向）はNlOOWである。Pl、P3、P4の　主軸方位

3つの柱穴で37号掘立柱建物と切り合う。36号掘立柱建物の方が新しい。柱穴はほぼ同規

模である。礎板は全部で10枚である。Plの礎板は1枚が横に割れている。礎板の方向は主

軸に対して平行になっている。標高が一番高い礎板だけが、一枚である。礎板の枚数は上

屋との関係を調節するためのものであろうか。

上屋との

関係の調節

37号掘立柱建物SH11614（第40図、写真図版虹2）　　　　　　　　　雲票禦雪
C54グリッドに位置する。建物平面は南北軸3．78m、東西軸4．05mの長方形を呈する東西　平面形、頬模

棟で、面積は15．3I茸を測る。主軸方位（東西方向）はN760Eである。Pl、P3、P4で　主軸方位

36号掘立柱建物の柱穴及び38号掘立柱建物のP3と切り合う。38号掘立柱建物との新旧関係

は不明である。Pl、P2はほぼ同規模の隅丸方形でP3はやや大きいが形状は似ている。

礎板は各柱穴に1枚ずつ検出されている。Pl、P4は縦に割れている。礎板標高の段差は

10cmとなっておりほぼ安定した状態である。

38号掘立柱建物SH11617（第41図、写真図版64）　　　　　　　　　空曹習豊
C、D54グリッドに位置する。建物平面は南北軸3．69m、東西軸2．97mの長方形を呈す　平面形、規模

る南北棟で、面積は11．OI茸を測る。主軸方位（南北方向）はN140Wである。4つの柱穴　主軸方位

の内、Pl、P3、P4は他の柱穴及び溝と切り合っている。P3は37号掘立柱建物P3と切

り合っているが、新旧は不明である。柱穴の形状も規則性はなく不揃いである。礎板はPl

を除き検出されている。P2、P4の礎板は主軸方向に対して直交している。P3の場合、

礎板状の板材の方向がばらばらであるので、何ともいえないが直交するものが1枚ある。

礎板の標高は段差が9cmである。

45号掘立柱建物SHlO621（第41図） 45号掘立柱建物
SHlO621

D48グリッドに位置する。建物平面は南北軸2．64m、東西軸2．42mの正方形に近い長方　平面形、規模

形で、面積は6．4I茸を測る。主軸方位（南北方向）はN7．50Wである。柱穴の形状は小型　主軸方位

の楕円形で検出面からの深さは40～60cmである。礎板は全部で6枚検出されている。P3だ

け礎板が未検出である。礎板の方向は主軸に対して特に目立った特徴はない。礎板の標高

は5．83m～5．79mと4cmしかない。この建物は現地調査及び整理作業の段階でも認定して

なく、原稿を執筆中に気が付いたものであるため、番号が最終になっている。

（2）1間×2間の掘立柱建物

3号掘立柱建物SH6804（第42図、写真図版20－1）

C40グリッドに位置する。建物平面は東西軸3．33m、南北軸2．88mの長方形を呈する東西

掘立柱建物で、面積は約9．6ITfを測る。主軸方位（東西方向）はN790Eである。P4～P

6はSX6832と切りあい関係にある。このSX6832は性格不明の遺構であるが、方形周溝墓

の溝のひとつの可能性もあり、時期としては弥生中期頃と考えられ3号掘立柱建物はこれ

を切って建てられている。Pl、P3ともに他の柱穴と切り合いにあるが、いずれも新しい。

P4からは礎板が1枚検出されている。長軸方向（桁行）に平行し、やや柱穴の北側に位置

する。いずれの柱穴も楕円形もしくは円形としているが、一定の規則性を持っている感じ

ではない。柱穴の標高からみると、P2が6．62m、P4が6．42mと20cmの差がありゃや段差

があるようにも思われる。
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1間×2間の
掘立柱建物

3号掘虫主建物
S H6804
平面形、規模

主軸方位
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第17表1間×1間掘立柱建物柱穴表1
1号掘立柱建物SH6802

No．
規模 （cm ）

平面形状
深さ
（cm ）

底部の標高

（m ）

礎板の標高
（m ）
礎板

1（枚）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1 56 5 6 円形 9 6．44

2 60 4 8 楕円形 11 6．44 6．44 1 平行 中央

3 100 56 楕円形 15 6 ．36

4 （68） （52） 楕円癖 28 6 ．43 1

2号掘立建物SH6801

No．
規模（皿）

平面形状
深さ
（cm ）
底部の標高
（m ）

礎板の標高

（m ）

礎板

（枚）

礎板の方向

（長軸 に）．
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1 40 28 楕円形 4 6 ．62 6．66 1 平行

2 40 40 円形 16 6 ．52 6．55 1 平行

3 40 36 円形 5 6 ．64 6．66 2 平行

4 （未検出）

13号掘立柱建物SHlO613

No．
規模 （cm ）

，平面形状
深さ
（cm）

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）

礎板
（枚）
礎板の方向
（長軸に）

礎板の位置 柱根
長軸 短事由

1 63 49 隅丸方形 9 5．94 5．99 1 平行 北東

2 60 60 円形 37 5．88 5．92 1 平行 東

3 74 71 円形 19 5．98 6．00 1 平行 西

4 （ ） 40 隅丸方形 （5．99） 6．06 1 直交

15号掘立柱建物SHlO617

N o．
規模 （qm ）

平面形状
深さ

（cm）

底部の標高

（m ）

礎板の標高
（m ）
礎板
（枚）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1 68 48 隅丸方形 30 5．97

2 79 （39） 隅丸方形 7 6．00 6．00 1 平行 北東

3 75 46 隅丸方形 24 5．8 6 5．87 1 平行 西

4 73 48 隅丸方形 24 5．88 5．88 1 平行

21号掘立柱建物SHlO606

No．
規模 （cm ）

平面形状
深さ
（cm）
底部の標高
（m ）

礎板の標高

（m ）

．礎板

（枚）

礎板の方向

‘（長軸に）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1 45 40 円形 21 5．80 5．82 1 直交 ・

2 44 40 円形 27 5．80 5．82 1 直交

3 43 43 円形 21 5．98

4 60 48 楕円形 22 5．78 5．81 1 平行 西
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第18表1間×1間掘立柱建物柱穴表2
24号掘立柱建物SHlO618

No．
規模 （cm）

平面形状
深さ
（cm）
底部の標高
（m ）
礎板の標高
（m ）
礎板
（枚）
礎板の方向
（長軸に）

礎板の位置 柱根
長軸 短軸

1 58 54 隅丸方形 30 5．79 5．77 1 平行 東

2 68 43 隅丸方形 34 5．77 5．77 1 斜め

3 73 45 隅丸方形 35 5．72 5．72 1 ‘斜め

4 50 35 隅丸方形 39 ．5．55 5 ．57 1 斜め

29号掘立柱建物SH11601

No．
規模 （cm）

平面形状
深さ
（cm）

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）
礎板
（枚）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1 71 66 隅丸方形 19 5．11 5．20 3 斜め 西

2 80 56 隅丸方形 13 5．08 5．18 2 斜め 西

3 77 71 円形 31 5．01 5．12 3 平行 西

4 89 83 円形 36 5．03 5．22 3 直交 西

36号掘立柱建物SH11613

No．
規模 （cm）

平面形状
深さ

・（cm）

底部の標高
（m ）
礎板の標高
（m ）
礎板
（枚）
礎板の方向
（長軸に）

礎板の位置 柱根
長軸 短軸

1 70 67 隅丸方形 47 4 ．82 5．17 5 平行 西

2 87 77 隅丸方形 3 1 5．10 5．21 2 平行 r西

3 77 77 隅丸方形 7 4．94 5．19 3 平行 東

4 67 67 隅丸方形 29 5．05 5．27 5 平行 東

37号掘立柱建物SH11614

No．
規模 （cm）

平面形状
深さ
（cm ）・

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）

礎板

（枚）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1 68 42 隅丸方形 8 5．93 5 ．19 2 平行

2 63 43 隅丸方形 12 5．22 5．27 1 平行 西

3 73 57 隅丸方形 7 5．21 1 平行 東

4 礎板のみ 5．17 1 平行 西

38号掘立柱建物SH11617

N o．
規模 （cm）

平面形状
深さ
（cm）

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）

礎板

（枚）

礎板の方向

（長軸 に）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1 100 67 隅丸方形 40 5．09

2 50 43 円形 11 5．07 5．11 2 直交

3 62 57 隅丸方形 14 5．11 3 直交

4 95 73 隅丸方形 24 5．04 5．2 0 1 直交
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第19表1間×1間掘立柱建物柱穴表3
45号掘立柱建物SHlO621

No．
規模（cm ）

平面形状
深さ
（cm）

底部の標高
（m ）

礎板の標高
（m ）

礎板
（枚）
礎板の方向
（長軸に）

礎板の位置 柱根
長事由 短軸

1 36 34 楕 円形 60 5．77 5 ．79 1 斜め 中央

2 52 30 楕 円形 50 5．80 5 ．82 1 平行 中央

3 44 30 楕 円形 40 5．85

4 34 30 楕 円形 40 5．79 5 ．83 4 斜め 中央

第20表1間×2間掘立柱建物一覧表

建物 遺構 番号 桁 行
（m ）

梁 行
（m ）

面 積 桁瀞比双 主軸 方向 検 出画 畳 数

番号 貝
（最）

芥　　 十
桁／梁 標高 （枚）

3 S H 6804 3 ．33 2 ．88 9 ．6 1 ．16 N －790－E 6 ．67 5 ．8畳

4 S H 6803 3 ．33 2 ．16 7 ．2 1．54 N －880－E 6 ．54 4 ．4畳

5 S H 6805 3 ．06 N －450－E 6 ．86

6 S H 8602 3 ．，60 2 ．97 10 ．7 1．2 1 N －230－W 6 ．20 6 ．5畳

7 S H 8601 2 ．61 2 ．34 6 ．1 1 ．12 N －120－W 6 ．22 3 ．7畳

8 S H lO602 5 ．49 4 ．14 22 ．7 1 ．33 N －800－E 6 ．21 13 ．8畳

9 S H lO603 4 ．05 2 ．88 11 ．7 1．41 N －130－W 6 ．22 7 ．1畳

10 S H 1－0604 4 ．23 2 ．52 10 ．7 1．68 N －90－W 6 ．15 6 ．5畳

11 S H lO615 3 ．60 2 ．79 10 ．0 1．29 N －230－W 6 ．2 1 6 ．1畳

12 S H lO614 3 ．24 2 ．88 9 ．3 1．13 N －110－W 6 ．13 5 ．7畳

14 S H lO616 3 ．51 3 ．15 11 ．1 1．11 N －130－W 6 ．2 1 6 ．7畳

16 S H lO620 4 ．14 3 ．33 13 ．8 1．24 N －280－W 6 ．08 8 ．4畳

17 S H lO60 1 3 ．87 3 ．42 13 ．2 1．13 N －0 6．13 8 ．0畳

18 S H lO6 10 3 ．69 3 ．33 12 ．3 1．11 N －250－W 5．99 7 ．4畳

19 S H lO6 11 4 ．77 2 ．43 11 ．6 1．96 N －300－W 5．96 7 ．0畳

20 S H lO609 3 ．60 3．33 12 ．0 1．08 N －200－W 5．90 7 ．3畳

22 S H lO605 2 ．79 2．70 7 ．5 1．03 N －30－W 6 ．06 4 ．6畳

23 S H lO612 3 ．51 2 ．79 9．8 1．26 N －240－W ・6 ．05 5 ．9畳

25 S H lO 1619 2 ．5‘2 1．53 3 ．90 1．65 N －180－W 6．06 2 ．3畳

26 S H lO607 4 ．32 3 ．24 14 ．0 1．33 N －130－W 5．79 8 ．5畳

27 S H lO608 3 ．24 2 ．97 9．6 1 ．09 N －80－W 5．76 5 ．8畳

28 S H 11611 2 ．97 2 ．70 8．0 1 ．10 N －40－W 5 ．33 4 ．9畳

30 S H 11608 4 ．05 3 ．51 14．2 1 ．15 N －20－E 5 ．22 8 ．6畳

31 S H 11607 3 ．24 2 ．70 8 ．7 1 ．20 N －20－E 5 ．17 5 ．3畳

32 S H 11610 3 ．42 2 ．61 8 ．9 1．31 N －60－E 5 ．22 5 ．4畳

33 S H 11609 3 ．24 2 ．70 8 ．7 1 ．2 N －20－E 5 ．22 5 ．3畳

34 S H 11612 3．5 1 2 ．70 9 ．5 1 ．30 N －70－W 5 ．18 5 ．7畳

35 S H 11606 2．88 2 ．43 7 ．0 1 ．19 N －50－W 5 ．16 4 ．2畳

40 S H 11616 2 ．88 N －380－W 5 ．31

41 S H 11605 3 ．96 3 ．60 14 ．3 1 ．10 N －260－W 5 ．25 8 ．6畳

42 S H 11603 2 ．79 2 ．70 7 ．5 1 ．03 N －310－W 5 ．23 4 ．6畳

43 S H 11602 3 ．15 2 ．52 7 ．9 1 ．25 N －750－E 5 ．13 4 ．8畳

44 S H 11602 3 ．24 2 ．34 7 ．6 1 ．38 N －240－W 5 ．16 4 ．6畳

39 S H 11615 2 ．97 2 ．61 7 ．8 1 ．14 N －120－W 5 ．49 4 ．7畳
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4号掘直柱建物
S H6803
平面形、規模

主軸方位

5号掘立柱建物
S H6805
平面形、規模

主軸方位

4号掘立柱建物SH6803（第42図、写真図版20－1）

B40グリッドに位置する。建物平面は東西軸3．33m、南北軸2．16mの長方形を呈する東

西棟で、面積は約7．2I運を測る。主軸方位（東西方向）はN920Wである。6つの柱穴、い

ずれも切り合い関係はなく、また礎板も検出していない。各柱穴の形状はこれもまた不規

則であり、標高も一定のレベルに留まっていない。P2が他の柱穴に比べ10cm以上の差で高

くなっている。

5号掘立柱建物SH6805（第43図、写真図版2ト1）

C39、C40グリッドに位置する。建物平面は南北軸（長軸方向）3．06mの長方形を呈す

る南北棟である。梁行方向は調査区外になるので不明である。主軸方位（南北方向）はN

450Eである。柱穴は3つ確認しているが、Pl、P3が隅丸方形に近い形であるが、P2は

不定形であり、特に規則性はなく、またPlとP2間の標高差は約14cmとやや段差がある。

PlとP3は形状、柱穴規格、標高も近い数値を示している。

6号掘朝主建物　　6号掘立柱建物SH8602（第43図、写真図版32－1）

茎芸諺、6品　E42グリッドに位置する。建物平面は南北軸．60m、東西事由2．97mの長方形を呈する南北

主軸方位　棟で、面積は約10．7nfを測る。主軸方位（南北方向），はN230Wである。他の建物との切

り合い関係はないが、P3がP8627と切り合いP27の方が新しい。P2・P5はトレンチで

一部切断されている。柱穴の形状はPl～P4がよく似ている。いずれも隅丸方形でPl～

P3は柱穴方向も主事由方位にほぼ平行している。P4は主軸に対して900振れる、直交する形

になっている。P6はやや他の柱穴より大きめで楕円形を呈している。いずれの柱穴にも礎

板が検出されている。総数8枚である。礎板の方向はP4とP6に多少のずれはあるが主軸

方に平行している。主たる礎板の形状はこれもまたよく似ている。各柱穴にスッポリ納ま

る形状である。P3とP4の礎板は観察の結果、同一個体と思われる。礎板については『川

合遺跡　遺物編3』で改めて述べる予定でいるが、ひとつの掘立柱建物の柱穴で同一個体

の礎板が何組みか見られることなどが特徴としてみられる。この6号掘立柱建物の場合が

顕著な例である。P2～P6で検出された5枚の礎板は厚さも3cm前後で、ほぼ同様の手斧

痕が見られる有孔板材でありおそらくは建築材の転用だと思われる。礎板の標高を比較す

角材状の礎板　ると6．05～5．97mの間（8cm）にある。また、P4は主たる礎板の下に2本の角材状の礎板

が主礎板の両端の下にかかるように置かれていた。主礎板の高さ調節をするものであろう

か。このような柱穴の例は隣の10・11区でも同様に検出されている。これら礎板と建物の関

係、立地関係については別章で詳しく報告する。

7号掘封主建物　　7号掘立柱建物SH8601（第44図、写真図版32－1）

茎混、6品　E42グリッドに位置する。建物平面は南北軸2．61m、東西軸2．34mの長方形を呈する南北

主軸方位　棟で、面積は6．1I茸を測る。主軸方位（南北方向）はN120Wである。6つの柱穴の内、P

l、P4、P6の3つはトレンチ及び溝状遺構によって切られている。P5はP86012及びSD

8611と切り合い、P5が新しい。柱穴の形状はPl、P3、P6が隅丸方形で他は円形である。

P4、P5はほぼ同規模であるが、いずれの柱穴間ではあまり類似性はない。礎板はすべて

の柱穴で確認され、全部で10枚検出されている。Pl～P3は1枚ずつ、P4～P6は複数枚

である。後者の枚数が多いのは切り合い関係にある他の遺構の影響も考えられる。これも

また後述する。6号掘立柱建物の礎板のような共通性はあまり見られない。礎板間の標高

差は18cmである。各礎板は柱穴の中の位置が異なっている。右寄りのものもあれば、左寄

りものもある。これは検出された柱穴が決して柱の規模を示すものではないことの一例と
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3号掘立社建物
SH6804

4号掘立柱建物
SH6803



5号掘立柱建物
SH6805

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

6号掘立柱建物
SH8602
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第43図　5号・6号掘立柱建物実測図
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8号掘立柱建物
SHlO602
平面形、顆模

最大の建物

主軸方位

井桁状の礎板

9号掘二軸主建物
SHlO603
平面形、規模

主軸方位

10号胞立柱建物
SHlO604
平面形、規模

もなり、また掘立柱建物を構築する際に各柱をそれぞれ礎板と共に桁行及び梁行方向に合

わせて調節していったことを示しているものと思われる。礎板の方向はP6だけが主軸方向

に直交している。

8号掘立柱建物SHlO602（第45図、写真図版82－2～4）

D48グリッドに位置する。建物平面は東西軸5．49m、南北軸4．14mの長方形を呈する。

認定した45棟中最大の建物である。掘立柱建物としてはかなり大型の東西棟で、面積は約

22．7I茸を測る。主軸方位（東西方向）はN800Eである。調査区東端にあたるため、1間×

2間の建物として認定したが、建物の規模を考えると、1間×複数間の建物の可能性もあ

る。柱穴は5個検出されている。P3にあたるものは調査区外になり未確認である。いずれ

の柱穴も長軸方向が1．2m前後（P2、4は排水溝に切られているため全長は未確認）で、

短軸（幅）方向が0．9m前後を測り、隅丸方形を呈している。P6を除きかなりの類似性を

持った柱穴をもつ建物である。柱穴の形状を見るとP4を除き、主軸方向に平行に掘削され

ている。梁間もほぼ等間隔で掘削されている。礎板を外した柱穴の底標高をみるとP6が5・75m

とやや低いが他の4つの柱穴は5．80～5．85m間にある。柱穴から確認できる他の掘立柱建

物との関係を見ると、9号掘立柱建物、10号掘立柱建物と切り合い関係にある。各建物の

柱穴を確認すると8号掘立柱建物Plと10号掘立柱建物Plが切り合い、10号掘立柱建物の

方が新しくまた、9号掘立柱建物のP6と10号掘立柱建物P5が切り合い、9号掘立柱建物

の方が新しいことから8号掘立柱建物がいちばん古く、9号掘立柱建物がいちばん新しい

建物になる。礎板は各柱穴で検出され全部で17枚になる。すべての柱穴で複数枚の礎板が

敷かれているが、8区6号掘立柱建物でも触れたように細長い板及び角材が井桁状に組み

合わされているのが特徴的である。井桁といっても厳密にはカタカナの「キ」のような形

状で「キ」の縦画の部分にあたる礎板が一番上になっている。6号掘立柱建物のように主

たる礎板がひとつも検出されていない。8号掘立柱建物を解体し（もしくは倒壊）10号ま

たは9号掘立柱建物を建てる時に主礎板だけ引き抜いたのであろうか。「キ」の枠の上に主

礎板が乗ったとすると安定感を欠くように思われるし、柱穴の掘り方に比べかなり貧弱な

感を抱かされる。また、柱を引き抜いた痕跡も見られず、不思議な形状の礎板群である。

礎板の方向をみると、一番上の方向はいずれも主軸方向に対して直交している。柱穴内の

礎板の位置はP1、2が西寄りに、P5、P6が東寄りに置かれている。このため、礎坂上

に柱を建てた場合、底部ではやや歪んだ形になってしまう。礎板の標高は6・02m～5・87m

の間で15cmの差であるがこのまま柱が乗ったとも考えにくい。

9号掘立柱建物SHlO603（第44図、写真図版81－3）

D46グリッドに位置する。建物平面は南北軸4．05m、東西軸2．88mの長方形を呈し面積

は11．7I茸を測る。主軸方位（南北方向）はN130Wである。1間×2間の建物と認定した

が、排水溝、SD10601に切られ、柱穴は4つしか検出されていない。P4はSDlO601内で

検出した礎板のみである。残りのいずれの柱穴も隅丸方形で長軸方向が建物の主軸と平行

している。礎板は各柱穴で検出されており、P2、P6は厚みのあるかなりしっかりした板

材が礎板として使用されている。柱穴底部及び礎板の標高とも15cm前後の若干の段差があ

る。礎板の方向は主軸に平行、柱穴内の位置も柱穴の規模にちょうど納まる程度なので多

少のずれがある程度である。

10号掘立柱建物SHlO604（第45図、写真図版82－1）

D46グリッドに位置する。建物平面は東西軸4．23m、南北軸2．52mの長方形を呈する東
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18号掘立柱建物
SHlO604



11号掘立柱建物
SHlO615
平面形、甥模

主軸方位

12号掘立柱建物
SHlO614
平面形、規模

主軸方位

14号掘立柱建物
SHlO616

平面形、頼模

主軸方位

16号掘立柱建物
SHlO620
平面形、規模

主軸方位

桂　　　根

西棟で、面積は10．7最を測る。柱穴は5つ確認している。P2はSDlO607と切り合い、プ

ランが確認できていない。P3は排水溝内で未確認である。P5もSP10645（9号掘立柱建

物のP6）と切り合っている。P5が切られているので、9号掘立柱建物の方が新しい建物

と判断した。各柱穴の形状をみると、Plは円形、P4、P5、P6は隅丸方形である。ただ

し、P6は隅丸正方形とも円形ともみることができる。礎板は全部で12枚検出されている。

南側のP4、P5、P6に4枚、3枚、3枚と複数枚、それもしっかりした礎板が使用され

ていた。各礎板の標高は6．10m～6．04mとかなり安定したレベルになっている。礎板方向

は規則性は認められないが、南側の3つと北側の2つの柱穴でやや違いがあるように思わ

れる。

11号掘立柱建物SHlO615（第46図、写真図版81－2）

C46、47グリッドに位置する。建物平面は南北軸3．60m、東西軸2．79mの長方形を呈する

南北棟で、面積は10．OI茸を測る。主軸方位（南北方向）はN230Wである。柱穴は4つ検

出している。Plは12号掘立柱建物Plと共有している。P2も12号掘立柱建物P2に切られ

ている。P6も12号掘立柱建物P6に切られている。また、12号掘立柱建物P5も13号掘立

柱建物P3に切られていることから、11号掘立柱建物が3つの建物群の中で一番古いものに

なる。P3は調査区外、P4はSXlO607の覆土と判別できず、検出した礎板で判断した。検

出された柱穴の形状はいずれもほぼ同規模の隅丸方形である。礎板は主軸に平行でほぼ柱

穴の中央に納まっている。礎板標高も6．12m～6．03mの間となっている。

12号掘立柱建物SHlO614（第46図、写真図版8ト1）

C46、47グリッドに位置する。建物平面は南北軸3．24m、東西軸2．88mの長方形を呈する

南北棟で、面積は9．3I運を測る。主軸方位（南北方向）はNllOWである。柱穴は6つ検出

されている。Plは前述したように11号掘立柱建物Plと共有する。形状はPl、P3、P5、

P6がやや変形の隅丸方形で、P2が楕円形、P4が円形とバラバラであり、その方向も不規

則である。礎板は全部で10枚検出されており、Plが4枚と多くなっている。Plの礎板は

長めの礎板を1枚敷き、その上に3枚を並べて敷いている。P2は1枚の礎板が柱等の重量

によって縦に割れたものと思われる。礎板の標高は6．04m～5．97mの間にあり安定してい

る。

14号掘立柱建物SHlO616（第47図、写真図版79－1・3）

C47、48グリッドに位置する。建物平面は南北軸3．51m、東西軸3．15mの長方形を呈する

南北棟で、面積は11．1I茸を測る。主軸方位（南北方向）はN130Wである。柱穴の形状は

バラバラである。礎板は6枚検出しているが、P6の3枚は小片で礎板と認定してよいか疑

問の残るところである。対面にあたるP2とP5の礎板標高は共に5．96mとなっている。そ

れぞれ外側の穴壁に接触するように敷かれている。

16号掘立柱建物SHlO620（第49図、写真図版76－2）

D48グリッドに位置する。建物平面は南北軸（4．14m）、東西軸3．33mの長方形を呈する

南北棟で、面積は（13．2I迂）を測る。南北軸の長さはP2、P3が共に柱根を検出しており、

この柱間の長さを2倍したものとした。主事由方位（南北方向）はN280Wである。柱穴は

4つ検出している。Pl、P6が調査区の外になっている。柱穴の形状はP2がやや楕円形

に近いが残りの3つは同規模の隅丸方形である。礎板は全部で8枚検出している。いずれ

も複数枚の礎板が敷かれている。また、P2、P3、P4の3つの柱穴からは柱根も検出さ

れており、建物構築当時の様子がよくわかる。礎板（柱根と礎板の接する部分）標高はP4
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12号掘立柱建物
SH川614

11号掘立柱建物
SHlO615



23号掘立柱建物
SHlO612

14号掘立柱建物

SHlO616
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19号掘立柱建物

SHlO611



最　良　の

遺構資料

17号掘立柱建物
SH10601
平面形、規模

主軸方位

18号掘立柱建物
SHlO610
平面形、規模

主軸方位

19号掘立柱建物
SHlO611
平面形、規模

主軸方位

2時脆軸主建物
SHlO609
平面形、規模

主軸方位

が5．91mと多少高い他は、5．79m～5．71mの中に納まっている。柱根はいずれも柱穴の下

側にあり、壁に添った形で検出されている○また、複数枚の礎板もこの柱根の下に敷かれ

ており、地盤の関係の他に柱の高さ調整のために複数枚になったものとも考えられる。柱

根の様子から、必ずしも掘り方すべてが柱になるものではなく、柱自体は直径が20cm程度

のものであり、柱を穴に建て他の柱との並びの調節などを行なうために余裕を持たせて掘っ

ているものと考えるのが妥当ではないだろうか。また、礎板の方向も主軸方向に向いてお

り、この16号掘立柱建物は少なくとも川合遺跡での掘立柱建物の構築状況を判断する最良

の遺構資料のひとつであるといえる。

17号掘立柱建物SH10601（第50図、写真図版76－3）

C．D48グリッドに位置する。建物平面は南北軸3．87m、東西軸3．42mの長方形を呈する

南北棟で、面積は13．2I茸を測る。主事由方位（南北方向）は00、真北を向いている。遺構番

号にあるようにこの調査区で最初に掘立柱建物として認定したものである。柱穴の形状は

ほぼ円形に近く、底部の標高は6．06m～5．96mそれほど不安定な状態ではない。礎板は一

枚も持たない。特色のない建物である。

18号掘立柱建物SHlO610（第48図、写真図版78－2）

C48グリッドに位置する。建物平面は南北軸3．69m、東西軸3・33mの長方形を呈する南北

棟で、面積は12．3最を測る。主事由方位（南北方向）はN250Wである。19号掘立柱建物、

20号掘立柱建物と切り合い関係にある。18号掘立柱建物と19号掘立柱建物とはPl、P2で

柱穴の切り合いがあり、18号掘立柱建物の柱穴が新しい。20号掘立柱建物は直接の柱穴間

の切り合いがなく、他の2棟との新旧関係は不明である○柱穴は5個検出されている。P4

は排水溝のため、未検出である。形状はいずれも隅丸方形でPlとP3、P2とP5は比較的

よく似ている。いずれの柱穴からも礎板が検出されているo P4に相当する礎板が少し形状

が異なるが、他の5枚の礎板は大きさも似ている○礎板の標高も5・77m～5・63mでやや段

差はあるものの、ひとつの建物の柱穴として認定できうる範囲と考えるが、P4とした礎板

は形状も標高も異なり、また検出面も排水溝内とのこともあり、疑問も残る。

19号掘立柱建物SHlO611（第48図、写真図版78－3）

B．C48グリッドに位置する。建物平面は南北軸4．77m、東西軸2．43mの長方形を呈する

南北棟で、面積は約11．6I運を測る。主軸方位（南北方向）はN300Wである。柱穴は4個

検出している。Pl、P2で18号掘立柱建物と切り合うが、18号掘立柱建物が新しい。P4、

p5は排水溝及び調査区外のため、未検出である○柱穴の形状はみな隅丸方形である。礎板

は全部で3枚検出されており、いずれも1柱穴に1枚ずつである。礎板の標高も5・77m～

5．73mと安定している。柱穴内での位置は左右に触れ、どちらかの穴壁に接している。

20号掘立柱建物SH10609（第49図、写真図版78－1）

C48グリッドに位置する。建物平面は南北軸3．60m、東西事由3・33mの長方形を呈する南北

棟で、面積は約12．OI茸を測る。主軸方位（南北方向）はN200Wである。柱穴は5個検出

している。形状はPl～P5までは一応、隅丸方形状であるが、建物内での規則性は認めら

れない。P6は円形状である。他の建物群との切り合い関係は特に認められず、同場所で重

複する18～20号掘立柱建物までのうち、18号掘立柱建物が19号掘立柱建物より新しいこと

しかわからない。P4は排水溝内で未検出である。礎板は全部で19枚と多く、P3で1枚の

他は、3枚～6枚と複数枚の礎板が重ねられている。建物構築以前のものと考えられるSX

lO605やSDlO620などの上に掘削されているため、陥没を防ぐため複数枚になったものであ
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22号掘立柱建物

SHlO605
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第50図17号・22号掘立柱建物実測図
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17号掘立柱建物
SHlO601



ろうか。礎板は厚さが2～4cm以上のものもあり、かなりしっかりしたものである。Pl～

P3の東側の礎板は主軸方向に平行であるのに対して、西側のP5・P6はやや斜めであるが、

柱根を伴って検出されている。P5は長軸104cm、短軸でも76cmとかなり大型の柱穴である

が、柱根が乗っている礎板は長さ34cm、幅11．1cmと同柱穴内の他の礎板のよりも小振りの

ものである。柱根の位置も柱穴の南東壁に接触するような感じである。P6は掘り方が半分

だけしか確認されていないが、長軸、短軸とも76cmとこれも大型の柱穴である。柱根の乗

る柱穴もしっかりしたものであるが、3枚の礎板が重なりあって柱を支えているのではな

く、・柱穴内に敷きつめているような感じで検出された。柱の位置はやはり中心よりずれて

いる。柱間（梁間）は192cmである。

22号掘立柱建物SHlO605（第50図、写真図版74－1）

D49グリッドに位置する。建物平面は南北軸2．79m、東西軸2．70mのほぼ正方形に近い

桂　　　根

22号掘立柱建物
SHlO605
平面形、規模

南北棟で、面積は7．5I茸を測る。主軸方位（南北方向）はN30Wである。1間×2間の建　主軸方位

物としては、正方形に近く、また礎板をひとつも持っていない。この地域には柱穴及び柱

穴状の不明遺構が多く、建物として未認定のものもある。この22号掘立柱建物の場合、柱

穴の形状がこの周辺の柱穴の中でやや細長い隅丸方形で、柱穴間も類似したものでの組合

せを考えた。柱穴の方向も主軸に平行になっている。ただし、Pl～P3とP4～P6までの

標高に20cm程度の差がある。

23号掘立柱建物SHlO612（第47図、写真図版74－2）

C・D49グリッドに位置する。建物平面は南北軸3．51m、東西軸2．79mの長方形を呈する

23号掘立柱建物
SHlO612
平面形、規模

南北棟で、面積は9．8I茸を測る。主事由方位（南北方向）はN240Wである。24号掘立柱建物　主軸方位

と重なるが、共有する柱穴がないため新旧関係は不明である。柱穴は長軸約70cm、短軸55～

60cmのほぼ同規模であり、P3を除いて隅丸方形の形状を呈している。底部の標高は5・90m～

5．77mで、柱穴の方向も6個とも主軸方向に平行となっている。このグリッドは柱穴の数

が多い割に、礎板を検出する柱穴が少なく、建物としての認定が難しいところであり、柱

穴の方向、標高などで判断した。礎板はP3で1枚検出されている。柱穴の東隅に偏って敷

かれていた。

25号掘立柱建物SH10619（第55図、写真図版73－2）　　　　　　　　　票盟票瑠
D50グリッドに位置する。建物平面は南北軸2．52m、東西軸1．53mのやや細長い長方形　平面形、規模

を呈する南北棟で、面積は3．9I茸と1間×2間の建物中では最小規模である。主軸方位（南　主軸方位

北方向）はN180Wである。周囲の柱穴群の中から、形状、桁行、梁行方向などを検討し

て建物として認定した。柱穴はPlとP4が小さめの他は、ほぼ同規模のいずれも円形をし

ている。礎板は検出されていないが、底部の標高では5．82m～5．73mの間に納まっている。

2時掘立柱建物SHlO607（第51図、写真図版73－1）　　　　　　　　　空曹習豊
C50グリッドに位置する。建物平面は南北軸4．32m、東西軸3．24mの長方形を呈する南北　平面形、規模

棟で、面積は14．OI迂を測る。主軸方位（南北方向）はN130Wである。柱穴は旧河川、他　主軸方位

の柱穴に切られているものもあるが6個が礎板を伴って検出されている。P4がやや小さい

ほかは、大きめの隅丸方形の柱穴である。底部の標高は5．34m～5．26mとほぼ同レベルと

なっている。礎板は各柱穴に1枚ずつの6枚検出されている。Pl、P2、P3、P5の4枚

は形状の似たもので、P4、P6はやや細くなっている。また礎板の方向は6枚とも主軸方

向に平行している。礎板の標高は5．37m～5．33mとほとんど差はなく、非常に安定した条

件で建物が構築されていた可能性が高い。ただSR11602のすぐ横にあたり、地盤の影響を
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共有関係

建て直　し

27号掘立柱建物
SHlO608
平面形、甥模

主軸方位

桂　　　根

古式土師器

口緑破片

28号掘立柱建物
SH11601
平面形、規模

主軸方位

礎板の方向

30号掘劫主建物
SH11608
平面形、規模

主軸方位

多少なりとも受けているはずなのが、礎板1枚ずつで済まされているのが希有に感じられ

る。P4は27号掘立柱建物のP4とほぼ共有関係にある。礎板も2枚検出されているが、柱

穴の掘り方に若干のずれがあり、礎板は1枚ずつ別に使われていたものと思われる。26号

掘立柱建物と27号掘立柱建物の新旧関係を考えると、26号掘立柱建物の方が古く、何年か

使用したあとなんらかの理由から26号掘立柱建物を解体して27号据立柱建物に建て直して

いると考えられる。その際には26号掘立柱建物の規模を縮小して建て直していることがわ

かる。P4はこの両建物に共有されていた可能性が高く、この柱穴を軸に縮小したものであ

ろう。

27号掘立柱建物SHlO608（第51図、写真図版73－1）

C50グリッドに位置する。建物平面は南北軸3．24m、東西軸2．97mの長方形を呈する南北

棟で、面積は9．6I茸と、26号掘立柱建物の2／3程度に縮小している。南北方向に26号掘立柱

建物より3／4程度縮小している。主軸方位（南北方向）はN80Wであり、多少、26号掘立

柱建物より北よりに振れている。柱穴の形状はすべて隅丸方形で主軸に平行している。底

部の標高では約20cm程度の差が見られる。礎板はこれもまた各柱穴に1枚ずつ検出されて

いる。26号掘立柱建物に比べやや礎板の標高に差がみられる。礎板はこれも26号掘立柱建

物に比べ細く小さくなっている。方向は主軸に平行している。柱穴の規模に比べ礎板が小

振りで柱穴中央ではなくどちらかの壁に接した形で敷かれていた様子がここでも観察でき

た。P2からは柱根が検出されている。またP3からは古式土師器口緑破片が出土している。

28号掘立柱建物SH11601（第55図、写真図版7ト1）

D52グリッドに位置する。建物平面は南北軸2．97m、東西軸2．70mを呈する南北棟で、

面積は8．OI茸を測る。主軸方位（南北方向）はN40Wである。29号掘立柱建物と切り合い

関係にあり、P2が29号掘立柱建物のP2と重なるが28号掘立柱建物のほうが古い建物にな

る。柱穴はP2が29号掘立柱建物との関係で形状がはっきりしない他は、P6を除いて円形

ほぼ規模の近い形状である。P6は隅丸方形であり、長軸方向が主軸方向と直交する形の形

状の掘り方である。形状からも長軸方向からも他の柱穴と異なり、性格の違う柱穴である。

柱穴の形状が建物構築のひとつの基準となるとすると、この建物の場合、如何に考えれば

良いのであろうか。礎板の形状、桁行、梁行などの規格も問題なく、ひとつの建物として

十分に認識できるのである。礎板は全部で8枚検出されている。Pl、P2が2枚重なりあっ

ている他は、1枚ずつである。礎板の標高は5．23m～5．16mとほぼ安定した高さになって

いる。興味深いのは、礎板の方向である。四隅にあたる柱穴の礎板は主軸方向に直交し、

建物の中央にあたるP2、P5の礎板は主軸に平行しているのである。他の建物の礎板方向

を見てみると、6号掘立柱建物などのようにすべての礎板が主軸に平行している状態のも

のの方が一般的のように思われる。四隅の礎板方向が建物の主軸方位を示すものとすると、

現地調査では確認できなかったが、図版で示した方向とは異なった、900東（西）に振った

状態（方向）に建物が伸びていたことも考えられる。

30号掘立柱建物SH11608（第52図、写真図版69－2・3）

C52、53、D52、53グリッドに位置する。建物平面は南北軸4．05m、東西軸3．51mの長

方形を呈する南北棟で、面積は14．2I茸を測る。主軸方位（南北方向）はN20Eである。こ

の地域は4棟（30号～33号掘立柱建物）が重なりあっている。ほとんどの柱穴に礎板及び

柱根が存在しているため、建物の認定に苦労した。30号掘立柱建物の場合埠、四隅にあた

る柱穴の礎板がいずれも主軸方向に対して直交していることが目安になっている。柱穴は
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桂　　　根

31号掘立柱建物
SHl1607
平面形、規模

主軸方位

32号掘立柱建物
SH11610
平面形、規模

主軸方位

33号掘立柱建物
SHl1809
平面形、規模

主軸方位

5つ検出されている。Plに相当する柱穴はSD11601との切り合っており柱穴のプランが

確認できなかったが、複数枚の礎板が検出された。柱穴の形状はすべて隅丸方形である。

P2、P3、P4は主軸方向に対して直交する形で掘削されている。P5は33号掘立柱建物と

共有関係にある。P5には柱根も存在するが、これは33号掘立柱建物のものと思われる。礎

板は全部で16枚検出されている。P3、P4が1枚ずつとなっている。下層の地盤が比較的

安定しているからだろうか。礎板の標高は5．09m～4．99mで多少の段差が認められる。礎

板方向は前述したように四隅にあたるものが主軸に対して直交している。これは28号掘立

柱建物でも同様であった。建物の新旧は柱穴のプラン及び礎板などで判断しているが、こ

の地域の4棟は明確に時期差を確定することができない。30号掘立柱建物P2と31号掘立柱

建物P2が切り合い30号掘立柱建物が新しい。また31号掘立柱建物P3と32号掘立柱建物P

3が切り合い32号掘立柱建物が新しい。30号掘立柱建物と32号掘立柱建物とは明確な判断が

っきかねる。33号掘立柱建物が一番新しく、31号掘立柱建物が一番古い建物のようではあ

る。

31号掘立柱建物SHl1607（第53図、写真図版69－1・4）

C52、53、D52、53グリッドに位置する。建物平面は南北軸3．24m、東西軸2．70mの長

方形を呈する南北棟で、面積は8．7I茸を測る。この地域に4棟の掘立柱建物が重なりあって

検出されているが、30号掘立柱建物を除いた3棟はほぼ面積が同じとなっている。主軸方

位（南北方向）はN20Eと、30号掘立柱建物と同じである。柱穴は5つ検出されている。

PlはSD11601との関係で柱穴を確認できず、礎板だけの認定である。2枚重なっている内、

下側の南北方向の礎板を31号掘立柱建物のPlとした。柱穴はすべて隅丸方形である。P2、

P6は他の柱穴と切り合い、形状が明瞭ではないが、P3、P4、P5はほぼ正方形に近い隅

丸方形で規模も一辺が約80cm程度と類似している。この隅丸正方形ともいうべき柱穴の形

状は4棟が建っているこの地域の特徴である。礎板は全部で12枚検出されている。P2は主

軸に平行する下側のものを礎板とした。PlがSD11601との関係でやや標高が低い他は、

4．90m前後で安定している。Pl、P2を除いてやや大型の板材1枚を礎板として使われて

いる。柱穴の壁に接触するように礎板が敷かれているものもある。

32号掘立柱建物SH11610（第52図、写真図版68－2）

C52、53、D52、53グリッドに位置する。建物平面は南北軸3．42m、東西軸2．61mの長

方形を呈する南北棟で、面積は8．9I茸を測る。主軸方位（南北方向）はN60Eと前述した

2棟とほぼ同じ方向を示している。柱穴は5つ検出されている。PlはやはりSD11601と

切り合い関係にあり不明である。形状は隅丸方形でやや小振りである。P3とP6はともに

31号掘立柱建物のP3、P6を切って掘削されている。P4、P5、P6はSD及びトレンチ

に切られ柱穴の全容は不明である。礎板は全部で6枚、各柱穴に1枚ずつである。P2、P

3、P4の礎板は縦に割れている。上屋の重量のせいだろうか。礎板標高はSD11601上のP

lを除いて9cmの段差の中に納まっている。

33号掘立柱建物SHl1609（第53図、写真図版70）

C52、53、D52、53グリッドに位置する。建物平面は南北軸3．24m、東西軸2．70mの長

方形を呈する南北棟で、面積は8．7最を測る。主軸方位（南北方向）はN20Eである。主

軸方位に関してはこの地域4棟について、ほとんど真北より数度東に振れる程度である。

同方位を示していると考えて良いだろう。また、他の地域は西に振れている例が多い中、

特徴的である。6つの柱穴の内、P5が30号掘立柱建物のP4と切り合うが、新旧は不明で

－132－



旦＋

L＋ 35号掘立柱建物
SHl1606

！、

生＋

第54図134号・35号掘立柱建物実測図

－133－

34号掘立柱建物

SH11612

9　　　　　　　　　　　2㌢



p 6　　　　 P l

〟

P 5

′
l
ヽ

P 2

P 4　　　　　　 p 3

ノ　　　　　　　 Ⅴ

25号掘立柱建物
SHlO619

40号掘立柱建物
SH11616

第55図125号・28号・40号掘立柱建物実測図

－134－

28号掘立柱建物
SH11611

9　　　　　．　　　　　2㌢



P6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 PI

か

li 辛

p5　　　　　　　　　　　　　　 PZ

P4　　　　　 P3瞞

1　　　　　　　　 し三一

ノ
41号掘立柱建物
SH11605 十　　十

十』′5・50m

第56図　41号・42号掘立柱建物実測図

－135－

42号掘立社建物

SH11603

9　　　　　　　　　　　2㌢



44号堀立柱建物

SH11604

熟
　ヽ、
クp 6　　　　 P l

か

P 5

P 2

P 4　　　　　　　　　 p 3

∠；∋誌、
。一　　 撃 2　 。ぎ

〟

P6　　 完 熟　　 P4

境野

第57図　43号・44号掘立柱建物実測図

－136－

0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2m



第58図139号掘立柱建物実測図

ある。P4、P5の2つの柱穴は隅丸正方形でやや小振りであるが、他の4つの柱穴は正方

形もしくは長方形で一辺だけが斜めになる変形の台形状になっている。礎板は全部で16枚。

P4、P5だけは1枚ずつである。これは従来、1枚ずつで済ませるはずの礎板が上屋もし

くは柱の関係で複数にする必要が生じ、さらに手元に手頃なサイズの礎板が無いため、柱

穴を一部掘りなおす（拡張する）ことになったことを示してはいないだろうか。このⅩ層

検出の各掘立柱建物の礎板には建築材、田下駄、鍬身などが転用されているが、この33号

掘立柱建物では梁にあたる建材をいくつかに分けて使用していることが良くわかる。厚さ、

柄穴の大きさ、断面などからひとつの建材に復元できるものもあると思われる。このこと

については遺物編で改めて報告することにする。柱根もP2、P6で検出されている。　　桂　　根

34号掘立柱建物SH11612（第54図、写真図版67－1）　　　　　　　　　空曹禦
C53グリッドに位置する。建物平面は南北軸3．51m、東西軸2．70mの長方形を呈する南北　平面形、規模

棟で、面積は9．5nfを測る。主軸方位（南北方向）はN70Wである。6つの柱穴の内、P　主軸方位

3はSDと切り合い、形状は不明である。礎板は全部で10枚検出されている。

35号掘立柱建物SH11606（第54図、写真図版6712～4）　　　　　　　豊習豊
C53グリッドに位置する。建物平面は南北軸2．88m、東西軸2．43mの長方形を呈する南北　平面形、瑚莫

棟で、面積は7．OI茸を測る。主事由方位（南北方向）はN50Wである。柱穴を検出したのは　主軸方位

Pl、P2、P5の3つだけで、P3、P4は礎板のみ、P6は不明である。P5の掘り方は不

定形である。礎板は全部で8枚検出されているが、そのうち5枚は田下駄である。　　　5枚の田下駄
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39号掘蛍主建物　　39号掘立柱建物SH11615（第58図、写真図版65－1）

茎品：混　D54グリッドに位置する。建物平面は南北車由2．97m、東西軸2．61mの長方形を呈する南

主軸方位　北棟で、面積は7．8I茸を測る。主軸方位（南北方向）はN120Wである。一応、2間×2間

として認定したものである。PlがSX11608と切り合い、プランが未確認であり、P2、P

6に相当するプランが不明である。P6の場合はやや西側に振れる形で柱穴を検出している。

P2、P6をこの建物の柱穴として認定しないとこの建物は1間×2間であるが、梁間が桁

間より長いものになってしまう。P3、P5、P7、P8の4つの柱穴で柱根を検出している

ため、梁間、桁間の長さは確定である。柱穴の形状も楕円形あり、円形あり、隅丸方形あ

桂　　　根

40号掘立柱建物
SH11616
平面形、規模

主軸方位

41号掘立柱建物
SH11605
平面形、規模

主軸方位

同一個体の

可　能　性

42号掘二軸主建物
SH11603
平面形、規模

主軸方位

43号掘立柱建物
SH11602

り、不定形ありで各柱穴ごとに異なっている。柱根の下場での標高差は18cmである。

40号掘立柱建物SH11616（第55図、写真図版62－3）

D55グリッドに位置する。建物平面は南北軸2．88mを測る。主軸方位（南北方向）はN

380Wである。Pl～P3に相当する柱穴はSD11602やSX11621と切り合い関係にありプ

ランは不明である。柱穴の形状はそれぞれバラバラである。底部の標高差が14cmである。

礎板は1枚も持たない。

41号掘立柱建物SH11605（第56図、写真図版63－1・3）

C55グリッドに位置する。建物平面は南北軸3．96m、東西軸3．60mの長方形を呈する南北

棟で、面積は14．3I茸である。主軸方位（南北方向）はN260Wである。柱穴は5つ検出さ

れている。P3は42号掘立柱建物のP3と切り合い関係にあるが新旧関係は不明である。た

だ、41号掘立柱建物のP4がSX11620に切られ、42号掘立柱建物のP4がSX11620を切っ

て掘削されていることから、41号掘立柱建物の方が古いものと考えた。柱穴の形状はいず

れも良く似た隅丸方形である。礎板はP2を除いて1枚ずつ検出されている。P2は8枚と

多いが、一番下の板材以外は幅5～6cm程度の長細い板材である。レベル調節のためのも

のであろうか。地盤のためであろうか。礎板はいずれも主軸に対して平行である。礎板の

サイズも長さ50cm前後、幅20cm前後、厚さ2cm前後でいずれも手斧痕が顕著な建材である。

細かな観察はしていないが、同一個体である可能性もある。

42号掘立柱建物SH11603（第56図、写真図版63－1・2）

C55グリッドに位置する。建物平面は南北軸2．79m、東西軸2．70mのほぼ正方形に近い形

を呈する南北棟で、面積は7．5I茸を測る。主軸方位（南北方向）はN310Wである。柱穴の

形状はP5を除いてすべて隅丸方形である。P3はが他の柱穴に比べ長軸方向に倍程度長く

なるが、他はほぼ同規模である。P3は41号掘立柱建物P3と切り合い関係にあるが、前述

したように41号掘立柱建物のP3の方が古いと考えたが、柱穴の規模から考えると、42号掘

立柱建物の方が、多少規模が小さいような感じであり、とすると42号掘立柱建物のP3の礎

板が2枚中の下側であると考えられることから、41号掘立柱建物で示したP3の方が新しく

なることも考えられる。いずれにしろ41号掘立柱建物と42号掘立柱建物はP3を共有関係と

して持っており、このP3を基準に拡張もしくは縮小していったものと推測される。礎板は

全部で13枚検出されている。P4、P5は3枚、5枚と複数枚の礎板が検出されている○　こ

の2つの柱穴は他の柱穴と比べ他の遺構の上に掘削されているため、このような複数枚の

柱穴が敷かれたのかも知れない。礎板の大きさは長さが約42～44cm前後、幅が20～24cm程

度の板材であり同一材の可能性もある。礎板方向は主軸にほぼ平行している。標高も5・07m～

4．96mとほぼ10cm内に納まっている。

43号掘立柱建物SH11602（第57図、写真図版62－1）
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D56グリッドに位置する。建物平面は南北軸2．52m、東西軸3．15mの長方形を呈する東　平面形、甥模

西棟で、面積は7．9rrfを測る。主軸方位（東西方向）はN750Eである。柱穴の形状はP3　主軸方位

が隅丸方形である。P2がやや楕円形に近く、P6は隅丸正方形といった形である。検出面

からの深さはいずれも5～10cmと浅い。礎板は全部で12枚検出されている。各柱穴の礎板

は共に主たる1枚は主軸に対して平行に敷かれている。P4の礎板は小片であり、礎板とし

ての認定は難しい。礎板の標高を見てみると、Pl、P2、P3の北側の桁と、P4、P5、

P6の南側の桁との間に標高差が若干見られる。約15cm程度開きがある。北側の方が溝状遺

構の緑など下層の地形との関係が大きい可能性もあるが、断言は難しい。

44号掘立柱建物SHl1604（第57図、写真図版62－2） 44号掘立柱建物
SH11604

C、D56グリッドに位置する。建物平面は南北軸3．24m、東西軸2．34mの長方形を呈す　平面形、甥模

る南北棟で、面積は7．6ITfを測る。主卓由方位（南北方向）はN240Wである。P4、P5は　主軸方位

調査区外及び排水溝で切られているため、未検出である。形状はP6が円形に近く、他は隅

第21表1間×2間掘立柱建物柱穴表1

3号掘立柱建物SH6804

No．
規模 （cm）

平面形状
深さ
（cm ）
底部の標高
（m ）
礎板の標高
（m ）
礎板
（枚 ）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1 76 44 楕円形 18 6．52

2 92 68 楕円形 18 6．62

3 68 68 円形 21 6．55

4 76 76 円形 16 6．42 6 ．43 1 平行 北

5 由0 64 楕円形 10 6．48

6 88 52 楕円形 12 6．45

4号掘立柱建物SH6803

N o．
規模 （皿）

平面形状
深さ
（cm ）
底部の標高
（m ）
礎板の標高
（m ）

礎板

（枚 ）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1 60 44 楕円形 2 6．34

2 60 36 楕円形 3 6．50

3 68 ・48 楕由形 26 6－．33

4 48 48 隅丸方形 22 6．28

5 48 44 円形 17 6．37

6 44 44 円形 16 6．316

5号掘立柱建物SH6805

No．
規模 （cm ）

平面形状
深 さ
（cm）
底部の標高
（m ）
礎板の標高
（m ）
礎板
（枚 ）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1 64 80 楕円形 26 6．58

2 80 52 楕円形 18 6．72

3 64 52 隅丸方形 23 6 ．62

4
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第22表1間×2間掘立柱建物柱穴表2

6号掘立柱建物SH6802

No．
規模 （cm ）

平面形状
深さ

（cm ）

底部の標高

（m ）

礎板の標高
（m ）
礎板
（枚）
礎板の方向
（長事由に）

礎板の位置 柱根
長軸 短軸

1 60 52 隅丸方形 11 6．02 1 平行 中央

2 （60） 52 隅丸方形 20 5．97 1 平行 中央

3 （76） 60 隅丸方形 25 5．99 1 平行 中央

4 72 60 隅丸方形 36 6．05 3 やや斜め 東

5 礎板のみ 6．03 1．平行

6 84 72 楕円形 12 6．05 1 やや斜め 東

7号掘立柱建物SH6801

N o．
規模 （cm ）

平面形状
深さ
（cm ）
底部の標高
（m ）
礎板の標高
（m ）
礎板
（枚）
礎板の方向
（長軸に）

礎板の位置 柱根
長軸 短軸

1 40 （3 6） 隅丸方形 18 5 ．97 1°平行 東

2 52 48 円形 14 6 ．02 1 平行 東

3 64 ．48 隅丸方形 ．18 6．10 1 やや斜め 東

4 44 （40） 円形 7 6 ．15 3 平行 中央

5 44 （44） 円形 14 6 ．14 2 やや斜め 西

6 52 （36） 隅丸方形 22 6 ．0 1 2 直交 南

8号掘立柱建物SHlO602

No．
規模 （cm）

平面形状
深さ
（cm）
底部の標高
（m ）
礎板の標高
（m ）
礎板
（枚）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 桂根

長事由 短軸

1 132 96 隅丸方形 42 5 ．80 5．87 5 直交

2 92 88 隅丸方形 44 5．80 5．97 6　7 直交

3

4 （100） 48・隅丸方形 30 与・81 6．02 3 直交

5 120 84 隅丸方形 42 5．85 5．93 3 直交

6 124 92 不定形 48 5．75 5．93 3 直交

9号掘立柱建物SH10603

N o．
規模 （cm ）

平面形状
深さ

（cm ）

底部の標高
（m ）
礎板の標高
（m ）
礎板
（枚）
礎板の方向
（長軸に）

礎板の位置 柱根
長事由 短軸

1

2 92 58‾問丸方形 30 5．85 5 ．．91 2 平行 東

3

4
礎板
のみ

1 平行

5 80 56 隅丸方形 38 5．91 5 ．97 1 平行 中央

6 （108） 68 隅丸方形 25 5．96 6 ．12 3 平行 西
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第23表1間×2間掘立柱建物柱穴表3

10号掘立柱建物SH10604

N o．
規模 （cm ）

平面形状
深さ
（cm）

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）

礎板

（枚）

礎板の方向

（長卓由に）
礎板の位置 一柱根

長軸 短事由

1 80 70 円形 14 5．82 6．10 2 直交 西

2

3

4 65 55 墨丸方形 18 6．02 6．05 4 平行 北

5 （68） 48 墨丸方形 35 5．95 6．04 3 平行 南

6 63 63 墨丸方形 25 6 ．04 6．08 3 斜め

11号掘立柱建物SHlO615

N o．
規模 （cm ）

平面形状
深さ
（cm）

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）

礎板

（枚）
礎板の方向
（長軸に）

礎板の位置 柱根
長軸 短軸

1 74 57 墨丸方形 16 5．97 6．08 2 平行 中央

2 76 54 墨丸方形 21 5．99 6．12 2 平行 中央

3

4 直交 南

5 83 54 墨丸方形 19 6．05

6 69 54 墨丸方形 20 6．05 6．09 1 平行 中央

12号掘立柱建物SHlO614

No．
規模 （cm）

平面形状
深さ

（cm）

底部の標高

（m ）

礎板の標高
（m ）
礎板
（枚）
礎板の方向
（長軸 に）

礎板の位置 柱根
長軸 短軸

1 109 74 墨丸方形 12 5．97 6．04 4 平行

2 51 （34） 楕円形 11 5．89 5．97 1 平行

3 83 59 墨丸方形 17 5・．90 6．00 2 直交 南

4 8 0 80 円形 27 5．98 5．99 2 斜め 西

5 77 51 墨丸方形 32 5．97 6．00 1 斜め 南

6 57 墨丸方形 5．98 6 ．03 1 平行 中央

14号掘立柱建物SHlO616

N o．
規模 （cm ）

平面形状
深さ
（cm ）

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）

礎板
（枚）
礎板の方向
（長軸 に）

礎板の位置 柱根
長軸 短軸

1 I 80 62 楕円形 48 5．80

2 72 52 墨丸方形 27 5．92 5 ．96 2 平行 東

3 86 56 楕円形 24 5．98

4 68 48 楕円形 14 6．00

5 56 56 円形 18 5．97 5 ．96 1 平行 西

6 73 38 楕円形 24 6．03 5．98 3
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第24表　1間×2間掘立柱建物柱穴表4

16号掘立柱建物SH10620

No．
規模 （cm）

平面形状
深 さ
（cm）

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）

礎板

（枚）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1

2 83 57 楕円形 31 5．74 5．75 4 平行 南 ○

3 77 41 隅丸方形 22 5 ．84 5．91 3 平行 南 ○

4 67 37 隅丸方形 40 5 ．7 1 5．71 南 ○

5 70 46 隅丸方形 38 5 ．72 5．79 2 平行

6

17号掘立柱建物SHlO601

N o．
規模 （cm ）

平面形状
深さ
（cm ）
底部の標高
（m ）
礎板の標高
（m ）
礎板
（枚）
礎板の方向
（長軸 に）

礎板の位置 柱根
長軸 短軸

1 60 52 楕円形 28 5 ．96

2 （44） 40 円形 11 5．92

3 40 38 円形 18 （5．82）

4 44 40 円形 9 6．01

5 60 56 円形 22 6．06

6 48 48 円形 20

18号掘立柱建物SHlO610

No．
規模 （cm）

平面形状
深 さ
（cm）・

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）
礎板
（枚）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1 56 52 隅丸方形 （5．67） 5 ．77 1 平行

2 72 52 隅丸方形 21 5．74 5 ．77 1 平行

3 68 62 隅丸方形 ．28 5．70 5 ．71 1 平行

4 5．56 1 平行

5 76 48 隅丸方形 49 5 ．62 5．63 1 ′平行

6 72 30 5 ．6 1 5．65 1 平行

19号掘立柱建物SHlOG11

No．
規模 （cm ）

平面形状
深さ
（cm ）

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）

．礎板

（枚）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1 70 6 0 隅丸 方形 11 5．64 5．75 1 直交

2 90 60 隅丸方形 2 1 5．74 5．77 1 平行

3

4

5 80 68 隅丸方形 26 5．85

6 90 76 隅丸方形 29 5．75 5．・73 1 平行
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第25表1間×2間掘立柱建物柱穴表5

20号掘立柱建物SH10609

No．
規模 （cm ）

平面形状
深さ
（cm）

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）

礎板

（枚）

礎板の方向

（長事由龍）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1 76 64 隅丸方形 19 5．57 5．65 5 平行 中央

2 80 52 隅丸方形 38 5．51 5．66 5 平行’ 中央

3 64 隅丸方形 5．56 1 平行 中央

4

5 104 76 隅丸方形 49 5．58 5．59 4 斜め 中央 ○

6 76 76 不定形 53 5．．54 5．55 3 斜め 中央 ○

22号掘立柱建物SHlO605

No．
規模 （cm ）

平面形状
深さ

（cm）

底部の標高
（m ）
礎板の標高
（m ）＿
礎板
（枚）
礎板の方向
（長軸に）

礎板の位置 柱根
長事由 短軸

1 57 49 隅丸方形 20 5．92

2 43 30 隅丸方形 ．19 5．96

3 80 40 隅丸方形 20 5．90

4 83 39 隅丸方形 30 5．78

5 97 60 隅丸方形 23 5．74

6 69 44 隅丸方形 24 5．69

23号掘立柱建物SHlO612

No．
規模 （cm ）

平面形状
深さ
（cm ）

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）

礎板

（枚）

礎板の方向

（長軸 に）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1 69 54 隅丸方形 15 5こ．85

2 71 57 隅丸方形 19 5．90

3 66 不定形 18 5．8 2 1 斜め 南東

4 60 隅丸方形 18 5．78

5 57 隅丸方形 29 5．81

6 71 63 隅丸方形 33 5．77

25号掘立柱建物SH1061g

N o．
規模 （cm）

平面形状
深さ

（cm ）

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）

礎板
（枚）
礎板の方向
（長軸 に）

礎板の位置 柱根
長事由 短軸

1 38 35 円形 15 5．82

2 60 58 円形 ． 31 5．78

3 45 45 円形 27 5．81

4 28 28 円形 32 5．73

5 48 43 円形 32 5．75

6 43 40 円形 29 5．78
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第26表　1間×2間掘立柱建物柱穴表6

26号掘立柱建物SHlO607

No．
規模 （cm ）

平面形状
深さ

（cm ）

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）

礎板

（枚）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1 77 60 隅丸方形 43 5．30 5．36 1 平行 中央

2 （100） 56 隅丸方形 54 5．34 5．37 1 平行 中央

3 100 69 隅丸方形 60 5．＿31 5．34 2 斜め 南

4 （66） （49） 隅丸方形 46 5．30 5．34 1 平行 中央

5 83 70 隅丸方形 37 5．26 5．33 2 平行 南

6 63 63 隅丸方形 53 5．30 5 ．33 1 平行 東

27号掘立柱建物SHlO608

No．
規模 （cm）

平面形状
深 さ
（cm）
底部の標高
（m ）
礎板の標高
（m ）
礎板
（枚）
礎板の方向
（長軸に）

礎板の位直 ．柱根
長事由 短軸

1 90 83 隅丸方形 32 5．49 1 平行 東

2 8 1 57 隅丸方形 38 5．44 5．55 1 平行． I東

3 84 57 隅丸方形 53 5．3 6 5．37 1 平行 中央

4 8 1 57 隅丸方形 46 5．3 0 5．37 1 平行 西

5 71 63 隅丸方形 31 5 ．3 9 5．42 1 平行 西

6 74 6 6 隅丸方形 23 5 ．32 5．45 1 平行 西

28号掘立柱建物SH11611

No！
規模 （cm ）

平面形状
深さ
（cm ）

底部の標高

（m ）
礎板の標高
（m ）
礎板
（枚）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1 49 48 円形 26 5．18 5．23 1

2 54 45 円形 24 5．06 5．19 2

3 48 48 円形 29 5．13 5．15 1

4 50 49 円形 15 5．14 5．17 1

5 48 48 円形 30 4．93 5．07 2

6 55 40 隅丸方形 16 5．14 5．16 1

30号掘立柱建物SHl1608

N o．
規模 （cm ）

平面形状
深 さ
（cm）
底部の標高
（m ）
礎板の標高
（m ）・
礎板
（枚）
礎板の方向
（長軸に）

礎板の位置 柱根
長軸 短軸

1 5 ．08 3 直交

2 80 57 隅丸方形 40 4 ．84 5．03 6 斜め 中華

3 82 48 隅丸方形 28 4 ．9 1 4．99 1 直交 中央

4 77 62 隅丸方形 25 4 ．93 4．99 1 直交・ 中央

5 70 67 隅丸方形 19 5．05 5．09 3 斜め 中央

6 62 57 隅丸方形 20 5．05 5．09 2 直交 中央
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第27表1間×2間掘立柱建物柱穴表7

31号掘立柱建物SH11607

No．
規模 （cm）

平面形状
深さ

（cm ）

底部の標高

（m ）

礎板の標高
（m ）
礎板
（枚）
礎板の方向
（長軸に）

礎板の位置 柱根
長軸 短軸

1 4．88 2 直交

2 91 57 隅丸方形 19 4．81 5．03 6 斜 め 中央

3 80 80 隅丸方形 3 7 4．85 4．90 1 斜 め 西

4 80 80 隅丸方形 32 4．88 4．92 1 平行 西

5 74 74 隅丸方形 3 0 4．88 4．93 2 斜 め 中央

6 91 60 隅丸方形 39 4．85 4．88 1 斜 め 中央

32号掘立柱建物SH11610

No．
規模 （cm）

平面形状
深さ
（cm ）
底部の標高
（m ）
礎板の標高
（m ）
礎板
（枚）
礎板の方向
（長軸 に）

礎板の位置 柱根
長軸 短車由

1 5 ．04 1 平行

2 49 37 隅丸方形 2 0 5．01 5．15 1 平行 東

3 80 43 隅丸方形 15 5．08 5．10 1 斜 め 中央

4 40 37 隅丸方形 5．17 1 斜 め・ 中央

5 43 36 隅丸方形 5 ．14 1 斜 め 中央

6 5 ．08 2 平行

33号掘立柱建物SH11609

No．
規模 （cm）

平面形状
深さ
（cm ）
底部の標高
（m ）

礎板の標高

（m ）
礎板
（枚）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 柱根

長事由 短軸

1 87 77 隅丸方形 19 5．05 5 ．17 4 平行 中央

2 66 60 隅丸方形 20 5．02 5’．12 5 平行 西

3 63 63 方形 26 4．96 5 ．14 2 斜め 西

4 5 1 51 隅丸方形 19 5．02 5 ．08 1 平行 東

5 5 1 51 隅丸方形 21 5．00 5．05 1 平行 西

6 7 1 66 隅丸方形 19 5．05 5．05 1 斜め 西

34号掘立柱建物SH11612

N o．
規模 （cm ）

平面形状
深 さ
（cm）

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）

礎板

（枚）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 柱根

長事由 短軸

1 74 56 楕円形 23 4．94 5．．11 3 平行 中央

2 44 42 隅丸方形 21 5．04 5．05 1 斜め 中央

3 （62） 62 隅丸方形 20 5 ．02 5．11 2 直交 中央

4 58 40 隅丸方形 9 5．10 5．16 2 平行 南

5 44 42 隅丸方形 13 5 ．02 5．17 2 直交 北

6 80 68 楕円形 8 5 ．0 1
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第28表1間×2間掘立柱建物柱穴表8

35号掘立柱建物SH11606

No．
規模 （cm ）

平面形状
深さ‾
（cm ）

底部の標高

（m ‘）

礎板の標高

（m ）

礎板

（枚）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 柱根 ・

長事由 短軸

1 56 42 隅丸方形 13 5．02 5．08 1 平行 中央

2 62 58 楕円形 15 5．02 5．09 3 平行 中央

3 ．5．09 1 平行

4 5‾．23 2 直交

5 84 42 不定形 5 5．12 5．19 1 斜め

6

40号掘立柱建物SH11616

No．
現模 （cm）

平面形状
深さ
（cm ）

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）

礎板

（枚）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1

2

3

4 53 44 楕円形 38 4．92

5 51 （31） 不定形 42 4．90

6 46 46 円形 27 5．04

41号掘立柱建物SH11605

No．
規模 （cm）

平面形状
深さ

（cm）

底部の標高
（m ）
礎板の標高
（m ）
礎板
（枚）
礎板の方向
（長軸に）

礎板の位置 柱根
長軸 短軸

1 70 55 隅丸方形 31 4．97 5．00 1 平行 西

2 62 52 隅丸方形 30 5．00 5．07 8 平行 中央

3 73 50 隅丸方形 34 4．95 5．10 ．1 平行 中央

4 83 50 隅丸方形 4．97 1 平行 中央

5 67 43 隅丸方形 14 4 ．99 5．06 1 平行 中央

6 4．97 2 平行

42号掘立柱建物SH11603

N o．
規模 （cm）・

平面形状
深さ

（cm ）

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）

礎板

（枚）

礎板の方向
（長軸 に）

礎板の位置 柱根
長軸 短軸

1 60 50 隅丸方形 27 5．03 5．03 1 斜め

2 64 ・47 隅丸方形 41 4．93 4．96 1 平行

3 100 54 隅丸方形 34 4．95 5．05 1 平行

4 60 50 隅丸方形 25 4．90 5．00 3 平行

5 66 66 円形． 18 5．01 5．07 5 平行

6 67 47 隅丸方形 6 5．02 1 平行
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第29表1間×2間掘立柱建物柱穴表9

43号掘立柱建物SH11602

No．
規模 （cm ）

平面癖状 深さ
（cm ）

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）

礎板

（枚）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1 58 56 円形 12 5．08 5 ．20 1 斜 め

2 44 36 楕円形 13 5．05 5 ．21 3 平行 中央

3 50 36 隅丸方形 5 4．97 5 ．19 2 斜め 中央

4 4 1 39 円形 5．07 （1）

5 4 6 43 円形 5．06 3 平行 中央

6 3 8 38 隅丸方形 5．09 2 平行 中央

44号掘立柱建物SHl1604

No．
規模（cm ）

平面形状
疎さ

（cm）

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）

礎板

（枚）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1 46 46 隅丸方形 16 5．11 3 直交 中央

2 53 43 隅丸方形 21 5．02 1 斜め 南

3 59 56 隅丸方形 13 4 ．82 5．12 4 直交 中央

4

5

6 53 47 円形 14 5．05 ．1 斜め 中央

39号掘立柱建物SHl1615

No．
規模 （cm ）

平面形状
深さ

（cm）

底部の標高

（m ）

礎板の標高

（m ）

礎板

（枚）

礎板の方向

（長軸に）
礎板の位置 柱根

長軸 短軸

1

2

3 49 49 楕円形 68 4．85 4．86 西 ○

4 60 44 不定形 56 4．95

5 43 40 円形 44 5．01 5．04 北 ○

6 64 4．8 不定形 2 7 5．23

7 51 37 隅丸方形 ‾ 38 5．12 4 ．96 中央 ○

8 43 38 楕円形 43 5．01 4 ．95 ○

丸方形である。礎板は全部で9枚検出されている。P2が柱穴南側壁に位置しており、他は

はを剖主穴全体にはまる感じで中央に位置している。Plは細長い板材の上に主たる礎板が乗っ

ている。礎板の標高は5．11m～5．02mの間で大した差は見られない。

B．住居跡

住居跡SB12601（第59図）

12区D59グリッドに位置する。集落が立地する微高地の西端部に位置しており、すぐ西

には旧河川SR12601が流れている。検出地点が12区の東端部にあたるため住居の東半分は

住　居　跡

SB12601

調査区外にかかっており、鋼矢板で東西に半裁された状態で住居の西半分を検出した。北

西隅を土坑SP12602、両辺部を土坑SP12601によって切られている。包含層を除去した地

山面での検出であるため掘り方や床面は確認できていないが、平面形が小判形あるいは楕　平面形、規模
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壁　　　溝

小　　　穴

円形を呈する竪穴住居であったと考えられる。検出面での標高は5．9mである。住居の規模

は南北軸で5．5m、東西軸は検出部分で2．9mを測る。床の周縁には幅30cmの壁溝を巡らし

ている。壁溝の内側では小穴を15個検出した（第30表）。小穴は楕円形あるいは不正形のも

ので、どの小穴が主柱穴となるのかは明確にはできなかった。

出土遺物　　遺構に伴う遺物はないが、この住居付近の包含層からは鉄斧が4点集中して出土してい

る（第59図MlO8～111の位置）。なお、壁溝を切って掘削された土坑SP12602からは第59

図に示した中期後半の弥生土器と扁平片刃石斧1が出土しており、住居跡の時期を中期後

半以前におくことができる。

C．方形周溝墓

1号方形周湛　（1）1号方形周溝墓（第60図、写真図版58）

10区D46、47、48グリッドに位置する。方形の方台部に四隅の切れる周溝を持つもので

検出状況　あるが、南半分を検出したのみで北半分は調査区外へ伸びているため北辺周溝と東西周溝

の北半分は未検出であり、両辺周溝SXlO604も西半部を区画溝SDlO601に切られており、

全掘できた周溝はない。また、西辺周溝SXlO602は溝SDlO610に外辺側を切られており、

方台部規模　方台部にも溝SDlO611や柱穴などが存在している。方台部の規模は東西周溝間で約10mを

主軸方位　測り、方位は南北軸でN130Wである。方台部の盛土は既に削平されており、主体部は未

検出である。周溝は前述したように完形で検出できたものはないが、平面形は内辺側が直

周溝規模　線をなすのに対して、外辺側は弓状に外に張り出した形状を呈するようである。規模は東

辺周溝SXlO603が残存長3．8m、幅（検出部分での最大幅）2．5m、深さ0．5m、南辺周溝SX

lO604が残存長8．3m、幅3m、深さ0．3m、西辺周溝が残存長4．8m、幅2．2m、深さ0．4m

である。周溝の切れる四隅部分は南東隅で約2mの間隔を持つ。

出土遺物　　遺物は周溝から土器、石製品が出土している。土器は西辺周溝以外は破片のみで個体に

復元できる資料はない。西辺周溝では5個体の壷が周溝底部直上ではなく間層を挟んで浮

いた状態であるが直線にならんで出土している。土器は有東式土器に比定できるものであ

る。石製晶は西辺周溝で扁平片刃石斧1、石斧未製品3、東辺周溝で扁平片刃石斧1が出

土している。

2号：研姻湛　（2）2号方形周溝墓（第60図、写真図版59・60）

10区C・D47、48グリッドに位置する。1号方形周溝墓と同じ周溝の四隅が切れるタイプ

検出状況　のものである。検出したのは北半分のみで、東辺周溝SXlO607の東南部と両辺周溝は調査

区外へ伸びているため未検出である。1号方形周溝墓の南側に位置し北辺周溝SXlO609が

1号方形周溝墓の両辺周溝SXlO604と切り合うが、ちょうどこの切り合い部分をさらに区

画溝SDlO601に切られているため前後関係は明確にはし得ない。また、後出遺構との切り

合いがはげしく西辺周溝SXlO605は区画溝SDlO620、溝SDlO617や掘立柱建物SHlO601、

SHlO609、SHlO610、SHlO611などに、北辺周溝SXlO609から東辺周溝SXlO607にか

けては掘立柱建物SHlO613、SHlO614、SHlO615などの遺構に切られており、方台部に

も掘立柱建物SHlO616、SHlO617をはじめ性格不明の土坑SXlO614、SXlO615や多くの

柱穴が存在している。

方台部規模　　方台部の規模は東西周洋間で10．2mを測る。南北間は両辺周溝を未検出のため明確では

ないが、西辺周溝の全長から判断して東西間とほぼ同規模であり、平面形は10m四方の正

主軸方位　方形を呈すると思われる。方位は南北軸でN260Eであり、1号方形周溝墓よりも東に390

ほどふれている。盛土はすでに削平されてお、り、主体部は検出できなかった。盛土の削平
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住居跡SB12801

9　　　　　　　　　5㌣

第59図　住居跡SB12601実測図およびSP12602出土遺物実測図

第30表　住居跡SB12601柱穴表

N o．

規 模
平 面形 状

深 さ （m ） 礎 板 礎板の方向

脹軸方向：二対して）
桂 根 備　　　 考

長 軸 短 軸 酎 標高（m ） 腋 の標高（m ）

1 7 8 3 3 溝状
0 ．16 －

－ －
溝 状

5 ．67

2 （3 6 ） 4 0 （楕 円形 ）
0 ．19

－
排 水 溝 で 切 られ る

5 ．62 －

3 4 4 18
楕 円形

（小 判 形 ）

0 ．22 －
－ －

5 ．6 1

4 5 8 3 4 同 上
0 ．12 －

－ －
5 ．69 －

5 （5 0 ） （18 ） ？
0 ．2 1 －

－
5 ．60 －

6 3 6 1 7 楕 円形
0 ．18

－ －
5 ．62

7 5 2 2 1 楕 円形
0 ．18 －

－ －
5 ．62

8 （5 8 ） （48 ）
不 定 形

ア メー バ 形

0 ．20 －
－ －

5 ．63

9 4 8 28 楕 円 形
0 ．19 －

－ －
5 ．63 －

10 4 1 3 0 楕 円 形
0 ．22

－ －
5 ．59 －

1 1 4 8 4 0 楕 円 形
0 ．2 1 －

－ －5 ．55 －

12 （3 2 ） （28 ） 楕 円 形
0 ．05

－5 ．72 －

13
（6 0 ）

（6 2）
3 4

不 定 形

ア メー バ 形

0 ．35 －
－ －

5 ．44

14 3 0 2 4 楕 円形
0 ．20

5 ．62

15 7 2 50 不 定 形
0 ．4 1

5 ．4 1

－149－



は後出遺構との切り合いからみて遅くとも古墳時代前期には行われたものと考えられる。

周溝規模　周溝では西辺周溝SXlO605を完掘した。規模は長さ10．2m、幅3．6m、深さ0．3mである。

他の周溝も同規模と考えられるが現状では北辺周溝で残存長9m、幅3．2m、深さ0．35m、

東辺周溝で残存長5m、幅2．2m、深さ0．2mを測る。周溝が切れる四隅での周溝の間隔は

北東隅、北西隅ともに2m前後で1号方形周溝墓とおなじである。

出土遺物　　遺物は周溝から土器、石製晶が出土している。特に西辺周溝からは多量の土器と扁平片

刃石斧、磨石などの石製晶が未製品、剥片を含めて40点近く出土した。土器は有東式土器

の一括資料として注目される。これらの遺物は周溝墓の供献品というよりも、周溝墓が廃

棄された後に生活遺物を一括投棄したものと考えられる。西辺周溝以外では土器は個体復

元できるものはないが、石製晶は北辺周溝で扁平片刃石斧1、石斧未製品1、東辺周溝で

は扁平片刃石斧1がそれぞれ出土している。

3号方形周湛　（3）3号方形周溝墓（第61図、写真図版22－1・2）

6・7区B・C・D38、39グリッドに位置する。1号、2号方形周溝墓と同じく四隅の切

検出状況　れるタイプである。両辺周溝が一部調査区外にかかって未検出であるが、今回検出した方

形周溝墓3基のなかでは全体の形状を知ることができる唯一の例である。他の遺構との切

り合い関係では北辺周溝SX6823では溝SD6824や土坑SX6822、SX6829、西辺周溝SX

6830は周溝Sb6825、SD6826や土坑SX6837に切られている。また東辺周溝SX6825の南

端から南辺周溝SX6831の東端にかけては溝SD6813、溝SD6802、土坑SD6811などが錯

・綜しながら周溝を切っている。さらに第6遺構面で検出した1号住居跡SB6703、2号住居

方台部規模　跡SB6701がそれぞれ東半部、西半部に重なるように建てられており、方台部の盛土はこれ

らの住居が建てられた段階ではすでに削平されていたと考えられる。方台部は東西周溝間

主軸方位　で11m、南北周溝間で10mを測り、やや東西に長い方形を呈する。主軸方位（東西軸）は

N580Eである。方台部の中央よりやや南西の位置で主軸を東西方向（N810E）に持つ長

さ約2m、幅1．2m、深さ8cmの土坑SX6824を検出しているが、調査ではこの土坑が主体

周溝規模　部となるかどうかは明確にはし得なかった。周溝の規模は北辺周溝で長さ10．4m、幅3．8m、

深さ25cm、東辺周溝で検出長9．4m、幅4．2m、深さ30cm、南辺周溝で検出長10．4m、深さ

30cm、西辺周溝で長さ9m、幅4m、深さ30cmを測る。周溝の切れる四隅での周溝間隔は

1．5m前後であり、1号、2号方形周溝墓よりもやや狭い。

出土遺物　　遺物は周溝から土器が出土している。西辺周溝、東辺周溝、北辺周溝のそれぞれから1

個体ずつ個体復元できるものが出土しており、いずれも弥生中期中葉に位置付けられるも

のである。

1号区画溝
SD8617・
SXl O606

検出状況

D．区画溝

（1）1号区画溝SD8617・SX10606（第62図、図面図版第27・28図、写真図版31・32、89－1）

8区E42、43グリッドで検出したSD8617は緩やかな弧状を呈する東西方向（N800E）

の溝で、8区西端では南西方向（N580E）に伸びており、10区東端のC・D45グリッド

で検出したSXlO606につながると考えられることからこの2本の溝を合わせて1号区画溝

とした。1号区画溝は10区C・D45グリッドで2号区画溝SDlO601に連結している。また、

8区E43グリッドでも南北方向に伸びる溝SD8624が連結しているが、この溝は他の区画

溝に比べて規模が小さい（幅約60cm、深さ約30cm）ことから本報告では区画溝の範囲から

は外している。1号区画溝は、8区で南北方向に伸びる多くの溝と複雑な切り合い関係を

規　　模　持ち、E42グリッドでは6号掘立柱建物SH8602によって切られている。溝の規模はSD8617
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　2m

i．黒灰色粘土（小磯、リン酸鉄を含む）

2，黒色粘土（小磯を含む）

3．緑灰色粘土（炭化物を含む）

4．窯色粘土（緑灰色粘土小ブロック湿り）

第60図1号・2号方形周溝墓実測図
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SX6823

／′丁＝＝二二二二「一

旦＋

SX6830

I．黒灰色粘土、若干の小磯を含む

2，時青灰色微砂湿り黒灰色粘土

11；・20m

SX6825

I．小磯湿り黒灰色粘土

2．黒灰色粘土混り晴音灰色砂礫

第61図　3号方形周溝墓実測図
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の部分で幅約2m、深さ約50cmを測り、断面は逆台形を呈する。長さは8区と10区の間の

未調査区間も含めて約50mを確認したが、溝の西端はSXlO606が調査区外へ伸びていて未

確認であり、溝の東端もSD8617がE42グリッド東半部で不明瞭となり、さらに東に伸び

ている可能性もあるが、第6遺構面で検出した1号墳丘墓の調査の関係でE41グリッドの

Ⅹ層調査ができなかったため確認できていない。覆土はⅩ層と同質の小礫混じりの黒灰色

粘土で上下2層に大別できる。

遺物には土器、木製品がある。土器は弥生土器で中期のものも少量含まれいてるが、大

半は後期に属するものである。木製品は覆土の上層下部から大量に出土している。大半は

加工材であるが、なかには組合せ式の高塀、片口等の日常什器や鼠返し等の建築材などが

含まれている。

（2）2号区画溝SDlO601（第62図、図面図版第28図、写真図版87）

出土遺物

2号区画溝
SD10601

10区C46、D46～50グリッドに位置する。緩やかなS字状のカーブを描いて10区を東西　検出状況

方向（N700E）に横断するように掘削された溝で、C・D46グリッドで溝の東端が1号

区画溝に連結し、D49グリッドでは3号区画溝SDlO602と連結している。今回の調査で検

出した区画溝のなかでは全長を知ることのできた唯一の例で、西端をD50グリッドで確認

したが、すぐ西に流れている旧河川SR11602には連結しておらず3mほどの間隔をおいて

いる。河川に連結しないことからこの溝が取水あるいは排水の機能を持たないことが考え

られ、溝の性格を考える上で重要であろう。溝は10区全域にまたがっているため、多くの

遺構と切り合い関係を持っている。D47グリッドでは1、2号方形周溝墓の周溝を切って

掘削されており、溝の掘削が中期後半を下る時期であることが確認できる。一方、D46、

D48、D49グリッドでは8号、9号、16号、35号掘立柱建物に切られており、このほか覆

溝の性格

土内でも組合せを明確にできない柱穴礎板がいくつか検出されている。溝の規模は全長42m、規　　模

幅2～2．5m、深さ60cmをはかり、断面は逆台形を呈する。覆土はⅩ層と同質の小礫混じり

の黒灰色粘土で上中下の3層に分層できる。

遺物には土器、木製品、石製晶がある。土器はC・D46、D48、D50グリッドの3ヶ所　出土遺物

で後期の弥生土器が一括出土している。出土した器種をみると壷が圧倒的に多くて賓の量

が少ない。またC・D46グリッドでは小型壷がまとまって出土している。木製品はほぼ全域

にわたって覆土中層から水平位に出土している。加工材が大半であるが鋤、舟形なども含

まれている。石製晶は磨製石斧類で、太型蛤刃石斧1、扁平片刃石斧11、小型柱状片刃石

斧2と石斧未製品15がある。

（3）3号区画溝SDlO602（第62図、図面図版第28図、写真図版89－3）　　　　三吉荒豊
10区D48、49グリッドに位置する。東西方向（N85～1000E）に掘削された溝で、D49　検出状況

グリッドで2号区画溝と連結している。2号区画溝からⅤ字に開くように北側に伸びてい

るが、調査区の北端に位置しているため約20mの長さを検出したのみで大半は調査区外に

伸びている。狭い範囲での検出にもかかわらずほかの遺構との切り合いも多く、南北方向

の溝SD10605、SDlO608、SDlO609や16号、35号掘立柱建物などに切られている。また、

調査区外となるため切り合い部分は未検出ではあるがD49グリッドで1号方形周溝墓の函

辺周溝SXlO602を切る可能性が高い。溝の規模は幅1．5m、深さ60cmで、断面は逆台形を呈　規　　模

する。覆土はⅩ層と同質の小礫混じりの黒灰色粘土で上・中・下の3層に分層できる。

遺物には土器、木製品、石製品がある。土器は弥生土器で、後期のものがほとんどであ　出土遺物

る。木製品は2号区画溝と同様の出土状態で、製品としては片口がある。石製品では扁平
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緑灰色シルト

緑灰色粘土

黒色粘土（小磯含む）

淡黒色粘土（小破、蟻酸鉄粒含む）

黒褐色粘土（′ト礫混り）

黒灰色粘土（小磯、燐酸鉄含む）

音灰色粘土（砂賃）湿り黒灰色粘土

黒灰色粘土（灰を含む）

象灰色粘土

育灰色粘土ブロック湿り黒色粘土

青灰色粘土ブロック混り黒灰色粘土

黒色粘土

育灰色粘土′トブロック混り黒色粘土

木賃腐植土

青灰色粘土ブロック湿り黒色帖土

緑灰色細砂

黒色粘土

淡黒色粘土

黒色春占土

黒褐色粘土（リン酸鉄粒、炭化物粒含む）

黒灰色粘土（リン酸鋏粒、炭化物粒含む）

黒灰色粘土

青灰色粘土ブロック混り黒色粘土

黒色粘土

黒色粘土

黒灰色粘土（炭を含む）

青灰色粘土ブロック混リ、黒灰色粘土

木賃腐植土

礫湿り暗褐色粘土、緑灰色粘土塊少1混入

暗褐色粘土

暗褐色粘土、褐色腐植の混入顕著

時鴇色粘土

時灰褐色粘土、緑灰色粘土喝混入

禽種物混入

暗褐色粘土（リン酸鉄炭化物混入著しい）

川センチ大の礫混り暗褐色粘土

緑灰色粘土粒の混入徴土

漸艮り暗褐色粘土緑灰色粘土粒混入

噌鴇色粘土

暗褐色粘土褐色腐植混入顕著

暗褐色粘土、腐植混入

礫混り、喀灰褐色粘土



b図

第63図　区画溝遺物出土状態図
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4号区画溝
SD10620

検出状況

規　　　模

出土遺物

5号区画溝

検出状況

規　　　模

出土遺物

1号周溝
SD6803・

S D6804

2　号周溝
SD6805・

S D6807

片刃石斧1が出土している。

（4）4号区画溝SDlO620（第62図、図面図版第28図、写真図版89－2）

10区C48、49グリッドに位置する。北東一両西方向（N480E）に直線的に掘削された

溝で、東端はC48グリッドで確認したが、西端は調査区外へ伸びている。検出した範囲で

はほかの区画溝との連結は認められず、北に位置する2号区画溝とは溝の東端から最短距

離で6mの間隔を持っている。ほかの遺構との切り合いでは2号方形周溝墓の西辺周溝SX

10605を切り、土坑SX10617、SXlO618、SX10619や掘立柱建物SH10609などに切られ

ている。溝の規模は検出長11m、幅1．9m、深さ60cmを測り、断面は緩やかなⅤ字状を呈す

る。覆土はⅩ層と同質の黒灰色粘土で上・中・下の3層に分層でき、下層は木質腐植土が

堆積する。

遺物には土器、木製品、石製品がある。土器は弥生土器で、後期のものがほとんどであ

る。木製品は少なく、加工材のみである。石製品では石斧未製品3が出土している。

（5）5号区画溝SD11601（第62図、図面図版第29図、写真図版86）

11区C51、C・D52、D53グリッドに位置する。C51グリッドに東端があり、8mほ

ど東西方向（N880E）に掘削されたあと「く」の字状に折れて南東一北西方向（N500W）

に直線的に伸びている。溝の西端は調査区外に続いているため未検出である。溝の東端は

2号区画溝の西端と同じようにすぐ東を流れる旧河川SR11602には連結していない。他の

遺構との切り合いではC52グリッドで30号、31号、32号掘立柱建物に切られているが、1～

4号区画溝に比べると他の遺構との重複は多くはない。溝の規模は検出長27m、幅2m、

深さ70。mを測り、断面は逆台形を呈するが中段に平場を持ち2段掘りとなっている。覆土

はⅩ層と同質の黒灰色粘土であるが中位に腐植層を挟んで上下2層に分層できる。

遺物には土器、木製品、石製晶がある。土器は弥生土器で、中期の破片も含むが大半が

後期のものである。木製品は腐植層にからんで大量に出土しているが加工材のみで製品は

ない。石製品は太型蛤刃石斧1、偏平片刃石斧2、石斧未製品3が出土している。

E．周溝

（1）1号周溝SD6803・SD6804（第64図、写真図版21－3）

6・7区D33、34グリッドに位置する。調査区北東隅での検出であるため全体の形状は不

明であるが、溝の内側で半径6mほどの円弧状に掘削されており、南西部にあたるSD6804

とSD6803の間が2．5mほど途切れている。SD6804の両辺部はトレンチにかかっていて未

検出である。またSD6804の西端からSD6803の東端にかけては第6遺構面で検出した下層

水田の畦畔杭が打たれている。溝の規模は幅1．3m、深さ30cm。覆土は黒灰色粘土で、砂・

腐植物の混入状態によって3層に分層できる。遺物はSD6803から弥生土器の壷と賓片が出

土している。壷は体部で時期を明確にはし得ないが、賓の口緑部破片は中期後半のもので

ある。

（2）2号周溝SD6805・SD6807（第64図）

6・7区C34、35グリッドに位置する。調査区の南端で検出したもので全体の形状は不明

であるが、溝の内側で半径約8mの円弧状に掘削された溝で、北西部にあたるSD6805とSD

6807の間が80cmほど途切れている。SD6805は端部に近い部分が不整形となっている。幅は

2m前後であるが、張り出した部分では4．3mを測る。深さは20cmで幅に比べて浅く皿状を

呈する。覆土は黒灰色粘土。遺物はSD6805から土器と木製品が出土している。土器は弥生

土器で後期に属する。木製品は加工材で底面から5cmほど浮いた状態で出土した。
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（3）3号周溝SD6810・SD6812（第64図、写真図版21－2）

6・7区D・E37、D38グリッドに位置する。径8．5mほどのやや長円形に掘削された溝

で、南東部にあたるSD6810とSD6812の間が2mほど途切れている。また、北西部にあた

る箇所でSD6812の北端を検出しており、この部分でも溝が途切れることは確実であるが、

ちょうど北西部が調査区外にかかるため詳細は不明である。他の遺構との切り合いではSD

6812が土坑SX6815を切っており、SD6810の部分では土坑SX6808、SX6811に切られて

いる。溝の規模は幅70cm、深さ30cmで、覆土は砂礫混じりの黒色粘土である。遺物は土器

とSD6812からは土錘1が出土している。土器はすべて小破片だが古式土師器が主体を占め

るようである。

（4）4号周溝SD6809（第64図、写真図版2ト2）

6・7区D37、38グリッドに位置する。円弧状の溝で、半径が約5mの円で円周1／5ほど

の長さに掘られている。3号周溝のSD6812に南接して南から北西の方向に伸びており、西

端に近い部分を5号周溝SD6808に切られている。溝の規模は全長約8m、幅80cm、深さ30cm。

覆土は黒色粘土で下層部分には青灰色シルトが混じる。遺物は弥生後期の土器片が出土し

ている。

（5）5号周溝SD6808（第64図、写真図版2ト2）

6・7区D37、38グリッドに位置する。L字形に掘削された溝で3号、4号周溝のすぐ南

に位置し南北方向の溝が4号周溝を切っている。溝の規模は南北方向、東西方向ともに長

さ7mで全長14m、幅1m、深さ40cmである。覆土は青灰色シルトが混じる黒灰色粘土で

ある。遺物は南北方向の溝で古墳時代前期の台付賓3と高塚1が出土している。

（6）6号周溝SD6819（第64図）

6・7区E36、37グリッドに位置する。3号周溝のSD6810の東側に位置し、南から西へ

半径が約3mの円を描くように掘削された円弧状の溝で、円周1／3ほどの長さを検出したが

西端は調査区外に伸びている。また検出部分も1号掘立柱建物SH6802、溝SD6701、土坑

SP6827、土坑SX6803など多くの遺構に切られていて形状の不明な点が多い。溝の規模は

幅1．2m、深さ20cmで、覆土は青灰色シルト混じりの黒灰色粘土である。遺物は土器が出土

しているがすべて破片で、器種のわかるものでは古墳時代前期の高塀裾部片がある。

（7）7号周溝SD6825（第64図、写真図版21－1）

6・7区B40、C39、40グリッドに位置する。南北方向に長軸をもつ楕円形に掘削された

溝である。南北軸の長さは北西部が調査区外にかかるため不明であるが東西軸は溝の内側

で約10mである。すぐ内側には8号周溝SD6826があり、これを一回り拡張する形で掘られ

たものである。他の遺構とでは3号方形周溝墓の西辺周溝SX6830や土坑SX6838を切り、

2号掘立柱建物SH6801、土坑SX6832などに切られている。溝の規模は幅70cm、深さ15cm

で、覆土は礫混じりの黒色粘土である。遺物は古墳時代前期と考えられる台付婆、直口壷

等が出土している。

（8）8号周溝SD6826（第64図、写真図版21－1）

6・7区B40、C39、40グリッドに位置する。前述した7号周溝SD6825とほぼ重複する

位置にあり、東側部分は7号周溝に切られている。形状も7号周溝と同じであるが、規模

的にはひとまわり小さく東西軸の長さが約9mである。他の遺構との切り合いも7号周溝

と同じであるが、さらに3号掘立柱建物SH6804でも切られている。溝は幅70cm、深さ20cm

で、覆土は礫混じりの黒色粘土である。遺物は土器片のみである。
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3　号周溝
SD6810・

S D6812

4　号周溝
S D6809

5　号周溝
S D6808

6　号周溝
S D6819

7　号周溝
S D6825

8　号周溝
S D6826



9　号周溝
SD10625

10号周溝
SD11609・

SX11601

11号周溝
SD11608・

SX11611

12号周溝
SD11612・

SX11613

13号周溝
SDl1622

（9）9号周溝SDlO625（第64図）

10区C・D50グリッドに位置する。南から西へ半径が約6mの円を描くように掘削された

円弧状の溝で、円周1／5ほどの長さを検出した。西端は旧河川SR11602に切られている。溝

の規模は幅70cm、深さ15cmで、覆土は黒色粘土である。遺物は弥生土器が出土しているが

すべて破片である。後期のものが多い。

（10）10号周溝SD11609・SX11601（第65図）

11区C・D53、54グリッドに位置する。コの字形に掘削された溝で、南北軸は溝の内側で

12m、東西軸は北辺溝の西端から東辺溝の内側までの長さで12mを測り、ほぼ正方形を呈

する。四角にまわる可能性もあるが、西辺にあたる部分には水路SD11602があって不明で

ある。また両辺溝では南東隅に近い部分が4mほど途切れている。多くの遺構と重複関係

があり、北辺溝では土坑SX11618、SD11620、溝SD11618を切り、北東隅で土坑SX11604

に切られている。西辺溝は中央部分を旧河川SR11401、溝SD11606に切られて、南東隅近

くで11号周溝SD11608、13号周溝SD11622を切っている。南辺溝は12号周溝SD11612・

SD11613と13号周溝を切り、溝SD11606と36号、37号掘立柱建物に切られている。溝の規

模は幅1m、深さ50cmである。覆土はⅩ層と同質の黒色粘土で大きく3層に分層すること

ができる。遺物は古式土師器を主体とする土器がまとまった量出土している。

なお、10号周溝で囲まれたほぼ中央には1間×1間の掘立柱建物で竪穴住居あるいは平

地住居と考えられる38号掘立柱建物SH11617が建っている。両者が同時期の遺構であるか

どうかは調査では明確にし得なかったが、同時期のものであるとすれば10号周溝がこの住

居の周りに巡らされた周溝であった可能性が高いと考えられる。

（11）11号周溝SDl1608・SX11611（第65図）

11区C53、54グリッドに位置する。東西方向に伸びる円弧状の溝で、半径が約6mの円

で円周1／3ほどの長さに掘られている。旧河川SR11401、35号、36号、37号、38号掘立柱建

物、溝SD11606、10号周溝SD11609・SX11601など多くの遺構に切られており、また13

号周溝SD11622とも切り合っているが前後関係は明確ではない。溝の規模は幅1m、深さ

20cmで、覆土は黒色粘土である。遺物は弥生中期から後期にかけての土器片が出土してい

る。

（12）12号周溝SDl1612・SDl1613（第65図）

11区C53、54グリッドに位置する。半径が5mほどの円を描くように東西方向に掘削さ

れた円弧状の溝で、東端の部分が10号周溝SD11609・SX11601に切られているが円周1／3

ほどの長さを検出した。11号周溝のすぐ南側に位置しており形状や規模もほぼ同じである。

10号周溝のほかに溝SD11607や36号、37号掘立柱建物にも切られている。溝の規模は、幅

1m、深さ20cmで、覆土は黒色粘土である。遺物は弥生中期から後期にかけての土器片と

少量であるが古式土師器片も出土している。

（13）13号周溝SD11622（第65図）

11区C53、54グリッドに位置する。半径が5．5mほどの円を描くように東西方向に掘削さ

れた円弧状の溝であるが、11号、12号周溝とは弧の向きが逆になっている。西端の部分は

10号周溝SD11609・SX11601、12号周溝SD11612・SD11613、溝SD11607、36号、37号

掘立柱建物などの遺構によって複雑に切られている。また11号周溝SD11608・SX11611と

も切り合っているが前後関係は明確ではない。溝の規模は、幅50cm、深さ20cmで、覆土は

黒色粘土である。遺物は少量であるが弥生中期から後期にかけての土器片が出土している。
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旧　河　川

SR12601

流　路　1

流　路　2
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第65図10号～13号周溝実測図

F．旧河川・水路

a．旧河川SR12601（第66・67図、図面図版第31・32図、写真図版102～105、108、109）

12・13区で検出した河川流路で、弥生時代中期から古墳時代中期にかけての集落が立地す

る自然堤防状微高地の西端を流れており、流路は土層断面の観察から第66図に示したよう

に大きく3期にわたる変遷を復元できる。

流路1微高地の西端に沿ってN600Eの方向で南東から北西に流れていた段階の流路で

ある。埋土は上下2層に分層できる。下層は砂礫～粗砂と粘土の互層からなる。砂礫は微

高地の縁辺部を中心に厚く堆積しており、西に向かって次第に層厚を減じながらC・D62

グリッドの東半部付近まで広がっている。また、やや離れて13区第1坑の杭列SA12601下

層（D64グリッド）でも確認できる。D63グリッド付近では砂礫にかわって粗砂の堆積が

顕著であった。上層は黒褐色粘土を主体とするもので、腐植物や朽木などが多量に含まれ

ている。13区の第2坑、第3坑の土層断面や12区南壁土層断面の西端部（B62グリッド）

では当該期の流路を確認出来ないことから川幅は最大25m程度であったと想定している。

遺物は殆ど出土していないが、D62グリッドでは縄文土器片が1点と大型の加工板材が川

底部から出土した。なお、この流路は大沢スコリアならびにカワゴ平パミスが堆積した層

を切って流れていることから、2800年BPを遡るものでない。

流路2　流路1によって押し流されてきた大量の砂礫が微高地縁辺部のD60、D・E61、

E62グリッド付近に堆積した結果、この部分を流れていた流路1が湿地化し、これに伴って
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流路が大きく南西に振れた段階である。13区第1坑、第2坑、第3坑の土層断面からこの流

路の北端をおさえることができる（第67図）。流路はC60グリッド付近から西に向きをかえ

緩やかに蛇行しながら流れていたと考えられる。埋土は暗茶褐色粘土で朽木、腐植物を含

んでいる。D62～65、C66グリッドで検出された杭列SA12601は流路2から流路3へと流

路の北端が南に後退していく段階に打ち込まれたものである。また、微高地の西端に3号

水路SD12601が掘削されるのもこの杭列とほぼ同時期であろう。

流路3　流路2からさらに南西へと流れを変えた段階である。13区第1坑の土層断面で　流　路　3

流路2の埋土を切って堆積している暗茶褐色粘土を流路3の埋土と考えた。杭列SA12601

は流路北岸の護岸杭として機能しており、護岸杭の北側では流路2の埋土の上面に堆積し

た黒褐色粘土層に水田がつくられていたことが花粉分析およびプラント・オパール分析の

結果から想定できる。

このほか流路の時期を明確にすることはできないがC60～62、D62グリッドでは流路の

なかに打ち込まれた杭が散見され、とくにC60グリッドでは大型の杭が合掌形に打ち込ま

れており、堰状の遺構であった可能性がある（写真図版103－3）。また、C59グリッドの微　堰状遺構

高地端部では」形に組んだ木組遺構が検出された（第68図1、写真図版103－4）。両辺上端

中央にⅤ字の切り込みを入れた板を置いて杭で止め、東辺には4枚の板を重ねるように置

いている。

C58～62グリッドからは流路2から流路3の時期にかけての土器、木製品、石製品等の遺

物がまとまった量出土している。土器は弥生時代中期から古墳時代前期までの時間幅を持っ

ており、なかには畿内産のタタキ賓、信州産の櫛措平底賓などの他地域からの搬入晶やシ

カを線刻した壷などが含まれており注目された。木製品には田下駄、鋤などの農具や到物、

片口などの日常汁器、舟形などの祭祀具をはじめとして用途不明のものも多い。石製晶で

は扁平片刃石斧を主体とした磨製石斧類の製品・未製品のほか石錘、砥石などが出土して

いる。

b．3号水路SD12601（図面図版第31図、写真図版103－1）

D60、E61グリッドに位置する。旧河川SR12601からの取水を目的とした水路と考えら

れ、微高地の西端を巡るように南東から北西に向けて（N450～600W）掘削されており、

調査区内で20mまで確認したが北端はさらに調査区外に伸びている。水路口はD59杭から

北に2mの位置にある。幅1．5m前後、深さ50cmで断面形は逆台形を呈する。覆土は上下2

層に大別でき、下層は暗褐色粘土層、上層は砂礫層である。遺物には土器と石製器がある。

土器は弥生土器で、中期後半に属するものがほとんどで、中期中葉に遡るものが少量含ま

れている。石製品では扁平片刃石斧3と石斧未製品2が出土している。

C．杭列SA12601（第68・69図、写真図版103－2・108）

D62～65、C66グリッドに位置する。12区から13区にかけて旧河川SR12601の北岸護岸

杭として東西方向（N700E）に打ち込まれた杭列で、調査坑間の未調査部分を含めて長

さ約50mの範囲を確認した。D62グリッドでは杭列が1mほどの間隔をおいて前後2列に

打たれている。また、検出地点によって杭の種類や打ち込み方法に相違が認められる。D

62グリッド、D64グリッドでは先端を尖らせない残存長1m前後の割杭を1mあたり4、

5本の間隔でほぼ直に打ち込んでいるのに対し、D63グリッドでは杭の打ち込みがこれよ

りも密で、杭のほかに1m前後の間隔で矢板を併用している（第68図2、第69図3）。これ

に対してC66グリッドではかなり様相を異にしており、残存長1．2m前後の割杭や矢板を南
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第弼図　旧河川SR12601流路変遷図
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第68回　木組遺構および杭列SA12601実測図1・2
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0　　　　　　　　　　　　　　2m

第69回　杭列SA12601実測図3・4

から北にむけて斜めして密に打ち込んでいる（第69図4）。なお、13区第1坑、第2坑では

杭列の北側に80cmほどの幅で葦のような植物が層をなして検出された（第69図3・4のスク

リーントーンの部分、写真図版109－2）。この植物層は旧河川SR12601流路2の埋土（第1

坑2－3層、第2坑5－4層）上面に堆積したもので、杭列に絡んで堆積していることから、

杭列は流路2が埋没しながら南に後退していく段階で打ち込まれたものであることが確認

できた。

d．旧河川SRl1602（第70図、写真図版83）

C・D50、51、D52グリッドに位置する河川流路で、ちょうど10区と11区を区切るように

北から南に向けて流れている。Ⅷ層調査（第5遺構面）の段階で自然堤防状微高地として

旧　河　川

SR11602

確認されたもので、流路は大きく前後の2時期に整理できる。

第70図に赤色で示した流路は終息段階のもので、度重なる洪水氾濫によって砂礫が2m

以上の厚さに堆積して自然堤防状微高地を形成している（流路2）。実測図はこの砂礫層を　流　路　2
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流　路　1

1号水路
SD11624

2　号水路
SDl1602

除去して実測したもので、北西から南東に向けて流れてきた流路がDライン付近で大きく

「く」の字に屈曲して流路方向をほぼ南へと変えている。流路幅は約8mを測る。Ⅷ層か

らⅩ層までの間に堆積した砂とシルトの互層堆積層（Ⅸ層）もこの流路2の洪水氾濫によっ

て堆積したものと考えられる。流路の時期はⅩ層に営まれていた古墳時代前期の集落（第

7遺構面）の廃絶以降で、中期後半の段階（第5遺構面）にはすでに自然堤防状微高地を

形成していることから、古墳時代中期のなかでの短期間のものと考えられる。なお、6～

8区のⅩ層上面で確認された古墳時代中期前半の集落が10・11区に伸びていないのは、この

時期に流路2の洪水氾濫が頻発化しはじめた結果10・11区が居住不適地となったからであろ
＞

つ。

一方、黒色で示したのは第7遺構面での実測図で、弥生時代中期から古墳時代前期にか

けての流路である（流路1）。Ⅹ層除去後の実測であるため当時の流路の肩は削平されてい

る（第70図の土層断面にスクリーントーンで示した標高5．5m付近での平面図）。この段階

の流路は西岸に取水を目的とする1号水路SD11624が連結している。また東岸のD50グリッ

ド部分と西岸のC51グリッド部分の2ヶ所には護岸杭が打ち込まれており、護岸杭の認め

られない部分は流路2によって削りとられたと考えられる。東岸のC50グリッドでは26号、

27号掘立柱建物もこの流れによって切られている。護岸杭の残存している部分から流路1

を復元すれば、流路幅は6m前後で、流路2のような屈曲した流れではなく、緩やかにカー

ブをしながらもほぼ南北方向に流れていたと考えられる。

砂礫層から出土する遺物は、流路2の時期に対応する土師器が少量あるほかはⅩ層から

流れこんだ弥生土器、土師器である。

e．1号水路SDl1624（第70図、写真図版84）

C51グリッドに位置する。旧河川SR11602からの取水を目的とする水路で、南から北に

向けて直線的に掘削されている（N50E）。調査区内で約10mを検出したが南端はさらに

調査区外に伸びている。幅2m、深さ60cmで断面径は逆台形を呈する。両岸には護岸のた

めの杭が1mあたり2、3本の間隔で打ち込まれている。覆土は木片や腐植物を含んだ砂

混じりの暗褐色粘土層を間層にして上下に砂礫層が堆積している。

遺物は古墳時代前期の土師器が出土しており、水路が埋没した時期を古墳時代前期にお

くことができる。

f．2号水路SD11602（図面図版第30図、写真図版85）

C・D55グリッドに位置する。南北方向（N290W）にほぼ直線的に掘削された溝で、

調査区を縦断するかたちで長さ20mを検出したが両端は調査区外に伸びている。この溝は

1～5号区画溝に比べると規模が一回り大きく、掘削時期にも違いがある。溝の性格を明

確にすることはできないが、護岸用と考えられる杭が打たれていることから本報告では水

路として扱った。ほかの遺構との切り合いをみると、東岸は検出した部分のほとんどが溝

SD11615によって切られており、南端では溝SD11607にも切られている。西岸ではD55グ

リッドで40号掘立柱建物SH11616の東半部と切り合っている。40号掘立柱建物は柱穴に礎

板を持たないため切り合い関係を明確にすることはできないが、掘立柱建物が後出である

可能性が高い。溝の規模は幅約4m、深さ1mで断面は逆台形を呈するが部分的には段掘

りとなっている（図版85－2）。D55グリッドの西岸では段掘りした平場の部分に長さ3．5m、

幅1．2m、深さ60cmの長方形の土坑SX11621が掘削されている。またこの土坑より南では段

掘りの部分を中心に杭が打たれている。杭は護岸用と考えられるが打ち込みは疎らである。
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　4m

l．暗璃灰色シルト

2．赤褐色砂礫

3．暗音灰色シルト

4．粗砂混育灰色粘土

5．黒色砂礫

6．赤褐色砂礫

7．時育灰色粘土

8．赤褐色畑砂礫

9．時暗灰色シルト（炭化物配合）

用．噌斎灰色シルト＋砂＋暗噌灰色粘土（互層）

日．暗青灰色粘土

12．黒色粘土

第70図　旧河川SRl1602および1号水路SDl1624実測図
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覆土は暗灰褐色粘土で黄褐色微砂層を間層に上下2層に分層できる。

遺物には土器、木製品、石製晶がある。土器は中期後半から後期にかけての弥生土器が

主体をなし、少量の古式土師器を含んでいるが、これは溝SD11615からの混入の可能性が

ある。、木製品は底面から浮いた状態でまとまった量が出土しているが、ほとんどが加工材

である。石製品は太型蛤刃石斧1、扁平片刃石斧2と扁平片刃石斧の未製品4が出土して

いる。出土土器から溝の掘削時期は弥生時代中期後半と考えられる。

第8節　その他の遺構面

1．6・7区

A．Ⅴ層（図版編第6図、写真図版6）

Ⅴ層水田　　Ⅴ層上面で水田跡を検出した。Ⅴ層は青灰色シルト層で20cm前後の厚さがある。Ⅴ層上

面での標高は北東隅のE33グリッドで8．75m、南西隅のC40グリッドで8．42mで、地形は

北から南へ、東から西へ向けて傾斜している。Ⅴ層の上面は部分的に砂層に覆われた状態

で、水田遺構はD・E37～39グリッドで畦畔2本を検出したのみである。D38グリッドで

畦　　畔　は畦畔の高まりは確認できなかった。畦畔は北東一両西方向の畦畔SK6401とこれに直交す

る畦畔SK6402で、2本とも直線的に伸びており、割り付けの方向は川合地区にみられる条

里地割の方向と一致している。畦畔の規模は下幅70cm、上幅50cm、高さ5cmである。2本

の畦畔で区画された水田2枚はいずれも全形を知ることができない。水田1は両辺畦畔SK

大区画水田　6401が長さ20m以上で検出部分の面積でも約100I迂あることからかなり大区画の水田である

と想定される。ただ田面の標高をみると東端（36列）で8．81m、中央（E37グリッド杭）

で8．71m、西端（38列）で8．64mと東西で20cm近い比高差があることから畦畔は検出でき

足　　跡　てはいないが本来は2枚の水田であったかもしれない。E37グリッドの西側部分では田面

に足跡が認められた。

畦畔SK6401の南側部分ではⅤ層上面に砂層の被覆がなく遺構の検出はできなかった。一

方調査区東側のC・D・E32～36グリッドでは砂層に埋もれた足跡を多数検出した。足跡の

なかには歩行状態を知ることのできるものもある。歩行の方向は水田区画に一致するもの

が多い。また調査区の南東の一角では北東から南西方向に流れた自然流路SR6401を検出し

た。流路は幅10m以上、深さ20cmほどの浅い皿状の凹地を呈し、北岸に近い部分には直線

的に流れた流路痕跡を止めている。C・D・E32～36グリッドで足跡に詰まった砂はこの自

然流路が運んだものと考えられる。なおこの流路内で検出された足跡のなかにはウシなど

動物の足跡　の偶蹄目の動物の足跡と思われる径10～13cmの円形で一角にⅤ字状の切り込みのはいった

第31表　6・7区Ⅴ層水田一覧表

No．
検 出面積 平均標高

分類 I 分類 Ⅱ No．
検 出面積 平均標 高

分類 I 分類 Ⅱ
（最） （m ） （扇） （m ）

1 99．．8 8 ．71 C C 34 － 8 ．65

2 27 ．2 8 ．60 C E 35 － 8 ．81

C 32 － 8 ．55 D 3 5 － 8 ．78

E 33 － 8 ．75 C 35 － 8 ．68

D 33 － 8 ．74 E 36 － 8 ．73

C 33 － 8 ．59 D 36 － 8 ．67

E 34 － 8 ．83 C 36 － 8 ．46

D 34 － 8 ．79
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足跡が認められた。

Ⅴ層上面からは少量であるが土器、木製品、鉄製品が出土している。土器は須恵器の無　出土遺物

台埠と聾、土師器肇があり、平安時代前期に位置付けられよう（第73図1～3）。鉄製品は

鎌身1がC40グリッドから出土している（第71図1）。木製品には横槌、曲物、到物、大足

のほか用途不明の棒材、板材等がある（第71図2～10）。このうち曲物の底板（第71図7）

は水田1から出土している。

B．Ⅶ層（図版編第7図、写真図版7）

Ⅶ層上面で水田跡を検出している。Ⅶ層は青灰色シルト層で10～15cmの厚さがある。C36、Ⅶ層水田

D・E33～36グリッドについては重機による中間層除去の際にⅦ層上面を削平してしまった

ため遺構の検出はできなかった。検出した遺構は畦畔とこれによって区画された水田で、

砂に被覆されていたため足跡も残っていた。

調査区の南東部では東西方向の畦畔SK6501とこれに直交する畦畔SK6502、SK6503の 哩　　　畔

合わせて3本の畦畔とこの畦畔で区画された水田4枚を検出した。畦畔SK6501と畦畔SK

6502の2本は下幅1．2～1．5m、上幅0．7～1m、高さ10cm前後の規模を持つ大型の土盛畦畔

であり、農道を兼ねたものであろう。畦畔の軸方向は畦畔SK6501がN770W、畦畔SK

6502がN210Eで厳密には直交していないが、川合地区にみられる条里地割の方向とは300

前後西にずれている。畦畔SK6503は畦畔SK6502から6．5mほど西の位置に造られたもの

で、下幅60cm、上幅40cm、高さ3cm前後の規模である。畦畔SK6501から南へ1．5mの地点

に60cmほど畦畔が切れる部分があり水口と考えられる。またC35グリッドでも畦畔SK6503　水　　　口

から西に12mの位置で、高まりは確認できなかったが畦畔SK6502に平行した幅40cmほどの

畦畔状遺構を3m前後の長さで検出している。畦畔で区画された4枚の水田は全形を知る

ことのできるものはないがいずれも長方形を呈すると考えられる。田面の標高を見ると畦

畔SK6501と畦畔SK6502で区画された南西側では水田4が8．30m、水田3が8．13mで西か

ら東へと傾斜しており、畦畔SK6502の東側の水田1ではさらに一段落ちて8．09mとなる。

また畦畔SK6501の北側の水田2も8．13mで畦畔SK6501の南側よりも一段低くなっている。

田面には足跡が残存している。足跡は田面全体に万遍無く残っているのではなくて畦畔付　足　　跡

近に集中する傾向が認められる。

調査区西側ではのB・C38、39グリッドで直交する2本の畦畔SK6504、SK6505を検出

した。畦畔の規模は畦畔SK6503とほぼ同じである。南北方向の畦畔SK6504は畦畔SK6502

から50mほど西の位置にあり、軸方位も一致している。2本の畦畔に区画された4枚の水

田の標高をみると畦畔SK6505の北側の水田は8．4m前後、南側の水田は8．37mで、北から

南への傾斜が認められる。一方畦畔SK6504を挟んだ東西の水田では標高には差異がない。

田面には足跡が残存している。D38グリッドとC・D39グリッドの2ヶ所でも畦畔SK6504

に平行して帯状に伸びる幅30cm前後の畦畔状遺構を検出している。高まりは認められない

が畦畔であるとすると、調査区西側の水田は東西幅が3～4m前後の細長い割り付けであ

り、調査区東側で検出した水田とは様相を異にすることになる。また畦畔の東側部分では

遺構を被覆した砂を運んだ流路と思われる幅7～10mの皿状の窪みを検出している。この

流路の西岸部分はⅨ層で検出した微高地の縁辺とほぼ一致しており、流路がⅨ層の地形を

踏襲して流れたことが認められた。

Ⅶ層上面からは土器と木製品が出土している。土器はE35～36グリッドでⅦ層を被覆す　出土遺物

る砂礫中から出土したもので須恵器の肇と杯蓋、土師器の婆の3点がある（第73図4～6）。
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いずれも古墳時代後期に比定できよう。木製品では馬形、斎串、横槌等がある（第72図1～

5、10）。10の横槌は水田1の田面から出土したもので、1の馬形や5の斎串、4の用途不

明晶等は土器と同じくE36グリッドの砂礫中から出土したものである。2の刀形はプラン

ト・オパール分析試料を採取した際に試掘坑から出土したもので、層位的にみてⅦ層水田

に伴うものと考えられる。

第32表　6・7区Ⅶ層上面水田一覧表

No．
検出面積 平均標高

分類 I 分類 Ⅱ No．
検出面積 平均標高 分類 I 分類 Ⅱ

（最） （m ） （粛） （m ）

1 14．0 8．09 C 6 － 8．43 C

2 17．2 8．22 C 7 － 8．37 C

3 72．3 8．13 C 8 － 8．44 C

4 143．7 8．30 C 9 － 8．37 C

5 － 8．33 C D 39 － 8．46

B37N － 8．42 C 39 － 8．39

D 38 － 8．46

C．Ⅸ層（図版編第8図、写真図版8・9）

Ⅸ層水田　　Ⅸ層上面で水田跡を検出した。Ⅸ層はシルト質粘土層でⅨa、Ⅸb、ⅨC層の3層に分

層できる。水田作土と考えられるⅨa層は青灰色シルト質粘土層で厚さは15cm前後を測る。

水田は調査区の中央より東側の部分に造成されており、洪水砂礫に被覆されていた。調査

区西側のD・E37、B・C・D38～39グリッド部分は標高7．9m前後で水田面よりも20cmほ

ど高く微高地状の平坦面をなしている。B・C38グリッドでは足跡が検出されたほか微高地

の縁辺部分には護岸用と考えられる杭列SA6601が打ち込まれている。杭は割杭と丸杭の2

種類が併用されている。杭の打ち込みには粗密があり、密の部分で50cmほどの間隔に打た

畦　　　畔

れている。

検出した遺構は南北方向（N400E）の畦畔5本とこれに直交する畦畔2本および東西

方向に伸びると考えられる大畦畔SK6608の8本の畦畔とこれに区画された水田8枚である。

南北方向の畦畔は地形の傾斜方向に沿って造られたもので、水田を割り付ける基幹畦畔で

ある。畦畔の規模はSK6601、SK6602、SK6603、SK6604の4本が下幅1．2～1．8m、上

幅60～80cm、高さ10～20cmはこれらよりも一回り小さく下幅80cm、上幅50cm、高さ5cm前

後である。SK6603、SK6604、SK6605の3本はE34グリッド部分で連結して1本の畦

畔となっている。SK6603には杭列SA6602が打たれている。杭列は畦畔西側の上端と下端

の位置に2段に打ちこまれており東側部分には認められない。なお、SK6601とSK6602の

間は幅0．8～1m、深さ10cm前後の凹地状を呈しており水路であった可能性もある。基幹畦

畔に直交する2本の畦畔SK6606、SK6607は下幅70～80cm、上幅20～40cm、高さ5cm前後

で畦畔SK6605の規模にちかい。

水田の割付け　　水田は南北方向の大畦畔を基幹畦畔として地形に沿った割り付けが行なわれており、大

きく5群に分類することができる。

I　　群　I群　E36グリッドの微高地周縁に位置するもので微高地と畦畔SK6601で挟まれた三角

形の範囲に造られている。畦畔SK6601は北側に癌状の張り出しを持っており、これによっ

て東西の2枚に区分されている。洪水砂礫が畦畔SK6601の北側に沿って流れたため畦畔よ

りの田面は挟られた状態であった。標高は水田1で7．67～6．57m、水田2で7．80～7．64m

である。
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II群　SK6602、SK6603の2本の大畦畔で区画された一群で、このなかを直交する畦畔II　　群

SK6606、SK6607によって3枚に小区画されている。水田3では東側の畦畔SK6603と田

面との間に幅1m前後で高さ5cmほどの平場が認められる。水田4、水田5では明確な平

場としては検出できなかったが、これにあたる部分では畦畔SK6603に直交する畦畔SK6606

が不明瞭で、田面には足跡が認められず一部に杭が打たれていることなどから本来は水田

3と同様な平場であった可能性が高い。ほぼ1枚の全形がわかる水田4では面積46I迂前後

を測る。標高は3枚とも7．7m前後で4群のなかで最も低い位置につくられた水田である。

洪水の際に氾濫流路となったようで田面は洪水砂礫によって埋没しており田面には多数の

足跡が残っている。

III群　SK6603、SK6604の2本の大畦畔で区画された水田6で、東西幅が2．5m前後と

狭いのに対して南北長は28m以上あり非常に細長い割り付けとなっている。この中をさら

に小さな水田に区画する可能性も考えられるが、調査ではこうした畦畔は検出されなかっ

た。田面は平坦で足跡などは認められない。標高は北東端部分で7．83m、南西端で7．58m

〔4

III　　　群

／

O iOcm

第73図　6・7区Ⅴ～Ⅸ層出土土器実測図
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Ⅳ　　　群

であり北東から南西へと傾斜している。

Ⅳ群　SK6604、SK6605の2本の畦畔で区画された水田7である。Ⅲ群の水田6とほぼ

同じで非常に細長く割り付けられているが、東西幅は3．5mでやや幅広となっている。畦畔

SK6605は長さ10mほどを検出したのみなので水田の南西部分が不明であるが、C35グリッ

ドの足跡が密集して検出される部分に続く可能性がある。

Ⅴ　　群　　Ⅴ群　畦畔SK6605とSK6608に区画された水田8である。調査ではこのなかを区画する

畦畔が検出されておらず、1枚が非常に広い。田面は北東から南西に緩やかに傾斜する平

坦面をなしており、疎らではあるが足跡が検出された。標高は7．93～7．83mで調査区西側

の微高地部分と差がない。北側のE33、34グリッド部分は標高8m前後の平場になってい

て水田8への導水路と考えられる溝状遺構が畦畔SK6605の東側に平行して掘られている。

出土遺物　　Ⅸ層水田に伴って出土した遺物には土器、木製品、鉄製品がある。土器は須恵器杯蓋3

と土師器婆1、埠身3、高塚1があり（第73図7～14）、古墳時代中期から後期にかけての

ものが出土している。鉄製品では鋤先が水田5を被覆する砂礫層中から出土している（第

72図11）。木製品はB38グリッドの砂礫中から用途不明の板材が2点出土している（第72図

7、8）。

第33表　6・7区Ⅸ層水田一覧表

No．
検 出面積 平均標高

分類 I 分類 Ⅱ N o．
検 出面積 平均標高

分類 I 分類 Ⅱ
（最） （m ） （最） （m ）－

1 28 ．9 7 ．70 C C 35 － 7 ．84

2 45 ．6 7 ．73 A C 36 － 7 ．83

3 55 ．0 7 ．7 1 C E 37 － 7 ．92

D 33 － 7 ．92 D 37 － 7 ．99

C 33 － 7 ．83 C 37 － 7 ．79

D 34 － 7 ．93 D 38 － 7 ．91

C 34 － 7 ．87 C 38 － 7 ．99

D 35 － 7 ．87 B 38 － 7 ．84

第34表　6・7区Ⅸb層水田一覧表

N o．
検出面積 平均標高

分類 I 分類Ⅱ No．
検出面積 平均標高 分類 I 分類 Ⅱ

（最） （m ） （最） （m ）

1 32 ．5 6．60 C 3 343．9 6．65 C

2 31 ．9 － C

2．8区

A．Ⅴ層（図版編第9図1、写真図版24－2）

Ⅴ層水田　　8区Ⅴ層上面で水田跡を検出した。Ⅴ層は暗青灰色粘土層で15cm前後の厚さがある。Ⅴ

層上面での標高は北東隅のE41グリッドで8．47m、南西隅のD43グリッドで8・34m、さら

に北西隅のE43グリッドでは8．27mで、地形は緩やかに東から西へ南から北に向けて傾斜

している。この北西隅の標高は旧流路であるSR8301によるものである。水田遺構としては、

足　　跡　E41、42グリッドで数十の足跡を検出したのみで、畦畔などの遺構をこの一帯では検出して

いない。しかしながら、SR8301内で中州上に伸びる畦畔と思われる遺構が確認されている。

L字形に屈曲した畦畔状遺構でL字の長い事由部分が約10m、短い軸部が約4m前後で、幅

は0．8m～1m、高さは5cm～8cm前後を測る。SR8301より東側の平地部分は標高差で10cm

程度と水田耕作するには適当なレベルであり、足跡から考えても畦畔などの遺構は検出で
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きないが、本来は数枚程度の水田であったかもしれない。調査区北西部では、南から北に

流れた自然流路SR8301を検出した。流路は幅7m前後、深さ20cmほどの浅いもので、部分

的に窪みを有している。底面では数十の足跡が検出されている。

Ⅴ層上面からは少量ではあるが、土器、木製品、鉄製品が出土している。木製品には曲

物の蓋と底板、把手状の部材、火錬板のほか用途不明の板材がある（第74図1～6）。曲物

の蓋（第74図1）は周縁に一段低い段を付け、側板を取り付けるための穴が2ヶ所に2つ

ずつ残存し、おそらくは樺皮で綴ったものであろう。一組の穴には綴り付けのための圧痕

が残存する。一部焼け焦げている。把手部材（第74図4）は一部欠損しているが、ほぼ完

形である。T字形をした柄頭にあたり、柄と組み合わせる形のものである。中央にほぞ穴

があき、楔が残存する。また、さらに柄を留めるための木釘穴が2ヶ所にあいている。も

うひとつの柄頭（第74図5）は半分が欠損しており、中央にほぞ穴を作り出してあり、

部に圧痕が残っている。火摸板（第74図6）は断面長方形、長さ約30cmの板材で、一端は

やや薄く削られ、もう一端にひとつの切り込みと2つの臼が残存している。内側の臼は摩

擦による1．5cmほどの焼き焦げが丸く残っている。

第35表　8区Ⅴ層水田一覧表

No．
検出面積 平均標高

備　　　 考 No．
検出面積 平均標高 備　　　 考

（道） （m ） （最） （m ）

E 41N － 8・47 D 42N － 8．36

E 41S － 8．41 E 43N － 8．27 SR8301内に畦畔

E 42 N － 8．39 E 43S － 8．30 同上

E 42 S － 8．37 D 43S － 8．34

自然流路
S R8301

出土遺物

B．Ⅸa層（図版編第9図2、写真図版25－2）

Ⅸa層上面で水田跡を検出した。Ⅸa層は暗灰色粘土層で20cm前後の厚さがある。Ⅸa層　Ⅸa層水田

上面での標高は第36表からもわかるように調査区南西がやや高く、東に向けてやや低くなっ

ているが、その差は十数cmであり一様に西から東に傾斜しているとは言い難い状況である。

ほぼ安定した面を形成していると言っていいだろう。水田遺構は東西方向に3本、南北方　畦　　畔

向に3本の計6本を検出した。畦畔は東西方向の畦畔SK8501とこれにE42グリッドで直

交するSK8506、SK8502、SK8503にそれぞれ直交するSK8504、SK8505で、東西方向

の畦畔が基幹畦畔であり、これに十字にまたはT字に小畦畔が交差している状況である。

東西に細長い水田の割り付けになっている。いずれの畦畔も直線的に伸びている。畦畔の

規模はSK8501がやや大きく、長さは30m以上、幅は下場70～90cm前後、上場で50cm前後を

測り、高さは5～15cm前後である。大畦畔としてよいであろう。またこのSK8501は上面の

Ⅶ層水田のSK8401と同様の位置にあたり、時代差はあるが第4遺構面10・11区のⅦ層水田

でのSDlO301など何らかの水利施設（水路）などの存在を畦畔北側に想定させる。その他

の畦畔も幅50～60cm前後、高さも5～10cm前後を測る。7枚以上の水田を予想できるが、

いずれも完全な形とならず、水田の規模を想定できない。各水田間の関係は互いに数cm程

度の標高差であり、どちらからどちらへとの水利を比定できない状況である。調査区中央

から東及び南にかけては畦畔を検出していないが、多数の足跡を検出することができた。

E42のSK8501北側で淵状の窪地が検出されている。この窪地は腐植土を含む砂で挟られた

ものである。この窪地は幅3．5m前後、深さ15～20cmを測り、一部SK8501を切っているこ

とから水田構築後に、形成されたことが想定できるが、水田面と同様に窪地の周辺には多
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第36表　8区Ⅸa層水田一覧表

No．
検 出面積 平均標 高 備　　　 考 No．

検 出面積 平均標高 備　　　 考
（粛） （m ） （最） （m ）

E41N － 7．70 2 － 7．73 兼西に長い水田

E41S － 7．63 3 － 7．70

E 42E － 7．60 畦畔で 2 分 4 5．4 7．72

1 － 7．65 5 － 7．77

E42W － 7．67 畦畔で 2 分 6 － 7．73

E 42S － 7．66 D 43S － 7．82

D 42N － 7．69

足

杭

数の足跡が確認されていることから、水田との時期差はほとんどないものと考えられる。

足跡は窪地を形成させた洪水などから、水田を修復する際に付けられたものであろうか。

跡　そしてその修復中に再度洪水に見舞われたものかもしれない。足跡は調査区全面にわたっ

て検出された。一定の歩行状況を示す跡はない。また、SK8505上や水田3に周辺より深く

砂が入る幅80cm～1m前後、深さ3～10cm程度の窪地が9つ検出されている。E43両グリッ

ドに集中している。洪水によるものであろうか。これらの窪地はいくつかの切り合い関係

列

が認められた。

3．12・13区

A．Ⅳ層（図版編第10図）

昭和59年度に実施した内荒遺跡の調査においてⅣ層遺構の検出作業中に杭列が検出され

た。検出した杭列は12・13区を横断するかたちで打ち込まれており、水田の畦畔に伴う護岸

杭と考えられるが畦畔の盛土や水田面等は検出できていない。杭列を検出した層は緑灰色

シルト層で下部に行くに従って砂質が顕著となる。杭列はⅣ層遺構の柵列SA1301、SA1302

や溝SD1203、SD1301に切られていることから律令期（～平安時代前期）よりも遡る時期

のもので、また第3遺構面のⅤ層水田を切って打ち込まれていることから古墳時代後期よ

りも後出のものである。

杭列はD63グリッドを境に東西で様相を異にしている。D63グリッドより東側では2．5m

ほどの間隔をおいて2本の杭列SA12201、SA12202がN600Eの方向に直線的に平列して

打ち込まれている。この2本の杭列は第3遺構面のⅤ層水田の大畦畔SK12301と重複する

位置にあり、Ⅴ層水田が洪水で埋没した後に大畦畔SK12301を拡幅復元する形でつくられ

た畦畔に護岸杭として打ち込まれたものであると考えられる。畦畔の拡幅は主に南側に幅

を広げる形で行なわれている。D63グリッドでは杭列が南方向（N120W）に伸びるもの

SA12203と西方向に伸びるものSA13201の2本に分岐している。杭列SA12203は分岐点

から南へ5mほどが確認できただけであり、D63グリッドより東側でみられたような2本

の杭列が並列する状況も認められない。またⅤ層水田の畦畔との関係も不明である。D63

グリッドから西側部分でも杭列は原則としてSA12201の延長部分と考えられるSA13201の

1本のみである。ただ例外としてD66・67グリッドでSA13201の北側に5mほどの間隔を

おいて杭列SA13202が約11～12mの長さで並列して打ち込まれている。杭列SA13201はD

63グリッドの分岐点からほぼ西の方向（N870E）に25mほど直線的に伸びた後、D66グ

リッドからはやや南に角度をかえている（N730E）。13区では橋脚部分しかⅤ層水田の調

査が行なわれていないため杭列SA13201とⅤ層水田の畦畔との関係を全体にわたってみる

ことはできないが、第1坑、第3坑では大畦畔SK12301（第3坑では大畦畔SK13306）と
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第74図　8区Ⅴ層水田出土遺物実測図

ほぼ重複しており、SA12201と同様に南に拡幅するように打ち込まれている。ただ第2坑

では杭列SA13201の位置にはⅤ層水田に畦畔は認められない。かわりに北側の杭列SA13202

が畦畔SK13303にほぼ重複している。第1坑と第2坑の間（CD64～66グリッド）が未調

査区であるため明確にはし得ないが、畦畔SK13303がSK12301の延長部分であるとすれば

この畦畔は未調査区間で大きく湾曲していたことになる。杭列SA13201、SA13202の在り

方からみると洪水で埋没した水田の復元にあたっては、畦畔の北側部分は従来の湾曲部分

を活かした復元が行なわれ部分的に護岸杭が打ち込まれた（杭列SA13202）のに対して、

畦畔の南側部分についてはD63グリッドの分岐点から直線を意識して南に拡幅しこれに護

岸杭SA13201を打つことを原則にしたことが想定される。D66グリッドでSA13201が方

向を変えているのは畦畔北側の湾曲に対応した結果と考えられよう。復元畦畔の幅はD63

グリッドよりも東側部分ではほぼ2．5mで一定していたのに対して、西側部分ではSA13201

の屈曲点を頂点とする東西両部分が最大幅5m以上の幅広であったと考えられる。

打ち込まれた杭には丸杭と割杭の2種が併用されているが量的には割杭が多い。また都　丸杭と割杭

分的ではあるが杭に横木を噛ませて補強した部分もある。特にSA13201のC69グリッド部
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分では径10cmで長さ4mと6mの2本の丸太を杭の両岸に置き、杭にはシガラを絡ませた

状態が認められた。

杭列に伴う遺物はない。
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第Ⅴ章　考 察

第1節　第7遺構面掘立柱建物群について

1．礎板と建物との関係について

第7遺構面から検出された掘立柱建物については、

第Ⅳ章第7節ですでに述べた通り、全部で45棟を認定

している。この掘立柱建物を認定する判断基準の一つ

がピット内で検出された礎板にある。第7遺構面（6～

12区）では大小さまざまなピットが検出されており、

検出ピットすべてを遺構として認定していないが、約

800個に及ぶピットが検出されている。礎板を持ったピッ

トは254個であり、全体の約1／3が礎板を持った柱穴と

第37表　礎根を持つピット個数

総数 1 枚 複数枚

6 ・7 区 9 9

8 区 ・ 65 46 19

10区 95 65 30

11区 85 4 1 44

254 161 93

考えてよい（第75図）。

検出した掘立柱建物の柱穴231個（6・7区が22個、8区が12個、10区が107個、11区が90

個）、そのうち73．2％にあたる169個が礎板を有する柱穴である。礎板を検出したピットの

うち85個は掘立柱建物として認定するにまで至らなかった。特に8区にこの例が多く、認

定したのは2棟だけであったが、実際には10棟前後の建物が存在していたものと思われる。

礎板の枚数は取り上げた木製品のうち、実際に柱穴内で検出したものの他、溝状遺構など

で検出されたものから、形状が礎板として柱穴から検出されたものと類似するもの、建物

のプラン上に及ぶもの等を礎板として認識し、その総数が474枚である。そのうち、認定し

た掘立柱建物の柱穴内に伴うものが、309枚に及んでいる。この川合遺跡では礎板を使用す

ることが通常となっていたように思われる。そのために、礎板を伴わないで検出された掘

立柱建物（全部で7棟・15．6％）については、柱穴の形状、主軸に対する方向性、柱穴底

部での標高等に注目して認定した。のちほど述べることになるが、これら礎板を持たない

掘立柱建物及び礎板が一枚のみの建物は比較的下層の遺構の影響を受けない地盤の安定し

たところに構築されているように思われる。

礎板の形状としては、掘り方に準じた形で長方形の板材が多く、その大半は建築材等の

礎板と建物
の　関　係

礎板の形状

廃材を利用した二次的なものが多い。明らかに手斧のようなもので加工したと思われるも

のや、ほぞ穴をあけたもののほか、田下駄、鍬身などはっきりとその形状がわかやものな

ども礎板として利用している。29号掘立柱建物ではP2で鍬身が検出されている。また35号　鍬　　身

掘立柱建物では検出された5つの柱穴のうち4つの礎板は田下駄であった。間違いなく礎

板用にはじめから加工されたと思われるものは皆無である。大半は長方形の角材、建築材

などである。

角材で特におもしろいのが、8号掘立柱建物で確認された「キ」型に組み合わされた礎

板である。同様の礎板は6号掘立柱建物P4でも見られたが、6号掘立柱建物の場合は柱穴

の底部に主たる礎板の下で高さ調整用に敷かれているように思われるが、この8号掘立柱

建物の場合は検出された5つすべての柱穴で同様に、「キ」型に組合わされているものであ

り、6号掘立柱建物のように主たる礎板らしきものが見当らず、この長さ60cm前後、幅・

厚さ10cm前後の角材を「キ」型に組重ね合わせている。掘り方が長軸1m以上、短軸でも

－179－
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第76図　第7遺構面1間×1間、1間×2間　掘立柱建物相関図

0．6～0．8m程度の柱穴にしては貧弱な礎板である。礎板群は柱穴のどちらかの壁にかかる

ような形で置かれており、壁に添わせたとしても柱がこの上に直接乗っていたとは考えに

くい。この8号掘立柱建物は9号掘立柱建物、10号掘立柱建物と重複して建てられており、

現地での調査では8号掘立柱建物がもっとも古いものと考えられることから、建て替えの

時にいずれの礎板も引き抜かれたとも思われるが、調査段階ではそのような引き抜いた痕

跡は観察できなかった。桁行5．5m、面積22．7I迂とこの遺跡最大規模の建物としては奇妙な

柱穴である。礎板からは柱の規模も想像しかねる。

また、検出された礎板を観察すると一つの掘立柱建物の各柱穴の礎板が一枚の建築材を

分割して使用されている例も見られた。6号掘立柱建物、18号掘立柱建物、33号掘立柱建

物、42号掘立柱建物などの礎板はそれぞれの柱穴間で同一個体のものであろうと思われる

（第41～44表）。詳細は遺物編の方で述べていきたい。

2．1間×1聞及び1間×2間建物の関係について

掘立柱建物は前述しているように1間×1間建物が11棟、1間×2間建物が34棟（1棟

は2間×2間の可能性がある）を認定している。両者については前章第7節の第16表、第

20表に示した通りである。一覧表では広さの実感を持つため現在の畳の枚数で示してみた。

1間×1間（I群）と1間×2間（Ⅱ群と称する）の構築上の違いは何であろうか。両者

の関係については、第76図にそれぞれの群について相関図として示してみた。

I群での桁と行との関係（桁行率）は1：1及び1：1．1、1：1．2程度でほぼ正方形に近い

値を示している。可能性として竪穴住居跡であることも考えられる。この調査面が黒色覆

土であったため、かなり掘立柱建物の時期からみて最下層に近い部分での検出であるから
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の関わ　り

6・7　区

8　　　　区

10　　　区

床面などが検出できなくて当然であったであろう。また、一部のI群遺構の周囲に円形の、

周溝とも判断できる溝状遺構が検出されていることからもこう考えられる。38号掘立柱建

物SH11617と10号周溝SD11609とは関連が深いと考えている。

Ⅱ群での桁行率は第76図にスクリーントーンで示したようにほぼ規格性を伴って構築さ

れているようである。1：1．2、1：1．3程度の比率で正方形よりやや長めの長方形となって

いる。一定の規格でⅡ群の建物を構築していた様である。逆にいうと19号掘立柱建物、25

号掘立柱建物などはやや規格外の異質の建物か、I群が柱穴を共有して2棟並んでいたよ

うな状況を想定できようか。Ⅱ群はいかなる物か。畳にして2．3畳から13．8畳程度の広さで

あり、居住スペースとしては不適当であろう。倉庫としても複数棟並んで立っている状況

でもなく、倉庫群としての認識は難しい。日用雑具などを収納する程度の倉庫であったの

だろうか。

3．建物と立地条件

礎板の枚数と建物の立地条件　礎板は建物によって使用枚数が異なっている。1棟の中で

枚数の違うもの、地域によって1枚ずつだけのもの、複数枚のものなどさまざまである○

この礎板の枚数について、下層遺構との関わりから考察してみる（第39表）。前章で述べた

ように、第7遺構面は弥生中期・弥生後期・古墳前期の3時期の遺構が錯綜している遺構

面である。掘立柱建物群は弥生中期・後期の遺構が埋没したあと建てられたもので柱穴を

掘削時におそらくは下層の遺構の影響が及んでいるものと考えられる。

礎板については、前述したように総数で474枚検出されている。各調査区単位で見てみる

と、6・7区はこの時期の遺跡の東端にあたる地域のためか、遺構自体少なくなっているが、

礎板も全部で10枚、柱穴には7枚使用されているにすぎない。1グリッド（100I迂）あたり

0．38枚となる。5棟の建物の内、礎板なしの建物が2棟ある。柱穴に礎板のある割合は27・3％

と低い。下層の遺構も掘り方の浅い不明遺構であって、その影響も受けていないようであ

る。

8区は調査面積のわりにかなり密度の濃い遺構検出地区である。礎板総数81枚、柱穴に

は18枚使用されている。この地区の場合、遺構が複雑に錯綜しており礎板のみ検出されて

いることが多く、このような結果になっている。前述したように10棟前後は建っていたは

ずである。1グリッドあたりでは20．3枚も検出している。検出された2棟ともに礎板が各

柱穴に使用されている。特に下層にSD8611、SD8604、SD8608などの溝状遺構を伴うも

のは、地盤の安定を図るためか、1つの柱穴に2～3枚の礎板が使用されている。

10区も全体で21棟の建物を検出している。場所によって礎板使用の状況も異なるようで

ある。礎板総数は180枚、柱穴には124枚使用されている。礎板使用の柱穴の割合は約70％

第38表　グリッド別礎板枚致表

礎 板総数
（枚 ）

柱穴礎板
（枚）

使 用 率
（％）
グ リッ ド数 使用枚数

6 ・7 区 10 7 70 26 0．38

8 区 8 1 18 20 4 20 ．3

10区 i80 124 69 10 18 ．0

11区 203 160 79 9 22 ．6ノ

474 309
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第39表　掘立柱建物と下層遺構との関係表

建物
番号

関連 ピット及び礎板枚数 下層遺構

2 P 3 （2） S X 6832

4 S X 6832

5 下層に遺構なし

6 P 4 （3） 下層に遺構なし

7 P 4 （3）P 5 （2）P 6 （2） S D 8 611 S D 8604 S D 8608

8 P l～P 6 まですべて複数枚 SD 1060 1 S D 10613

9 P 2 （2）P 6 （3） S D 10601 S D lO607

10 P 4 （4）P 5 （3）P 6 （3） S D 10607 S D lO613

11 P l （2）P 2 （云） S X lO609

12 P l （4）P 3 （2）P 4 （2） S X lO609 S X lO607

14 P 2 （2）P 6 （6） 下層に遺構 なし

15 P 4 （2） 溝状遺構

16 P 2 （4）P 3 （2）P 5 （2） S D lO610 S D 10609 S D 10608

17 S X lO605

2 0 P l （5）P 2 （6）P 5 （4）P 6 （3） S X lO605 S D lO620

22 溝状遺構

2 5 下層に遺構なし

28 P l （2） 下層に遺構なし

29 P l （4）P 2 （3）P 3 （3）P 4 （3） 下層に遺構なし

30 P l （3）P 2 （6）P 5 （3）P 6 （2） S D 11601

31 P 2 （5）P 5 （2） S D 11601

33 P l （4）P 2 （5）P 3 （2）P 6 （3） 下層に遺構なし

34 P l （3）P 2 （1）P 3 （2）P 4 （2）P 5 ．（2） 下層に遺構なし

35 P 2 （3）P 4 （2） 溝状遺構

36 P l （4）P 2 （2） S D 11607

38 P 2 （2）P 3 （3） S R 11401

41 P 2 （8）P 3 （2）P 6 （2）

42 P 4 （3）P 5 （5）

43 P 2 （3）P 3 （2）P 5 （3）P 6 （2） S D 11626 S D 11617

44 P l （4）P 3 （3） 下層は西に向けて傾斜する地形

45 P 4 （4） S D lO60 1

である。1グリッドあたり18枚の礎板が検出されている。礎板を伴わない建物は調査区中

央部の比較的下層遺構の関わりの少ない部分に集中しているように思われる。17号掘立柱

建物P2、P3にあたる部分はSXlO605（方形周溝墓の周溝の一つ）の直上にあたるが、時

期的に弥生中期のSXに対して古墳初期ということで地盤も安定していたものであろうか。

建物が重複しているところでは、ある程度複数枚の礎板を使用している。8～10号掘立柱

建物、11～13号掘立柱建物、14・15号掘立柱建物、18～20号掘立柱建物、26・27号掘立柱

－183－



建　直　し　建物などはそれぞれ時期を異にして重複して建直し（建て替え）を行なっている。伊勢神

宮の遷宮が20年ごとであることなどから、建て替えの時期もそのぐらいの期間で行なわれ

たものであろうか。26・27号掘立柱建物のように一つの柱穴を基準（共有）にして建て替

えを行なっている例があることからある程度重複している状態であることは、その地域が

建物の構築に適していたことを示しているものと思われる。ただ下層との関係から何枚も

の礎板を使用することになったのであろう。8号掘立柱建物のグループではSDlO601、SD

lO607、SDlO613など弥生後期の遺構群との関係が、11号掘立柱建物のグループではSXlO609、

SXlO607など弥生中期の周溝群との関係が、さらに18号掘立柱建物のグループではSXlO605、

SD10617、SDlO620などとの関係から地盤の安定を図るため、複数の礎板を使用したもの

であろう。26号掘立柱建物・27号掘立柱建物の場合は、各柱穴に1枚ずつの礎板が使用さ

れているのみである。SR11602の川岸にあたる部分ではあるが、安定した場所であったの

であろうか。礎板は掘り方にピッタリ納まるサイズでしっかりしたものである。

11　　区　11区は全体で17棟の掘立柱建物が検出されている。礎板総数は203枚、柱穴に使用されて

いるのは160枚である。1グリッドあたり22．6枚の礎板が使用されている。礎板使用率は約

86％と高い。複数枚の礎板のピットの割合は約50％であり、他の地区に比べ高くなってい

る。礎板を伴わない建物は39号掘立柱建物・40号掘立柱建物の2棟のみである。39号掘立

柱建物は柱根のみが検出された建物であり、40号掘立柱建物は6つのピットの内、半分が

SD11602によって切られており、確実に礎板がないとは言い切れない。他の建物はすべて

複数枚の礎板を持つものである。28号掘立柱建物・29号掘立柱建物はこの地区内でもっと

も条件の良い場所に建てられていたものと考えられる。SR11602に張り出した場所であり、

下層に影響を及ぼすような遺構もない。30号掘立柱建物～33号掘立柱建物のグループは4

つの建物が重複している。特に共有するピットもなく何十年かのサイクルで（1サイクル

20年として約80年間程度）建て替えられていたものであろうか。下層の遺構としては、弥

生後期と思われるSD11601との関係が考えられる。34号・35号掘立柱建物では特に関係す

るような遺構もない。36号掘立柱建物～38号掘立柱建物ではSD11606、SD11607、SD11608、

P3を共有　SD11612などの溝状遺構の影響を受けている。41号掘立柱建物・42号掘立柱建物はP3を共

有する建て替えを行なったものである。下層には不明遺構があるが特に影響はないようであ

る。43号掘立柱建物・44号掘立柱建物もSD11617、SX11607、SX11614などとの関係がある。

各調査区を見てきたが、下層遺構が掘立柱建物の立地と何らかの関係があると考えられ

る。また、建て替えが頻繁に行なわれる場所についても礎板の枚数が必要になるのであろ

うか。

主軸方位と
立地条件

傾　斜　と

主軸方位

主軸方位と立地条件　掘立柱建物の主軸（長軸・桁行方向）の方位について考えてみる。

真北（00）から東または西にどれだけ傾いているかを一覧表（第40表）に示した。東西両

方向にそれぞれ450までの傾きの建物を南北棟A、それ以上ものを東西棟Bとした。また

軸の傾きが東のものをAl、Blとし、西のものをA2、B2とした。その結果、Alが7棟、

A2が30棟、Blが5棟、AO（真北）が1棟、BO（春秋ライン）が2棟となり、真北より

やや西に、特に50～150及び200～250に傾くものが大半を占めている。第1にこれは6～

11区にかけて東から西に向かって傾斜していることが関係あろうか。6区1号掘立柱建物

の検出面標高が6．58m、それに対して11区44号掘立柱建物の検出面標高が4．95mと約1m50cm

程度の標高差がある。また、傾斜は北から南に、つまり北東から南西の方向に向かって傾

斜している。この傾斜の影響で建物の主軸方向を決定していたものだろうか。もちろん部
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分的な地形の傾斜があるので一概には言い切れない部分もある。例えば28号掘立柱建物～

33号掘立柱建物までは真北寄り東に傾いており、集中している。この地域の地形を見てみ

ると若干ではあるが、SR11402に向けて、東に傾斜しているようである。傾斜が北東から

南西方向であるから、桁行方向（長軸方向）を傾斜と直交させ、建物の調整を梁方向で行

第40表　建物方位分布表

方位
（度）

南北棟 方位
（度）

東西棟

東 （A l） 西 （．A 2） 東 （B l） 西 （B 2） A O B O

0 0 1 2

1 ～ 5 3 3 46～50

6 ～10 1 5 51～55

11～15 1 7 56～60

16～20 3 61～65

21～25 5 66～70

26～30 1 4 71～75 1

31～35 1 76～80 3

36～40 2 81～85

41～45 1 86～90 1

なったものであろう。第2に、気候的な要素が影響していないだろうか。丘陵を背（北）に　気候的な要素

した場所であり、海に画しており南北方向に風通しは良くなるであろう。この掘立柱建物群

が倉庫群として、窓が妻部分にあるとするならば南北棟のほうが通風は良くなるはずである。

礎板の標高について　今回の掘立柱建物の認定に際しては、現地調査等で行った桁行、

梁間（梁行）の検討から柱穴を組合せる方法で行うだけでなく、各掘立柱建物群で重複す

礎板の標高

掘立柱建物の

認定の目安

る建物が多く、また柱穴を共有する場合もあり、ひとつのピット内の礎板でも別々の建物

の礎板になる可能性もあることなどから、礎板上面での標高を計測し、認定する際の目安
l

とした。従来の計測では遺構検出面からのピットの深さを示す例が多くあったが、川合遺

跡Ⅹ層の場合、包含層であるⅩ層が厚く、さらに黒色粘土層であったため、遺構掘削面の

把握が難しい状況であった。そのため、包含層最下層での遺構検出となったため、掘立柱

建物の実際の柱穴等の深さを把握することはできないことになる。そこで実際に掘立柱建

物を構築する際には、柱穴の底部のレベル（礎板がある場合は、礎板の上面）はほぼ変わ　柱穴の底部

らないであろうとの観点から、この礎板面での標高を計測し重視することにした。各ピッ

トの標高は前章の掘立柱建物のところにまとめている。

6～11区まで全体の様子を見てみると、各掘立柱建物ごとに礎板の標高は概ね均一的で

あり、差があるとしても最大で37cmである。最大値と最小値の差が20cmを越えるものが7

棟、30cmを越えるものが1棟である。大半が10cm前後（平均0．12cm）に納まっている。下

層等との関係、地盤の沈下などを考慮すると許容範囲の差であると思われる。この標高を

各地区で考えてみる。

6・7区の場合、1号掘立柱建物が調査区の北東部にあり、やや他の掘立柱建物と離れて

いる。これをAグループとした。ここの標高が6．44mである。礎板及び検出面での標高と
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もに全地区内で最高値を示しており、ここから西側11区に向けて地形は傾斜している。2

Bグールプ　号掘立柱建物～5号掘立柱建物をBグループとした。ここの標高の平均は6．51m。ほぼ4

棟とも同レベルである。

8　　　区　　8区の2棟は近接していることもありほぼ同レベルである。

10　　区　10区の場合はほぼ均等の間隔で8つのグループに分けてみた。実際には1間×1間と1

間×2間の建物では時期的にも多少のずれがある可能性が高いので、さらに分ける必要が

あるとも思われるが、標高という観点で同様に扱うことにした。8号掘立柱建物～10号掘

Dグループ　立柱建物までをDグループとした。重複する3棟が建つところである。8区とほぼ同レベ

ルであり、掘立柱建物群の中心にあたるのではないだろうか。8区の礎板の量、建物の規

模などから、Ⅹ層東側の中心となるだろう。11号掘立柱建物～13号掘立柱建物、14号掘立

Eグループ　柱建物・15号掘立柱建物とそれぞれひとグループとしてよいであろう。EグループはDグ

ループにいれてひとつとしても良いかも知れない。16号掘立柱建物、45号掘立柱建物はレ

ベル的にひとつのグループにした。17号掘立柱建物は礎板もなく、単独のグループとした。

18号掘立柱建物～20号掘立柱建物は標高だけでなく、面積的にも類似している。とくに18

号掘立柱建物と20号掘立柱建物は同規格と考えて良い。まったく同じ建材を使って建て替

えたと思われるぼどである。21号掘立柱建物～25号掘立柱建物まで標高でもひとまとめで

考えた。といっても22号掘立柱建物・25号掘立柱建物は礎板がなく、底部の標高で考えて

いるが。礎板がないか、一枚だけの安定した場所に立地している建物群である。26号掘立

P4を基準と

し建て替え

重複するP3内

の2枚の礎板

柱建物・27号掘立柱建物はP4を基準とし建て替えを行なった建物群である。礎板の標高は

いずれも26号掘立柱建物の方が低く、26号掘立柱建物を解体してP4を共有した27号掘立柱

建物がその後P4を基準に規模を少し小さくして建て替えを行ったものと考える。

SR11402を境にして11区は10区よりかなり標高が低くなっている。基本的には北東から

南西に向けて傾斜しているが、中央52・53グリッド付近では逆にSR11402に向けて、西か

ら東に傾斜している。前述したように建物の主軸の向きもこれに関係するものと考える。

28号掘立柱建物・29号掘立柱建物の2つの建物もほぼ同レベルである。30号掘立柱建物～

35号掘立柱建物までも同一地域で何度かの建て替えを行ってきたところである。ほぼ同レ

ベルである。31号掘立柱建物～33号掘立柱建物までの3棟は面積、桁行率なども同規格で

ある。36号掘立柱建物～38号掘立柱建物の内、38号掘立柱建物はSR11401下層の影響をう

けているので1間×1間の建物であるかどうか不明の部分もあり、標高も確かではない。

他の2つはこれも類似した建物である。39号掘立柱建物、40号掘立柱建物は不明部分もあ

り、1つずつのまとまりとした。41号掘立柱建物・42号掘立柱建物はこれもP3を基準に建

て替えを行ったものである。42号掘立柱建物を拡張して41号掘立柱建物としている。礎板

のレベルはほとんど変わらないが、重複するP3にあった2枚の礎板は42号掘立柱建物のも

のと思われる礎板が5．05m、新しい41号掘立柱建物の礎板が5．1mとなっており、42号掘立

柱建物Pl～P3の礎板レベルは5．03m、4．96m、5．05mとなり、41号掘立柱建物Pl～P

3のレベルは5．0m、5．07m、5．1mときれいにレベルからも新旧関係が判断できる。43号掘

Rグループ　立柱建物、44号掘立柱建物はひとまとまりとし、Rグループとした。SD11602より西側は、

溝よりがやや低くなっている。

各掘立柱建物は一覧表にもあるように、下層の遺構との関係・影響を考慮してみても、

ある程度意識的に揃った形で掘削されている。前もって長さを一定に揃えて製作された柱

を建てるのであるから、当然その掘り方、柱穴の深さなどもほぼ決まった規格、サイズに
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なっているはずである。こうした観点からこの礎板を持つ柱穴の検討を行ったのである。

また、各掘立柱建物単位での礎板標高だけでなく、隣接し合う建物同士でも立地上かなり

レベル的に近い値で建物が、柱穴が掘削されているような結果をみることができた。

掘立柱建物群の範回　第7遺構面は弥生時代中期の遺構から古墳時代初頭の遺構までの

幅を持っており、各遺構の時期認定はなかなか困難であるが、この掘立柱建物群のうち、

掘立柱建物

群の範囲

1間×2間の建物は古墳時代初頭頃と考えている。第7遺構面での掘立柱建物群の範囲は、古墳時代初頭

6・7区から11区までに及んでいる。各区の状況をみていくと6・7区では5棟（26グリッ

ド）、8区で2棟（4グリッド）、10区で21棟（10グリッド）、11区で17棟（9グリッド）と

なっており、1グリッド＝100I迂あたり0．2棟、0．5棟、2．1棟、1．9棟の割合になっている。

ただし、8区は前述したように礎板枚数では11区とほぼ同数の割合となっており、実際に

はかなり密集した状況であったと考えられる。6・7区では西側の部分に限られ礎板も少な

く、また東西棟も多いことから多少他の地区の掘立柱建物とは若干の違いがあるかもしれ

ないが、この集落群の東の端部にあたることはまちがいない。6・7区と8区とはかなり建

物の密集度に違いがある。レベルも50cm程度平均値で差がある。建物群の中心は8区と10　建物群の中心

区東46グリッドまでと、48グリッド、SR11402を挟んだ11区の52・53グリッドであろう。

ともに数回にわたって建て替えが行なわれている。10区ではD46からC50に向けて斜めに　礫　　層

礫層が約3mの幅で検出されている。ちょうど10区を縦断するように直線的に走っており、

またこれを境にして建物群が形成されているようにも見える（17号掘立柱建物だけはこの

砂礫上にピットを掘削している）。実際、ピットだけでなく他の遺構もこの砂礫上では希薄

になっている。倉庫群または集落単位の境や道のようなものではなかろうか。礎板のある　境や道のよ

ピットなどもこの礫層に沿って検出されている。11区の場合、これも調査区の中央を北東
う　なもの

から南西に向けて斜めにSR11401の下層部分が流れていたため、遺構が分断していること

がある。ピットの集中している場所は11区の中央にあたる54列付近である。ここではほぼ

中央をSR11401が縦断しているため、南北の関係がわかりにくくなっているが、掘立柱建

物の他に周溝状の溝状遺構が数本重複して検出されている。1間×1間のピット群などは　周溝状の

関連があるかも知れない。1間×2間の建物群が検出されているのは、ピット群が集中し

ている外側に分布している住居地域と倉庫群とを分離させていたものであろうか。弥生中

期～古墳初頭までの遺構群はさらに隣の12区まで継続しているが、12区の中央部分にはか

なり幅広の流路があり、12区東端の竪穴住居状遺構が1棟検出しているのみである。掘立

柱建物群は11区までということになる。

溝状遺構

11区ま　で

4．建物の構築について

1間×1聞及び1間×2間の掘立柱理物を検出して、その検討を行なってきたわけであ

るが、この際に注目し建物認定に参考にしてきたことについて述べることにする。

柱穴の掘り方と礎板の関係について　柱穴にはいろいろな形状のものがあった。形状の認　柱穴の掘り方

定は主観が伴うため、どの形状がどのくらい検出されたかのデータは特に取り上げないが、

一応柱穴表にはその形状を法量とともに挙げておいた。円形としたものが、厳密には楕円

形であったり、隅丸方形がくずれて楕円形に見えるものもあるはずである。柱穴を一通り

検討し、そのプランを考える上で、この掘り方の形状については参考データとして取り上

げた。近接する2棟または3棟分のピットが存在した場合、掘り方の形状で確定したもの

もある。やはり6つのピットの内5つまでが隅丸方形であれば、最後の一つも隅丸方形と

して考えるであろうし、長さや幅の類似するピット間でプランを判断することになる。重
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掘り方＝柱の

規模ではない

掘り方、礎板の

方向等に一定の

規則性が存在

礎板の方向

柱の建てら

れる位置

副柱の存在

29号掘立柱建物

2列の礎板

礎板の類似性

複する建物が多い分、このような検討方法で建物を構築してみた。

こうした作業の中で、気づいたのは、第1に掘り方＝柱の規模に相当するという公式は

けっして成り立たないということである。8号掘立柱建物にみるように掘り方自体は長さ

（長軸）120cm前後、幅（短軸）90cm前後でかなり大型の建物となるのに、礎板自体が前述

したように長さ20cm前後、幅・厚さ数cm程度の角材の組合わせたものでは、それほど大き

な、太い柱の存在は考えにくい。このような建物は6号掘立柱建物、20号掘立柱建物、33号

掘立柱建物などでも同様のことが言える。16号掘立柱建物、20号掘立柱建物では礎板の上

に柱根が乗った形で検出されているので、掘り方の規模に対する柱の大きさが比較してみ

ることができる。第2にひとつの建物の中では、掘り方、礎板の方向等に一定の規則性が

存在することである。これも建物認定の基準の一つにしたのであるが、長軸、短軸の認識

が可能な柱穴の場合、掘り方の長軸方向は大半建物の桁行方向に平行している。建物認定

の基準としては、桁行と梁行の関係（直交するようなプランとなるか、梁間が均等に近い

かなど）、礎板の標高などを優先して考えたが、掘り方の方向にも注目した。礎板の方向も

認定作業に考慮してよいものと思われる。長方形の礎板を使用している場合、主軸方向つ

まり桁行方向に平行する形で礎板が敷かれる率がかなり高いのであり、また逆に主軸に対

してすべての礎板が直交する例もある。11区の場合、77．3％の高率である。また、重複す

る建物群でこの例がみられる。さらに1間×2間の建物の場合、28号掘立柱建物、30号掘

立柱建物のように四隅の礎板が同一の方向を向き、中央の梁端にあたる柱穴の礎板がそれ

に直交するようなものもある。この2棟の場合は四隅の礎板が主軸に対して直交しており、

検出時では1間×2間として認定したが、実は梁行が桁行で2間×2間の建物であったと

も考えられる。礎板の方向が建物を構築する際の基準ラインなったとは考えられないだろ

うか。桁方向または梁方向でひとつのラインを決め、そこから梁または桁行方向を伸ばし

ていくような手段がとられたのではなかろうか。

第3に柱は必ずしも柱穴の中央に建てられるとは限らない。礎板の位置でみてみると約

48％の柱穴で柱が中央に位置している。あとは柱が柱穴のどちらかの壁に支えられるよう

に礎板が敷かれていた。

副柱の存在　29号掘立柱建物は1間×1間の建物であるが、ピットの規模がかなり大き

く（それぞれPlが71cmX66cm、P2が80cmX56cm、P3が77cmX71cm、P4が89cmX83cm）

またピット内に主軸に平行する礎板が2列存在していた。主軸は南北方向で西側にあたる

礎板群が礎板の規模が大きく、または2枚敷かれ、東側の礎板は1枚ずつであったり、鍬

身が使用されていたりしている。さらに東側の礎板の方がややレベルが低くなっている（P

lで西側5．20cmに対し、東側5．19cm、P2で5．18cmに対し、5．10cm、P3で5．12cmに対し、5．10cm、

P4で5．22cm）。P4は東側にあたる礎板は無いが、代わりに柱根の痕跡が見られた。このよ

うな状態は一つには、柱穴の西壁に沿うように主たる柱が建てられ、その東側にやや深く

副柱が添えられていた状況を考えることができる。また想像をたくましくすればまったく

同じ柱穴を利用して時期を異にして別の建物が存在していた可能性も否定はできないが、

建物を建てる時に何らかの理由でずらす必要が生じたものであろうか。またこの建物は1間×

1間として認定したが、図面では礎板を伴わないやや形状の異なるピットがPl・P2間、P

3・P4間に存在し、1間×2間と考えられないこともないが、形状、礎板がないこと、レベル

が他のピットに比べ20cm以上浅くなっていることなどから認定しなかった。

礎板の類似性について　45棟の掘立柱建物の礎板を観察すると、一つの建物で、例えば
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6号掘立柱建物　SH8602

第41表　掘立柱建物柱穴別礎板計測表1

12号掘立柱建物　SHlO614

柱 穴
礎 板 番 口

長 さ 幅 厚 さ
分 類

番 号 （cm‘） （c m ） （cm ）

1 、8－1 1 7 4 8 ．5 3 2 ．5 2 ．8 A

2 8 －0 8 0 4 9 ．5 3 1 ．0 3 ．3

3 8 －0 7 2 5 1 ．8 2 5 ．4 2 ．5 B

4 8 －0 7 1 4 6 ．0 2 5 ．5 2 ．5 B

8 －0 6 9 4 9 ．7 4 ．4 4 ．0

8－0 7 0 5 1 ．5 4 ．2 3 ．8

5 8 －1 2 4 5 1 ．5 3 2 ．5 3 ．2 A

6 8 －1 1 8 5 2 ．0 3 2 ．0 3 ．0 A ？

7号掘立柱建物　SH8601

柱 穴
礎 板番 口

長 さ 幅 厚 さ
分 類

番 号 （cm ） （cm ） （cm ）

1 8－0 7 8 3 0 ．5 1 6 ．2 3 ．4 A ？

2 8－0 7 5 3 1 ．0 1 5 ．0 3 ．6 A ？

3 8－14 5 3 0 ．7 1 6 ．8 1 ．5

4 8－0 7 4 2 2 ．5 1 2 ．0 1 ．2

8－1 4 4 3 2 ．5 1 7 ．5 1 ．5

8－1 4 5 3 1 ．2 1 8 ．0 1 ．5

5 8－1 7 2 2 9 ．3 1 6 ．5 2 ．8 A ？

6 8－0 7 7 2 4 ．0 1 4 ．0 3 ．3

8 －1 4 3 軍 ・7 2 3 ．0 2 ．1

11号掘立柱建物　SHlO615

柱穴
礎板番 口

長 さ 幅 厚 さ
分類

番号 （cm ） （cm ） （cm ）

1 10 －169 34 ．0 17 ．2 4 ．0

4 10 －278 38 ．5 12 ．5 1 ．2

16号掘立柱建物　SHlO620

柱 穴
礎板番 口

長 さ 幅 厚 さ
分類

番号 （cm） （cm ） （cm ）

2 10－252 42 ．5 2 2 ．5 3 ．0 A

10－253 3 5 ．3 2 1 ．5 2 ．5 A

10－2 54 3 9 ．0 9 ．9 2 ．5

3 10－2 57 3 4 ．4 1 0 ．7 2 ．5

10－2 59 2 0 ．2 6 ．3 1 ．5

5 10－2 47 4 3 ．0 1 1 ．5 3 ．0 A

10－2 48 44 ．6 1 1 ．2 3 ．0 A

18号掘立柱建物　SHlO610

柱穴
礎板番 口

長 さ 幅 厚 さ
分 類

番号 （cm ） （cm ） （cm ）

1 10－23 5 27 ．8 27 ．8 A

2 10－23 6 29 ．5 27 ．9 2 ．4 A

3 10 －238 30 ．0 27 ．5 3 ．0 A

4 10 －22 0 28 ．0 5 ．5 2 ．0

5 10 －219 30 ．0 29 ．5 A

6 10－222 40 ．0 30 ．3 2 ．5 A

柱穴
礎板番 口

長 さ 幅 厚 さ
分類

番 号 （cm ） （cm ） （cm ）

1 10－17 0 33‾．0 21 ．0 4 ．0 A

2 10－20 1 32 ．5 2 2 ．5 4 ．0 A

3 10－20 5 41 ．0 2 1 ．5 3 ．4 A

5 10－20 9 31 ．5 2 1 ．0 4 ．0 A

6 1 0－20 7 2 9 ．5 2 2 ．1 3 ．0 A

13号掘立柱建物　SHlO613

柱穴
礎板番 ロ

長 さ 幅 厚 さ
分類

番号 （cm） （cm ） （cm ）

1 10 －204 3 2 ．0 16 ．0 2 ．5 A

2 10－203 3 2 ．0 14 ．9 3 ．0 A ？

3 10 －217 3 0 ．0 15 ．0 1 ．5 A ？

4 10 －206 3 0 ．5 23 ．3 1 ．5

14号掘立柱建物　SHlO616

柱穴 礎板番 口
長 さ 幅 厚 さ 分類

番号 （cm ） （cm） （cm）

2 10－215 37 ．6 13．5 2．0 A

5 10－212 28 ．5 15．0 1．5 A

15号掘立柱建物　SH10617

柱穴 礎板番口 長さ 幅 厚 さ 分類番号 （cm ） （cm） （cm）

2 10－213 28．3 23．0 2．5 A

3 10－211 30．0 22．5 2．5 A

20号掘立柱建物　SHlO609

柱 欠
礎 板 番 口

長 さ 幅 厚 さ
分 類

番 号 （cm ） （cm ） （cm ）

1 1 0－2 3 2 4 3 ．7 2 6 ．0 4 ．0

1 0－2 3 3 4 1 ．0 2 1 ．4 4 ．0

1 0－2 3 0 3 8．．5 2 8 ．2 3 ．7 A

2 1 0 －2 3 1 2 6 ．0 2 4 ．0 3 ．4 A

1 0 －2 2 4 5 9 ．5 2 9 ．5 4 ．7 B

1 0 －2 2 6 3 ．0

1 0 －2 2 5 3 7 ．2 2 2 ．5 2 ．5

1 0 －2 2 7 3 7 ．0 1 9 ．0 5 ．5

1 0 －2 2 8 2 6 ．3 1 3 ．7

3 1 0 －2 3 9 4 4 ．5 2 9 ．0 3 ．5 C

5 1 0 －2 1 1 3 4 ．0 1 1 ．1 1 ．5

1 0 －2 1 2 2 2 ．0 1 3 ．8 2 ．2

1 0－2 1 3 3 7 ．0 2 8 ．0 4 ．0

1 0－2 1 4 3 8 ．0 2 4 ．9 3 ．9

6 1 0－2 1 6 4 0 ．8 2 8 ．2 4 ．5 C

1 0－2 1 7 2 5 ．7 1 0 ．7 1 ．5

1 0－2 1 8 3 7 ．5 2 2 ．3 4 ．0
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21号掘立柱建物　SHlO606

第42表　掘立柱建物柱穴別礎板計測表2

30号掘立柱建物　SH11608

柱穴 礎板番号 長 さ 幅 厚 さ
分類

番号 （cm ） （cm ） （cm ）

1 10 －3 09 34 ．8 ・1 7．0 3．0 A

2 10 －3 08 4 1 ．5 16 ．0 3 ．5 A ？

4 10 －2 80 37 ．0 14 ．0 3 ．0 A ？

28号掘立柱建物　SH11611

柱石
礎板番号

長 さ 幅 厚 さ 分類
番号 （cm ） （cm ） （cm ）

1 11－6 86 32 ．5 10 ．9 2 ．0

3 11－7 25 34 ．5 15 ．2 2 ．5 A

4 11－6 83 3 1．0 15 ．0 2 ．5 A

5 11－6 84 34 ．4 8 ．0 1．7 A

11－6 85 34 ．0 7 ．5 3 ．0 A

6 1 1－68 7 38 ．8 12 ．9 2 ．0

37号掘立柱建物　SHl1614

柱穴 礎板 番号 長 さ 幅 厚 さ 分類
番号 （cm ） （cm ） （cm ）

1 11－78 5 51 ．0 17 ．5 4．0 A

1 1－78 6 49 ．0 6 ．9 3．5 A

2 4 4 ．0 28 ．0

3 1 1－76 9 4 5 ．0 22 ．0 3．0

4 1 1－79 4 4 9 ．0 13．6 4．3 A

4 9 ．0 12．0 3．2 A

29号掘立柱建物　SH11601

柱 さ
礎 板 番 号

長 さ 幅 厚 さ
分 類

番 号 （cm ） （cm ） （cm ）

1 1 1－75 8 4 0 ．5 18 ．3 3 ．0 A

11 －7 5 9 2 5 ．0 15 ．5 2 ．5

11 －7 6 0 1 3 ．5 4 ．0 1 ．5

3 11 －7 5 1 3 7 ．4 1 7 ．9 2 ．0

11 －7 5 2 2 9 ．2 1 9 ．0 4 ．5

11 －7 53 4 1 ．0 2 0 ．0 3 ．0 A

4 11 －7 55 3 7 ．0 2 0 ．5 2 ．5 A

11 －7 56 50 ．6 18 ．0 3 ．0 A

11 －7 57 35 ．5 10 ．5 2 ．0

31号掘立柱建物　SH11607

柱 穴

番 号
礎 板 番 号

長 さ

（cm ）

幅

（cm ）

厚 さ

（cm ）
分 類

2 1 1－7 35 50 ．0 14 ．9 3 ．0

1 1－73 6 51 ．0 26 ．8 3 ．5 A

3 1 ト 70 2 54 ．0 2 6 ．0 3 ．0 A

4 1 1－67 5 51 ．5 2 6 ．5 3 ．2 A

5 1 1－68 2 3 7 ．5 16 7 ．3 4 ．4

1 1－68 1 58 ．0 3 0 ．0 2 ．5

6 1 1－74 0 3 0 ．5 13 ．6 2 ．0
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柱石
礎板 番号

長 さ 幅 厚 さ
分類

番号 （cm） （cm） （cm ）

2 1 1－73 1 2 4．7 7 ．4 1．6 A

1 1－73 2 2 5．7 5 ．9 1 ．5 A

11－73 3 2 6．0 2 1．5 2 ．5

1 1－73 4 3 9．6 16 ．7 1．8

3 11－69 3 5 9．0 2 1．7 3．0

4 11－673 4 4．0 19 ．0 3．0

5 11－679 4 0．5 22 ．9 2．0

6 1ト 7 05 2 5．7 10 ．5 3．0

11－7 06 3 6．4 23 ．7 3．0

32号掘立柱建物　SH11610

柱さ
礎板番号

長 さ 幅 厚 さ 分類
番号 （cm ） （cm ） （cm）

1 11－7 20 22 ．0 12 ．0 3．5

2 11－7 03 34 ．3 7 ．4 3．0 A

11－7 04 30 ．0 8 ．0 2．5 A

3 11∴6 92 25 ．0 15．5 1．5 B

4 11－6 76 24 ．5 13．0 1．2 B

5 11－6 83 32 ．6 13．0 2．0 B

6 11－7 39 24．4 16．0 1．5

33号掘立柱建物　SH11609

柱 石
礎 板 番 号

長 さ 幅 厚 さ
分 類

番 号 （cm ） （cm ） （cm ）

1 1 1－68 9 4 0 ．0 2 7 ．0 3 ．3 C

1 1－68 8 2 7 ．8 1 6 ．0 0 ．7

1 1－69 0 5 6 ．0 2 4 ．0 2 ．0

1 1－69 1 6 4 ．0 1 2 ．0 1 ．5

2 1 1－69 5 2 9 ．0 2 0 ．2 2 ．0

1 ト 69 7 4 1 ．5 2 0 ．0 3 ．5

1 1－69 9 3 7 ．5 1 3－．9 1 ．9 A

1 1－6 9 8 4 7 ．3 14 ．5 1 ．7 A

11 －6 9 6 2 9 ．5 20 ．4 2 ．1 B

3 11 －7 0 0 29 ．2 22 ．4 1 ．0 B

11 －7 0 1 4 1 ．5 19 ．3 4 ．0 B

4 11 －6 7 2 40 ．5 2 1 ．0 3 ．7 B

5 11 －6 7 4 36 ．7 21 ．9 2 ．7 B

6 11 －6 8 0 39 ．0 28 ．0 4 ．0 C

38号掘立柱建物　SH11617

柱さ
礎板番号

長 さ 幅 厚 さ 分療

番号 （cm ） （cm ） （cm）

2 11－7 88 24 ．0 14．7 1．5

11－7 89 21 ．0 15．5 1．8

3 11－7 95 11．7 3．3 0．4

11－7 96 2 0．0 6．5 0．7



1間×2間なら6つのピットで非常によく似た礎板が使用されていることがある。すべて

の礎板を当たった訳ではないので、一概には言えないが同一の建築材を6等分またはそれ

以上に分割して礎板として使う可能性もある。いくつかの建物の例を挙げておく。表は可

能性のある礎板について各掘立柱建物ごとにまとめたものである。まだすべての礎板につ

いて観察及び実測図を作成していないため、登録台帳での略測図を元にして類似する礎板

を挙げたものである。選別する上で注目したのは、遺物の幅と厚さである。A・A、B・

Bというようにおなじ記号がついているものは、ほぼ同一個体としての可能性が高いもの。

「，」の付いたものは、断面等の確認が必要と思われるもの、または可能性が比較的高いも

のとした。詳細については遺物編にゆずるとして、各掘立柱建物について簡単に取り上げ

ることにした。

6・7区については礎板自体の出土が少なく、類似性は認められなかった。8区では2棟

とも礎板が使用されているが、7号掘立柱建物は田下駄が4つのピットで主たる礎板とし

て敷かれている。6号掘立柱建物では2枚ずつ2組の礎板を確認した。10区では12号掘立

柱建物の礎板が顕著な例として挙げられる。6つのピットのうち、5つのピットの礎板が

類似性をもつ。長さは29．5cm～41cm、幅が21cm～22．5cm、厚さが3cm～4cm（3枚）とか

なり近似値的な数値を示している。いずれも手斧痕のある建築材の転用である。13号掘立

柱建物、14号掘立柱建物は数値的には良く似ているが、厚さに差があり、検討を有する。

15号掘立柱建物は長さ28．3cmと30cm、幅23cmと22．5cm、厚さ共に2．5cmと類似している。加

工の仕方も良く似ている。16号掘立柱建物はP2で検出された2枚が同一個体であり、P5

の2枚は柱の重量で縦に割れたものか、1枚の板になり、P2とほぼ同一の規格になるため、

これも1枚の材と考えられる。18号掘立柱建物はPl～P33の3枚が幅27cmで、厚さも29cm

前後と同規格になっている。またP5・P6はやや幅が広くPlなどとは異なるものかもし

れない。P5の礎板は4辺を斜めに面取りをしており、わざわざ正方形に整形しようとして

34号掘立柱建物　SH11612

第43表　掘立柱建物柱穴別礎板計測表3

35号掘立柱建物　SH11606

柱 さ
礎 板 番 号

長 さ 幅 厚 さ
分 類

番 号 （cm ） （cm ） （cm ）

1 11 －7 10 2 9 ．0 8 ．3 4 ．7

11 －7 11 2 6 ．5 27 ．9 5 ．8

11 －7 12 3 1 ．5 17 ．0 2 ．5

2 1 1 －7 14 3 2 ．5 15 ．2 4 ．0

3 1 1 －7 16 3 6 ．5 1 0 ．7 1 ．5

11 －7 17 3 6 ．0 22 ．0 3 ．0

4 1 1 －7 42 3 2 ．0 9 ．0 2 ．5 A

1 1 －7 43 3 2 ．0 1 1 ．0 2 ．2 A

5 1 1 －7 45 2 8 ．5 1 1 ．5 1 ．4

1ト 7 46 2 8 ．0 17 ．3 3 ．0

41号掘立柱建物　SH11605

柱さ
礎板番号

長 さ 幅 厚 さ 分類
番号 （cm） （cm ） （cm ）

1 11－8 11 46 ．5 20 ．2 2 ．7 A

2 11－8 19 49 ．7 18 ．7 1．9 A

3 11－8 20 53 ．2 22 ．4 2 ．5 A

4 11－8 21 48 ．5 23 ．6 2 ．2 A

5 1ト 8 22 48 ．5 19 ．3 4 ．0 A

6 11－8 24 47 ．6 2 1．6 2 ．0 A

柱 さ
礎 板 番 号

長 さ 幅 厚 さ
分 類

番 号 （cm ） （cm ） （cm ）

1 1 ト 76 5 4 8 ．0 24 ．0 2 ．0

2 1 1－76 1 3 0 ．2 10 ．5 0 ．9 A

1 ト 76 3 3 7 ．0 22 ．7 3 ．8

1 ト 76 2 3 0 ．2 1 1 ．5 3 ．0 A

3 1 1－74 1 3 4 ．0 19 ．0 1 ．5

4 1 1－74 8 1 8 ．0 16 ．0 1 ．0

1 1－74 9 2 4 ．0 18 ．0 1 ．5

5 1 1－74 7 4 6 ．0 24 ．0 2 ．0

43号掘立柱建物　SH11602

柱 さ
礎 板 番 号

長 さ 幅 厚 さ
分 類

番 号 （cm ） （cm ） （cm ）

1 1 1－64 2 4 2 ．8 19 ．0 7 ．8

2 1 1－64 3 3 6 ．5 12 ．0 6 ．4

3 1 1－63 4 1 9 ．6 7 ．7 5 ．5

1 1一二63 5 1 4 ．3 5 ．1 2 ．9

5 1 1－63 9 3 1 ．8 12 ．5 3 ．2

1 1－63 7 1 9 ．5 1 1 ．5 3 ．2

1 1－63 8 3 6 ．5 6 ．4 3 ．8

6 1 1－64 1 2 3 ．8 16 ．7 6 ．0
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36号掘立柱建物　SH11613

第44表　掘立柱建物柱穴別礎板計測表4

42号掘立柱建物　SHl1603

柱 容
礎 板 番 号

長 さ 幅 厚 さ
分 類

番 号 （cm ） （cm ） （cm ）

1 1 1－7 8 0 5 6 ．0 1 8 ．0 2 ．0 A

11 －7 8 1 5 6 ．0 1 6 ．0 2 ．0 A

11 －7 82 4 2 ．0 8 ．0 2 ．5

11 －7 83 28 ．0 2 0 ．0 3 ．0 B

11 －7 84 24 ．0 1 7 ．0 3 ．0

2 11 －7 74 53 ．0 2 0 ．0 r3 ．0 C

55 ．4 1 1 ．5 3 ．5 C

11 －7 75 45 ．0 2 1 ．0 3 ．0 C

3 11－7 11 48 ．7 22 ．4 2 ．8 D

11－7 72 44 ．0 28 ．5 3 ．0 B

11－77 0 68 ．0 30 ．0 4 ．5 B

4 1 1－80 3 17 ．5 11 ．0 2 ．0

1 1－1 16 1 3 2 ．9 7 ．7 3 ．6

11－80 2 3 0 ．0 14 ．3 3 ．3

1 1－79 2 5 6 ．0 2 4 ．0 2 ．0 D

柱 穴
礎 板 番 号

長 さ 幅 厚 さ
分 類

番 号 （cm ） （cm ） （cm ）

1 1 1－82 6 4 0 ．8 2 9 ．0 3 ．0 A

2 1 1－82 7
′

4 1 ．5 2 3 ．4 4 ．5 B

3 11 －82 8 4 4 ．0 2 1 ．1 5 ．2 B

1 1－82 0 5 4 ．0 3 4 ．0 3 ．3

4 11 －8 2 9 4 4 ．4 22 ．5 3 ．5 B

11 －8 3 0 4 0 」7 2 1 ．2 1 ．5

11 －8 3 1 4 3 ．0 2 1 ．0 5 ．6 B

5 11 －8 32 2 1 ．5 12 ．0 1 ．7

11 －8 33 40 ．2 11 ．0 1 ．6

11 －8 34 4 1 ．4 24 ．3 2 ．5 C

11－8 36 40 ．0 24 ．3 2 ．4 C

1 1－8 35 43 ．4 23 ．6 2 ．0 C

6 1 1－83 7 1 4 1 ．0 2 7 ．2 4 ．0 A

地形上の顕
著な特徴

いる。他の礎板でもほぼ正方形になるものもあり、ピットの掘り方に合わせて作ったわけ

でもないのに正方形にしようとしているのは、何らかの意味があるものと思われるが、不

明である。この礎板類は建築材からの転用と思われ、再度正方形に整形したり、面取りま

でして礎板にする必要があるのだろうか。20号掘立柱建物ではかなりの礎板が出ているが、

同一の板材になる確証には欠けるが、ねずみ返しとして、一つ以上に接合される可能性の

ものが7枚ほど出土している。21号掘立柱建物も厚さの点では類似性を認めるが、幅にバ

ラツキのある礎板が3枚出土している。28号掘立柱建物はP3、P4の2枚が同一と思われ、

P5の2枚がこれも縦に割れているが、接合するとP3等とほぼ等しい幅になる。29号掘立

柱建物の4枚の礎板も幅が20cm前後でほぼ近い値を示している。30号掘立柱建物の2枚は

細長い角材であるが、同一個体になると思われる。

第2節　水田遺構と下層との関係について

1．概況

本遺跡では、前述したように第2遺構面、第3遺構面及び第4遺構面において、水田遺

構を確認した。中でも第3遺構面、第4遺構面では広範囲にわたって水田面を検出するに

及んだが、これらの水田遺構については、地形上の顕著な特徴が見られた。第3遺構面、

第4遺構面及び水田遺構ではないが第5遺構面は第3、4遺構面が古墳時代後期、第5遺

横面が古墳時代中期に比定されるもので、時代幅が狭く、土層幅でも第3遺構面（Ⅴ層上

面）から第5遺構面（Ⅷ層下面）まで50cm前後と薄いものである。結果として、直下の地

形上の影響を受けていることが推察された。実際に各面直下の遺構について、直上の遺構

実測図にはめこんでみたものが、第77図及び第78図である。

2．第3遺構面と直下の遺構

第3遺構面　　第3遺構面は8区～12区及び13′区までの水田遺構であることは第Ⅳ章第㌧3節で述べたと

おりである。大畦畔で区画された水田とその大畦畔内をさらに区画する小区画水田から構

成されている。前章ではこれらの水田をⅤ群に分類した。第10・11表にあるように10・11区

中央50列～52列にかけての一帯は周辺より標高が高く、畦畔が検出されなかった。また、
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12区北側のⅤ群水田103～106にかけては1区画が大きく、周辺よりも標高が低くなってい

る。この2点が第3遺構面の地形上での特色となる。第3遺構面の下にはⅥ層と呼んだ青

味かかった砂層であるが、10・11区で10数cm、12区西端で50cm程度の厚さで堆積しており、

この下のⅦ層第4遺構面との時間幅はあまりなく、第4遺構面が洪水・氾濫で埋没した後、

すぐ新たに水田を作ったものであり、そのためこの下層の地形の影響が第3遺構面に及ん

でいるものであろう。第77図では第3遺構面に第4遺構面の地形をスクリーントーンで表

わし、第3遺構面の等高線を10cm単位で入れたものである。また、各区畦畔にからめて東

西及び南北方向の断面を作成してみた。第4遺構面の地形の影響を特に受けているのが、

前述した2ヶ所であることは、この図から明らかである。この遺構全体図と断面図より、

10・11区及び12区の第4遺構面との関わりについて考えてみる。

（1）10・11区

50列～52列では下層でSKlO310とした島状の大畦畔が検出されている。この大畦畔の盛

10・11区

島状の大畦畔

り上がりが直上の第3遺構面で水田を維持できない程度の影響を及ぼしている。等高線に

現われているようにこの一区画が周辺よりも20cm程度高く、島状に盛り上がっている。ま

たこの東側の水田35、36については等高線では標高の低い線（7．5m）が谷地形を示すよう　谷　地　形

に他の水田より低く東北から西南方向に傾斜している。これはさらに断面K－K′でより顕

著に現われている。断面図ではSKlO205の南側でまるで水路のようにみえる（この断面図

は高さを平面距離の10倍に増幅して示している）。このちょうど直下に第4遺構面ではSD　直　下　に

10301が検出されている。方向も測ったように東北から西南方向となっている。36が細長く割

り付けられているのも、この下層のSDlO301のためであることは間違いのないところである。

各断面図を見てみると、まずG－G′では、SK10250～SK10246間の65・66・67さらに

64においてかなり整然と水田が作られているのがわかる。田面の標高が64～67に向けて7．54m、

7．53m、7．55m、7．54mと最大2cmの差でしかない。面積も18．6I武21．1I武19．4I武16．3rIf

と最大差4．8I正でしかなく、整理時の誤差があれば埋まってしまう程度の差である。地形的

にかなりうねりがある場所で、保水維持を図るための小区画割り付けの好例と言えるであ

ろう。等高線でも例にあげた水田を含むこの一帯がほぼ同レベルの標高の上に位置し、水

田の保水の手当てを図ろうとしたことを明確に示している。H－H′ではSKlO201の北側

の水田78がかなり低くなっているのがわかるが、これは直下の第4遺構面でも畦畔が検出

されず青色の砂が部分的に深く堆積（入り込んで）していたところである。I－I′ではSK

lO201とSKlO210間が溝状に窪んでおり、平面でも水田77に相当するが、北北東から南南西

に傾斜していることが等高線でも現われている。水田として耕作されたか、または耕作中

に洪水の際の通り道となり、その後放棄されたものか、判断のつかないところである。下

層の影響は特に受けていないようである。部分的にも洪水によって削られたような痕跡が

みられた。J－J′は10区の水田の中では比較的安定した部分で断面を作ってみた。東から

西に向け緩やかに傾斜している。SRlO201は水田を切って流れたものと考えられるが、断

面では流れの川底が多少水田面を削っている程度である。K－K′については、前述した通

りであるが、SKlO205を境に北側は水田間の高低差が大きく、南は水田35を除いて北から

南に向けて緩やかに傾斜しているのがわかる。

（2）12区

12区は全体的には比較的安定した水田面を構成しているが、北側水田103から106にかけ

SDlO301

保水維持を図

るための小区

画割り付け

12　　　区

ては、北、南両側をSK12302、SK12301の大畦畔で割り付けられ、1区画も未検出部分が　大　畦　畔
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多いが、南の水田群よりも大きく、またレベルも20cm前後低くなっている。この直下の第

4遺構面Ⅶ層水田の地形を見てみると、旧河川SR12401が流れている部分である。Ⅴ群と

直下の河川跡　したこの水田群は直下の河川跡にすっぽりと納まってしまっていたのである。下層地形の

影響を受けた割り付け例の典型であろう。しかしながら、下層第4遺構面の地形を見ると

この地区では水田93あたりに大畦畔SK12401があり、この大畦畔の影響がありそうである

が、レベル的には逆に周囲よりやや低いくらいで、予想に反する結果となっている。ただ、

水田93を含め、12区西端の水田ではレベルが若干低く畦畔も未検出となっており、下層の

湿地的な地形の影響を受けているとも考えられる。

各断面図を見てみると、A－A′、F－F′、①－①′などではSK12301とSK12302間の水田

が溝、川の断面のように凹んでいるのがよくわかる。B－B′、C－C′、D－D′、E－E′

など東西の断面では水田面がある程度安定し若干東から西に向けて傾斜しているのがわか

る。①－①′、②－②′は第3遺構面と第4遺構面の同位置での断面を示したものである。①－

①′で下層SR12401の影響を受けているのが良くわかる。

3．第4遺構面と直下の遺構

第4遺構面　　第4遺構面は10・11区と12区の水田遺構である。10区東南部分は畦畔が未検出となってい

る。この遺構面も大畦畔で区画された水田とその大畦畔内をさらに区画する小区画水田か

大　哩　畔　ら構成されている。この面での大畦畔としては、SKlO301、SKlO308、SK10310、SK

lO311、SK10312、SK12401などが検出されている。10・11区では、SKlO310の両側の水

田群、特に北側の11～15までの水田が割り付けが大きく、その北西側の小区画水田とは確

実に区別できる。また東部分の数条の滞群もこの地区の地形状の特色である。12区ではSK12401

の南側の水田の割り付けが大きくなっている。SK12401はかなり大きな島状の大畦畔である。

10・11区

SR11401

（1）10・11区

第78図でわかるように水田11～15は見事に下層のSR11401の直上のあたっている。北及

び南側の畦畔がほぼSR11401の河岸線に一致している。レベル的にも北の水田から南の水

田に向けて緩く傾斜しているし、また他の周辺の水田よりも低くなっている。割り付けに

ついては前述しているように大畦畔SKlO308、SKlO310間を南北方向の小畦畔で分割して

いる。面積も70～90I迂前後と大きくなっている。下層地形との関係がわかる好資料である。

この水田群の南のSKlO310の下層はSR11401による微高地及びさらに下層のSR11402が

もたらした膨大な量の砂礫層の影響を受けているものと考えられる。その南の水田2～7

はこれも下層のSD10401、SD10402、SDlO403の上に割り付けられた水田であろう。2

から7に向けて傾斜している。SKlO312、SDlO301なども下層のSRlO401の流れの方向

と並行しており、この流れの影響を受けたものであろう。SD10301はSRlO401の上層（最

後）部分の流れに相当するものである可能性もある。11区北西側の水田26、34では東西に

長細く、南北方向の小畦畔が検出されなかった。第3遺構面ではこうした割り付けの水田

下では溝などの遺構が存在したのであるが、この下層はⅧ層の方形周溝墓を検出した部分

に相当し、特にこの地形の影響を受けたとも考えられない。ただ、26、34間の畦畔を検出

できなかった北排水溝周辺では、かなりレベルが下がり、青色砂が大量に堆積していた部

分であり、これはⅧ層でも同様であった。第3遺構面でもこの部分は畦畔も明瞭でなく、

溝状遺構SDlO201が検出されていたこともあり、第4遺構面Ⅶ層水田が造成されてまもな

くこの部分に洪水による砂が流入し、畦畔を削り取ったものであろうか。しかし、12区に

までこの地形上の特徴が現れていない。
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第78図　第4遺構面遺構断面図
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各断面を見てみると、G－G′は12区から延長して作ったものである。12区、11区両側と　各　断　面

もレベル差がなく、かなり平坦な状況がわかる。11区では小区画水田を縦断しており、29、

24、23、22までの水田と19、18、17までの水田のグループではレベルにある程度の差が認

められる。それぞれの一群でほぼ同レベルを示している。H－H′は下層SR11401上の水

田群である。全体にレベルは低いが一群内ではほぼ安定したレベルを示している。「I′で

は水田1～7に相当するが、1～5までのレベルと6・7のレベルの間に20cm以上の差があ

る。この直下にはⅧ層でSDlO401、SD10402、SDlO403という溝群が検出されており、

さらにⅩ層で検出したSR11402がもたらした膨大な量の土砂の堆積上にもあたり、これら

の影響を受けている。1・2は微高地上の水田であるとしても、3～5まではⅩ層SR11402

からの影響を受け、そのままレベルがやや高い状態にあるものと考えられる。6・7の水田

に関しては、Ⅷ層溝群の上に相当し、レベルが低くなっている可能性が高い。この作成し

た断面図は垂直方向を誇張してあるので、特に顕著に現れているが5から6への標高差は

かなり大きなものである。J－J′は小区画水田とSR11401上の水田の断面図である。両者

の水田に断面での差は見られない。小畦畔の割に畦畔の高さがある感じがする。K－K′は

SRllO41上の水田と他の水田との比較が明瞭にできる断面である。水田13が溝や流路状に

落ち込んでいるのがわかる。また、J－J′との比較でSKlO308より北側の小区画水田がそ

の西側に広がる小区画水田群より高いレベルを示しているのが確認できる。L－L′はSK

lO310を切った断面である。島状の高まりを示す大畦畔であることが明瞭である。M－M′

ではSDlO301がかなり深く掘り込んだ溝であり、この溝の直上であった第3遺構面水田35、

36が同様の形状を示していた。N－N′は水田を検出しなかった面の断面であるが、等高線

が示すようにこの一帯は標高で大畦畔SKlO310とほぼ同レベルであり、水路からの水を引

くに際して何らかの支障を伴ったものである可能性も窺える。下層Ⅷ層でのこの一帯は、

SR11401の南側に細長い溝状遺構（畝状遺構）が検出され、その後SR10401を始めとする

流路や溝が形成されたことがわかっている。等高線で見るとⅧ層のこの一帯は、溝状遺構

の南端で7．4mのラインが引かれ、ここから南に緩やかに低くなっている。この地形の影響

が第4遺構面でも現れているのか、C48グリッド南でいちばん等高線が低くなっており、

足跡自体もここに集中しているように思われる。

（2）12区

全体的に下層の影響を受けない安定した水田面であるが、SK12401及びその南側では明

瞭ではないが、下層の影響を受けている可能性もある。下層Ⅷ層で10・11区を縦断している

SR11401は12区でも南側を流れているが、10・11区のように緩やかな流れで、腐植層や遺物

が堆積するような状態ではなく、10・11区で下層とした砂礫を運び込むような急な流れであっ

たと思われ、この自然流路の形成した微高地上では保水が維持できない関係で、盛り上がっ

大きな標高差

12　　　区

た地形を利用して大畦畔SK12401が作られたものと考えられる。さらにこのⅧ層の微高地　至K豊講
では古墳中期の祭祀跡と思われる土器群と石製模造品が出土している。10・11区の場合は、　祭　祀　跡

SR11401が若干水田の形成の仕方が異なるがともに自然流路の影響を受けたものであるこ

とは間違いのないところである。この大畦畔の南に形成される水田のうち、45、46、47、

48、49、50の各水田は45から50に向けてかなり急な標高差を示している。45の標高が7・37m、急な標高差

50の標高が7．01mと約40cm近くの差であり、特に49から50へは20cmも落ち込んでいる。特

に下層に流路は検出されなかったが、下層の微高地辺の影響であろうか。また、調査区南

東端の水田は11区同様に小区画水田を形成しているようである。レベル的にも安定してい
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る。41がやや低い数値を示しているが、調査時の削りすぎたものなのか、または下層で検

出したSB12501の影響を受けたものであるか、判断しにくいものである。ただ、Ⅷ層調査

時にこの部分は窪地状の遺構として始めは認識していたところである。自然流路より北側

はSR12401まで緩やかに傾斜（標高差が約40～50cm）しているが、これも下層Ⅷ層が南東

から北西に向けて50cm程度の標高差で傾斜しているのと一致している。SR12401は下層の

影響は受けていない。

各　断　面　　各断面を見ると、まずA－A′、B－B′は共に東西方向に水田面を切ったものであり、い

ずれも東から西に向けて緩やかに傾斜している。等高線では南東から北西に向けて傾斜し

ているのがわかる。大畦畔SK12401の西側で急に落ち込んでいる。C－C′も東西方向の水

田で同様に安定した田面を示しているが、SK12401が方台状に盛り上がっているのがわか

る。D－D′、E－E′、F－F′の3つの断面は南北方向のものである。SK12401から北に

向けて緩やかに傾斜しているのがわかる。F－F′では下層の微高地から外れているのか、

SK12401を挟んで南北ともに標高差はあまり見られない。

3．まとめ

第3、第4遺構面について、それぞれの下層地形との関係について、特に水田の割り付

けなどに主眼を置いて説附してきた。第3遺構面では10・11区中央の畦畔未検出の部分が、

下層Ⅶ層水田での大畦畔SK10310、さらにはⅩ層で検出したⅨ層を構成するSR11402のも

たらした膨大な砂礫による微高地の影響を受けていること。水田35、36などが下層の溝状遺

構の影響によるものであること。さらに12区北側の大型の水田が下層Ⅶ層におけるSR12401

上に割り付けられていることなどを紹介した。また、第4遺構面では下層Ⅷ層SR11401上

に大型水田が測ったように割り付けられていること。その南側の大畦畔SKlO310がその下

層Ⅸ、Ⅹ層での微高地上に形成されていることなど。さらに南側の水田が下層の溝状遺構

や流路の上にあること。12区ではSK12401が下層の微高地の影響を受けているなどと紹介

した。ただしこれらの地形上の特色は、あくまでも発掘調査時点の地形計測の結果である

不等沈下　ため、水田などが構築された当時の地形から重なる土量により、不等沈下をしている可能

性もあると考える。具体的な場所については言及できないが、いくつかあげて考えてみた

水田35、36　い。第3遺構面では下層SDlO301の影響を受けたと考えた水田35、36がある。位置的にはSD

lO301の直上に相当するが、周辺の水田に比べレベルが低すぎる。下層に引きつられて、水

水田6、7　田耕作当時の水田構築よりも水田面のレベルが下がっている可能性がある。第4遺構面で

は水田6、7が下層のSDlO401の上にあたり、同様の割り付けをおこなっているはずの1～

5までの水田に比べ、標高が下がっており、土圧による不等沈下の可能性が高い。また、

水　田　4112区の水田41も他の水田に比べレベルが低く、下層にSB12501が検出された場所でもあり、

この影響で沈降したものとも考えられる。以上の場所が耕作時点に比べ地形上の変化があっ

たと思われるところであるが、発掘調査時点ではきめ細かな水田各面でのレベル計測をお

こなっているわけでもなく、また精査段階で若干の削りすぎがあり、レベルに誤差が出て

いることも考慮しなければならない。

＼
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付　編　1

静岡愚川合遺跡の泥土の花粉分析

国際日本文化研究センター　安田善意

I．はじめに

川合遺跡は静岡市川合に位置する。巴川と長尾川にはさまれた狭い氾濫原に位置する。

川合遺跡の古環境を復元するため、1987年3月に花粉分析調査を実施した。

II．資料の採取と層序

花粉分析の試料はSKI6・7区の北壁より10～30cm間隔に10×10×10cmのブロックを採取

し、ポリ袋に密封して実験室に持ち帰った。SKI6・7区の層序と試料採取地点は、図1に

示す如くである。また1986年12月に発掘担当者によって採取された12区615の試料について

も分析を実施した。12区615の層序と試料採取地点は図1に示す如くである。

さらに古墳時代中期の河川の岸で発見された灰層（SKIll区D52・SR11401）の花粉分

析も実施した。

III．花粉分析の方法

花粉分析の方法は、KOH処理一水洗一比重分離（70％　比重2．1塩化亜鉛液使用）－水

洗一酢酸処理－アセトリシス処理一酢酸処理一水洗－マウントー顕鏡の順に実施した。

顕鏡に際しては400倍で実施し、必要に応じて1000倍を使用した。試料12区615のNOl、

SKIll区D52SR11401については、光学顕微鏡で観察した残漆をイオンバッテリングで金

蒸着し、走査型電子顕微鏡で1，500～10，000倍で観察し、写真撮影を実施した。

Ⅳ．花粉分析の結果

花粉分析の結果は表1に示す。また主要な花粉については、図3の花粉ダイアグラムに

出現率の変化を示した。出現率は樹木花粉を基数とするパーセントで求めてある。

1）12区615の分析結果

12区615の堆積物は弥生時代中期～古墳時代の集落がのる微高地を形成している粘土層で

ある。粘土層中に大沢スコリア（2500年BP）とカワゴ平パミス（2800年BP）を挟在して

おり、縄文時代後期から弥生時代前期頃の堆積物とみなされる。

もっとも高い出現率を示すのは、アカガシ亜属である。アカガシ亜属には電顕鏡の観察

からウラジロガシ近似種、アラカシ近似種、アカガシ近似種、ツクバネガシ近似種、イチ

イガシ近似種、シラカシ近似種が検出されている（写真Ⅷ、Ⅸ参照）。次に多産するのはス

ギ属である。この他シイノキ属、コナラ亜属が高い出現率を示す。コナラ亜属にはコナラ

型とアベマキ型が検出されている（写真Ⅶ参照）。この他モミ属、ツガ属も比較的高率を示

す。ツガ属にはコメツガ型（写真Ⅳ）が含まれている。この時代にのみ多産するものとし

てカエデ属がある。

草本花粉では野生型のイネ科、キク亜科、ヨモギ属、サナエタデ節、セリ科、カヤツリ

グサ科が多産する。特にカワゴ平パミス、大沢スコリアを挟在する下部ではイネ科、キク

亜科、ヨモギ属が多産し、樹木花粉の出現率は全出現花粉・胞子の20％前後にとどまって

いる。火山噴火の影響によるものと見なされる。

2）SKIll区D52SR11401の灰層の分析結果

古墳時代中期の川岸から発見された灰層の花粉分析結果は、著しい栽培型イネ科の優占
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で特徴づけられる。全出現花粉・胞子の90％近くがイネ科の花粉で占められるという異常

な出現率を示す。おそらくモミガラに付着した多量のイネの花粉が検出されたものとみな

される。この時代の特色として、樹木花粉でブドウ属（写真Ⅵ）とネズミモチ属（写真Ⅵ）

が多産する。

3）SKI6・7区北壁の分析結果

弥生時代の中期末～古墳時代前半の遺物を含む黒泥層（第刃層）からは、花粉・胞子の

遺体の含有率がきわめて悪く、有意な結果を得ることができなかった。その傾向は上位に

堆積する灰青色シルトのⅩb、ⅩC層においても同様であった。

このように堆積物中にきわめて花粉化石の残存の悪い堆積環境が、どのようなものであっ

たかは、現時点では明らかにできないが、興味ある問題である。

古墳時代中期後半以降、遺物を含むⅨC層（青灰色シルト）より上位の堆積物には、花

粉化石は有効に保存されていた。

古墳時代から平安時代までの堆積物（ⅩC～Ⅳ層）までは、アカガシ亜属が多産する。

続いてスギ属、シイノキ属が高い出現率を示す。またモミ属、ツガ属、マキ属、ヤマモモ

属なども連続的に比較的高い出現率を示している。

草本花粉では栽培型のイネ科（大半はイネ属型）がⅩC層より連続的に高い出現率を示

して、ミズアオイ属、オモダカ属、キカシグサ属などの水田雑草の花粉も連続的に出現し、

古墳時代中期以降、継続して周辺では水田稲作が営まれていたことを示している。

近世に入ると花粉フローラには大きな変化が見られる。アカガシ亜属、スギ属、モミ属、

シイノキ属、ヤマモモ属が激減もしくは一時的に消滅し、代わってマツ属（二葉マツ、複

維管束亜属）が増加してくる。マツ属とともにこの時代に入って増加するのはバンノキ属

と栽培型のイネ科、ソバ属、ギシギシ属などである。近世の前半ではマツ属の出現率は18％

前後であるが、近世後半に入るとマツ属は60％以上の高い出現率を示す。

こうした近世に入ってからの花粉フローラの変化は、人間の著しい森林破壊を示してい

る。

近世末期の洪水の砂礫層をかき集めてつくられた島畑の最上部の堆積物では、近世末期

までに一時的に消滅していたマキ属、著しく減少していたスギ属がやや増加する。これは

人間の植林の結果である。しかし、島畑上の堆積物であるにもかかわらず、サジオモダカ

属、ミズワラビ属が産出し、時には冠水する状態にあったことを示している。

Ⅴ．考　察

1）火山噴火で形成された草原

12区615地点の堆積物の下部、カワゴ平パミス（2800年BP）と大沢スコリア（2500年BP）

の前後の堆積物では、イネ科、キク亜科、ヨモギ属、セリ科など草本類が高い出現率を示

した。樹木花粉は全出現花粉・胞子の20％前後と低率であった。このことは、火山の噴火

によって、イネ科、キク科、セリ科、の優占する草原が、周辺に形成されていたことを示

している。

2）スギとカシの混合林

大沢スコリアの上位の堆積物になると、樹木花粉の比率が全出現花粉・胞子の60％近く

にまで回復し、森林が再生してきたことを示す。

この時代はスギ属とアカガシ亜属が高い出現率を示し、これとともにシイノキ属も高率

に出現する。おそらくスギは巴川や長尾川の河畔に生育したものがあり、現在の南沼上団
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地背後の丘陵にも、シラカシやアカガシ（電顕像から近似種が検出されている、写真Ⅷ－Ⅸ）

と混生して生育していたとみられる。また沖積平野の微高地にはエノキ属やケヤキ属（写

真Ⅹ）とともにイチイガシ（写真Ⅸ）も存在していたものとみなされる。

12区615の最上部では樹木花粉は全出現花粉・胞子の76％に達し、弥生時代中期の人々が

開拓する直前には、スギやカシ類の森の多い環境であったことを示している。

3）黒泥層の謎

弥生時代中期～古墳時代の遺物を含む黒泥層中には、花粉化石の残存が著しく悪く、当

時の古環境を復元できなかった。特徴的な黒泥になぜ花粉化石の残存が悪いのかは、今後

に残された問題である。

ただこれまで筆者（Yasuda1987）は、大阪府河内平野の調査から、特徴的な2枚の黒

泥層の存在を指摘し、それが気候変化によるものではないかと指摘している。河内平野の

場合、黒泥層は弥生時代中期～弥生時代後期と、古墳時代の5世紀頃の2枚が検出されて

いる。今回、川合遺跡で検出された黒泥層は、河内平野の弥生時代中期～後期のそれに比

定される可能性がある。

4）古墳寒冷期

川合遺跡では5世紀に入ると、長尾川がさかんに土砂を運び、洪水が頻繁に起こる「氾

濫の時代」になったと指摘されている（川合遺跡現地説明会資料1986）。

実はこの時代は、河内平野でも黒泥層が堆積し、尾瀬ヶ原の花粉分析結果（阪口1984）

からも気候悪化が指摘されている時代に相当する（図2　参照）。洪水が多発するようになっ
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図2　過去2000年間の気候変動と古墳寒冷期を示す黒泥層の堆積期（YasudaJ987）
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た「氾濫の時代」の背景には、気候悪化が存在した可能性が高い（安田1987参照）。

5）プラントオパールの分析結果とのくいちがい

プラントオパールの分析結果（静岡県埋蔵文化財調査研究所1985）では、古墳時代中

期～後期前半のⅨ層では、イネのプラントオパールは全く検出されなかった。これに対し、

花粉分析の結果では、ⅨC層から連続的に栽培型イネ科（大半はイネ属型）（写真Ⅷ～ⅩⅥ）

が連続的に検出され、しかも、水田雑草のミズアオイ属、オモダカ属、キカシグサ属など

も連続的に出現する。花粉分析の結果からみるかぎり、古墳時代中期以降も、周辺では水

田稲作が継続的に実施されていたとみなさざるをえない。

6）モミガラに付着したイネ属型花粉

SKIll区D52SR11401の古墳時代中期の河川の岸から発見された灰層中には、大量の栽

培型イネ科（大半はイネ属型、写真Ⅷ～ⅩⅥ）が検出された。この灰層はおそらくモミガ

ラを含む植物体を焼いたものであり、モミガラに付着したイネの花粉が、大量に検出され

たものと思われる。またこの堆積物中から、ブドウ属が多産したことも特記すべきである。

7）古墳時代中期～平安時代

古墳時代中期～平安時代にかけては、アカガシ亜属とスギ属が高い出現率示し、イネ属

を含む栽培型のイネ科が多産し、類似した景観が継続している。巴川や長尾川の河畔には

スギ林が生育し、背後の丘陵にもまたアカガシやシラカシ林に混じってスギ林が存在した。

さらに沖積低地にも水田は広がったがエノキ、ケヤキそれにイチイガシ林が残っていた。

8）消滅した沖積平野のスギ林

近世に入ると劇的な変化が川合遺跡周辺の植生に引き起こされる。それは近世の中ごろ、

試料No．17とNo．18の間で引き起こされている。スギ属が8．3％から0．8％まで激減する。代わっ

てバンノキ属が増加してくる。これは河畔のスギ林が江戸時代の人の手によって伐採され、

その後にバンノキ属林が拡大したことを示す。

スギが激減した後、遅れてつぎにアカガシ属が試料No．18とNoユ9の間で、31．4％から4．1％

にまで激減する。そして、マツ属（二葉マツ、複維管束亜属）が急増してくる。そして、

イネ属の花粉とともにソバ属が増加してくる。これは沖積平野にあったイチイガシ林はも

とより、丘陵部のアカガシやシラカシ林も江戸時代後半の人々の手によって破壊され、そ

の後にアカマツ林が拡大したことを示している。

近世に入って消滅したものにマキ属も含まれる。

9）森林の荒廃が引き起こした大洪水

近世中頃以降、森林が急速に荒廃した。近世末に引き起こされた砂礫層を堆積するよう

な大洪水は、こうした森林の荒廃の結果の産物であろう。これまで何回も洪水にみまわれ

た川合遺跡周辺で、粒径が5cm前後の砂礫を堆積するような洪水は、これまで一度もなかっ

た。こうした砂礫を堆積するような大洪水が多発するようになった背景には、すでに述べ

た森林の荒廃が深くかかわっている。

10）島畑の造成の必然性

島畑はこうした洪水の砂礫を盛り上げてつくられた。島畑の造成の目的は、洪水による

砂礫層を取り除く意味と、冠水害を避ける目的である。島畑をつくらなければならなくなっ

たのは、洪水が多発し、洪水の砂礫がたびたび水田を荒廃させたからである。その洪水の

多発をもたらした原因は、人間の森林破壊にあった。

島畑はスギやカシの森がよく残っていた平安時代には出現していない。島畑が出現する
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のは、人間の森林破壊によって洪水が多発しはじめてからのことである。島畑はまさに、

人間の森林破壊の結果、引き起こされたリアクションとしての洪水に、再び人間が再挑戦

した副産物なのである。

しかし、砂礫を盛り上げた島畑を冠水させるような洪水は、その後もたびたび引き起こ

された。それは、島畑の堆積物中から検出されるサジオモダカ属やミズワラビ属など水生

植物の花粉や胞子がこのことを物語っている。

11）急速に失われた自然

川合遺跡の花粉分析の結果は、平安時代までは、河畔の沖積平野にはスギ林があり、背

後の丘陵もカシ類の照葉樹林におおわれていたことを明らかにした。

こうしたスギ林やカシ林あるいはマキ属が急速に破壊されていったのは、近世以降、と

りわけ近世中頃以降のことである。たかだかここ200年の間の出来事にすぎない。そして、

スギ林やイチイガシ林は姿を消し、アカマツ林へと変わった。わずか200年の間に、川合遺

跡周辺の森の風景は一変したのである。
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表1静岡県川合遺跡の花粉・胞子出現率表
試 料 番 号 12 区 6 I5 12 区 6 I 12 区 6 15 12 区 6 I5 I2 区 6 I5 I2 区 6 15 S K I I l区 S K ト B 4 2 S K ト6 ・7 区 S K 卜6 ・7 区 S K 卜 6 ・7 区 S K ト6 ・7 区 S K ト6 ・7 区 S K ト6 ．7 区 S K ト6 ．7 区 S K ト 6．7 区 S K ト6 ．7 区 S K ト6 ．7 区 S K ト 6 ．7 区 S K ト6 ．7 区 S K l－6 ．7 区 S K ト6 ．7 S K ト6 ．7 区

科 ・属 8 6 4 3 2 I D 5 2　S R I IO I 】 I ・ 2 3 ・4 5 6 8 IO 12 13 15 16 17 I8 I9 2 1 2 2

ト　 ウ　 ヒ　 属 （P ic e a ）

モ　 、　 属 （A b ie s ） 2　　　　 3 ．2 12　　　　 9 ．8 8　　　　 4 ．9

3　　　　 I ．4

】0　　　　 4 ．8 5　　　　　 2 ．4 5　　　　 1．7

6　　　　　 6 ．3

花

粉

Jら、．己

有

田呈

少

】 4　　　　　 3 ．0 4　　　　　 2 ．7

2　　　　 I．2

3　　　　 I．8 1　　　　 0 ．9

1　　　　 0 ．8

7　　　　 5 ．5

I　　　　 O ．6

3　　　　 I ．8 1　　　　 0 ．6

5　　　　　 4 ．2 6　　　　　 4 ．l

1　　　　 0 ．6

I　　　 I ．7

2　　　　　 3 ．3ツ　　 ガ　　 属 （T s ug a ）

ヽヽ′　　　　Jヽ

l　　 l ．6 6　　　　 4 ．9 4　　　　 2 ．4

22　　 13 ．4

1　　　 0 ．6

2　　　　 I ．2

1　　　　 0 ．6

8　　　　　 3 ．8 8　　　　 3 ．8 8　　　　　 2 ．7 2 7　　　　　 5 ．2 9　　　　　 6 ．2 I7　　　 10 ．3 8　　　　　 7 ．0 15　　　 日 ．7 6　　　　　 3 ．6 7　　　　　 4 ．2

I　　　　 O　6

2　　　　 I．3

1　　　　 0　6
マ ツ 属 （早 維 管 束 亜 属 ） （P lnu S H a p Io x ylon ）

マ ツ 属 （複 維 管 束 亜 属 ） （P inu s D ip lo xy lo n ）
2　　　　 3 ．2 ；。日 ：：：

1　　　 0 ．8

1　　　　 0 ．8

I　　　　 O ．5

5　　　　 2 ．4 1　　　　 0 ．5 2　　　　　 0 ：7 I　　　 l ．I 3 2　　　　 1．5 9　　　　　 6 ．2 1　　　 0 ．6 6　　　　 5 ．2 6　　　　 4 ．7 2　　　　 1 ．2 2 0　　　 日 ．9 22　　 I8 ．6 10 4　　 7 0 ．7 8 4　　　 5 4 ．5 4 0　　　 6 6 ．7

ス　　 ギ　　 属 （C ry pto m e ria ）

ヒ　 ノ　 キ　 科 （C u p re ss a ce a e ）

コ ウ ヤ マ キ 属 （S c ia d o pity s ）

マ　　 キ　　 属 （P o d o ca rp u s ）

ヤ　 ナ　 ギ　 属 （S a lix ）

オ 二 グ ル ミ 属 （Ju g lan s ）

サ ワ グ ル ミ 属 （P te ro ca ry a ）

IO　　 I6 ．I

I　　　 l ．6

I　　　 I ．6

2 5　　　 4 0 ．3

6 0　　　 2 8 ．8

2　　　　 I ．0

2　　　　 I ．0

6　　　　　 2 ．9

I　　　　 O ．5

2　　　　 I ．0

2　　　　 I ．0

2　　　　 1 ．0

5 2　　　 2 4 ．6

2　　　　 0 ．9

6　　　　　 2 ．8

I　　　　 O ．5

3 9　　 13 ．4

I　　　　 O ．3

3　　　　 1．0

I　　　　 O ．3

2 0　　　 2 I ．l

l　　　 l ．I

l　　　 I ．】

4

I

3

2 2　　　 I6 ．4

2　　　　 I．5

1　　　　 0 ．7

2 1　　 14 ．4

12　　　　 8 ．2

I　　　　 O ．7

3　　　　 2 ．I

2　　　　 1 ．4

I　　　　 O　7

53　　　 3 2 ．l

6　　　　 3 ．6

I　　　　 O ．6

I　　　　 O ．6

2　　　　 I．2

2 5　　　 2 l ．7

I　　　　 O ．9

5　　　　 4 ．3

1　　　　 0 ．9

25　　 19 ．5

3　　　　 2 ．3

】　　　　 0 ．8

2　　　　 I ．6

2 2　　 13 ．0

1　　　　 0 ．6

5　　　　　 3 ．0

1　　　　 0 ．6

14　　　　 8 ．3

1　　　　 0 ．6

2　　　　 1 ．2

3　　　　 I 8

1　　　　 0 ．8

2　　　　 I 7

2　　　　 I ．4

12　　　　 8 ．2

3　　　　 I．9

I　　　　 O ．＿6

1　　　　 0　6

4　　　　　 6 ．7

3　　　　　　 5

2　　　　 3 ．3

I　　　 I ．7

6　　　　 1 ．0

I　　　 1 7

カ　 バ　 ノ　 キ 属 （B e tu le ）

バ　 ン　 ノ　 キ 属 （A Inu s ） I　　　　 O ．8 1　　　　 0 ．6

2　　　　　 0 ．7

3　　　　 I．0 2　　　　 I．5

2　　　　 I ．4

2　　　　 I．2 2　　　　 I．2 7　　　　　 4 ．2 14　　　 日 ．9 2 I　　 I3 ．6

ク　 マ　 シ　 デ 属 （C a rp in u s ）

バ ーシ バ　 ミ　 属 （C o ry h s ）

1　　　　 0 ．8

1　　　　 0 ．8

3　　　　 I ．8

I　　　　 O ．6

I　　　　 O ．5

4　　　　 I ．9

7　　　　　 2 ．4

4　　　　 i．4
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1　　　　 0 ．7
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3　　　　 I．9
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2　　　　 I ．0

1　　　　 0 ．5

I　　　　 O ．5

2 8　　 I3 ．5

I　　　　 O ．5

I　　　　 O ．5

I　　　　 O ．3

3　　　　 1．0

I　　　 I ．1

2　　　　　 2 ．1

1　　　　 0 ．7

1　　　　 0 ．7 1　　　　 0 ．6

3　　　　 2 ．3

1　　　　 0 ．8

2　　　　 I．2

1　　　　 0 ．6

I　　　　 O ．6

2　　　　 5 4 ．4

2　　　　 I 2

1　　　　 0 ．6

3　　　　 I．8

2　　　　 I ．7

2　　　　 I．3

3　　　　 1．9

レ　　 属 （U lm u s ） 3　　　　　 2 ．5

3　　　　　 2 ．5

】　　　　 0 ．8

3 2　　　 2 6 ．2

3　　　　 1 ．8 3　　　　 I ．4 5　　　　 I．7 2　　　　　 2 ．1 I　　　　 O ．7
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I4 7

2　　　　 I．3

6 0

ク リ　 ノ　 キ 属 （C a sta n e a ）

エ ノ キ 属 又 は ム ク ノ キ 属 （C e Ztis o r A p h a na n th e ）

ミ　 カ　 ン　 畢 （R u tuc e a e ）

バ　　 ラ　　 科 （R o sa c ea e ）

サ　 ク　 ラ　 属 （P ru n u s ）

ヤ マ モ モ 属 （M y ric a ）

ツ　 ツ　 ジ　 科 （E rica ce a e ）

イ　 チ　 イ　 科 （T a xa c ea e ）

ネ ズ ミ モ チ 属 （L ig u str um ）

ブ　 ド　 ウ　 属 （V itis ）

シ　 ラ　 キ　 属 （S a p 山m ）

ア カ メ ガ シ ワ属 （M a H otu s ）

ツ　 バ　 キ　 属 （C a m e ＝a ）

ハ イ　 ノ　 キ 属 （S ym p lo co s ）

ス イ カ ズ ラ 属 （L o n ice ra ）

樹 木 花 粉　 合　 計　 （A P T ota ］）

5　　　　　 4 ．I

I　　　 O ．8

1　　　　 0 ．8

2　　　　 I．6

12 2

1　　　　 0 ．6

4　　　　 2 ．4

3　　　　 I ．8

16 4

3　　　　 I ．4

3　　　　 I ．4

4　　　　 I ．9

I　　　　 O ．5

3　　　　 I ．4

2 0 8

3　　　　 I ．4

2　　　　 0 ．9

2　　　　 0 ．9

2 日

8　　　　　 2 ．7

5　　　　 1．7

3　　　　 I．0

2 9 2

I　　　 I ．l

I　　　 l ．I

I　　　 I ．I

6　　　　 6 ．3

IO　　 IO ．5

95

1　　　　 0 ．7

5　　　　 3 ．4

14 6

2　　　　 I．2

3　　　　 I．8

I　　　　 O ．6

I6 5　　 4 2 ．4

I　　　　 O ．9

2　　　　 1 ．7

1　　　　 0 ．9

115

I　　　　 O ．6

I　　　　 O ．6

3　　　　 I．8

2　　　　 I．2

16 9

3　　　　 I ．8

1　　　　 0 ．6

5　　　　　 3 ．0

I　　　　 O ．6

I　　　　 O ．6

I6 8

2　　　　 I ．7

9　　　　 7 ．6

I　　　　 O ．8

1 18

2　　　　 I．3

3　　　　 I ．9

15 4

イ　　 ネ　　 科 （栽 培 型 小 型 ）

柑　　　 2 9 ．0

I9　　　 3 0 ．6

3 4　　　 27 ．9

1　　　　 0 ．8

54　　　 3 2 ．9

I　　　　 O ．6

3 9　　　 I8 ．8 17　　　　 8 ．I

9　　　　 4 ．3

4　　　　 I ．4

日　　　　 3 ．8

50 5　　 53 I ．6 16 7 1　　 53 ．0 6 8　　　 4 6 ．6 7 0　　　 4 2 ．4 引　　　 7 9 ．l 75　　　 5 8 ．6

I　　　　 O　8

8 5　　　 5 0 ．3 92　　　 54 ．8 I8 I　 I53 ．4

16　　　 I3　6

I3 2　　 8 9 ．8

2 2　　　 I5　0

18 9　 12 2 ．7

7　　　　 4　5

4 9　　　 8 I ．7

I5　　　　 2　5
イ　　 ネ　　 科 （栽 培 型 大 型 ）

イ　　 ネ　　 科 （野 生 型 ）

キ　 ク　 亜　 科

18　　 18 ．9

33 6　　 35 3 ．7

9　　　　 9 ．5

2　　　　　 2 ．I

14　　 14 ．7

5

l

l

l

15

4 I　　 3 0 ．6

1　　　　 0 ．7

3 4　　　 2 3 ．3 2 0　　 I2 ．】

5　　　　 3 ．0

5　　　　 3 ．0

6　　　　 3 ．6

I　　　　 O ．6

1　　　　 0 ．6

IO 8　　　 6 5 ．5

4 7　　　 2 8 ．5

24　　　 20 ．9

2　　　　 I ．7

2　　　　 I ．7

5　　　　　 3 ．0

7　　　　　 6 ．1

I　　　　 O ．9

6　　　　　 3 ．6

I　　　　 O ．6

1　　　　 0 ．6

1　　　　 0 ．9

10 8　　　 6 5 ．5

19　　 16 ．5

7　　　　 5 ．5

7　　　　 5 ．5

I　　　　 O ．8

2　　　　 I．6

2　　　　 I．6

1　　　　 0 ．8

I　　　　 O ．8

1　　　　 0　8

2 2　　 I3 ．0

1　　　　 0 ．6

44　　　 26 ．2

33　　 19 ．6

I8　　 15 ．3

3　　　　　 2 ．5

2 4　　 I6 ．3

1　　　　 0 ．7

3 0　　　 相 ．5 4　　　　 6 ．6

タ ン ポ ポ 亜 科

ヨ　 モ　 ギ　 属 （A rte m is ia ） I l7　 】8 8 ．7

用　　 16 ．I

4　　　　 6 ．5

l　　　 I．6

I6 9　　 2 72 ．6

2 2　　　 35 ．5

I9　　 15 ．6 3　　　　 1 ．8

I　　　　 O ．5

I2　　　　 5 ．8

2　　　　 I ．5

2 】　　 15 ．7

I　　　　 O ．7

iO　　　　 6 ．8 8　　　　　 4 ．7 6　　　 13 ．6

1　　　　 0 ．7

4　　　　　 2 ．7

1　　　　 0 ．6

6　　　　 3 ．9

I　　　 I ．7

5　　　　 8 ．3

l　　　 I．7

3　　　　　　 5

I　　　 I．7

7 9　　 13 l ．7

2　　　　 3 ．3

3　　　　　　 5

l　　　 l．7

サ ナ エ タ デ 節 （P e rs ica ria ）

夕　　 T　　 属 （P o Iy g o nu m ）

ソ　　 バ　　 属 （F a g o py ru m ）

セ　 リ　　 科 （U m be ＝fe ra e ）

ア　 カ　 ザ　 科 （C h e n op d iac e ae ）

ナ デ シ　 コ　 科 （C a ry op h y Ilac e ae ）

オ　 モ　 ダ カ　 属 （S a g itta ria ）

ミ ズ ア オ イ 属 （M o n o ch o ria ）

キ カ シ グ サ 属 （R ota Ia ）

ツ リ フ ネ ソ ウ 属 （血 p atien s ）

サ ジ オ モ ダ カ 属 （A lis m a ）

ヒ ル ム シ ロ 属 （P o ta m o g e to n ）

ガ マ 属 又 は ミク リ属 （T y p h a o r S p a rg an iu m ）

4　　　　 3 ．3

5　　　　 4 ．I

I　　　　 O ．8

2 5　　 I5 ．2

10　　　　 6 ．I

1　　　　 0 ．6

7　　　　　 3 ．4

2　　　　 1．0

2　　　　 I．0

2 8　　 13 ．3

3　　　　 I．4

I　　　　 O ．5

12　　　　 4 ．I

3　　　　 I ．0

1　　　　 0 ．3

7　　　　　 2 ．4

6　　　　　 4 ．5

1　　　　 0 ．7

3　　　　　 2 ．2

8　　　　　 6 ．0

3　　　　　 2 ．2

日　　　　 8 ．2

14　　 10 ．4

I　　　　 O ．7

3　　　　　 2 ．2

I　　　　 O ．7

I　　　　 O ．7

3　　　　　 2 ．I

9　　　　　 6 ．2

I　　　　 O ．7

2　　　　 I．4

2　　　　 I．4

3　　　　 I ．8

1　　　　 0 ．6

2　　　　 I ．2

I　　　　 O ．6

3　　　　 1 ．8

7　　　　　 4 ．1

4　　　　 2 ．4

17　　 IO ．1

4　　　　　 2 ．4

1　　　　 0 ．6

は 9　　　 9 4 ．l

I　　　　 O ．6

3 9　　　 2 3 ．I

3　　　　 1 ．8

1　　　　 0 ．6

4　　　　 2 ．4

1　　　　 0 ．6

3　　　　 I ．8

6　　　　　 3 ．6

2　　　　 I ．2

I　　　　 O ．6

I　　　　 O ．8

I　　　　 O ．8

3　　　　　 2 ．5

1　　　　 0 ．8

3　　　　 2 ．5

1　　　　 0 ．8

1　　　　 0 ．8

2　　　　 l ．7

I　　　　 O ．8

I　　　　 O　8

3　　　　 2 ．0

2　　　　 I．4

3　　　　 2 ．0

2　　　　 I．4

3　　　　 2 ．0

I　　　　 O ．7

1　　　　 0 ．7

1 99　 I3 5 ．4

6　　　　 4 ．l

I2　　　　 7 ．8

1　　　　 0 ．6

6　　　　 3 ．9

I　　　　 O ．6

I　　　　 O ．6

I　　　　 O ．6

I　　　　 O ．6

I　　　　 O　6
イ　 ク　 サ　 科 （Ju n ca c a e ）

カ ヤ ツ リ グ サ 科 （C y pe ra c e ae ）

ア　 ブ ラ　 ナ 科 （C ru c ife ra e ）

シ　　 ソ　　 科 （L a b ia tae ）

ア　 サ　 ザ　 属 （N y m p h o id e s ）

カ ラ マ ツ ソ ウ属 （T h a Jic tru m ）

オ オ バ コ 属 （P Ia n tag o ）

フ　 サ　 モ　 属 （M y rio p hy JJu m ）

ミズ ユ キ ノ シ タ属 （L u dw ig ia ）

キ ン ポ ウ ゲ 科 （R a n un c u Ja ce a e ）

ギ シ　 ギ シ 属 （R u m e x ）

オ ナ モ　 ミ　 属 （X a nth iu m ）

草　 木　 花　 粉　 合　 計 （G ra ss P o ‖e n　 T o ta l）

ミ ズ ワ ラ ビ 属 （C e rato p te ris ）

サ ン シ ョ ウ モ 科 （S a Jv in ia c ea e ）

ア カ ウ キ ク サ 属 （A zo lla ）

単 条 型 胞 子 （M o no lete S po re ）

6 9　　　 5 6 ．6

I3 3　 IO 9 ．0

60　　　 4 9 ．2

7　　　　 4 ．3

IO 1　　 6 I．6

3　　　　 I．8

I2　　　　 7 ．3

8 7　　　 引 ．8

3　　　　 I．4

1　　　　 0 ．5

15 4　　　 7 4 ．0

3　　　　 I．4

I6　　　　 7 ．7

8 6　　　 4 0 ．8

I4 4　　 68 ．2

I　　　　 O ．5

7 2　　　 34 ．l

23　　　　 7 ．9

引　　　 2 0 ．9

I　　　　 O ．3

2 7　　　　 9 ．2

2　　　　　 2 ．l

I　　　 l ．I

8 8 7　　 9 3 3 ．6

2　　　　 2 ．l

l　　　 l．I

3　　　　 3 ．2

2　　　　 I ．5

10 4　　 77 ．6

I　　　　 O ．7

2 9 3　　 2 18 ．7

2 7　　　 2 0 ．I

7 7　　　 5 2 ．7

I　　　　 O ．7

2 1 0　 143 ．8

2 9　　 19 ．9

I l　　　 8 ．6

I　　　　 O ．8

1　　　　 0 ．8

I　　　　 O ．8

l I I　　 86 ．7

2 7　　　 2 I ．I

5 2　　　 3 l ．0

1　　　　 0 ．6

I　　　　 O ．6

I　　　　 O ．6

2 4 5　 I4 5 ．2

1　　　　 0 ．6

I　　　　 O ．6

6　　　　　 3 ．6

2 6　　　 2 2 ．0

2　　　　 1 ．7

1　　　　 0 ．8

i　　　　 O ．8

I　　　　 O ．8

2 8 0　　 2 3 7 ．3

1　　　　 0 ．8

14　　　 日 ．9

2 0　　 13 ．0

2　　　　 1 ．3

I　　　　 O ．6

3　　　　 I．9

2 8 3　 18 3 ．8

7　　　　　 4 ．5

三 条 型 胞 子 （T riZete S po re ）

ゼ ン　 マ　 イ　 属 （O s m u n da ）

6　　　　 9 ．7 28　　　 2 3 ．0

1　　　　 0 ．8

6　　　　　 3 ．7 3　　　　 I．4

2 2　　 10 ．6

2 7　　 I2 ．8

I　　　　 O ．5

4　　　　 I ．4

3 2　　　 日 ．0

l

2 0 0

I6　　　 日 ．9 5　　　　 3 ．4

34　　　 2 3 ．3

9　　　　　 5 ．5

5 6　　　 3 3 ．9

Z　　　　 l．7 7　　　　 5 ．5 14　　　　 8 ．3

5 4　　 °　＿32 ．0

4　　　　　 2 ．4

1　　　　 0 ．6

13　　　 日 ．0 7　　　　　 4 ．8

13　　　　 8 ．8

12　　　　 7 ．8

鮮 苔 顆 胞 子 （M os s S p o re ）

胞　　　　　 子　 合　 計 （S po re T ota l） 2 8　　　 45 ．2 89　　　 7 3 ．0 2 1　　 12 ．8 1 0 1　　 47 ．9 4 3　　　 3 2 ．l 2 】　　 18 ．3 3 4　　　 2 6 ．6 13　　　　 7 ．7 28　　　 2 3 ．7 19　　 12 ．3 6　　　　　 1 0

樹 木 花 粉 ・草 本 花 粉 ・胞 子 合 計 （A P ＋ N A P ） 2 5 9 34 4 2 8 6 3 8 4 3 98 3 8 5 9 8 5 4 7 0 3 90 3 2 9 2 8 7 2 73 3 82 4 2 6 4 2 6 3 5 9 45 6 14 5

A P ／ N A P 2台．9 ／ 76 ．】 35 ．4 ／ 6 4 ．6 57 ．3 ／ 4 2 ．7 5 4 ．2 ／ 4 5 ．8 53　 ／　 4 7 7 5 ．8 ／ 2 4 ．2 9 ．6　 ／ 9 0 ．4 2 8 ．5 ／ 7 I．5 37 ．4 ／ 6 2 ．6 5 0 ．2 ／ 4 9 ．8 4 0 ．1 ／ 5 9 ．9 4 6 ．9 ／ 5 3 ．I 4 4 ．2 ／ 55 ．8 3 9 ．5 ／ 6 0 ．5 2 7 ．7 ／ 72 ．3 4 0 ．9 ／ 5 9 ．1 3 3 ．8 ／ 6 6 ．2 4 1．4 ／ 5 8 ．6

炭　　　　　 片 （C h a rc o a l） 63 2 し 92 2 I′92 I 8 76 4 9 5 l′0 58 5 4 6 4 8 I 9 6 8 5 0 9 44 7 5 04 2 0 4 4 8 5 2 4 2 7 I l′44 I
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図版I

1　　モミ属

2－5　トウヒ属（以上×750倍）光顕像

6　　トウヒ属又はモミ属（棒は50ミクロン）電顕像

ー211－



1　　マツ属（棒は5ミクロン）

2－5　マツ属（複雑管東亜属）

6－9　マキ属（以上×750倍）

10　　シイノキ属（棒は5ミクロン）

－212－



1－6　ツガ属（×750倍）

－213－

6



1～4　ツガ属（×750倍）

5－6　コメツガ型（棒は5ミクロン）

一214－



1－2　　スギ属（棒は5ミクロン）

3－6　　スギ属

7－8　　ウルシ属

9－11　ブナ型

12－16　クマシデ属

17　　　カバノキ属

18－19　イヌブナ型（以上×750倍）

－215－



1－3　　バンノキ属（棒は5ミクロン）

4－7　　バンノキ属（×750倍）

8　　　ヤマモモ属又はカバノキ属（棒は5ミクロン）

9　　　　ネズミモチ属

10　　　エノキ属

目　　　ブドウ属

12－13　ウツギ属（以上×750倍）

14　　　炭片（棒は50ミクロン）

一216－



下草
1－4　コナラ型（棒は5ミクロン）

5－6　アベマキ型（棒は5ミクロン）

7－11コナラ亜属（×750倍）

一217一



1－5　ウラジロガシ・アラカシ・アカガシ型

にウラジロガシ近似　2，3，4　アラカシ近似アカガシ近似（棒は5ミクロン）

6－8　アカガシ亜属工型（×750倍）

－218－



1－5

6－11

アカガシ亜属II型（×750倍）

ツクバネガシ・イチイガシ・シラカシ型（棒は5ミクロン）

（6－7　ツクバネガシ近似　8－9　イチイガシ近似　10－11シラカシ近似）

ー219－



ト2　　ケヤキ属（棒は5ミクロン）

3－8　　ケヤキ属（×750倍）

9　　　二レ属（×750倍）

10－11　シイノキ属（750倍）

12－13　シイノキ属（棒は5ミクロン）

一220－



図版ⅩI

1－10　ソバ属

11－12　ミズアオイ属

13　　　シソ科

14－16　オモダカ属

17－18　キカシグサ属

19　　　ヨモギ属

20－21オナモミ属

22　　　アカサ科

23－24　オオバコ属（以上×750倍）

ー221一



図版ⅩII

1－4　　サナエタデ節（×750倍）

5－6　　サナ工タデ節（棒は5ミクロン）

7　　　カラマツソウ属（棒は5ミクロン）

8　　　　キンポウゲ科（×750倍）

9　　　ギシギシ属（×750倍）

10－11　ミズワラビ属（×750倍）

ー222－



図版ⅩIII

－　ム

二三

転㌻
ノ

l　　　イネ科のみが著しく多産する（SKHl区　D52　SRl1401試料　古墳時代中期　×325倍）

2－9　　栽培型　イネ科（×750倍）

10　　　　　　　イネ科（×750倍）

11－12　野生型　イネ科（棒は5ミクロン）

ー223－



図版ⅩIV

1－6　栽培型イネ科

（SK日1区　D52　SR11401試料　古墳時代中期　　樺は5ミクロン）
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図版ⅩⅤ

1－6　栽培型イネ科

（SKI11区　D52　SR11401試料　古墳時代中期

－225一

棒は5ミクロン）



図版ⅩVI

・　，4h J

1－3　栽培型イネ科（棒は5ミクロン）

4－5　不明遺体（棒は5ミクロン）

6　　　ヨシのプラントオパール（×750倍）

－226－



1－5　サンショウ科マスラ（1×160倍　　2－3　×325倍

6　　炭片（×325倍）
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何　編　2

花粉分析報告

パリノ・サーヴユイ株式会社

1．日　的

川合遺跡は、静岡市東部の川合地区に所在する遺跡で、長尾川によって開析される谷の

谷口西側部に立地する。現在、周辺では水田耕作が営まれており、北側に接する丘陵上で

は果実栽培が行なわれている。

川合遺跡では、弥生時代後期に水田耕作の行なわれていたことが、発掘調査所見やプラ

ント・オパール分析などによって明らかにされている。今回の分析調査では、遺跡内にお

ける縄文時代晩期から弥生時代後期にかけての植生変遷を明らかにすることを目的として、

花粉分析を行なった。また、既に確認されている弥生時代後期の水田の様相や前の水田の

有無についても検討を行なった。

2．試　料

試料は遺跡内の3坑C地点の断面からブロック状に採取したものを室内に持ち帰り、分

析目的や層相変化などを考慮しながら約5mmの幅でランダムに採取した21点である（図1）。

堆積層は、主に粘土層からなり、17層と18層の間にはカワゴ平軽石（kg：噴火年代約2，800－

2，900年前）、16層と17層の間には富士山起源の大沢スコリア（F－Os：2，500－2，800年前）

を挟在する。また7層と6層の間には灰黒色のスコリアを挟在しているが、その特徴と層

位関係から富士山起源の砂沢スコリア（F－Z）に比較される可能性がある。砂沢スコリ

アは、大沢スコリアとほぼ同時期に噴火したとされ、層序的には大沢スコリアの上位にあ

ることが知られている。本地点では、灰黒色スコリアは大沢スコリアの上位にあり矛盾は

しないのだが、両スコリアの層位間隔が約60cmと広いことから、今後層位学的に再検討す

る必要があろう。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
試

料

番

号

　

－

2

　

3

4

5

6

7

8

9

図1試料採取地点および模式柱状図
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3．方法および結果の表示法

花粉・胞子化石の抽出は、以下に示した方法で行なった。

フッ化水素（HF）処理により試料中の珪酸質の溶解と試料の泥化を行い、重液（ZnBr

2比重2．2）を用いて鉱物質と有機物を分離させ、有機物を濃集する。その有機物残漆につ

いてアセトリシス処理を行い植物遺体中のセルロースを加水分解し、最後にKOH処理によ

り腐植酸の溶解を行なう。処理後、残漆をよく撹拝しマイクロピペットで適量をとり、グ

リセリンで封入しプレパラートを作成する。プレパラートの検鏡は、全面を走査し、その

間に出現した全ての種類（Taxa）について同定・計数した。

計数結果は一覧表で表示し、古植生の検討を行なうために花粉化石群集変遷図を作成し

た。花粉化石群集変遷図中の出現率は、樹木花粉は樹木花粉総数を、草木花粉・シダ類胞

子は総花粉・胞子数から不明花粉数を除いた数をそれぞれ基数として、百分率で算出した。

なお、複数の種類をハイフォンで結んだものは、種類間の区別が困難なものである。

また、比較的多くイネ科花粉が検出された試料については、ノマルスキー微分干渉装置

を使用し、外膜の表面模様、発芽孔の形態、粒径などについて観察し、イネ属の計数を行

なった。その結果は鈴木・中村（1977）に従い、イネ科花粉総数に対するイネ属花粉数の

比率（イネ属比率）で表示した。ただし、検出数の少ない試料については、その中に含ま

れていたイネ属の個数で示した。

4．結　果

花粉・胞子化石の産状は、表1に示した。各試料から検出された化石は、その保存状態

が悪く、外膜が壊れているものが多く認められた。特に2～4層の試料番号2、3、4、

5、6と18層下部・19層上部の試料番号20、21では、種類同定が行なえない程外膜が壊れ

ており、検出される個体数も少なかった。

化石が比較的良好に出現した18層上部から5層までの花粉化石群集の変遷（図2）は、

広域植生を反映している可能性が高い樹木花粉では大きな変化が認められなかった。これ

らは1層で認められた花粉化石群集とも大差ないことから、本地点の18層から1層までの

花粉化石群集の変遷は、1局地花粉化石群集帯（遺跡名の頭文字を取ってK－1とする）

として捉えることができる。

K－1帯は、スギ属の優占あるいは高率出現が特徴である。スギ属に次いでアカガシ亜

属が20％前後の出現率を示し、コナラ亜属・シイノキ属・イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ

科が10％前後の出現率を示す。スギ属は11層と5層で減少するが、この時期にはアカガシ

亜属が増加している。一方、イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科は18層上部から9層までで

出現率が高く、またシイノキ属が5層で増加する傾向が認められた。

草木花粉・シダ類胞子は、総花粉・胞子数に対する比率が低率であり30％以上を占める

ことはない。草木花粉の中ではイネ科、カヤツリグサ科が10～20％の出現率を示す。イネ

科花粉のうちイネ属花粉は、不連続ながらも7層（試料番号11）まで検出された（表2）。

また、遺跡周辺の環境を考える上で重要な水生植物の花粉化石が、数種類検出された。主

なものは抽出植物のガマ属・オモダカ属、浮菓植物のコオホネ属、浮水植物のサンショウ

モである。これら水生植物は主に11層上部（試料番号15）以浅で多く認められた。

5．考　察

5－1　植生について

川合遺跡周辺の森林植生は、カワゴ平軽石が降灰した約2，800～2，900年前頃から弥生時
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図2　川合遺跡3坑C地点における花粉化石群集の変遷
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代後期とされる1層が堆積する頃まで大きな変化はなかったと考えられる。

当時は、遺跡周辺の丘陵部などにはスギが多く生育していたとも考えられ、表層花粉の

分析結果からスギ林の約2km以内ではスギ属花粉の出現率が20％以上示すと推定されてい

る（川村、1979）ことからすると、調査地点の近くにスギ林が成立していた可能性がある。

また、本遺跡南方の沿岸部にある登呂遺跡で出土した材の大半がスギ材であったことなど

からみても、スギが当時の人間にとって近身な材であったことが示唆される。

このようなスギの多い植生は、当時の気候や土壌条件がスギの生育に適していたため成

立していたと考えられる。その気候は湿潤であった可能性があり、またスギが流水に沿う

礫地上などを生育に適当であるとしていること（遠山、1976）から、低地や谷部の堆積環

境が不安定であった可能性がある。また、ほぼ同時期に同様な植生が成立していたことが

本地点から東方に約50km離れた伊豆半島の基部にある丹那盆地（東郷・橘屋、1984）にお

いても確認されている。そこではスギが約5，200～6，000年前頃急激に分布拡大したとされ

ており、その原因として泥流等の多発による急激な斜面の崩壊並びに盆地底の低湿地化が

推定されている。今後、本地点においてもスギ増加の背景およびその存続条件などについ

て検討を行なうことが必要であろう。

一方、19層から1層が堆積した頃の低地には、サンショウモ、ガマ属、オモダカ属やコ

オホネ属などが生育する湿地あるいは池沼的環境であった可能性がある。また、草本花粉・

シダ類胞子の出現率が低率であることから、河川の影響をつよく受けていたり水深が深かっ

たため、草本植物が繁茂しなかった可能性がある。現状では、低地の堆積環境については

充分な検討が行なえなかったので、今後藻分析などによる詳細な検討が期待される。

5－2　稲作の可能性について

稲作の有無については、すでにプラント・オパール分析により弥生時代後期とされる堆

積層まで遡れる可能性が指摘されている。ここでは花粉分析の視点から稲作について検討

を行なったが、花粉化石の保存状態が予想以上に悪かったために稲作に関する多くの情報

は得られなかった。イネ属花粉は5層上部（試料番号7）まで出現するがそれ以深の堆積

層からはイネ属の花粉は検出されなかった。5層上部ではイネ属花粉はイネ科花粉総数の

30％以上を占める。花粉分析の結果イネ属花粉の比率が30％以上を示す層準では、その付

近で現在に近い集約度の稲作が行なわれていたとみなして良いとしている（鈴木・中村、

1977）ことから、プラント・オパール分析結果から推定されたよりも古い時期まで稲作が

遡れる可能性が考えられる。ただし、イネ属花粉は水田内に散布された場合、基盤の深い

水田で－20～25cm、浅い水田でも－15cmは移動すること（鈴木・中村、1977）から、5層の

花粉がその上部の4層下部から移動してきた可能性もあり、5層上部の層準で稲作が行な

われていたとするには今後の検討を必要とする。複数の調査地点で分析を行い、時間的・

空間的に比較検討することが必要であ　表2　川合遺跡3坑C地点におけるイネ属比率（％）
る。

5－3　花粉化石の保存状態につい

て

花粉・胞子の外膜にはスポロポレニ

ンという物質を含んでいるために化石

として遺存し得るのだが、酸化状態に

おかれると化学的に酸化分解すること

試料番号　　　イネ属　　他のイネ科　　　不明

1　　　　　　33　　　　　　27　　　　　　40

7　　　　　　30　　　　　　30　　　　　　40

8　　　　　　　0　　　　　　80　　　　　　20

10　　　　　　　0　　　　　　86　　　　　　14

11　　　　　　0　　　　　　61　　　　　　39

13　　　　　　　0　　　　　　72　　　　　　28
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が知られている。今回の試料からも多くの壊れた花粉化石が検出されており、これらの花

粉化石も堆積時あるいは堆積後の経年変化により分解消失した可能性が強いと思われる。

このようなことから、本地点は常に冠水しているような環境ではなく、乾燥した時期もあっ

たことが示唆される。
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〔図版I説明〕

写真番号　　　　　　　　花粉化石名　　　　　　　　試料番号

1　　　　　　スギ属　　　　　　　　　　　　　　　　　11

2　　　　　　スギ属　　　　　　　　　　　　　　　　　11

3　　　　　　イチイ科－イヌガヤ科－ヒノキ科　　　　13

4a、b　　　アカガシ亜属

5a、b　　　コナラ亜属

6　　　　　　　シイノキ属

7a、b　　　クマシデ属－アサダ属

8a、b　　　ニレ属－ケヤキ属

9a、b　　　ウルシ属

10　　　　　　カヤツリグサ科

11　　　　　状況写真

12　　　　　　状況写真

13　　　　　　状況写真

11

11

11

11

13

11

13

2

4

6
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付編3

川合遺跡におけるプラントオパール分析

古環境研究所

第1節　6・7区

1．はじめに

川合遺跡では、前年度に行なわれた10・11区の発掘調査で、6～8世紀の水田跡をはじめ

数枚の水田跡が確認されていた。今年度は、これに隣接する6・7区の調査であり、10・11

区に対応する水田跡の存在が予想されていた。

今回の調査の目的は、プラント・オパール分析によって水田跡の探査および確認を行な

い、考古学的調査の資料とすることである。

以下に、プラント・オパール分析調査の結果を報告する。

2．試　料

現地調査は、昭和61年11月14日に行なった。

試料は、B36地点、C36地点、E37地点の土層壁面において、各層ごとに5～10cm間隔

で採取した。採取にあたっては容量50ccの採土管ならびにポリ袋を用いた。

層名は、B36地点とE35地点については基本層序と対応しているが、C36地点について

は層相の変化ごとに上層から付けられた番号であり、基本層序とは対応していない。

採取した試料数は38点であり、これらすべてについて分析を行なった。

3．分析法

プラント・オパールの抽出と定量は「プラント・オパール定量分析法（藤原、1976）」を

もとに、次の手順で行なった。

絶乾試料約1gにガラスビーズ混入（直径約40〝m、約30万個）、電気炉灰化法または過酸

化水素水による脱有機物処理、超音波による分散、沈底法による20〝m以下の微粒子除去、

乾燥、オイキット中に分散、プレパラート作成、検鏡・計数。

同定は、機動細胞に由来するプラント・オパール（以下、プラント・オパールと略す）

を対象に、400倍の偏光顕微鏡下で行なった。

計数はガラスビーズが300個以上になるまで行なった。これはほぼプレパラート1枚分の

精査に相当する。試料1gあたりのガラスビーズ個数に、計数されたプラント・オパール

とガラスビーズ個数の比率をかけ、さらに仮比重をかけて単位体積あたりのプラント・オ

パール個数を求めた。

このようにしてイネのプラント・オパール密度を測定していくと、水田跡が埋蔵されて

いる層にピークが現われるのが通例である。通常、イネのプラント。オパールが試料1cc

あたり5，000個以上の場合に、水田跡の可能性があると判断している。

また、表1の換算計数（機動細胞珪酸体1個あたりの植物体各部乾重：藤原、1979の第

1表を一部改変）をかけて植物体量を算出した。これは実際の植生を定量的に把握するの

に有効である。

4．分析結果

イネ、キビ族（ヒエなど）、ヨシ属、タケ亜科（竹笹類）、ウシクサ族（ススキなど）に
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＋

l　暗灰色粘土

2　黒褐色粘土

3　灰色粘土

4　時灰色粘土（黄褐色砂まじり）

5　緑灰砂

6　緑灰色砂シルト

7　時灰色粘土（炭火物まじり）

8　灰色粘土

9　黒褐色粘土

IO　灰褐色粘土

Il　灰色粘土

I2　緑灰色粘土

C36

図1　6・7区プラント・オパール計料採取地点および土層柱状図

表1　各植物の換算係数（単位：10‾5g）

植物名　　　菓身　　　全地上部　　　種実

イ　　ネ　　　0．51

ヒ　　　エ　　　1．34

ヨ　　　シ　　　1．33

ゴキダケ　　　0．24

ス　ス　キ　　　0．38
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12．20　　　　5．54

6．31
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っいて同定・定量を行い、数値データを表2に示した。上記以外については、検出数が少

ないため割愛した。

図2に、イネのプラント・オパールの出現状況を示した。これは、水田跡の可能性を判

断する際の基礎試料となる。柱状図内のドットは、試料を採取した位置を示している○

図3に、イネ、ヨシ属、タケ亜科の植物体生産量と変遷を示した。これは、稲籾の生産

総量や古環境を推定する際の基礎資料となる。柱状図内のポイントは、最上面から1m深

ごとの位置を示している。

5．考　察

C36地点では、2層でイネのプラント・オパールが検出された。密度は約8，000個／ccと

高い値であり、明らかなどークが認められた。したがって、同層で稲作が行なわれていた

可能性は高いと考えられる。

その他の層では、イネのプラント・オパールは検出されなかった。

E37地点では、IIa、Ⅱb～III層、Ⅸa～ⅨC層の各層でイネのプラント・オパールが

検出された。このうち、IIb層とⅨb層では、密度が約5，000個／ccと高い値であり、明ら

かなどークが認められた。したがって、これらの層で稲作が行なわれていた可能性は高い

と考えられる。

その他の層では、密度が1，300～3，500個／ccと低いことから、稲作が行なわれた可能性は

考えられるものの、上層からの落ち込み、もしくは他所からの流れ込みなども想定される。

B36地点では、Ⅱb層、Ⅲ層、Ⅲ′層、Ⅶ層の各層で、イネのプラント・オパールが検出

された。密度は1，000～2，400個／ccと低いことから、稲作が行なわれた可能性は考えられる

ものの、上層からの落ち込み、もしくは他所からの流れ込みなども想定される。

以上のように、同調査ではC36地点の2層、E37地点のIIb層とⅨb層で、稲作が行な

われていた可能性が高いと判断された。
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所
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表2　試料1ccあたりのプラント・オパール個数

静岡市、川合遺跡

C－36地点

試　料　名 イ　ネ　　　　　キビ族　　　　　ヨシ属　　　　　タケ亜科　　　　ウシクサ族

0　　　　　　　　0　　　　　　1，438　　　　　　1，438

7，682　　　　　　2，561　　　　　1，280　　　　　　8，963

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0　　　　　　　　　0　　　　　11，691

0　　　　　　　　　0　　　　　　　2，718

0　　　　　　1，475　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0　　　　　　1，506

0　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0　　　　　　1，317

0　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　0　　　　　　　4，571

0　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　0

0　　　　　　4，205　　　　　　　2，523

0　　　　　　　　　　0　　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　0　　　　　　2，114

0　　　　　　1，268　　　　　　　3，803

0　　　　　　1，308　　　　　　　　0　　　　　　9，157

0

0

0

1，359

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

イ　ネ　　　　　　キビ族　　　　　ヨシ属　　　　　タケ亜科　　　　ウシクサ族

2，605　　　　　　　　　0

1，401　　　　　1，401

0

0

0

0

0

0

0

0　　　　　　　3，908

0　　　　　　　2，802

0　　　　　　1，316

0　　　　　　　3，678

0　　　　　　　3，858

0　　　　　　　8，199

0　　　　　　　3，504

0　　　　　　　2，818

0　　　　　　　2，582

0　　　　　　2，430　　　　　　　9，722

0　　　　　　1，170　　　　　　　3，510

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

イ　ネ　　　　　　キビ族　　　　　ヨシ属　　　　　タケ亜科　　　　ウシクサ族

2，370

1，057

0

1，146

0

0

0

0

0

1，259

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1，308　　　　　　1，308
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0　　　　　10，666

0　　　　　　　2，114

0　　　　　　　2，065

0　　　　　　1，146

0　　　　　　　2，317

0　　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　　0

0　　　　　　　2，518

0　　　　　　1，308

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0



図2　イネのプラント・オパール密度

図3　おもな植物の推定生産量と変遷（1）
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図4　おもな植物の推定生産量と変遷（2）
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第2節13区

1．試　料

昭和62年11月19日および12月24日に、現地調査を行なった。サンプリングを行なったの

は、1坑－C、3坑、3坑中央排水溝の3地点である。それぞれ、1P、3P、3P－B

地点と略記した。

試料を採取したのは、1P地点について1～11層、3P地点についてⅥ～Ⅶd層、3P－

B地点についてⅩ－3～Ⅹ－8層の各層である。

分析試料の採取は、容量50ccの採土管およびポリ袋を用いて、各層ごとに5～10cm間隔

で行なった。採取した試料数は合計29試料であり、これらすべてについて分析を行なった。

2．分析結果

イネ、ヨシ属、タケ亜科、ウシクサ族（ススキなどが含まれる）、キビ族（ヒエなどが含

まれる）の主要な5分類醇について同定・定量を行い、表2および図1、2に分析結果を

示した。

3．考　察

（1）稲作の可能性について

1P地点では、3～4層でイネのプラント・オパールが検出された。このうち4層下部

では、密度が4，800個／gと比較的高く、明らかなどークが認められた。したがって、同層

準で稲作が行なわれていた可能性は高いと考えられる。3層および4層上部では、密度が

900～1，800個／gと低いことから、稲作が行なわれていた可能性は考えられるものの、上層

もしくは他所からの混入の危険性も否定できない。

3P地点では、いずれの層からもイネのプラント・オパールは検出されなかった。

3P－B地点では、Ⅹ－8層以外の各層でイネのプラント・オパールが検出された（以

下、Ⅹ－を省略する）。このうち4層および10層では、密度が10，000個／g以上と高く、明

らかなどークが認められた。したがって、これらの層で稲作が行なわれていた可能性は高

いと考えられる。3層、5層、6層および7層では、密度が1，600～4，000個／gと比較的低

いことから、稲作が行なわれていた可能性は考えられるものの、上層もしくは他所からの

混入の危険性も否定できない。

以上のように、同調査区では、1P地点の4層下部、3P－B地点のⅩ－4層およびⅩ－

10層で、稲作が行なわれていた可能性が高いと判断された。

（2）稲籾生産量の推定（表3参照）

稲作が行なわれていた可能性が高いと判断された各層について、そこで生産された稲籾

の総量を推定した。その結果、1P地点の4層下部で面積10aあたり5．9t、3P－B地点

のⅩ－4層で13．7t、Ⅹ－10層で3．7tと算出された。当時の稲籾の年間収量を10aあたり

100kgと仮定すると、それぞれおよそ60年間、140年間および40年間にわたって稲作が営ま

れたものと推定される。

なお、以上の値は、収穫方法が穂刈りで行なわれ、稲わらがすべて土壌中に還元された

ことを前提として求められている。ここで推定した稲籾の生産総量ならびに稲作期間は、

あくまでも目安として考えられたい。
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＋

＋

＋

十　　　　　　　十　　　　　　　十

3P

砂（腐植物含）

I．Ⅶa　青灰色シルトと暗灰色粘土の互層

2．Ⅶb　暗灰色粘土

3．ⅦC　暗青灰色粘土、青灰色粘土の斑点

腐植物まじり

4．Ⅶd　暗灰色粘土、Ⅶbより明るく青みがある

下層のⅧ層がローリング状に持ちあげ

られている。

5．Ⅷ　白灰色粘土、上位部はⅦdと撹弾状

I．焦茶粘土

2．黒茶粘土、Ⅹ層、Ⅹa、上場、下場線とも

凹凸があり乱れている。

3．時青灰色粘土

4．薄黒褐色粘土

5．時灰色粘土をベースに横縞状に

緑灰色シルトの帯が入る。

6．薄黒褐色粘土

7．黒褐色粘土　6→了は漸移的変化

8．焦茶褐色粘土

＋　　　63　　　＋

十　　　　　　　　十

0　　　　　　　　10m

IP

コ二二二二＝＝＝ここ

用転‡≡
Il

】．緑褐色粘土（ハシブ出土）

2．時褐色粘土

3．黒色粘土　多量の植物遺体を含む

4．灰褐色粘土（土器片を含む）

5．黒褐色粘土

6．粗　砂

7．暗褐色粘土

8．粗　砂

9．暗褐色粘土

10．粗　砂

II．暗褐色粘土

図513区プラント・オパール試料採取地点および土層柱状図
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表3　試料1ccあたりのプラント・オパール個数

静岡市、川合遺跡
1P地点

試　料　名 イ　ネ　　　　　　キビ族　　　　　ヨシ属　　　　　タケ亜科　　　　ウシクサ族

0　　　　　　　　　　0

0　　　　　　2，000

0　　　　　　　　900

1，800　　　　　　2，700

900　　　　　　1，900

1，000　　　　　1，000

4，800　　　　　　2，900

0　　　　　　　　　　0

0　　　　　　　　　　0

0　　　　　　2，200

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1，900

5，000

4，900

5，400

13，600

7，100

3，900

900

900

1，100

0

0

0

0

0

0

1，000

0

0

0

0

900

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

試　 料　 名 イ　 ネ　　　　　 キビ族 ．　　　　 ヨシ属　　　　　 タケ亜科　　　　 ウシクサ族

6 0　　　　　　　　 900　　　　　　　　 900　　　　　　　　　　 0　　　　　　　　　　 0

7　a 0　　　　　　　　 0　　　　　　 2，900　　　　　　　　　 0　　　　　　　　 0

7 b 0　　　　　 1，000　　　　　　 3，000　　　　　　　　　 0　　　　　　　　　 0

7　C 0　　　　　 1，800　　　　　　 4，600　　　　　　　　　 0　　　　　　　　　 0

7 d 0　　　　　 1，000　　　　　　 2，000　　　　　　　　　 0　　　　　　　　　 0

3P－B（Ⅹ層）地点

試　料　名 イ　ネ　　　　　　キビ族　　　　　ヨシ属　　　　　タケ亜科　　　　ウシクサ族

2，500　　　　　　3，400　　　　　　3，400　　　　　　　　　0

10，900　　　　　　5，400　　　　　　　　　0　　　　　　　　900

4，000　　　　　　7，200　　　　　　　　　0

10，100　　　　　　7，800　　　　　　2，300

4，000　　　　　　4，800　　　　　　　800

1，600　　　　　　　　0　　　　　　3，300

0　　　　　　　　0　　　　　　3，300

0　　　　　　3，000　　　　　　4，000

0　　　　　　　　800　　　　　　　　800
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表3　イネの生産量の推定

静岡市、川合遺跡
1P地点

深さcm　層厚cm P品数 仮比重1由磐つ隙浩t誓豊。m不幣票
n

U

　

　

7

　

　

4

　

　

1

　

　

6

　

　

5

　

　

4

　

　

4

　

　

8

　

　

8

　

　

6

　

　

9

　

　

8

　

　

3

　

　

3

1

　

　

2

　

　

2

　

　

3

　

　

4

　

　

5

　

　

6

　

　

7

　

　

8

　

　

8

　

　

9

　

　

0

　

　

1

1

　

　

1

7
　
　
7
　
　
7
　
　
5
　
　
9
　
　
9
　
　
0
　
　
4
　
　
0
　
　
8
　
　
3
　
　
9
　
　
5
　
　
0

1
　
　
1
　
　
1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

0

0

0

1，800

900

1，000

4，800

0

0

0

0

0

0

0

0

8

　

　

4

　

　

0

　

　

0

　

　

0

　

　

8

　

　

0

　

　

0

　

　

0

　

　

2

　

　

0

　

　

0

　

　

0

　

　

6

　

　

0

9

　

　

6

　

　

6

　

　

7

　

　

2

　

　

1

　

　

2

　

　

7

　

　

7

　

　

7

　

　

7

　

　

7

　

　

7

　

　

6

　

　

6

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

4

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

　

　

　

　

　

　

　

　

　

°

0

　

　

0

　

　

0

　

　

0

　

　

1

　

　

1

　

　

1

　

　

0

　

　

0

　

　

0

　

　

0

　

　

0

　

　

0

　

　

0

　

　

0

0　　　　0．00

0　　　　0．00

0　　　　0．00

1，200　　　0．23

1，000　　　0．19

1，100　　　0．21

5，700　　　1．09

0　　　　0．00

0　　　　0．00

0　　　　0．00

0　　　　0．00

0　　　　0．00

0　　　　0．00

0　　　　0．00

0　　　　0．00

0．00　　　　　0．00

0．00　　　　　0．00

0．00　　　　0．00

0．12　　　　　0．62

0．10　　　　0．93

0．11　　　1．02

0．59　　　　5．87

0．00　　　　0．00

0．00　　　　0．00

0．00　　　　0．00

0．00　　　　0．00

0．00　　　　0．00

0．00　　　　0．00

0．00　　　　0．00

0．00

層　 名
深さcm　 層厚cm l 品 数　 仮比重 1 躍 書 記浩 t誓豊 。m 讐繋 票

6 20　　　　　 3　　　　　　 0　　 1．10　　　　　 0　　　 0．00　　　 0．00　　　　 0．00

7　a 23　　　　　 5　　　　　　 0　　 1．12　　　　　　 0　　　 0．00　　　 0．00　　　　 0．00

7 b 28　　　　 10　　　　　　 0　　　 0．92　　　　　　 0　　　 0．00　　　 0．00　　　　 0．00

7　C 38　　　　 13　　　　　　 0　　　 0 ．68　　　　　 0　　　 0．00　　　 0．00　　　　 0．00

7 d 51　　　　　　　　　　　　 0　　　 0 ．63　　　　　　 0　　　 0．00　　　　 0．00

3P－B（Ⅹ層）地点

深さcm　層厚cm W壷数　仮比重　Pl躍瓢浩t誓澄。m手幣票
9
　
　
4
　
　
5
　
　
3
　
　
7
　
　
1
　
　
8
　
　
6
　
　
4

1
　
　
2
　
　
3
　
　
4
　
　
4
　
　
5
　
　
5
　
　
6
　
　
7

5
　
　
1
　
　
8
　
　
4
　
　
4
　
　
7
　
　
8
　
　
8

1

2，500　　1．17　　　2，900　　　0．55

10，900　　1．12　　12，100　　　2．31

4，000　　　0．90　　　3，500　　　0．67

10，100　　　0．90　　　9，000　　1．72

4，000　　　0．90　　　3，600　　　0．69

1，600　　　0．84　　　2，300　　　0．25

0　　　0．60　　　　　　0　　　0．00

0　　　0．56　　　　　　0　　　0．00
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図7　おもな植物の推定生産量と変遷（1）
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図8　おもな植物の推定生産量と変遷（2）
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付編4

静岡市川合遺跡の水田遺構の水田土壌的試論

静岡大学名誉教授　加藤芳朗

1．まえがき

近年、遺跡で畦畔、水路を伴う水田遺構が復元され、それを立証する自然科学的手法が

要請される情勢となった。花粉、プラント・オパールなどの微化石とともに土壌学的見地

からの寄与が期待されている。地下水位が低い、酸化的環境が卓越する場合の水田遺構の

土壌は特有の断面形態（鋤床＜すきどこ＞層、鉄、マンガン酸化物の集積層など）によっ

て判別されやすいが、地下水位が高く、還元的環境にある水田遺構の土壌から水田化を立

証するのは難しいと考えられている。また、本遺跡の水田遺構の土壌のように、かっては

かなり酸化的な環境にあったと思われるのに、現在は還元的環境にあるのをどう解釈した

らよいのであろうか。原点に戻ってこれらを整理してみたい（主として筆者の経験から）。

なお、本遺跡の水田遺構の記述は発掘担当の山田成洋氏より提供された資料と下記報告書

（「川合遺跡」と略称）に拠ったことをお断わりする。

静岡県埋蔵文化財調査研究所（1986）「川合遺跡」、昭和60・61年度静清バイパス（川合地

区）埋蔵文化財発掘調査概報

2．水田土壌の基本的土層配列（断面形態）

礫、砂、粘土などの無機物に富む無機質水田土壌と泥炭、黒泥などの有機物に富む有機

質水田土壌とに分けて解説する。

（1）無機質水田土壌

a）主要な構成土層

名称と記号の一部は松井（1987）を参考としたが、まだ暫定的なものと考えて頂きたい。

水田遺構の

土壌学的証

明と問題点

水田土壌の

基本的断面

①グライ層　孔隙が地下水などの水で飽和しているため、空気の進入ができず酸素不足　還元化（ゲラ
イ化）の強弱

の状態（還元的状態）にあるもの。還元化（グライ化）の強弱によって、強グライ層（記

号G、青～緑色を呈する）、部分酸化的グライ層（下述）、弱還元化土層（下述）に分けら

れる。判定は色でもできるが、a－a′ジピリジール試薬（無色）に対する赤変反応の強弱

が確実である。

②作土層（記号Ap）イネ栽培のための代掻（しろかき）、耕起を受け、イネの根がもっ

ともひろがる土層。夏、水を張る（湛水）ため、田面水（表面水）で土層全体が飽和され、

作土の強グ
ラ　イ　化

高温による激しい有機物の分解も加わって、著しい酸素不足（強グライ化）が起こる。秋

の落水期に入ると乾燥が始まり、田面や亀裂ぞいで酸化が進行する。

③鋤床層（記号Ac）作土層の下は、人間、家畜、農業機械によって踏圧されたり、浸

透水の運ぶ粘土分によって隙間に目づまりが起こったりするので、よく締まった、水の通

り難い土層ができる。厚さは10cm程度である。

④斑紋集積層（記号B）地下水位が低い場合は、水田の下層土にも上から空気が進入　鉄・マンガ

し、酸化状態を呈する。夏、強グライ化した作土では、含まれる鉄、マンガン化合物が還孟㌘㌫

元され（鉄：3価－2価、マンガン：4価－2価）水に溶けやすくなる。これが水と一緒

に下方に移動する。水の移動量を田面水の低下（減水深）で表すと、通常10～30mm／日ぐら

いである。還元された鉄、マンガンが酸化状態にある下層に届くと、ふたたび酸化を受け
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て溶け難くなるので、水の通路である根跡だとか粒子間の孔隙に沈殿する。鉄よりもマン

ガンの方が還元されやすく、酸化され難いので、その沈殿位置が鉄よりも下位になるのが

普通である。酸化力がとくに強い場合（下層が礫層で空気の進入が制限されない）には短

班　　紋　い距離の間に両者が混在して沈殿することがある。沈殿物は斑状を呈するので斑紋と呼ば

牽管状剖王鉄

酸化的グライ層

れる。粒子間での沈殿物は丸っこい（点状、斑状、雲状などの）形が、根跡での沈殿物は

縦に細長く伸びた（糸根状、管状などの）形が、また、亀裂の壁面での沈殿物はフイルム

状（膜状）の形が、それぞれ特徴である。酸化鉄の斑紋（斑鉄）は茶、オレンジ、赤褐色、

酸化マンガンの斑紋（マンガン斑）はチョコレート（焦茶）色である。斑鉄集積層はBir、

マンガン斑集積層はBmnで表される。

⑤酸化されつつあるグライ層　地下水面が低下すると（多くが排水工事の進捗による）

グライ層中のヨシなどの垂直根跡に空気が進入する。管壁から徐々に酸化が進むので、管

のまわりに茶褐色の酸化鉄層ができる。その外緑はぼやけているので章（うん）管状斑鉄

（あるいは単に管状斑鉄、管鉄）という。これを含むグライ層を（部分）酸化的グライ層

（記号Go）とする。斑状集積層の管状斑鉄は輪郭が明瞭なことと、まわりが酸化～弱還元

的基質であることで区別される。

さらに酸化が進むと、グライ層内部まで浸潤した酸素が還元鉄（青色）の一部を酸化す

る。この褐色と青色とが混合して灰色を呈するようになる（本村、1978）。この状態の土層

弱還元化土層　を弱還元化土層（または灰色土層、Cr）と呼ぶこととする。

b）地下水型、表面水型水田土壌

地下水型水田

土壌の断面
I）地下水面が高い（強グライ化が浅い）場合（地下水型＜湿田型＞）は強グライ層が

作土またはその直下まで達する。湛水期はむろん全層が強グライとなる。落水期には作土

の一部が弱酸化を受けるが〔（部分）酸化的グライ〕、下層は依然として強グライのままで

ある。湛水の影響は作土内に止まり、下層にまで及ばない。この場合土層構成から水田化

a

地下水型

圃
＝
〓
≡

．
叫

一
．
．
一
一
l
…
一
E
二
一

（湿田型）　　　　　（半湿田型）　　　　　（半乾田型）

［Z］□　□　画　E＝］

表面水型　　　　　停滞水グライ型

門
間
開
田

（乾田型）

ロコ　□［亘］口　早
AP AC Bir Bmn Cr Go G　　　　　斑鉄　　　　グライ　　　地下

作土　　すき床　　斑鉄　　マンガン斑　弱還元化　　酸化的　　強グライ　　　　　　　斑　　　水位

集積層　　集積層　　（灰色）土層　　グライ層　　　層

図1地下水位の高低、表面水の影響の度合いなどに基づく水田土壌の類型を示す
模式柱状図（深さおよそ1mまで）
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の兆候を読み取ることが難しい（図のa）。

Ⅱ）地下水面が低い（強グライ層が深い）場合（表面水型＜乾田型＞）は上位から作土、表面水型水田
土壌の断面

鋤床層、斑紋集積層、灰色土層、酸化的グライ層、グライ層という土層構成になる（図の

d）。斑紋集積層が表面水型の水田耕作のもっとも明瞭な証拠である。

Ⅲ）中間型（半湿田、半乾田）（図のb、C参照）

松井（1970）は岡山県津島遺跡で初めてこれを用いて弥生中期の半乾田型水田の存在を

指摘した。筆者も同じ観点から掛川市原川遺跡での近世の乾田を確認した（加藤、1989）。

C）透水性の影響

Ⅳ）透水性のよい砂質土層　ィ．地下水位と強グライ層頂部とはだいたい一致する。ロ．

中間型水田

土壌の断面

地下水の低下は下層土への全面的な空気の進入を許し、全層の鉄が酸化され、土色は褐色　砂質土層の
全面的酸化

なる水田土壌

を呈するようになる（褐色土層＜Co＞）。ハ．落水後の作土も同様で、春先までに全層が

酸化する。

Ⅴ）透水性の悪い粘質土層　ィ．地下水位は下がっても強グライ層はそれに対応できず

上位に留まる。層内への空気の進入が手間どるからである。酸化はまず植物根跡からはじ

まる（Go層）。ロ．落水後の作土も同様で、春先でも亀裂内部は強還元のままでいる○ハ・

田面水が下方浸透しないため、作土やその下部に水が停滞し、グライ化が進行する。夏の

作土の強グライ化がそれを促進することもあろう。この停滞水グライ層の下には灰色土層、博鰍グライ層

酸化的グライ層、地下水による強グライ層がくる（図のe）。逆グライ層とか2段グライと

か呼ばれることがある。

（2）有機質水田土壌

これは、湿地植物の遺体が年々集積した泥炭やその分解物である黒泥を主たる構成員と

する。生成の場所は年間水で飽和している低湿地で、無機質水田土壌の地下水型よりもさ　泥炭●黒泥より

らに地下水面が高くなったと考えられる。したがって、これも水田化の兆候が土層構成に

残らず、水田化を推定し難い土壌である。

3．本遺跡の水田遺構の土壌

6～12区から、江戸時代～古墳時代中期にわたる7枚の水田遺構が検出されている。こ

のうち、筆者が観察したⅤ、Ⅶ層水田は古墳時代後期に属する。上位の礫層や砂層に保存

された整然たる小区画水田畦畔遺構があることから水田の存在は疑いのないところである。

さらに、旧河道の中に井堰や取水路が見出されたので、濯漑水を用いた乾田～半乾田タイ

プの水田と想定された（「川合遺跡」）。しかるに、水田作土、下層土だけでなく畦畔、農道

までがすべて強グライ化していた。前項の説明からすれば、地下水型（湿田型）水田土壌

に含まれることになる。どうしてそうなったのか、次に検討してみよう。

4．土壌のグライ化現象

わが国の水田土壌は明治以来の排水改良の効果で地下水位が低下し、地下水型水田土壌

が中間型、表面水型水田土壌の方に変化を続けている。200年以上の歴史をもつ干拓地の水

田土壌が良い例で、干拓年次を追って比較するとその変化が明瞭に跡付けられる。

このような、いわば、還元的土壌の酸化現象とは反対方向の変化、つまり、酸化的土壌

の還元化（グライ化）は起こりうるだろうか。

（1）水田化に伴う土層のグライ化

これがよく観察されるのは水田と畑とが隣接する場所である。水田の作土が夏強グライ

化することはすでにのべたが、下層土も土色が灰色化（弱グライ化）したり、極端な場合
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水田化による

酸化的土層

のグライ化

盛土の下の

グライ化

泥流、軽石層

下のグライ化

には青灰色化（強グライ化）したりする。多くの研究者がこれを指摘している（山崎、1960、

三土、1974）。筆者も原川遺跡16区トレンチ（茶畑と水田とを貫通）で同様の事象を認めた

（加藤、1989，P73、第49図参照）。また、浜岡町、大東町地内の海岸砂地帯の畑、水田で

つぎのような事例を見出だした（加藤他、1983）。畑地の下層は砂よりなるが、地下水面下

でもα－α′ジピリジール反応がなかった。おそらく、粗孔隙にとむ砂層には酸素を含んだ水

が侵潤しやすいためであろう。しかるに、水田の下層土は砂質でかつ落水期で地下水位が

下がっていたにもかかわらず、強グライを呈していた。作土で生じた夏の強還元的水が下

へ浸透したためと作土が細粒で落水期に上からの空気の進入を防いだためだと推定される。

もともと、酸化状態にある台地や丘陵の土壌が水田化されると、作土や下層土が灰色味

を帯びる例も多数ある。筆者も三方原台地の水田ほかで遭遇した（加藤、1964，P277－278）。

（2）埋没に伴う土層のグライ化

昭和63年度清水市教委が押切石川遺跡（高部東小横）においてグリッド調査を行なった。

No．1グリッドで、1m近くの盛土に覆われた旧水田の作土層（厚さ約25cm）の上半と畦畔

の上半が強グライ化して暗青灰色となり、作土層の下半には大きなグライ班が含まれてい

た。作土層の下70cmの深さまで、糸根状、管状の班鉄にとむ灰色の粘質土層であるから、

この水田土壌が表面水型であったことは明瞭である。従って、旧作土層と畦畔のグライ化

は盛土に埋没された以後に起きたと考えざるを得ない。おそらく、盛土中を浸透した水が

旧作土の直上に停滞しグライ化作用を及ぼしたのであろう。

粗粒な堆積物の下に撤密な土層があると、その最上部が強弱のグライ化を受けることが

しばしばある。富士山麓御殿場市棚頭地区で御殿場泥流におおわれた黒ボク土層がグライ

化したのを実見したことがある。また、鳥取県米子市内で、大山松江軽石層下の埋没赤色

土の頂部10cmほどが灰色化したのを観察したことがある（松井・加藤、1965，P38）。これ

も上と同じメカニズムに由来すると考えられる。

（3）埋没に伴う地下水位の上昇

これはまだ仮説に過ぎないが、埋没で地表面が高まると上記のように、浸透水が透水性

の悪い埋没土層の上にたまり、新たな地下水面ができることになる。充分に時間が経てば、

下の土層も水で飽和しグライ化するであろう。埋没が河川堆積によるときは、多量の水が

供給されるので、それが促進される。扇状地のように粗粒物質が優勢な堆積場でも、これ

が何度も繰り返されることによって地下水位は上昇していくと考えられないだろうか。下

位の土層ほど、水の飽和やグライ化の度合いが高まるであろう。

粘土層によって埋没される場合は、粘土の堆積が静水下で起こるわけであるから、埋没

される層はもちろん被覆する粘土層も水で飽和していると見なくてはならない。

（4）班紋はグライ化で消滅するか？

鉄・マンガンの班紋が酸化によってできることは上述の通りである。逆にグライ化を受

けたら姿を消してしまうだろうか。ィ．落水期間に作土中に生じた雲状や膜状班鉄がつぎ

の湛水期間の強グライ化で消滅することはよく知られている。ロ．下層土の班紋のように、

数10～100年の歳月を要して形成されたものはどうであろうか。これにこたえられるような

調査例はないようである。ただし、停滞水グライ水田土壌で、作土下のグライ層は以前の

班紋形成層（酸化層）から変わったものとも見られる。時間をかければ班紋が消滅する可

能性も否定できない。

一方、鉄・マンガンの班紋の痕跡が、たとえ微視的でも、残ってくれた方が表面水型や
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中間型水田土壌の復元に役立つわけである。グライ化層の中からそのような微候を探しだ

すのも今後の課題である。たとえば、発掘壁面で酸化を受けたとき、以前酸化された部分

はそうでない部分よりも早く酸化が進むということがないかどうか。

（5）本遺跡のⅤ、Ⅶ層水田土壌のグライ化

上記（2）（3）の効果が働いたものと思われる。この地域は旧長尾川の度重なる氾濫で

水田が埋没を繰り返したことが知られている。

（6）本遺跡以外の同様な事例

焼津市中川地区遺跡の古墳時代の水田は保存の良い小畦畔、足跡を伴って大井川の氾濫　焼津市小川地

による砂層（厚さ10～60cm）の下から出土した。その作土まで強グライ化していたので地

下水型水田土壌（湿田）と判断した（加藤、1987）。しかし、大小の畦畔もグライ化してい

た、深さ20～30cmの水路を伴っていた、など本遺跡の水田と共通するところが多い。本来

は半湿田だったものが埋没によってグライ化した可能性もある、と今は思っている。扇状

地の縁辺という地理的立地条件も本遺跡と似ている。

5．あとがき

本遺跡とは直接の関連が薄い次の3点には触れなかった。ィ．遺跡で出土する地下水型

水田土壌の判定の問題、ロ．畦畔に似た形状が下層土中の班紋の濃淡として現れる事例（疑

似畦畔）、ハ．水田土壌の酸化還元現象を、平地での湿地の拡大・縮小など時空的事象と関

連づける研究方向。ィ、ロについては一部を予察的に論じたことがある（加藤、MSおよ

び1989）。
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加藤芳朗（1964）土壌。「地質調査報告書」、p259－294、浜松市。

加藤芳朗（1987）焼津市中川地区遺跡立地の地形・地質・土壌学的検討。「道場田・小川城遺跡Ⅲ、

宮之腰遺跡Ⅱ、道下遺跡」、p127－145、焼津市教育委員会。

加藤芳朗（MS）有東梅子遺跡第3次発掘調査区水田址土層の土壌学的所見。（1987．12　静岡市

教育委員会に提出）

加藤芳朗（1989）原川遺跡をめぐる地形・地質・土壌学的背景。「原川遺跡」、p65－78、静岡県埋

蔵文化財調査研究所。

加藤芳朗他6名（1983）東遠州灘海岸砂地地帯における耕地土壌の断面形態。「火山灰と土壌」、p

149－155、博友社。

松井　健（1970）岡山県津島遺跡における弥生時代の濯漑水利用水田の存在について。考古学研究、

16、p6ト68。

松井　健（1987）水田土壌学の考古学への応用－ケース・スタディと提言－、「土壌学と考古学」、

p163－186、博友社。

松井　健・加藤芳朗（1965）中国・四国地方およびその周辺における赤色土の産状と生成時期。資

源研嚢報、No．64、p3ト48。

三土正則（1974）低地水田土壌の生成的特徴とその土壌分類への意義。農技研報告、B－25、29－
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本村　悟（1978）水田土壌の灰色化作用。「水田土壌」、p90－93、講談社。

山崎欣多（1960）水田土壌の生成的分類に関する研究。富山農試報告、特1号、pL98
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付編5

川合遺跡の立地に問する地学的検討

静岡大学名誉教授　加藤芳朗

1．まえがき

川合遺跡は長尾川が山地内から巴川平野に出たすぐの右岸側、竜爪山から派出する長尾　川合遺跡と
静清バイパス

川右岸山地の末端付近に位置する。静清バイパス予定路線の長尾川から巴川の西までの区

間（STA437～505）には、東から宮下、川合、内荒、上土の各遺跡がある。川合遺跡はほ

ぼSTA452～467の区間にある。STA番号は東から20mごとにつけられている（図3参照）。

土層情報の多くを下記報告書及び未公開資料（川合遺跡‥山田成洋氏、池ヶ谷・八反田遺

跡‥佐藤正知氏一以上、静岡県埋蔵文化財調査研究所－、上土遺跡‥伊藤寿夫氏一静岡市

教育委員会－）から利用させていただいたことをお断りするとともにこれらの方にお礼申

し上げる。

静岡県埋蔵文化財調査研究所（1986）川合遺跡、昭和60・61年度静清バイパス（川合地区）埋蔵

文化財調査概報、29総貢。

静岡県埋蔵文化財調査研究所（1989）川合遺跡（遺構編）、昭和63年度静清バイパス（川合地区）

埋蔵文化財調査報告書、図版編、10図、109図版。

静岡県埋蔵文化財調査研究所（1988）瀬名遺跡一昭和62年度静清バイパス（瀬名地区）埋蔵文化

財調査概報一、25総貢。

静岡県埋蔵文化財調査研究所（1990）長崎遺跡一昭和63、平成元年度静清バイパス（長崎地区）

埋蔵文化財調査概報一、29総貢。

2．地形の特色

本遺跡は長尾川右岸の海抜約13mから巴川左岸の海抜約7mに低下する途中にある。図　遺跡と長尾川

1は遺跡周辺の地形分類図（門村、1966を簡略化）である。長尾川の現流路沿いには等高

線が鋭く突き出していることから、同川が天井川をなすことがわかる。本遺跡はその西側

の凹凸のある等高線が南西方に張り出す部分（砂礫質自然堤防）に当たっている。これか

ら同川の氾濫堆積が本遺跡にまで及んだことが推測される。

長尾川の天井川と南方の有度山から押し出した吉田川の扇状地とによってふさがれた形

の巴川上流平野は低湿地としての性格を一段と深めている。さらに、谷津山の両側ぞいに

東方に進出する安倍川の自然堤防状微高地（ほぼ、北街道、旧東海道と一致する）によっ

て、麻機低地、古庄低地、池田低地に分かれる。図1の6m、8mの閉じた等高線の示す

凹地が、それぞれ麻機及び古庄低地に当たる。

3．地下地質の特色

巴川上流域の

低　湿　地

（1）巴川平野の地下地質

の冒崇票芸芸羞霊芸芸芸禁芸孟票票慧豊豊）。誓霊謡斑
は後氷期海進（縄文海進）にともなって巴川の谷沿いに進入した湾の底を埋めた堆積物で、

貝殻片を多く含む。長尾川以西ではその上位にHG（腐植物を含むシルト混じり砂礫層）、

HC（腐植物をまじえるシルト・粘土層）がくる。これは海進のピーク（縄文早期末）以降

に湾を埋め立てたものである。基盤の高まりの東側にもHG、HCに当たるものがある。
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長尾川からの

礫の進出

I．山地丘陵　　　　　　　　3．同前（有度丘陵内）　5．後背低地（表層粘土が薄い）7．宮下、川合、内荒遺跡　9．凹陥地

2．礫質谷底低地と小扇状地　　4．砂礫質自然堤防　　6．同上（表層粘土が厚い）　　8．等高線（血ごと）　　用．山麓の崖錐

図1遺跡周辺（巴川上中流部）の地形分類図と等高線（門村、1966より）

湾の出口が砂州で塞がれ、生じた淡水域の湿地化が進む過程の前半期にしばしば砂礫の氾

濫が起こったことが暗示される。

（2）川合遺跡とその周辺の地下地質

図3は長尾川から巴川西までの静清バイパス予定路線沿いのボーリング資料（建設省、

日本エダルト社調査）をもとにまとめた地質断面図である。

a）洪積層　　主としてN値の大きさで判定されている。後氷期海進の始まる以前（約

1．8万年前より前、更新世後期）の堆積である。礫層と粘土層（原資料で粘性土とされるも

の）の互層をなすが、礫層が長尾川に近づくにつれて厚さと数を増すことから、同川から

運び込まれた物と思われる。
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b）沖積層　　（i）川合遺

跡～上土遺跡　海抜－10m以浅

に粘土・礫の互層が、それ以深

に砂・粘土互層がある。以下、

これらを、それぞれ上部層、下

部層（Au、Al）と呼ぶことと

する。

上部層は上半の泥炭ないし有

機質粘土層（Auc）と下半の粘

土層を挟む礫層（Aug）からな

る。この礫層は長尾川の方に連

続するので同川からの運搬物の

可能性が大きい。上土遺跡の静

岡市教育委員会の発掘現場で海

抜3．8m以深に伏在する礫層の礫

を筆者が調べたところ、明らか

東

伍∃［＝］E∃巨∃匝亘］匡∃匡笠∃
a b c d e f g

a．磯　　C．シルト　　e・貝殻片　　g・基盤

b．砂　　d．粘土　　　f．腐植物　　K－Ah・アカホヤ火山灰

図2　巴川平野地下質断面図（松原、I989による）

に長尾川のそれと同じであった。

下部層の砂層は長尾川に向かうと礫層に移化するので、これも同川からきたものであろ

上　部　層

下　部　層

う。ところどころで貝殻を含む。

Auc、Aug、Alはそれぞれ、図2のHC、HG、MCの一部に該当しよう。

（ii）宮下遺跡　Auが粘土層（長尾川の東側でも同様である）、Alが礫層を優位とする。　内湾の時代

C）沖積層の堆積環境と時代　（i）堆積環境　上記のことから、①Alの堆積時、巴

川沿いに湾が上流部まで広がったころ、本遺跡付近では、東部（宮下遺跡）に長尾川から

の礫の押し出しの中心があり、西方に向かって砂を供給した。②Auの堆積時代に入ると、

湾は出口が閉じて淡水化し、埋め立ても進んで湿地が優勢となった。その前半は、長尾川

E

O

内湾の淡水化

とその埋め立

て　の時代

W

500m

沖　積　層（A）　　　　　　洪　積　層（D）　　　紀層　　　　　深　　度　　　　まじり

図3　バイパス予定路線ぞいの地下質断面図（建設省資料による）

Auc、Aug、Alなどは筆者による区分
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後氷期の海
水面の上昇
速度からの
時代推定

からの礫の進出が中西部（川合～上土遺跡）に向かい、東部は静かな水域となった。後半

期になると礫の押し出しは弱まって東部から西部にわたって全面的に湿地化した。しかし、

この時期にも礫層の堆積があったのは後述の通りである（4．参照）。③最後に現長尾川に

よる礫の氾濫が東端で起こった。④要約すると、本遺跡と関連する土層が堆積した環境（縄

文晩期以降）は、長尾川からの礫がたびたび流入する湿地の縁辺部のそれに当たっていた、

ということができる。

（ii）時代　Alの堆積開始時期を直接示すものはないが、次のような考え方でそれを推算

することができる－後氷期海進によって、1．8万年前（以下年前をyBPとする）から0．6万

yBPにかけて海面の高さが－100mからOmまで、同じ速度、つまり、100／12，000＝0．0083

m／yの割で上昇した－。さて、図3のAlの下底でもっとも深いのは西端の－35mである。

ここまで海面があがってくるのに要した時間は、（100－35）÷0．0083＝約7，800yであるか

ら、その時期は1．8－0．78＝約1万yBPとなる。川合遺跡でのAlの下底はこれより10m余

り高いので海面がそこに届いた時期は、10÷0．0083＝約1，200y余り遅れることになる。Au

の下底は海抜－8mから－3mと変化するが、－5mを平均値とし、かっAuとAlとの間

に不整合はないと仮定する。上と同様の計算に従えば、（100－5）÷0．0083＝11，500y、

よってその高さに海面が達した時期は1．8－1．15＝約0．65万yBPである。これらの計算は

地盤の昇降運動がないとしてのものである。しかし、ここから麻機低地にかけては地盤の

沈降域であるとの見解がある（松原、1989）。これに従えば、上の0．65万yBPは約0．55万

上部層は縄　yBPか、もう少し後ということになる。
文前期以降

の　堆　積

上部層の下半

に礁層が優勢

な場所は限ら

れていた。本

遺跡はその一

つに立地する

以上の結果、Au、つまり、沖積上部層は縄文前期ごろ以降の堆積と推定される。もしそ

うだとすると、Augの堆積は、静清平野で海成層を削り込んで進出した縄文中～後期ごろ

の礫層（神明原・元宮川遺跡大谷川地区く加藤、1989b〉、長崎遺跡）の先駆的なもの（扇

状地周辺での）とする見方も、あるいはなきにLもあらず、である。今後の事例の増大に

期待したい。

d）Au堆積時の四周の状況　　Auが場所によって粘土層を主としたり、下半にAugを

伴ったりすることがわかったので、それらがどんな分布をしていたかを知るために次のこ

とを試みた。ボーリング資料（主として土はかく1976〉　を使用）で地表から10mの深さま

でに、厚さが5m以上の礫または砂層が頭を出しているとき、Auは下半にAugを伴うと

みなした。この条件に合致する地点を●で、Augが砂層を主とすることがあるのでその時

は㊥で、粘土や有機質土層が優勢な地点は○で、それぞれ記入したのが図4である。これ

をみると●の分布は大変に限られている。長尾川からバイパス予定路線にかけての黒丸の

まとまり（破線でくくった範囲）が目立つ。いうまでもなく本遺跡のAugと関連するもの

で、長尾川から礫の供給のあったことが再確認される。その他では瀬名と北安東付近に黒

丸の小さなまとまりがあるぐらいである。なお、図の右上に㊥印の密集する部分がある。

このように、Augの存在が目立つのは限られた場所しかなく、その他は湿地性の有機質

粘土層（薄い砂や礫を挟むことがある）で占められる。これから、この時代に本遺跡周辺

では巴川平野に展開する湿地に対し、安倍川、長尾川、有度山からの小河川などが礫や砂

を運び込んだ姿が想定される。なかでも長尾川は現平野の西端ぞいの部分に礫進出の主部

があり、本遺跡はそれと関わって立地してきた、ということができよう。清水市長崎遺跡

一帯にも貝殻を含む粘土層の上に礫層（Glと命名）・有機まじりの粘土層（下部にKgp、

Osが挟在）がこの順に重なる（加藤、1989a）。本地域のAug、Aucに対比されそうであ
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○

a　●　A。gの出現する地点　　　　c O　その他（粘土．泥炭を主とする）e A）等高線（・kmごと）

b　㊥　Augが砂を主とする地点　　　diid山地・丘陵　　　　　f・－　宮下・川合・内荒遺跡

図4　上部沖積層下部礫層（Aug）、の出現状態（土ほか、1976より作成）

る。

注）Kgp：カワゴ平軽石、約2，900yBP。Os：大沢スコリア、約2，700yBP。

4．発掘区の土層

本遺跡の6～12区で検出された土層の特徴と近隣遺跡でのそれとの関連について概説す

る。 全体的特徴

（1）全体的特徴

ィ．層位的にはAuc内に入るが、一部はAugの上部相当の礫層があるかもしれない。

ロ．確認された時代の上限は縄文後期末（Os、Kgpの下位）である。

ハ．有機質粘土のような湿地環境を示す土層と砂、礫のような河川からの押し出し堆積　縄文後期～

を示す土層との互層を呈する。

砂、礫の供給源は長尾川と考えられる。同様の礫層は巴川の西方（上土遺跡）にま

で達している。
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古墳中期を
中心とした

磯層の進出

（2）湿地堆積相としてのOs、Kgp包含層とⅩ層

12区河道SR12601の下位から明瞭に層をなすOs、Kgpの両火山灰が発見された。包含

層は白、黒、褐色粘土の互層である（後の2層は有機質、筆者の観察）。この上位は河道に

侵食されて不明であるが、同区のⅩ層（弥生～古墳前期）より下位にくることは、両者の

海抜高（Os、Kgpが約4．3m、Ⅹ層の下底が約5．8m）から推定できる。本遺跡全区に出

現するⅩ層も黒色粘土であるが、12区では上記包含層との間に礫層がくる。一方、静清平

野の低湿地の中心域では縄文後期ごろ（Kgpの直前）から古墳時代にかけて有機質土層が

堆積しつづけた（途中に小中断があったかもしれない）ことが広く知られている（加藤、

1989b）。図5において、近隣の各遺跡とも古墳前期から縄文時代にかけて低湿地堆積が主

体をなすのもその現れである。本遺跡もこの低湿地と連絡があったが、縁辺部に当たって

いたため、途中で礫の流入があったと解釈してもよいであろう。他区のⅩ層の下位層は不

明である。

（3）礫層末端相としてのⅨ層

Ⅸ層はⅩの上に重なり、緑灰～青灰色の粘土・砂の細互層である。西端の12区がもっと

も厚くて約1．7m。東端の6・7区で0．3mとなる。上、下端に古墳中期の遺構が検出されて

いる。上位は古墳後期の水田（Ⅶ、Ⅴ層）に覆われる、筆者の経験では、Ⅸ層の上記のよ

うな特徴は、低湿地に押し出した礫層の堆積末端相を示すものである。焼津市中川地区遺

跡（加藤、1987）、清水市長崎遺跡（清水市教委発掘、加藤、1989a）でその感を強くした

が、最近の静岡市池ヶ谷、八反田遺跡（静埋文調査研発掘）の現場を見るに及んで確信を
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図5　磯層末端相（Ⅸ層類似）と低湿地層の遺跡
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抱くにいたった。例えば、池ヶ谷遺

跡の礫層（E層）を横に追うと、流

路と自然堤防よりなる微高地面がし

だいに低くなるとともに、砂・礫互

層をへて砂・シルト（粘土）細互層

に変化するのが、わずか数10mの間

で観察できた（佐藤正知氏の指摘に

よる）。

本遺跡と近隣遺跡でのⅨ層類似層

の出現時期をまとめたのが図5であ

る。Ⅸ層自体の時期を特定できない

ので、図はその上限、下限を示した

もので、実際の出現期間はやや短い

かもしれない。これによると、各遺

跡とも古墳中期を共通とし、出現の

早いものは古墳前期から、また、終

了は平安期前がもっとも多いが、遅

いものは同期までずれこむ。もとよ

り、給源河川に近いところほど早く

始まり遅く終わるので、一概にはい

えないが、少なくとも古墳中期に巴

川平野中上流域にわたって河川から



の砂礫進出（氾濫）が一斉にあったとしてもよいだろう。図にはないが、瀬名遺跡の5区

でも、弥生後期から平安期水田の前までに厚い礫層（9、11層。10層は古墳前期水田層）

が堆積した。

（4）旧河道SR12601、11602、11401とⅨ層

礫の押し出しの活発な時は水勢が強いので流路をえぐって溝状の河道を作りやすい。標

記の旧河道はⅨ層を形成させた一連の河川氾濫に伴って生じたものと解される。SR12601は、

12区のセクション図を見ると、Ⅸ層の下部以下を削って南東から北西に向かう大きな河道

である。SR11401はⅨ層上面（古墳中期Ⅱ面）を切って北東から南西に流れ、同中期後半

の形成と考えられている。その覆土は礫層を主とする。

（5）古墳後期水田

V、Ⅶ層上面に上位の砂、礫でパックされた形で古墳後期の水田が検出された。両層と

も薄い黒褐色粘土からなることより、湿地が一時的に拡大してその縁辺が本遺跡あたりま

で達し、これを利用して水田が営まれたとも解釈される。一方、砂、礫の押し出しも間欠

的に続いた結果がパック水田の出現となった。この時代は礫層末端相（Ⅸ層）の続きとも

みなせるが、次の湿地拡大期の前ぶれが始まったとも考えられる。

（6）湿地拡大期と水田

本遺跡では未発見だが、池ヶ谷、上土、八反田、瀬名の各遺跡で平安期の遺構・遺物と

関連した黒褐色有機質粘土や泥炭が兄いだされた。いずれもこの層に水田が開設されたの

は、これら土層によって示される湿地の拡大と関連があるのではなかろうか。

巴川平野の中上流部では、下記のように、弥生期から古墳前期までと古墳後期から平安

期までの遺跡に水田が出てくるが、古墳中期のそれには欠けている。これも上記（2）湿地堆

積相、（3）礫層末端相で述べた内容や平安期の湿地拡大という環境変遷が一つの要因として

からんでいるのではなかろうか。今後の知見に待つことにする。

弥生期～古墳前期の水田例一池ヶ谷（？）、川合、瀬名、長崎など

古墳後期～平安期遺跡の水田例一池ヶ谷、上土、八反田など

〔附記〕　上土遺跡の低湿地層中からOs、Kgpの産出が確認された。
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第1図　第1面遺構実測図1

（6・7区II層1）
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第2図　第1面遺構実測図2

（6・7区II層2）
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第3図　第1面遺構実測図3

（6・7区II層3）
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第4図　第1面遺構実測図4

（12区II層）
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第5図　第3面遺構実測図1

（8区Ⅶ層）
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第6図　第3面遺構実測図2

（10・11区Ⅴ層1）



第6図



第7図　第3面遺構実測図3

（10・11区Ⅴ層2）
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第8図　第3面遺構実測図4

（10・11区Ⅴ層3）
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第9図　第3面遺構実測図5

（12区Ⅴ層1）
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第10図　第3面遺構実測図6

（12区Ⅴ層2）
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第11図　第3面遺構実測図7

（13区Ⅴ層）
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第12図　第4面遺構実測図1

（10・11区Ⅶ層1）
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第13図　第4面遺構実測図2

（10・11区Ⅶ層2）
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第14図　第4面遺構実測図3

（10・11区Ⅶ層3）
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第15図　第4面遺構実測図4

（12区Ⅶ層1）
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第16図　第4面遺構実測図5

（12区Ⅶ層2）
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第17図　第4面遺構実測図6

（13区Ⅶ層）



第17図

LJ

＋

＋

cn
く〇

E

C⊃

⊂）

＋

U

≒→ミミここフ‘一一一－ト

上

1

＋

＋



第18図　第5面遺構実測図1

（10・11区Ⅷ層1）
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第19図　第5面遺構実測図2

（10・11区Ⅷ層2）
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第20図　第5面遺構実測図3

（10・11区Ⅷ層3）
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第21図　第5面遺構実測図4

（12区Ⅷ層）
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第22図　第6面遺構実測図1

（6・7区刃層上面1）
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第23図　第6面遺構実測図2

（6・7区刀層上面2）
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第24図　第6面遺構実測図3

（8区Ⅹ層上面）
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第25図　第7面遺構実測図1

（6・7区刀層下面1）
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第26図　第7面遺構実測図2

（6・7区刀層下面2）
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第27図　第7面遺構実測図3

（8区Ⅹ層下面）
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第28図　第7面遺構実測図4

（10・11区Ⅹ層1）



第28図
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第29図　第7面遺構実測図5

（10・11区Ⅹ層2）
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第30図　第7面遺構実測図6

（10・11区Ⅹ層3）
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第31図　第7面遺構実測図7

（12区Ⅹ層）
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第32図　第7面遺構実測図8

（13区Ⅹ層）
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